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建築　特集 
● 建設施工現場における省エネルギー化推進・低炭素型社会構築への取組み 
● 建設現場の資機材の運搬を省力化するフレキシブル水平搬送システムの開発 
● 140m超高層建物における閉鎖型解体工事 
● HSPC構真柱の開発 
● ジャッキダウン式環境配慮型ビル解体工法の100mを超える超高層ビルへの適用 
● 圧着接合による耐震補強技術 
● 既存天井の後付耐震改修構法の開発 
● 超高層建造物を実現する， 耐震安全性に優れた高張力円形鋼管の開発 
● 都心部狭小地における超高層・大深度ビル建設手法の紹介 
● 加速度センサーを用いたコンクリート打重ね時間管理システムの現場適用 
● 鉄筋を内蔵したコンクリート充填鋼管構造を採用した高層複合ビルの施工 
● ハイブリッド中間階免震改修の施工 
● SRC/RC構造物解体の環境負荷を大幅軽減する解体工法 
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11 都心部狭小地における超高層・大深度ビル建設工事 
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情報化施工により東日本大震災の復興を支援

施部ձ報Խ施ҕһձ（ҕһ：
২ກԝ　ࣛ島建ઃࣜגձࣾ東ژ建築
を௨͡災部）は，報Խ施ࡐػళࢧ
害に強く৴པ性の高い෮ۀࣄڵを実現
で͖るよう被災 3 県の施者や発者
などをࢧԉすることとしました。

まͣは，一ൠࣾஂ法ਓ日本建ઃػց

施ڠձのαイトに෮ࢧڵԉのたΊの
ϗʔムϖʔジを立ͪ上͛，報Խ施
にରするٙや現でのࠔり͝とにつ
いての૬ஊにԠえていくこととしまし
た。࣍に，෮ۀࣄڵにおいて報Խ施
を取り入Ε，ࣗࣾのレϕϧアッϓを
ਤΖうとߟえる施者を，被災 3 県の

中͔Βืり，ۀ務ड後͔Βॡまで
をトʔλϧαϙʔトしていくこととし
ています。
IttQ���XXX.KDNBOet.or.KQ�TeLoV�
IVLLoV�JOEeY.ItNM

平成 25年度建設機械施工技術検定試験
－ 1・2級建設機械施工技士－

平成 25 年度 1・2 ٕց施ػ建ઃڃ
ज़ݕఆݧࢼを࣍の௨り実施いたします。

この֨ࢿは，建ઃۀࣄの建ઃػց施
。ఆしますݕるٕज़ྗやࣝをに

（以下のࡌه内༰はུ֓ですので，ৄ
রຢはిࢀձϗʔムϖʔジをڠはࡉ
による合せをしてくͩさい。）
1．申込み方法

所ఆのडݕਃࠐみ用ࢴにඞཁ߲ࣄを
。し，ఴॻྨとともに༣ૹࡌه

平成 25 年 2 月 1 日（ۚ）͔Β 4 月
5 日（ۚ）まで，डݕਃࠐみ用ࢴ等を
ؚΉ「डݕの手Ҿ」一ࣜをڠձ等で
ൢചします。
2．申込み受付

平成 25 年 3 月 8 日（ۚ）～ 4 月 5
日（ۚ）ʀऴྃ
3．試験日
ֶՊݧࢼ： 平成 25 年 6 月 16 日（日）ʀ

ऴྃ

実地ݧࢼ： 平成 25 年 8 月下०͔Β 9 月
中०：ऴྃ

4．合格発表
11 月下०
詳細問い合わせ先：
一ൠࣾஂ法ਓ日本建ઃػց施ڠձ　
部ݧࢼ
5&-：03-3433-1575
IttQ���XXX.KDNBOet.or.KQ

「平成 25年度版 建設機械等損料表」「よくわかる建設機械と損料 2012」

「平成 25 年度൛ 建設機械等損料表」
˙平成 24 年度൛͔Βの変ߋ
・  損ྉࢉఆදの「ॾݩ」ཝを֦大，ॾ

しಡみқさを改ળߋཁྖも変ࡌهݩ
・  損ྉࢉఆදの「೩ྉ༉छ・ফඅ」

ཝのࡌهཁྖを変ߋしಡみқさを改ળ
・  関࿈௨ୡ・告ࣔに「東日本大震災の

被災地で用する建ઃػցのػց損
ྉの補正について（௨）」をՃ

発　刊：平成 25 年 5 月 8 日
体　裁：  #5 ，ϞϊΫロ， 682 ท
価　格（送料別途 , 消費税含む）:
ձһ等　6,600 ԁ，一ൠ　7,700 ԁ

「よくわかる建設機械と損料 2012」
　  平成 24 年度൛ 建ઃػց等損ྉදの

ղઆॻとして࡞成したものですが，
平成 25 年度൛ 建ઃػց等損ྉදの
ղઆॻとしてもおい͚ます。

˒  損ྉ用ޠ，損ྉ補正方法を平қなද
現でղઆ

˒  ֤ ௨ୡ・告ࣔྨのཁࢫをղઆ
˒  ֤ 建ઃػցのྨίʔドのମܥをਤࣔ
˒  ֤ 建ઃػցの֓ཁ（ػ能・特徴）を

հ
˒  ओཁ建ઃػցのメʔカ・ࣜܕ名をද

にしてհ

がࡧݕϖʔジࡌܝցのଏ称͔Βもػ  ˒
可能

発　刊：平成 24 年 5 月
体　裁：#5 ，一部カラʔ，390 ท
価　格（送料別途 , 消費税含む）:
ձһ等　4,620 ԁ，一ൠ　5,460 ԁ

詳細問い合わせ先：
一ൠࣾஂ法ਓ日本建ઃػց施ڠձ
5&-：03-3433-1501
'"9：03-3432-0289
IttQ���XXX.KDNBOet.or.KQ�

第 7回　日本建設機械施工協会　研究開発助成

1．対象技術開発等
建ઃػցຢは建ઃ施（施にう

調査をؚΉ）に関するٕज़։発एしく
は調査・ڀݚݧࢼであって，以下のい
ͣΕ͔をその的として，新規性・ඞ
ཁ性・発ల性が高いとஅさΕるもの
をॿ成のରとします。
ᶃ施の合ཧԽ
ᶄ施の品質ཧ
ᶅ建ઃࣄにお͚る安全ରࡦ
ᶆ建ઃࣄにお͚るڥอ全

ᶇ災害͔Βの෮ٴچͼ災
ᶈ  ࣾ ձࢿ本のҡ࣋ཧ（อ全）ٕज़の

上ຢは合ཧԽ
ᶉ  そのଞ建ઃػցຢは建ઃ施に関す

るٕज़等の上とීٴ
2．助成対象者

大ֶ，高等ઐֶٴߍͼこΕΒのෟ
ଐػ関，もしくは法ਓ֨を༗するຽ間
άϧʔϓڀݚͼٴ者ڀݚ等のۀا
3．公募期間

8 月1日（）～ 10 月31日（）ʀऴྃ

4．助成決定
平成 25 年 12 月中०

5．助成期間
ॿ成ܾఆのཌ日～平成 27 年 3 月31日
：合せઌࡉৄ
一ൠࣾஂ法ਓ日本建ઃػց施ڠձ
ླ　ہ務ࣄ։発ॿ成ڀݚ
5&-：03-3433-1501
'"9：03-3432-1289
IttQ���XXX.KDNBOet.or.KQ�
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巻頭言

社会資本のエイジングに対応する
ロボット技術の展望

下　山　　　勲

2013 年Նに，東ژ大ֶのࣾձ࿈ܞϓロάラムであ
るάレʔλʔ東大क़で，「ࣾձࢿ本のΤイジϯάにର
ԠするロϘットٕज़」をテʔマとするษ強ձを։࠵し
た。ۀا等͔Β 30 名΄ど͝ࢀՃいた͖ͩ，৺なٞ
がల։さΕ，テʔマの関৺の大͖さをഽで͡ײた。

国ަ௨লのϗʔムϖʔジのࢿྉによると，ڮ
2 N 以上のڮྊは 70 ສڮで，建ઃ年度ผのڮ
ྊは，ઓ後͔Β高度成期に͔͚てඈ༂的に૿Ճ
し，築後 50 年以上のڮྊのׂ合は 2012 年，2022 年，
2032 年にそΕͧΕ，16ˋ，40ˋ，65ˋになるという。
ࣾձࢿ本のٺԽは一ա性の題ではなく，ڮྊやト
ϯωϧがあるݶりܧଓ的にରԠがඞཁである。ࣾձࢿ
本は，期にってར用さΕ，ߋ新には大͖なίスト
がඞཁで，ٺԽのਐߦఔ度は用ڥによって大͖
くҟなるという特徴をもっている。

૯ਓޱが減গするとともに，いわΏるஂմの世が
生࢈年ྸਓ͔ޱΒྸਓޱにࢉ入さΕ，ࣾձࢿ本のར
用の減গが見ࠐまΕるগࢠ高ྸࣾձで，ઓ後に࡞ΒΕ
たࣾձࢿ本のٺԽがۓ٤のࣾձ課題となっている。
ਓのࢹやଧԻによるैདྷのݕに併用して，Ӧंۀ
をར用したݕやロϘットによるݕと，そこ͔Βಘ
ΒΕる大ྔのσʔλ（Ϗッάσʔλ）のղੳによって，
ݕの質を上する一方でίストを減で͖る可能性
がߟえΒΕる。さΒには，修સۀ࡞の一部をロϘット
Խで͖る͔もしΕない。

ロϘットは，ηϯαʔとアΫチϡΤʔλと，能と
してのίϯϐϡʔλをもつ。ۀ࡞ݕや修સۀ࡞にద
したロϘットのܗは，ਓܕより，たとえ，ंݕや
建ػやϔリίϓλʔにηϯαʔやίϯϐϡʔλをࡌ
してロϘットԽしたものであり，近いকདྷに実現する
ͩΖう。ंݕなどはٕज़的にも実用ԽさΕているの
で，そΕΒに，ҟৗをݕするηϯαʔや，ロϘット
の動࡞にඞཁな能をのせるのが近ಓͩ。

ηϯαのわΕ方としては，ڮྊの損ইをՃ度η
ϯαで，ڮྊのͻͼׂΕのঢ়ଶをԻで，トϯωϧ
の෴എ໘ۭಎを֎ޫで，路໘ঢ়ଶを可ޫࢹでݕ
するなど，実用ԽがਐΜでいる。たとえ，Ճ度η
ϯαはॏりをͶでࢧえた構をܞ，ͪ࣋ଳిのॏ
ྗ方をݕするなどで活༂しているものであるが，
測がܭྊのৼ動पに合ういपのՃ度のڮ
さΕている。可ޫࢹイメʔジϯάでは，৭やܗঢ়
のೝࣝを用いて不ྑՕ所を発見で͖るが，ロϘットの
えよでഓわΕているロϘットϏジϣϯの成果もڀݚ
う。さΒに，可ޫࢹよりがい֎ޫやϛリな
どपのҟなるి࣓を用い，にґ存するి࣓
のٵऩやࢄཚをܭΕ，ڑ，Թ度，ࡐ質の報が
ಘΒΕよう。

ロϘットがීٴするたΊにはロϘットが合ཧ的なՁ
֨であることが݅になる。たとえ，現在আロϘッ
トとしてചΒΕている༗名な品も，ൢച։࢝࣌，
ଞࣾの既存のআロϘットより十ফඅ者にड͚入
ΕΒΕるՁ֨で提供で͖たのがීٴのݤであったとฉ
く。ݕロϘットもۀ࡞ݕにඞཁな༷を明֬にし
て，༨なػ能をল͖，合ཧ的なՁ֨でൢചで͖るよ
うにす͖である。

ٺԽするࣾձࢿ本の効果的なอकは世界最で高
ྸԽがਐΉ日本͚ͩのではなく，世界の国ʑのࠓ後
のࣾձ課題でもある。మಓや高ಓ路のอकなどで
年ഓって͖たݕと修સをૅجとし，ロϘットٕज़を
組みࠐみ，質の上をは͔りつつも効Խしてίスト
を減し，地方ެஂڞମ等のอ༗するࣾձࢿ本のอक
αʔϏスとしてల։し，さΒに，世界に֦大してࣾձ
ߟԽରԠイϊϕʔシϣϯとなって΄しいとٺ本のࢿ
えている。

─しもやま　いさお　東京大学大学院情報理工学系研究科教授 
／ IRT 研究機構機構長─



� 建設機械施工 Vol.65　No.11　November　2013

�ʹ͓͚Δݱઃ施工ݐ
লΤωϧΪʔԽਪਐɾૉࣾܕձ構ஙのऔΈ

٢　ా　　　ܿ

地球ԹஆԽରࡦとして国ަ௨লにおいて取り組Μでいる，ハイブリッド建ઃػց等をೝఆする「
ૉܕ建ઃػցೝఆ制度」，およͼ，೩අج४をୡ成した建ઃػցをೝఆする「೩අج४ୡ成建ઃػցೝ
ఆ制度」について，制度の位置͚ͮ，֓ཁおよͼීٴଅਐࡦについてհする。また，建ઃ施のলΤω
Խにお͚るࠓ後の課題をཧする。
キーワード：建ઃػց，地球ԹஆԽ，লΤωϧΪʔ，ハイブリッド，೩අج४

1．はじめに

地球ԹஆԽ題は，地球規模でのରࡦがٻΊΒΕる
の課題であり，զが国においては，2008ۓ٤ 年͔Β
2012 年の 5 年間で 1990 年ൺ平ۉ 6ˋのԹࣨ効果Ψス
ٞژ，ٞఆॻのଋをୡ成するたΊژ減という
ఆॻඪୡ成ܭը（2005 年ֳܾٞఆ）にͮجいて，国，
地方ެஂڞମ，ۀࣄ者や国ຽ等の෯い層で地球Թஆ
ԽରࡦをਐΊて͖た。

し͔し，東日本大震災をػܖとしたྗࢠݪ発ి所の
Քಇఀࢭにより，2012 年度以降のഉग़ྔは 2011 年と
ൺֱし大෯な૿Ճがݒ೦さΕており，2020 年までに
25ˋഉग़減するとした国ެࡍについては，૯ཧࢦ
ࣔを౿まえ，25ˋ減ඪをθロϕʔスで見直しがਐ
ΊΒΕている（平成 25 年 9 月現在）。

し͔しながΒ，建ઃ施現にお͚るলΤωϧΪʔ
Խਪਐ・ૉࣾܕձ構築の取組み（以下「建ઃ施
のলΤωԽ」という。）がҾ͖ଓ͖ඞཁなことに͔
わりはない。このたΊ国ަ௨লにおいては，こΕま
で取り組Μで͖たハイブリッド建ઃػց等をೝఆする

「ૉܕ建ઃػցೝఆ制度」，およͼ，2013 年 4 月
にઃした೩අج४をୡ成した建ઃػցをೝఆする

「೩අج४ୡ成建ઃػցೝఆ制度」によるೝఆػցの
のলΤωԽをਪଅਐをਤることにより，建ઃ施ٴී
ਐしていくߟえである。

本稿ではこΕΒの制度の位置͚ͮ，֓ཁ，ීٴଅਐ
のলΤωԽの課題について後の建ઃ施ࠓおよͼࡦ
հする。

2．  建設施工の省エネ化の位置づけ，推進の
枠組み

建ઃ施のলΤωԽは，レϕϧの֤छࡦにお
いてその取組みが位置͚ͮΒΕており，そのॏཁ性は
。くೝさΕている

（1）第 4次環境基本計画
のࡦのอ全に関する施ڥըは，のܭ本جڥ

૯合的͔つ期的な施ࡦの大ߝをఆΊるものであり，
本法第جڥ 15 の規ఆに͖ͮج，ֳܾٞఆさΕる
ものである。平成 24 年 4 月にࡦఆさΕた第 4 ڥ࣍
とࡦの۩ମ「ࡦ地球ԹஆԽର」，ըにおいてはܭ本ج
して下هのようにࡌهさΕている。

・建ઃػցのলΤωϧΪʔԽ
　೩අ性能の༏Εたૉܕ建ઃػցのීٴଅਐ
をਤるとともに，世界でॳとなる建ઃػցの౷一
೩අ測ఆ手法ٴͼ೩අج४をࡦఆすることで，
建ઃػցのলΤωϧΪʔԽをਪਐする組みͮく
りをߦう。

（2）エネルギー基本計画
ΤωϧΪʔج本ܭըは，のΤωϧΪʔのधڅに

関する施ࡦの期的，૯合的͔つܭը的なਪਐをਤる
たΊ，ΤωϧΪʔجࡦ本法第 12 の規ఆに͖ͮج，
ֳܾٞఆさΕるものである。平成 22 年 6 月にࡦఆさ
ΕたΤωϧΪʔج本ܭըにおいては「ૉܕ成を
可能とするΤωϧΪʔधཁ構の実現」の۩ମࡦとし
て下هのようにࡌهさΕている。

特集＞＞＞　建築
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（ࡦ部ରۀ࢈）ٴցのීػ建ઃܕྀڥ・
　建ઃػցについては，品のライフαイΫϧ全
ମのΤωϧΪʔফඅྔのうͪ 90ˋఔ度が用࣌
にফඅさΕること͔Β，૯合的なࢹでΤωϧ
Ϊʔফඅྔの減をਐΊることがॏཁである。
　ハイブリッド建ػ等は௨ৗの建ઃػցにൺ，
೩අফඅྔの 25 ～ 40ˋの減を実現することが
で͖る。そこで，ハイブリッド建ػ等について，
2030 年において全建ػのൢചにΊるׂ合を 4
ׂ（現ঢ় 1ˋ）とすることをࢦし，ඞཁなࢧ
ԉをߦう。

（3）  国土交通省　中期的地球温暖化対策中間とり
まとめ

中期的地球ԹஆԽରࡦ中間とりまとΊは，国ަ௨
লとしてژٞఆॻඪୡ成ܭըにͮجいて取り組Μ
で͖たରࡦ・施ࡦをධՁするとともに，ࠓ後取り組Ή
͖地球ԹஆԽରࡦ・施ࡦについてݕ౼をՃえたもの
である。平成 24 年 4 月にެදさΕたಉ中間とりまと
Ίにおいては，「ݸผのରࡦ・施ࡦ」として下هのよ
うにࡌهさΕている。

・  建ઃ施にお͚る೩අ・ૉܕ建ઃػ
ցのීٴ

　平成 19 年より，特ఆのলΤωػ構をࡌした
「೩අܕ建ઃػց」のೝఆと༥ࢿによるࢧԉを
実施し，平成 22 年͔Βは，$02 ഉग़ྔ減が૬
ఔ度ਤΒΕたハイブリッドܕ，ి動ܕ等の「
ૉܕ建ઃػց」のೝఆと༥ࢿによるࢧԉを実施
しており，$02減ඪはୡ成可能なਫ४にある。
　こΕΒの取組にՃえ，೩අ性能に༏Εた建ઃػ
ցのීٴを的としたೝূ制度ઃのたΊ，ओཁ
な建ઃػցをରとして೩අ測ఆ手法ٴͼ೩අج
४のࡦఆをߦっており，さΒに特ఆ用్用建ઃ
。する౼ݕցのର֦大をػ

3．低炭素型建設機械認定制度

（1）制度の概要
ೋࢎԽૉ（$02）ഉग़ྔ減が૬ఔ度ਤΒΕた

もの（以下「ૉܕ建ઃػց」という。）のࣜܕに
ついてのೝఆをߦうことにより，$02 ഉग़減にࢿす
るૉܕ建ઃػցのීٴをଅਐし，建ઃ施におい
てഉग़さΕるೋࢎԽૉの減をਤるとともに，地球
༩することを的として，平成دอ全にڥ 22 年 4

月にೝఆを։࢝した。
ೝఆのཁ݅は下هのすてをみたす建ઃػցであ

る。

ᶃ  ΤωϧΪʔ回生ػ能（ిؾ）による༉ѹシϣϕ
ϧ，ΤωϧΪʔ回生ػ能（༉ѹ）による༉ѹシϣ
ϕϧ，ి動ܕ༉ѹシϣϕϧ（όッテリʔࣜ），
ి動ܕ༉ѹシϣϕϧ（༗ઢࣜ），ブϧドʔβ（発
ిࣜ）のいͣΕ͔であること。

ᶄ  ఆ֨ग़ྗが 19 L8 以上 560 L8 ະຬでܰ༉を
೩ྉとするものについては，特ఆ特घࣗ動ंഉ
ग़Ψスの規制等に関する法（Φフロʔド法）
のࣜܕಧग़がさΕていること。

ᶅ  ඪ४όέットࢁ積༰ྔが 0.25 N3 以上 1.70 N3

ະຬの༉ѹシϣϕϧຢはఆ֨ग़ྗが 19 L8 以
上 300 L8 ະຬのブϧドʔβについては，೩අ
。४以下であることج

˞  ৄ 国ަল：گͼೝఆঢ়ٴ報ࡉ H1「ϗʔム � ࡦ・
� ࣄ ૯合ࡦ � 建ઃ施・建ઃػց � 地球Թஆ
Խରࡦ」（VrM：IttQ���XXX.NMJt.Ho.KQ�ToHoTeJTBLV�
DoOTtQMBO�ToTeJ@DoOTtQMBO@tL@000005.ItNM）

（2）普及促進策
補ॿۚ（特घࣗ動ंにお͚るૉԽଅਐۀࣄ）お

よͼࣜגձࣾ日本ۚࡦ༥ެ庫にお͚る特ผି制度
建ઃܕࡦରڥにより（ۚࢿࡦΤωϧΪʔର・ڥ）
。をਤっているٴցのಋ入をଅਐし，本֨的なීػ
ᶃ補ॿۚ（特घࣗ動ंにお͚るૉԽଅਐۀࣄ）
・補ॿରۀࣄ者：ຽ間ۀࣄ者（リʔス・レϯλϧࣄ

 （者をؚΉۀ
・補ॿରۀࣄ：Φフロʔド法のج४ద合දࣔがさ

Εたものであって，国ަ௨লがࡦఆした「ૉ
ೝఆさΕ͖ͮجցのೝఆに関する規ఆ」にػ建ઃܕ
た建ઃػց

・補ॿରඅ：補ॿରとなるハイブリッドΦフロʔ
ドं等と，ಉछの௨ৗܕΦフロʔドंのं྆本ମՁ
֨のֹࠩの 1�2（補ॿۚަֹは 1 たり最大
130 ສԁ） 

・補ॿۀࣄのબఆ：一ൠެืをߦいબఆ（ઌணॱでは
ない）

ߟࢀ  ・ H1：IttQ���XXX.eOW.Ho.KQ�QreTT�QreTT.QIQ  
TerJBM�17086

ᶄ特ผି制度（ڥ・ΤωϧΪʔରۚࢿࡦ）
・༥ࢿରۀࣄ者：中খࢿ）ۀا本ۚのֹຢはग़ࢿの

૯ֹが 3 ԯԁ以下のձࣾຢはৗ࣌用するैۀһの
が 300 ਓ以下のձࣾٴͼݸਓ）またはݸਓখۀا 
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・༥ࢿର3：ۀࣄ. 国ަ௨লがࡦఆした「ૉܕ
建ઃػցのೝఆに関する規ఆ」に͖ͮجೝఆさΕた
建ઃػցを取ಘする方

・ିར：特ผརᶄ（平成 25 年 9 月 11 日の中খ
ۀࣄۀا 10 年 11 年以内の例，1.35ˋ） 

ߟࢀ・ H1：IttQT���XXX.KGD.Ho.KQ�O�pOBODe�TeBrDI� 
15@LBOLyoVtBJTBLV.ItNM

4．燃費基準達成建設機械認定制度

（1）制度の概要
೩අが最も༏Εた建ઃػցの೩ྉফඅ性能をצҊし

てఆΊた೩අج४をୡ成する建ઃػց（以下「೩අج
४ୡ成建ઃػց」という。）の関৺とཧղをਂΊ，
ೋࢎԽૉഉग़減にࢿする೩අج४ୡ成建ઃػցの
ցػଅਐをਤるとともに，೩අ性能の༏Εた建ઃٴී
や建ઃ施に関する建ઃۀ者によるࣗ発的な活動の実
施をଅਐし，地球ڥอ全にد༩することを的とし
て，平成 25 年 4 月͔Βೝఆを։࢝した。

なお，本制度のઃにい平成 19 年 11 月͔Βߦっ
て͖た「೩අܕ建ઃػցࢦఆ制度」は新たなೝఆを
ऴྃした。

ೝఆのཁ݅は下هのすてをみたす建ઃػցであ
る。

ᶃ  Φフロʔド法ഉग़Ψス 2014 年ج४にద合する
ものであること。

ᶄ  ೩අج४をୡ成する༉ѹシϣϕϧ・ϗイϧロʔ
μ・ブϧドʔβであること。

　  （೩අج४およͼ測ఆ方法等については「建
ઃの施اը 2012 年 12 月߸」をࢀর）

˞  ৄ 国ަল：گͼೝఆঢ়ٴ報ࡉ H1「ϗʔム � ࡦ・
� ࣄ ૯合ࡦ � 建ઃ施・建ઃػց � 地球Թஆ
Խରࡦ」（VrM� IttQ���XXX.NMJt.Ho.KQ�ToHoTeJTBLV�
DoOTtQMBO�ToTeJ@DoOTtQMBO@tL@000005.ItNM）

（2）普及促進策
ഉग़Ψス 2014 年ج४をຬたすことを݅として

いるたΊ，実ࡍのࣜܕಧग़は 2014 年度以降になると
ఆしている。そのたΊ 2014 年度͚にߪ入補ॿ制
度を४උしているとこΖである。

また，ߪ入࣌に೩අの༏Εた建ઃػցを༰қにબఆ
で͖，施の現においてもলΤω効果がアϐʔϧで
͖るよう，ೝఆさΕた建ઃػցにのみషすることが
で͖る「ೝఆラϕϧ」を࡞した（図─ 1）。

5．施策による建設施工の省エネ化の効果

ૉܕ建ઃػցٴͼ೩අج४ୡ成建ઃػցのීٴ
による $02 のલ提݅のもとه減ྔは下 1990 年度
ൺで 1,196 ઍ t-$02（˛ 8.5ˋ）減গするとࢉࢼしてい
る。（ग़所：平成 24 年度建ઃ施の地球ԹஆԽରݕࡦ
౼Պձ）

のલ提݅ࢉࢼ
・  ハイブリッド建ઃػցのൢചは，2020 年

度で༉ѹシϣϕϧ全ମの 3 ׂまで૿
・  2017 年度以降の新規ൢചは，半が೩අج४

ୡ成 100ˋ，半がୡ成 85ˋ
・  ೩අج४のର֎の建ઃػցの೩අ改ળはྀߟ

しない

6．  建設施工現場における CO2削減に向けた
今後の課題

೩අج४ୡ成建ઃػցೝఆ制度については，「中期
的地球ԹஆԽରࡦ中間とりまとΊ」でࢦఠさΕている
とおり，ϛχ༉ѹシϣϕϧ，ϗイʔϧΫレʔϯなど
$02 ഉग़ྔが大͖いものについて೩අج४ઃఆの֦
大をݕ౼するඞཁがある（図─ 2）。

図─ 1　認定ラベル 図─ 2　CO2 排出寄与率（2030 年の推計）
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また，೩අについては，۷の手ॱや࣌間のアイ
ドリϯάࢭなど，建ઃػցのӡస方法のӨڹも大͖
いといわΕているが，ఆྔ的なධՁは΄とΜどさΕて
いない。ࣗ動ंのようにলΤωӡసの効果をఆྔ的に
ࣔし，ීܒٴ発をਤっていくඞཁがある。

さΒに，近年，২物やഇ৯用༉をݪྉとするόイΦ
σΟʔθϧ೩ྉが，カʔϘϯχϡʔトラϧであるたΊ
地球ԹஆԽରࡦとしてඇৗに༗効であるとしてその
用がݧࢼ的にߦわΕており，ಉ༷のࣄ例はࠓ後一層૿
ՃすることがఆさΕる。その一方で，建ઃػց特༗
の現݅や用͔݅Β，ࣗ動ंよりもݪ動ػやഉ
ग़ΨスのӨڹがより生͡やすいݒ೦があり，ద正な
όイΦσΟʔθϧ೩ྉの取ѻいٴͼ建ઃػցのメϯテ
φϯス方法等についてݕ౼するඞཁがある。

7．おわりに

こΕまで，建ઃ施のলΤωԽについては「೩අ
ց୯ମのػఆ制度」をは͡Ίとした建ઃࢦցػ建ઃܕ
೩අ性能の上，ීٴを中৺に取り組Μで͖た。

等のൢചׂ合をػ後も，「ハイブリッド建ࠓ 4 ׂ」
や「2020 年の೩අج४ୡ成」といったඪに͚，
ଅਐに取り組Ήඞཁがある。とくに，新ٴଓ的にීܧ
たにઃఆさΕた「೩අج४ୡ成建ઃػցೝఆ制度」に
ついては，ߪ入࣌にൢചػछ͝との೩අൺֱがで͖る
ことなどについて，建ઃػցϢʔβʔにରして，わ͔
りやすいઆ明をଓ͚，ೝ度を͛ていくྗがඞཁ
である。

そΕとともに，効果的なলΤωӡసのਪਐおよͼό
イΦσΟʔθϧ೩ྉの活用など，建ઃػց୯ମの೩අ
性能によΒない建ઃ施のলΤωԽについてもݕ౼を
ਐΊてまいりたい。

 

［筆者紹介］
٢ా　ܿ（よしͩ　͖よし）
国ަ௨ল
૯合اۀࣄڞެ　ہࡦը調課
ըࣨاリαイΫϧ・ڥ
課補ࠤ
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�のӡൖΛলྗԽ͢Δࡐػࢿのݱઃݐ
ϑϨΩγブϧਫฏൖૹγεςϜの։ൃ

　Ҫ　　　ڿɾେ　ຊ　ֆ　ར

近年，建ઃۀ࡞の࿑務ࣄのѱԽにい，ࣗ動Խ・ػցԽの期が高まっている。そこで，内装ࡐࢿ
のൖૹۀ࡞のলྗԽをࢦし，ίストで建ઃ現特༗のঢ়گ変ԽにフレキシブϧにରԠで͖るਫ平ൖૹ
システムを։発した。本システムは，現で用するࡐػࢿにൖૹઌを明ࣔした*$λά൘を置く͚ͩで，
જࠐみࣜ "G7（"VtoNBteE GVJEeE 7eIJDMe）ंが，ࣗ動でࡐػࢿを積ࠐみ，的位置にൖૹすること
がで͖る。ൖૹܦ路には࣓ؾテʔϓを用しており，షり͚・ସが؆қにで͖るたΊ，ܦ路変ߋが༰
қである。こΕにより，ैདྷの方ࣜにൺൖૹۀ࡞をলྗԽで͖，ۀ࡞һをٕ能ۀ࡞にूで͖ることを
֬ೝした。
キーワード：ൖૹ，ࣗ動Խ，物ྲྀ，"G7，*$ λά

1．はじめに

近年，建築ۀ࡞һの高ྸԽ・बۀ࿑ಇ者の減গなど
࿑務ࣄがѱԽしている。ࠓ後，࿑ಇ生࢈性の上は
ඞਢであり，その 1 つのରࡦとして୯७ۀ࡞やॏ࡞ے
ػࢿ，ΊΒΕている。特にٻցのସがػࣄのۀ
間を࣌全ମの中でも多くのࣄは建ઃۀ࡞のӡൖࡐ
Ί，܁りฦしۀ࡞であるたΊ，こΕΒのػցԽによる
লྗԽのメリットは大͖い。

ච者Βは，ࠓまでいくつ͔のࣗ動ൖૹシステムを։
発して͖た 1），2）。こΕΒの多くは全ࣗ動Խをࢦし
ていたたΊ，現ಋ入のࡍは，ܭըஈ階͔ΒストッΫ
Ϡʔドの置，システムの動ઢ，ൖૹࡐػや༲ॏػの
改などをৄࡉにݕ౼するඞཁがあった。また，ࣗ動
したたΊ，シス࡞݅にରԠして特でࣄをثػ
テムが高ֹとなり現で༰қに࠾用で͖ないという課
題もあった。そこで，内装ࡐࢿのൖૹۀ࡞のলྗԽを
的とし，ίストで，現の施݅の変Խにフレ
キシブϧにରԠで͖るਫ平ൖૹシステムを։発した。

本稿では，։発したシステムの֓ཁとこのシステム
をద用した現でのӡ用ঢ়گについて報告する。

2．水平搬送システムの構成

։発したシステムは，上͛・ઃඋࣄで用さΕ
る内装ࡐػࢿのਫ平ൖૹをରとしており，ैདྷ，ՙ
取ϠʔドにおいてフΥʔΫリフトやి動ύレットなど

でߦっていたൖૹۀ࡞をࣗ動ԽすることによってさΒ
にলྗԽをਤる。

システム全ମの֓ཁを図─ 1 にࣔす。ػ位置・ՙ
取位置・ストッΫΤリアにより構成さΕる࣓ؾテʔϓ

（ްさ 1 NN）のܦߦ路上を，જࠐみࣜ "G7 
（"VtoNBteE GVJEeE 7eIJDMe）が *$ λάによるߦઌ
のࣔࢦにैいൖૹۀ࡞をߦう。システムの中֩となる
"G7 の༷・֎観を表─ 1 およͼ写真─ 1 にࣔす。
この "G7 は，以降にࣔす "G7 キット・*$ λά൘
を用いた制御部・চジャッキػ構の 3 つのཁૉ͔Β
構成さΕている。

特集＞＞＞　建築

表─ 1　潜込み式AGV仕様

αイζ -2,030 ʷ 81,250 ʷ H1,600（NN）
最高度 30（N�NJO）
積ࡌՙॏ 900（LH）
本ମॏྔ 350（LH）

図─ 1　水平搬送システムの基本構成
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（1）無人搬送車（AGV）キット
用した࠾ "G7 キットは，ػց・৯品・ҩༀ品など

༷ʑなۀछのや物ྲྀηϯλʔでくීٴしてお
り，৴པ性が高い。また，積ࡌॏྔやߦ方ࣜによっ
てෳछྨのものがあるたΊ，ར用者がՁ֨でࣗ༝
に "G7 を組み上͛ることがで͖る。

ߦ制御には࣓ؾテʔϓを用いるたΊ，ࣄのਐ
ঢ়گに合わせて，置・ସえを؆қにߦうことがで
͖る。さΒに，ར用者が࡞成したϓロάラムで "G7
を制御で͖るたΊ，フレキシブϧなӡ用を可能とする。

（2）ICタグ看板を用いた制御部
上にࡐࢿ *$ λά൘を置くことで，ൖૹઌの所

をࣗ༝にࢦఆで͖る。൘にはアΫテΟブܕඇ৮ࣜ
の *$ λάを用しており，"G7 にࡌさΕたλά
リʔμʔによってࡐࢿの積࣌ࡌにλά報をಡみࠐ
み，ߦઌをѲし，ൖૹをߦう。ిثػࢠのૢ࡞が不
ಘ手なۀ࡞һでも؆୯なૢ࡞でൖૹઌをࣔࢦで͖るの
で，ྟػԠ変なରԠをཁするࣄ現でのӡ用には༗
効である。また，ストッΫϠʔドのレイアト変ߋ等

にはૢ࡞用λッチύωϧでཧ者やΦϖレʔλがରԠ
する。

（3）低床ジャッキ機構
"G7 は，ՙのࠨӈにচジャッキػ構をඋえて

いる。こΕΒのジャッキをスライドさせることで，ࢿ
することが可能である（写真ࡌΜで積ࠐの下にજりࡐ
─ 2）。そのたΊ，フΥʔΫリフトのようなカϯλʔ
Σイトが不ཁとなり，ं本ମを 350 LH とܰྔԽ
で͖た。௨ৗ，上層階にてൖૹにフΥʔΫリフトを
用する合は，চ補強等のࣄがඞཁになるが，本シ
ステムの合はそΕが不ཁである。

ジャッキのストロʔΫは 90 NN ͔Β 350 NN であ
り，100 ֯のྠがར用で͖る。このたΊ，現在，現
内のࡐࢿൖૹとして最も用さΕているి動ύレッ
トなどのثػとの併用が可能である。

"G7 による積ࡌ動࡞フロʔは以下の௨りである（写
真─ 3）。

1）  積ࡌ位置に近ͮくとंલ方にࡌさΕた֎
ઢηϯαで積ࡌରをݕし，ఀࢭする。

2）  চジャッキをࡐࢿ下部にスライドさせる。
3）  ジャッキを上ঢしࡐࢿをͪ࣋上͛る。
，みࠐの下にंՙ部がજりࡐࢿ上͛たͪ࣋  （4

。するࡌを積ࡐࢿ

写真─ 1　水平搬送システムの基本構成

写真─ 2　資材の積載

写真─ 3　資材の積載動作フロー
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3．現場におけるシステム運用

（1）適用対象工事条件
システムをద用したࣄ現では，建物の構上の

制͔Β，層用と高層用のࣄ &7 がさΕるた
Ίࡐࢿのが生͡た。そこで，図─2 にࣔすように，
階にストッΫϠʔドをઃ͚，&7 間のਫ平ൖૹ࡞
中には，層用ۀ࡞ըとした。ன間の༲ॏܭうߦをۀ
&7 で༲͛ΒΕたࡐࢿをストッΫϠʔド効よくԾ
置し，そΕ以֎のۭいた࣌間に，ඞཁࡐࢿを高層用
&7 લฒͼସえるඞཁがある。こΕΒのਫ平ൖૹ࡞
減することを的としһをۀ࡞をࣗ動Խしൖૹۀ
て，システムをಋ入した。

高層階は住・ϗテϧ部となるたΊ，内装ࡐとして
ੴߣϘʔドが多用さΕる。こΕまでのଞ現での実
͔Β，૯༲ॏ回の 3 ׂఔ度と大͖いׂ合をΊると
予さΕる。また，ੴߣϘʔドはఆܕであり，ࣗ動Խ
のର物としてもѻいやすいとߟえΒΕるたΊ，ओた
るൖૹରとした。

（2）ストックヤードの配置計画
ରࣄ現のストッΫϠʔドでシステムをӡ用す

るにあたり，図─ 3 のようにレイアトをܭըした。
システムのՔಇྖҬは関者以֎立入ࢭېとし，安全
を֬อした。また，本ྖҬを，
（B）  "G7 のӡసを։࢝する「ػ位置」
（C）  層用 &7 で༲ॏさΕたϘʔドを置く「ՙ取位

置」
（D）  ࡐࢿの用్ผにストッΫする「ストッΫΤリア」
（E）  （D）の中で特に高層用 &7 の༲ॏ用を「༲ॏ

Τリア」
の 4 छྨにྨした。たͩし，こΕΒのܦ路置は

テʔϓをషりସえることにؾに合わせて࣓ߦのਐࣄ
よりॊೈに変ߋした。Ϙʔドࢁの置方法は，構ܭ
がແいڹମにӨۥにより֬ೝした，期อしてもࢉ
・ྻとした。

システムӡ用࣌のۀ࡞һのਓは，ैདྷとಉ༷に֤
ࣄ &7 のΦϖレʔλཁһに 1 ਓͣつ，また，ൖૹシ
ステムのΦϖレʔλཁһとして，1 ਓを図─ 3 にࣔす
ように置した。

（3）システム運用方法
本システムは，以下にࣔす 3 ௨りのӡసϞʔドでӡ

用した。
（B）　ՙ取ӡస（半ࣗ動Ϟʔド）
༲ॏ࣌ۀ࡞にӡ用する。層用 &7 でストッΫϠʔ

ドに༲͛ΒΕ，ՙ取位置にՙ降ΖしさΕたϘʔドをス図─ 2　資材の揚重条件

図─ 3　ストックヤードのレイアウト
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トッΫΤリアに内装ۀ者ผ・Ϙʔドのछྨผにॱ࣍Ծ
อする。システムの動࡞ॱংを以下にࣔす。

ᶃ  ཧ者は，"G7 のࣗ動ӡసを։࢝するػ位置
にて，日の༲ॏ内༰に合わせてۀ者やϘʔドの
छྨ͝とにストッΫΤリア内のൖૹઌをઃఆす
る。

ᶄ  ̔ 降Ζしۀ࡞һは，層 &7 ౸ண後，Ϙʔドを
&7 ͔Βՙ取位置までൖૹし，Ϙʔド上に֤Τリ
アのߦઌのλά൘を置く。

ᶅ  ཧ者がスλʔトࣔࢦをग़すと "G7 はՙ取位置
に͔ってߦを։࢝する。

ᶆ  ̔ 取位置において，Ϙʔドがあることをೝࣝする
と，ఀࢭし，積ࡌ・λάೝࣝをߦう。

ᶇ  ストッΫΤリア内のࣔࢦΤリアにൖૹを։࢝し，
最も༲ॏΤリアに近い位置͔Β٧Ίて，ॱ࣍Ϙʔ
ドをԾ置する。

ᶈ  ᶆ，ᶇの動࡞を༲ॏがऴྃするまで܁りฦす。༲
ॏۀ࡞中でもՙ取位置にϘʔドがແい合は，
。するػ・ࢭఀ，位置にりػ

（C）͚・ཧӡస（全ࣗ動Ϟʔド）
ओに，༲ॏ࣌ۀ࡞以֎にӡ用する。高層用 &7 によ

る༲ॏ効を上͛るたΊ，ストッΫΤリア内と༲ॏΤ
リアとを高層 &7 の༲ॏܭըに合わせてཧする。

ᶃ  ཧ者が現在のストッΫΤリアと༲ॏΤリアの
Ϙʔド置ঢ়گをλッチύωϧより入ྗする͔，
"G7 によって，ࣗ動でѲする。

ᶄ  ཧ者は現在の置にରしてཧ後の置をઃఆ
し，システムをスλʔトさせる。

ᶅ   "G7 は，ϘʔドをࣔࢦさΕたΤリア内のྻのԞ
͔Β٧Ίて，ॱ࣍ཧする。全てのۀ࡞がऴྃ
するまで全ࣗ動で動࡞する。

（D）  手動ӡస（ి動ύレットϞʔド）
上ه 2 つのӡ用࣌以֎のۭいた࣌間では，ి動ύ

レットとして用する。この合，࣓ؾテʔϓによる
ܦߦ路は不ཁであり，ແيಓ上でۀ࡞һが手動でࣗ
༝に "G7 をૢ࡞で͖る。

（4）システムの適用結果
（B）Քಇঢ়گ
現ద用したシステムのՔಇঢ়گの実σʔλをऩ

ूするたΊ，ं用日報を࡞成した。ंのΦϖレʔ
λがシステムՔಇ࣌に以下の߲を日報にه入した。

ᶃ層用 &7 ༲ॏ։࢝～ՙ取ऴྃ࣌間
ᶄՙ取ਓ
ᶅϘʔドछྨ
ᶆൖૹࢁ

ᶇՙ取所とൖૹઌ
ᶈ "G7 間࣌用ऴྃ
ᶉऴྃ࣌のストッΫϠʔドࢁ
ᶊ高層用 &7 ༲ॏ内༰
ᶋඋߟ
システムをద用した 3 ϲ月間のՔ動ঢ়گの֓ཁを
表─ 2 にࣔす。3 ϲ月間でࣄ現のٳ日やストッΫ
Ϡʔド階のࣄ等でࡐࢿのൖ入がな͔った日をআく
と 63 日となった。この間に，ओཁなൖૹରとした
内装Ϙʔドの૯༲ॏྔは 2,208 ，となった。し͔しࢁ
ंの可ൖॏྔの制͔Β，900 LH ʗ3）ࢁ ʷ 6 ईα
イζのੴߣϘʔド）のみൖૹしたたΊ，システムが実
Քಇした日は 21 日間（67.5 。間）にとどまった࣌
この݁果，システムがѻった物ྔは，内装Ϙʔド全ମ
の 3 ׂの 660 後，システムの取りѻࠓ。となったࢁ
えるࡐࢿを૿やすたΊに，可ൖॏྔの૿大は不可ܽで
ある。

システムがѻった物ྔの内，107 ͚・ཧはࢁ
ӡసによってストッΫϠʔド内でࣗ動ཧさΕた。こ
のようなલ日༦方のࣗ動ཧにより，内装Ϙʔドのൖ
入がແい日でもே͔Β高層用 &7 で༲ॏをߦえた。こ
の݁果，&7 の効的なӡ用がで͖るという効果もಘ
た。
（C）লྗԽ効果
ैདྷ，&7 ͔Β降Ζしたࡐࢿのൖૹには 3 名のۀ࡞

һがඞཁであったが，システムのಋ入によりΦϖレʔ
λ 1 ਓとなり，ൖૹۀ࡞һが 2 名減さΕる。つまり，
༲ॏ࣌ۀ࡞のՙ取ӡసでは 4 ਓ（&7 Φϖレʔλ 1 ਓ
とൖૹۀ࡞һ 3 ਓ）を 2 ਓ（&7 Φϖレʔλ 1 ਓとシ
ステムΦϖレʔλ 1 ਓ）に，ਫ平ӡൖのみのཧӡస
は࣌ 3 ਓ（ൖૹۀ࡞һ 3 ਓ）をΦϖレʔλ 1 ਓにলྗ
Խで͖る。

લड़の 63 日の日報σʔλをجに，ࣗ動ൖૹした
660 ，һがൖૹしたとԾఆしてۀ࡞の内装Ϙʔドもࢁ
システムのলྗԽ効果としてまとΊた（図─ 4）。63
日間にお͚る全てのରࡐࢿをۀ࡞һがൖૹした合
のを 100� としてࣔした。なお，システムのओた

表─ 2　日報データの要約

システムのՔಇ可能日 63 日
システムの実Քಇ日 21 日
内装Ϙʔドの૯༲ॏྔ 2,208 ࢁ
システムがѻったൖૹྔ 660 ࢁ
システムの૯Ք動࣌間
ՙ取ӡసϞʔドの࣌間
間͚࣌・ཧӡసϞʔドの

67.5 I
57.2 I
10.3 I
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るରであるϘʔドと，ଞのࡐࢿとに͚てࣔした。
内装Ϙʔドはॏྔが大͖く多ྔにൖૹさΕたたΊ，全
ମの 46ˋをΊた。લड़の可ൖॏྔの制等
により，システムద用によるলྗԽのׂ合は，全ମの
 9ˋにとどまった。ࠓ後，可ൖॏྔの૿大により内
装Ϙʔド全てをൖૹで͖Ε， 30ˋのলྗԽが実
現で͖るとఆで͖る。

4．おわりに

݅の変ԽにフレキシブϧにରԠで現の施ࣄ
͖るਫ平ൖૹシステムを։発し，高層建物の新築
ద用した݁果，লྗԽ効果を֬ೝすることがで͖ࣄ
た。

࿑務ࣄがసしない中，ਫ平ൖૹڑがい
や大ܕۀ施ઃ等のࣄ現や，高層建物での地上
階のՙ取ۀ࡞や֤階の間ՙり等，ൖૹۀ࡞লྗ
Խにରするཁは多い。また，ଞのࡐࢿのద用のཁ
後は，本ద用でநग़した課題を改ળするࠓ。もあるٻ
とڞにシステムのػ能ՃをਐΊてద用ൣғの֦大
をࢦす。

最後に，本ڀݚ։発において͝ྗڠいたͩいた関
者のօさまにँײのҙをදします。

 

《参考文献》
 1） ాଞ：高層建物にお͚る上ࡐࢿൖૹのࣗ動Խに関するڀݚ そ

の 1 ～ 6，建築ֶձ大ձ1995.7，ू֓ߎ 
 2） ాଞ：上・ઃඋࡐࢿのࣗ動Խൖૹシステムの։発 その 1 ～ 3，建

築ֶձ大ձ2001.7，ू֓ߎ

図─ 4　従来との工数比較

大本　ֆར（おおもと　えり）
᷂大ྛ組
ٕज़ڀݚ所　生ٕ࢈ज़ڀݚ部

［筆者紹介］
Ҫ　ڿ（どい　さとる）
᷂大ྛ組
ٕज़ڀݚ所　生ٕ࢈ज़ڀݚ部
୲課
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��� Nߴݐʹ͓͚Δดܕղମ工ࣄ
ςίϨッϓγεςϜ
༺のదࣄղମ工ࡔάϥϯドϓリϯεϗςϧچ

　ౡ　ਗ਼　ࢤɾݪ　ࢢ　ӳ　थ

高層建物を，লΤωϧΪʔԽをਤりながΒ，पลڥにྀし，安৺・安全にղମすることを೦಄に
։発した「テίレッϓシステム（以下「本システム」という）」を，第 2 ߸物݅として高さ 140 N の変ଇ
わΕる本シߦ間内でۭした。ดྃにద用しղମをࡔάラϯドϓリϯスϗテϧچの（ঢ়ܗߦأ）ঢ়ܗ
ステムによるղମࣄについて，システム֓ཁٴͼ性能，また，実を౿まえたࣄ内༰をհする。
キーワード：テίレッϓシステム，高層建物，ղମ，ดۭ間，ジャッキμϯ

1． はじめに

─の建物֓ཁは，図ࡔάラϯドϓリϯスϗテϧچ
1 にࣔすように，地上部の構はమࠎ，建物高さ
138.9 N，地上 39 階，ౝ 1 階，地下 2 階のԆচ໘積
67,750 N2 で，1983 年 3 月の։ۀよりดؗさΕる 2011
年 3 月までの 28 年間Ӧۀをߦった。ดؗ後 2011 年 4
月͔Β 6 月までの期間は，東日本大震災にお͚るԾઃ
住として用さΕ，その後࠶։発を的にղମに
。ったࢸ

本建物のղମࣄは，建物高さが 138.9 N とաڈに
実のない建物高さであることにՃえ変ଇ的な建物ܗ
ঢ়により，ࣄの安全性を֬実に֬อするඞཁがあっ
た。また建物の立地͔݅Β，ղମࣄ中の近ྡڥ
のྀも最ॏཁ課題となった。そこで，2010 年に
։発をྃし，2011 年に東ژӺ近߫の 105 N のΦフΟ

スϏϧに第 1 ߸物݅としてద用した「本システム」を，
に改ྑ͚ࣄのղମࡔάラϯドϓリϯスϗテϧچ
し，第 2 ߸物݅としてద用した。

2．本システムの概要

（1）本システムのコンセプト
本システム（5&$0R&1 SyTteN：5BJTeJ &DoMoHJDBM 

ReQroEVDtJoO SyTteN のུ）は，「ดܕによるڥ
ྀ」，「上層階͔Βの安全なղମ」，「ΤωϧΪʔのస
─の三つのίϯηϓト͔Β構成さΕている。図「 2

に本システムのج本֓೦ਤをࣔす。
1 つの「ดܕによるڥྀ」は，ดۭ間の

内部で全てのղମࣄを݁することで૽ࣄԻの

特集＞＞＞　建築

写真─ 1　外観写真 図─ 1　建物概要 図─ 2　本システムの概念図
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制，คਖおよͼղମࡐのඈࢄࢭなどैདྷ題となっ
ていた近ྡڥ題を改ળするうえ，ߥఱީにࠨӈさ
ΕͣࣄのԆが生͡ないこと͔Β期ॖにܨが
る。ղମによって発生するమࠎやίϯΫリʔトΨラ
は，ดۭ間のఱҪ໘にઃ置したఱҪߦΫレʔϯに
よってਫ平ൖૹし，テϧハΫレʔϯによってਨ直༲ॏ
をߦう。ดۭ間上部は，既存建物の構フレʔムを
ར用することで，Ծઃࡐの用ྔをܰ減した。

2 つの「上層階͔Βの安全なղମ」は，ดۭ間
の中で上層階͔Β 1 フロアないし 2 フロアղମするຖ
に，ดۭ間を下階ࣗ動降下するシステムとした。
ղମۀ࡞中，ジャッキμϯ中など全てのঢ়گ下にお
いて，このดۭ間は耐෩・耐震安全性を֬อで͖る
ようにઃܭをߦった。

3 つの「ΤωϧΪʔのస」は，ղମࡐをՙ下Ζ
しするࡍに発生する回生ిྗをແବなく༗効ར用（ফ
අ）するたΊ，ैདྷ，回生ث߅により์ిさΕてい
たిྗをి（キャύシλ）にえ，Ϋレʔϯ本ମ
の動ྗのみなΒͣ，Ծઃのి源にもར用で͖るシステ
ムとして։発した。図─ 3 に回生システムの模ࣜਤ
をࣔす。

本システムは，ॏྔ物を高い所͔Βՙ下Ζしする
΄ど，発ిྔを多く֬อで͖ること͔Β高層建物に
お͚るղମࣄでより効果を発شする。

（2）本システムの環境性能
ᶃ૽ࣄԻのःԻ効果

本システムは，ดۭ間内で全てのղମࣄをߦう
こと͔Β，ैདྷ的なղମ法ではୡ成で͖ないःԻ性
能を実現で͖る。図─ 4 には，ैདྷの上໘がղ์さ
Εているղମ法と本システムの，૽ࣄԻの֎部
のӨڹのൺֱղੳ݁果をࣔす。ਤより本システムは֎
部の૽ࣄԻӨڹが大෯に減で͖，最大 20 E# の
減が可能となった。

ᶄࣄคਖのඈࢄ制効果
することは，ःԻ性能とಉ༷ดࢄคਖのඈࣄ

で，大෯に制さΕる。図─ 5 にैདྷ法と，本シ
ステムのࣄคਖの֎部のӨڹのղੳ݁果をࣔす。
ਤより，ඈࢄするคਖは，ैདྷ法ではೱ度ٴͼ֦ࢄ
するൣғが大෯に大͖くなることがわ͔る。

本システムでは，෩のӨڹが΄΅ແいことにՃえ，
，を合わせて実施することでࡦ制ରࢄਫによるඈࢄ
ॏྔൺで 90ˋ以上の制効果がಘΒΕる。

（3）本システムによる解体手順
本システムによるඪ४的構築͔Β建物のղମ手ॱを
図─ 6 にࣔす。

ʲ手ॱᶃʳดۭ間構築にར用する既存建物の構ମ
のൣғと֎पཆ生等のԾઃܭըをܾఆし，構ղ
ੳで安全性のূݕを実施。

ʲ手ॱᶄʳ֎पཆ生を最上階近の構ମより
下͛࣋ࢧでઃ置。をઃ置するൣғは，ղମする層
ʴ 1 層が෴わΕるようにする。ਫ平ൖૹ用のఱҪ
ߦΫレʔϯとਨ直༶ॏ用のテϧハΫレʔϯは，ղମ
手ॱをྀߟしてઃ置所およͼൣғをܾఆしઃ置。

ʲ手ॱᶅʳดۭ間をࢧえるたΊのԾઃபとࣗ動降下
させるたΊの༉ѹジャッキのઃ置。༉ѹジャッキはԾ
ઃப内に置さΕる。

ʲ手ॱᶆʳดۭ間構築後，最上階֎प部の既存பを
すように最上階の内部பおよͼচ，֎นのղମを実

図─ 3　回生システムの模式図

図─ 4　工事騒音の遮音効果

図─ 5　工事粉塵の飛散抑制効果 
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施。
ʲ手ॱᶇᶈʳดۭ間のՙॏを，既存建物の֎पபを
ՙ。ߦしながΒԾઃபஈ階的にҠڈը的にஅఫܭ
ॏҠߦは，༉ѹジャッキにֻ͔るՙॏ，ดۭ間の変
位，Ծઃபのみなどをリアϧλイムにܭ測しながΒ
実施。ՙॏを全にԾઃபでड͚えた後，階高調
するたΊの調ジャッキμϯを実施。

ʲ手ॱᶉᶊᶋʳ֎पཆ生でғまΕている部の上
部フロア（ج४階）をղମするຖに，そのの高さの
ジャッキμϯを܁りฦし，ղମࣄをਐ。

ʲ手ॱᶌᶍᶎʳ֎部ཆ生が地上にணচするまでղ
ମとジャッキμϯを܁りฦし，ดۭ間にར用した
既存建物の最上階部のղମとڞに༉ѹジャッキなど
のઃඋثػを取り֎し，ดۭ間のղମをྃするこ
とで，本システムによるղମࣄをྃ。

3．  旧グランドプリンスホテル赤坂の解体工
事実施内容

（1）工事工程
ղମࣄは，2011 年 9 月より内装ղମおよͼアス

ϕストআࣄڈよりॱ࣍։࢝し，ۥମղମを 2012 年
6 月より։࢝した。図─ 7 はۥମղମ։͔࢝Βྃま
でのղମࣄఔදをࣔす。本システムの構築は，
2012 年 6 月より 10 月までにྃし，動֬࡞ೝやܭ測
४උなどをߦったのͪ，2012 年 11 月 13 日に第 1 回
のジャッキμϯをߦった。全 17 回のジャッキμ
ϯとղମࣄを܁りฦしਐΊ，最ऴジャッキμϯ

を 2013 年 5 月 18 日にߦい，本システムが地上にணচ
した。その後，֓Ͷ 1 ϲ月間で本システムのղମをߦ
い，2013 年 7 月上०に本ࣄを全てྃした。全
ఔ 21 ϲ月間のうͪ，本システムによるۥମղମは，
13 ϲ月間であった。

（2）工事計画
本システムの実施ܭը֓ཁのϞσϧਤを図─ 8 に，

Ծઃபの༷を写真─ 2 にࣔす。
ดۭ間を大ۭ間としてղମۀ࡞の効Խをߟえる

上で，既存建物の大ྊは H-500 ʷ 200 ʷ 10 ʷ 16 と߶
性が高くないこと͔Β，1HR' と R' の大ྊおよͼ
R' 立上りのபをར用し，ࣼࡐをՃすることにより

図─ 6　本システムによる解体の手順

図─ 7　解体工事工程表
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トラス構のดۭ間を構築した。֎पのཆ生
は，R' の֎प大ྊより下͛方ࣜで 8 ஈઃ置し，ج
४フロア高さ 3 層を෴った。3 フロアのうͪ上 2 フ

ロアは࿈ଓしてղମࣄをߦい，下 1 フロアをཆ生
とۥମをラッϓさせることで，ղମ部ࡐのඈདྷམ下
やۀ࡞һの安全を֬อした。

ดۭ間全ମの૯ॏྔ 1,500 トϯは，Ծઃப 15
本にて負୲させた，Ծઃபはόラϯスをྀߟして建物
֎पに置した（図─ 8）。

Ծઃܭըஅ໘を図─ 9 にࣔす。R' のྊ上にՙ下Ζ
し用のΫレʔϯ（テϧハΫレʔϯ）をࠨӈ 2 Օ所にઃ
置し，ఆ֨ՙॏは 8 トϯとした。中ԝ部近の既存Τ
レϕʔλシャフト 1 Օ所は，ίϯΫリʔトΨラのՙ下
Ζしઐ用の։ޱとして用した。R' ྊ下には，ਫ平
ൖૹ用のఱҪߦΫレʔϯを中ԝよりࠨӈに֤ 1 ઃ
置し，ఆ֨ՙॏは 4.9 トϯとした。テϧハΫレʔϯと
ఱҪߦΫレʔϯは用ঢ়گにより，する合が

写真─ 2　仮設柱の仕様

図─ 8　本システムの実施計画概要

図─ 9　仮設計画断面図
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あること͔Β，Τリアηϯαʔを本ମに取り͚，ি
ಥྖࢭҬをΫレʔϯと一ॹにҠ動させることで安全
性を֬อした。本物݅では，ղମۀ࡞はॏػによるѹ
ػॏܕ法とし，খࡅ 2 ，中ܕॏػ 3 の合ܭ 5 
を用した。R' には，̔ 下Ζし用のΫレʔϯΦϖレʔ
λʔࣨ，キャύシλ（テϧハి），ジャッキμ
ϯ制御ࣨ，༉ѹジャッキのϙϯϓϢχット，ؾ用の
ૹ෩ػ，আਖ装置，ࢄਫ用λϯΫなどを置した。下
階では，1' でίϯΫリʔトΨラとスΫラッϓなど，
2' でమࠎ，֎น（アϧϛύωϧ）のղମࡐのू積・
ผをߦい，2 フロアでฒۀ࡞ߦをߦうことでղମࡐ
の͚およͼൖग़の効を上͛た。

（3）本工事におけるジャッキダウン機構
─構の手ॱを図ػ用するジャッキμϯ回ࠓ 10

にࣔす。ステッϓᶃは 2 フロアのج४階ղମとして，
O' 立上りおよͼ O�1' 立上りのղମࣄをߦう。2
フロアのղମがྃするとカϯψキ 1 を O�2' レϕϧ
͔Β O' にҠ動し，ジャッキμϯۀ࡞の४උがྃ
となる（ステッϓᶄ）。このஈ階ではカϯψキ 1 とカ
ϯψキ 2 がচ上にணচしていてるが，ՙॏはカϯψキ
2 で࣋ࢧしている。࣍に 30 ～ 40 NN のジャッキアッ
ϓをߦうことでՙॏをカϯψキ 2 ͔Βカϯψキ 1 にҠ
し，চ໘よりුいたカϯψキߦ 2 をંりたたみ，降下
の४උྃとなる（ステッϓᶅ）。ステッϓᶆではՙ
ॏをカϯψキ 1 で࣋ࢧしつつ，༉ѹジャッキを用し
ジャッキμϯをߦう。༉ѹジャッキは，ηϯλʔϗʔ
ϧ方ࣜ（写真─ 3）となっており，上部のシリϯμʔ
のϐストϯ動࡞に合わせてジャッキηϯλʔに置し
たりࡐ（ストラϯドϫイϠʔ）を࣋（άリッϓ）し，

৳したジャッキのシリϯμʔをॖΊる動࡞を܁りฦ
すことで，ジャッキμϯをܧଓする。ジャッキのシ
リϯμʔストロʔΫྔは最大 175 NN であった。ス
テッϓᶇでは，所ఆのジャッキμϯをྃする直લ
で，ંりたたΜでいた全てのカϯψキ 2 を։͖レϕϧ
֬ೝをߦい，ఆணϞʔド（ՙॏ制御Ϟʔド）によりカ
ϯψキ 2 をணচさせ，Ώっくりとՙॏをカϯψキ 1 よ
りカϯψキ 2 にҠߦする。ステッϓᶈでカϯψキ 1 を
চ上よりҾ͖上͛ジャッキμϯをྃとし，࠶ͼج
४階ղମࣄを։࢝する。

（4）本システム構築の準備工事
本システム構築の४උࣄは，2012 年 6 月より 10

月までߦった（図─ 7 は上階にジࣄর）。४උࢀ
ブΫレʔϯ60 t-Nʷ1120，ػ t-Nʷ2ػを置して（図
─ 11，写真─ 4），のり上͛，補強ࡐの༲ॏٴ
ͼ取͚，Ծઃப，ఱҪߦΫレʔϯおよͼテϧハΫ
レʔϯのઃ置・組立などをߦった。その後，༉ѹジャッ
キのઃ置およͼ調をߦい，1HR' にࠜを施し，

写真─ 3　ジャッキストローク状況

図─ 10　ジャッキダウンシステム
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ԾઃΫレʔϯのղମ・ఫڈにより本システムの構築を
。の一部をࣔすࣄとした。以下に४උྃ

֎पཆ生は，地上部で組み，Իύωϧ
およͼಁޫύωϧなどを組み立て，ジブΫレʔϯによ
りり上͛，ઃ置した（写真─ 5）。૯ 35 Ϣχット
を，1 Ϣχットたり 4 ～ 5 トϯఔ度のॏྔとし，
り上͛後は R' の既存֎प大ྊよりͪ࣋ग़したブラ

έットమࠎにより下͛方ࣜでݻఆし，ਵྡ࣌との࿈
݁をߦうことで全प࿈݁をߦった。本システム構築
ྃ後のج४階中ԝ部͔Βの内観を写真─ 6 にࣔし，
Ծઃபઃ置ྃ後のঢ়ଶを写真─ 7 にࣔす。

（5）本システムによる解体工事
本システムによるղମࣄは，2012 年 11 月上०よ

り։࢝し 2013 年 7 月上०にྃした。建物のղମは，
図─ 8 でࣔしたように，ج४階高：3.2 N とジャッキ
μϯ回の減による期ॖのメリットより，2
フロア（6.4 N）ຖのジャッキμϯとしてࣄをਐ
Ίた。全 17 回のジャッキμϯとج४階ղମࣄを
をਐΊた。ॳ回のジャッキμϯࣄりฦしながΒ܁
は，ดۭ間のՙॏを既存建物の֎पப͔Β本システ
ムのԾઃபにҠߦ後，階高調を的としてߦった。
ՙॏҠߦ直後͔Βดۭ間全ମڍ動を֬ೝするたΊ，
ॏྔٴͼ変位，֤Ծઃபにֻ͔るՙॏٴͼみなどの
。ଓ的に実施したܧ測をܭ

をػは，ॏࣄ४階のղମج 5 用して 1 αイΫ
ϧ（2 フロア）8 日間をج本としてߦった。1 ～ 6 日
までに 2 フロアのۥମٴͼ֎นのղମを実施し，7
日にはॏػを下階にҠ動したうえ内ཧおよͼ
ジャッキμϯの४උをྃし，8 日にジャッキμ
ϯをߦった。

第 16 回のジャッキμϯで֎पが地上にண
চした。その後，֎पをࣗ立させトラス͔ࠜΒ
りすࣄをߦった。第 17 回（最ऴ回）ジャッキ
μϯでは，ࣗ立した֎पの内ଆにトラスࠜを

図─ 11　仮設クレーン計画

写真─ 4　仮設クレーン

写真─ 5　足場工事

写真─ 6　内部中央

写真─ 7　仮設柱
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構築した 1HR' と R' をスライドさせྃとした。
その後は 1 ϲ月を͔͚，༉ѹジャッキٴͼԾઃΫ
レʔϯのఫڈ，のղମとڞに 1HR' と R' のղ
ମをߦい，最後にԾઃபのఫڈをߦうことでղମࣄ
の全ఔをྃした。

֤回のジャッキμϯのঢ়گを写真─ 8 にࣔし，
֤回ຖのジャッキμϯຖの建物高さのਪҠを写真─
9 にࣔす。

4．おわりに

回ࠓ 140 N の高層建物を本法テίレッϓシス
テムにてղମをしたことで，本法の特徴であるด
。法の༗効性を改Ίて実ূすること͔で͖たղମܕ

લ回のద用物݅が成ܕな建物ܗঢ়であったのにରし
て，ࠓ回はඇ成ܕの変ଇܗঢ়の建物のద用であり，
建物ܗঢ়の制にରして，このテίレッϓシステムが
ॆにରԠで͖ることを֬ೝした。

高層建物のղମは，国内のみなΒͣւ֎でもඞཁ
にഭΒΕており，ࠓ後࠶։発などによる建てସえधཁ

が૿えた合は，ैདྷܕ（ւ֎でのര破ղମもؚΉ）
のղମ法ではなく，あΒΏるҙຯでڥにྀさ
Ε，ܕࢢにదしたղମ法がٻΊΒΕるέʔスが૿
えると予さΕる。ดܕղମ法である「テίレッ
ϓシステム」がকདྷの高層ղମ法にお͚るඪ४的
手法の一つになるようにߋなるٕज़の上にΊた
い。

 

写真─ 8　ジャッキダウン実施状況（内観）

写真─ 9　ジャッキダウン実施状況（外観）

ӳथ（いͪはΒ　ͻで͖）　ݪࢢ
大成建ઃ᷂
本ࣾ　ٕज़ηϯλʔ　建築ٕज़։発部生ٕ࢈ज़։発ࣨ
࣍
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島　ਗ਼ࢤ（や͡ま　͖よし）
大成建ઃ᷂
本ࣾ　建築本部　ٕज़部ػցٕज़ࣨ
課
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H41$構ਅபの։ൃ

Ҵ　ా　ത　จ

మےίϯΫリʔト構物のٯଧ法において，高層建物のద用も可能とした高強度ϓレキャスト
మےίϯΫリʔト構ਅபのと施方法を֬立させた。こΕにより，高層建物にお͚る地下ࣄのߋ
なる合ཧԽと品質上がਤΕる΄͔，期ॖおよͼίスト減なども期で͖る。本稿では，ઃجܭ४
強度 100 /�NN2 のίϯΫリʔトを用いた高強度ϓレキャストమےίϯΫリʔト構ਅபを高層建物に
ద用したࣄ例について報告する。
キーワード：  ٯଧ法，構ਅப，ϓレキャスト，高強度ίϯΫリʔト，100 /�NN2，期ॖ，ίスト減

1．はじめに

ࢢ部にお͚る敷地の༗効ར用の動͖の中，建物の
高層Խとともに地下ۭ間の大規模Խが近年ਐΜでい
る。この地下ࣄにおいて，期 ・ॖ安全性の֬อ・
पลڥのྀ等のඞཁ性͔Βٯଧͪ法が，一ൠ
─用さΕつつある（図࠾法の一つとして 1）。మے
ίϯΫリʔト構物のٯଧ法では，ٯଧۥମをԾઃ
的に࣋ࢧする構ਅபとして，௨ৗ，మࠎபが用いΒΕ
るが，こΕをϓレキャストమےίϯΫリʔトபとする
ことにより，地下ࣄऴྃ後においても，この構ਅப
を本ઃの地下பとしてそのまま活用で͖るようにな
る。この合，地下の۷ྃとಉ࣌に地下பの施
がऴྃすること͔Β，地下ࣄの合ཧԽをਤることが
で͖る。し͔しながΒ，近年，धཁが૿している高
層మےίϯΫリʔト建物の合では，大͖な࣠ྗを
える地下பをϓレキャスト構ਅபにしようとするࢧ
と，部ࡐの大ܕԽにうॏྔの૿大により，建ࠐみが
となる題が生͡ていた。このような題にରしࠔ

て，ίϯΫリʔトの高強度Խにより地下பのஅ໘をॖ
খさせ，構ਅபとしてのॏྔをܰ減させた HS1$（HJHI 
StreOHtI 1reDBTt $oODrete）構ਅபのと施方
法を֬立させた。こΕにより，高層建物のϓレキャ
スト構ਅபのద用を可能とした。

HS1$ 構ਅபを用いたٯଧ法では，௨ৗのమࠎ構
ਅபを用いた合にൺֱして，高層建物にお͚る地
下ࣄの合ཧԽと品質の上がਤΕる΄͔，期ॖ
やলྗԽなども期で͖る。また，高強度ίϯΫリʔ
トの࠾用とこΕによる部ࡐஅ໘のॖখは，高品質・高
耐ٱな構ମの構築と，よりࣗ༝度の高い地下ۭ間を
生することがで͖る。

本 稿 で は， ઃ ܭ ج ४ 強 度（ 以 下，'D と す る ）
100 /�NN2 の高強度ίϯΫリʔトを用いた HS1$
構ਅபを高層మےίϯΫリʔト建物にద用したࣄ
例を取り上͛，HS1$ 構ਅபのܭը，施およͼその
活用効果などについて報告する。

2．HSPC構真柱を用いた逆打工法 1）

（1）HSPC構真柱を用いた逆打工法の工程
HS1$ 構ਅபを用いたٯଧ法のۀ࡞手ॱを図─ 2

にࣔす。ৄࡉは後ड़するが，本法では HS1$ 構ਅ
பを現αイトにて地組み後，ᶃ現ଧͪίϯΫリʔ
ト۷ߌ・మ͔͝ےૠ入，ᶄ HS1$ 構ਅபの建ࠐ・
ίϯΫリʔトのଧઃ・ຒし，ᶅߌ 1' চྊの構築，
ᶆ地上階と地下階のಉ࣌施（地下階は HS1$ 構ਅ
பがそのまま本ઃபとなるたΊ，۷ྃ後はচྊの
構築のみ），ᶇ地下ۥମྃ，となる。

特集＞＞＞　建築

図─ 1　逆打工法と構真柱
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（2）鉄骨構真柱を用いた逆打工法との比較
మےίϯΫリʔト建物にお͚るٯଧ法につい

て，HS1$ 構ਅபと௨ৗのٯଧ法に用いΒΕるమࠎ
構ਅபとをൺֱして図─ 3 にࣔす。HS1$ 構ਅபで
は，以下のについて，మࠎ構ਅபよりも༗རである
こと͔Β，高層建物の地下ࣄにおいても，後ۀ࡞
のলྗԽと期ॖが期で͖る。

1）  ઌߦচۥମの下にお͚るݶΒΕたۭۀ࡞間での，
地下பの構築が不ཁとなる（ᶃ）。

2）  మࠎ構ਅபでは地下 R$ பを上階͔Β施するた
Ί，その下階を施すると͖にはίϯΫリʔトの

ଧ͗ܧ໘がଧઃ上໘となること͔Β，άラト
入などのଧ͗ܧॲཧがඞཁとなるが，HS1$ 構ਅ
பではこΕが不ཁとなる（ᶄ）。

3）  பྊ合部にお͚るҟ強度ίϯΫリʔトのଧ͚
が不ཁとなる（ᶅ）。

4）  Ծઃమࠎが R$ பஅ໘内にないたΊ，地下பの
ೲまりが؆ૉԽし，ྊ部のਫ平ハϯチのઃے
置などによるા置が不ཁとなる（ᶆ）。

（3）HSPC構真柱の軽量化
ϓレキャスト構ਅபの高層建物のద用にあたっ

ては，構ਅபの建ࠐみが可能となるようにॏྔをܰ減
させることが不可ܽとなる。このղܾ手ஈとして，
HS1$ 構ਅபでは，ίϯΫリʔトの高強度Խにより地
下பのஅ໘をॖখさせ，構ਅபのܰྔԽをਤった。表
─ 1 およͼ図─ 4 は，'D100 /�NN2 の高強度ίϯ
Ϋリʔトを HS1$ 構ਅபに࠾用した実施ద用例（後
ड़ࡌه）について，所ཁの構性能を֬อするたΊの
ϓレキャスト構ਅபの༷およͼॏྔを，ίϯΫリʔ
トの 'D ผにൺֱしたものである。こΕΒにࣔしたよ
うに，'D100 /�NN2 を࠾用した HS1$ 構ਅபでは，
一ൠ的な高強度ίϯΫリʔト（'D60 /�NN2，ൺֱᶃ）
を用いた合とൺֱしても，部ࡐஅ໘ 1 ลあたりのੇ
法が 350 NN ॖখさΕることとなる。こΕにより，構
ਅபの୯位さあたりのॏྔが 4 t�N ະຬ（実施ద用
例では，構ਅபのみの最大ॏྔが 50 t ະຬ）に制
さΕ，構ਅபの建ࠐみを可能とした。

表─ 1　プレキャスト構真柱の仕様の比較

༷ HS1$ 構ਅப ൺֱᶃ ൺֱᶄ
'D （/�NN2） 100 60 30
ओے 20-%41 20-%41 32-%41
せΜஅ補強ے %13  !100 %13  !100 %13  !100
அ໘ੇ法 （NN） 1200 ʷ 1200 1550 ʷ 1550 2200 ʷ 2200

図─ 2　HSPC構真柱による逆打工法の作業手順

図─ 3　鉄骨構真柱とHSPC構真柱の工法比較

図─ 4　プレキャスト構真柱の重量の比較
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3．HSPC構真柱の実施適用例

（1）概要
HS1$ 構ਅபを実施ద用した建物の֓ཁを表─ 2 に

ࣔす。本建物は，地下 2 階，地上 52 階のమےίϯΫリʔ
トであり，ओな用్はू合住である。

─෬ਤを図ߌ 5 に，地下அ໘ਤを図─ 6 にࣔす。
HS1$ 構ਅபとした地下பは高層直下となる 40 本で
あり，層階部は௨ৗのమࠎ構ਅபである。HS1$
構ਅபには，'D100 /�NN2 およͼ 'D80 /�NN2 の
高強度ίϯΫリʔトを࠾用した。

（2）地組み・建て起し
写真─ 1 およͼ図─ 7 に，HS1$ 構ਅபの地組みঢ়

をࣔす。HS1$گ 構ਅபは，ϓレキャストのΫレʔ

表─ 2　建物概要

用్ 務所ࣄ，ಉ住ڞ
Ԇচ໘積 79,230 N2

構ࣜܗ మےίϯΫリʔト（一部మࠎ）
階 地下 2 階，地上 52 階，ౝ 2 階
高さʗਂさ 最高高さ：189.2 N ʗ建物ਂさ：17.4 N

図─ 5　杭伏図

図─ 6　地下断面図

写真─ 1　HSPC構真柱の地組み写真

図─ 7　HSPC構真柱の地組み手順
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ϯ能ྗやӡൖं྆の制ݶより構ਅபを࣠方で 2 ׂ
して࡞した。HS1$ 構ਅபの地組みは，現αイト
のՍにઃ置調（ᶃ），ジϣイϯト部のܕ・ے
の建ࠐみ（ᶄ），ίϯΫリʔトのଧઃ・ཆ生（ᶅ），の
手ॱにて一ମԽさせる方ࣜとした。
写真─ 2 に，HS1$ 構ਅபの建てىしঢ়گをࣔす。

全 9.0 N・ॏྔ 50 t（ԾઃをؚΉ： 60 t）の
HS1$ 構ਅபは，200 t ΫロʔラʔΫレʔϯ 2 の合
りにて建てىしをߦった。

（3）建込み 2）

図─ 8 に，HS1$ 構ਅபの建ࠐみঢ়گと建ࠐみਫ਼度
のཧ֓ཁをࣔす。建ࠐみ࣌のਫ਼度ཧは，位置調用
のトラϯシット，9: ௨り調用のΨイドロʔラʔ

（ᶃ），鉛直度調用のύϯλάラフ（ᶄ）およͼࣼ
，レϕϧ調用の༉ѹジャッキ（ᶆ）などの，（ᶅ）ܭ
ෳの調ثػを併用してਫ਼度ཧを実施した。

（4）精度管理結果
図─ 9，10 に，施ਫ਼度の実測݁果をࣔす。HS1$

構ਅபの施ਫ਼度のධՁ߲は，レϕϧࠩޡおよͼ鉛
直度とし，全ての HS1$ 構ਅப（ܭ 40 本）をରとし，
 の݁果はࠩޡ後の実測により֬ೝした。レϕϧ۷
ʴ5 ～ʵ9 NN，鉛直度の݁果は半の 20 本が 1�1000
ະຬ，最大でも 1�436 であり，全てཧ以内である
ことを֬ೝした。

4．HSPC構真柱の活用効果

（1）工期短縮
HS1$ 構ਅபの実施ద用例にお͚る地下ࣄの期

について，௨ৗのమࠎ構ਅபを用いたٯଧ法でఆ
さΕる期とൺֱして図─ 11 にࣔす。ߌଧઃ・構ਅ
பの建ࠐみ（ᶃ），۷（ᶄ～ᶆ），1 階চۥମ（ᶇ）
およͼج ・ૅ地下 2 階চۥମ（ᶊ）の期については，
HS1$ 構ਅபとమࠎ構ਅபのいͣΕも֓Ͷڞ௨の期
であるとߟえΒΕる。一方，HS1$ 構ਅபでは，地下
1 階চۥମ（ᶈ）にお͚るப・ྊ合部のҟ強度ίϯ
Ϋリʔトのଧ͚，地下 1 階およͼ地下 2 階立上りۥ
ମ（ᶉ，ᶋ）にお͚るபの構築・ଧ͗ܧॲཧが不ཁと
なるたΊ，۷後にお͚る後ۀ࡞の大෯な減が期
で͖る。以上のこと͔Β，実施ద用例の合では，地
下֤階の期が 0.5 ～ 1.0 ϲ月ఔ度，ॖさΕたもの
とߟえΒΕる。図─ 8　HSPC構真柱の建込み精度概要

写真─ 2　HSPC構真柱の建て起し状況

図─ 9　HSPC構真柱のレベル誤差

図─ 10　HSPC構真柱の鉛直度
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（2）コスト削減
用した࠾回ࠓ HS1$ 構ਅபと௨ৗのٯଧ法に用

いΒΕるమࠎ構ਅபのίストについて，మࠎ構ਅபの
合ֹۚܭを 100 としたࢦ（ˋ）をൺֱして図─ 12

にࣔす。మࠎ構ਅபにରして HS1$ 構ਅபのப構築
අは 5ˋ，構ਅப建ࠐ手間අは 9ˋの૿ֹとなったが，
Ծઃమࠎ࡞අは 23ˋの減ֹとなり，合ܭで 8ˋのί
ストμϯとなった。

5．おわりに

高強度ϓレキャストమےίϯΫリʔト構ਅபの
と施方法を֬立させ，高層建物のٯଧ法の
ద用を可能にした。こΕにより，高層建物にお͚る
地下ࣄのߋなる合ཧԽと品質上がਤΕる΄͔，
期ॖおよͼڥ負ՙ減効果なども期で͖る。

本法のར用֦大は，高層建物の建ઃをਪਐし，
࠶ࢢ生にう国༗効ར用およͼ高強度ίϯΫ
リʔトの用による高品質・ण໋・ڥ負ՙなࣾ
ձࢿ本のඋにࢿすることがߟえΒΕる。ࠓ後も施
効とڥ負ՙ減のߋなる上をࢦして։発をਐ
Ίるとともに，本法の積ۃ的なల։をਤる予ఆであ
る。

 

《参考文献》
高強度ϓレキャストమ：ࢤ本岡ޭ成，部ರ，࣏本Ղ城，宮ాࢁ （1 

ίϯΫリʔト構ਅபの։発と高層建物のద用，ίϯΫリʔトے
ֶ，7oM.47，/o.8，QQ.34 ～ 38，2009.8

 2） 宮ా࣏΄͔：高強度ϓレキャストίϯΫリʔト構ਅபの施　そ
の 2 建ࠐঢ়گ，日本建築ֶձ大ձֶज़ߨԋू֓ߎ，QQ807-807　2009（東
北）

図─ 11　地下工事の工期の比較

図─ 12　鉄骨構真柱とHSPC構真柱の工法比較

［筆者紹介］
Ҵా　തจ（いなͩ　ͻΖ;み）
大成建ઃ᷂
建築本部　建築ٕज़部
࣍
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δϟッΩμϯࣜڥྀܕϏϧղମ工法の�
��� NΛ͑ΔߴϏϧのద༻
ࣛౡΧッτΞϯドμϯ工法

দ　ੴ　Ղ　ٱɾେ　ڮ　ਖ਼　Իɾਫ　୩　　　྄

法（以下 本ྀがॏཁな課題である。ࣛ島カットアϯドμϯڥでは特にࣄ地のϏϧղମ֗ࢢ
ܕྀڥ法という）は「ͩるまམし」のようにϏϧ֎観をそのままにして，建物下部͔Βղମする
法である。本法は 2008 年に実用ԽさΕ，上部がดしたままでղମۀ࡞が地上部のみでߦわΕること
によるڥྀの効果が実ূさΕた。ࠓ回，100 N をえる高層Ϗϧのద用֦大をߦい，システムの
見直し等によりैདྷ法の 2 ഒのスϐʔドでղମをਐさせ，期ղମの実をಘた。また，新たな
ज़を組み合わせてブラッシϡアッϓし，คਖ制や૽Ի減，$02ٕڥ 上さྀの性能をڥ減の
せることがで͖た。本稿ではࠓ回ಘΒΕた効果，実と本法の特をհする。
キーワード：ղମ法，高層建物，༉ѹثػ，คਖ，૽Ի，ৼ動，$02

1．はじめに

成期に建ઃさΕたϏϧの建てସえࡁܦ高度，ࠓࡢ
χʔζが高まり，֗ࢢ地でのϏϧղମࣄが૿Ճし，
高層，高層ϏϧのղମもߦわΕるようになって͖て
いる。特に֗ࢢ地では多くの高層Ϗϧがྛ立してお
り，ղମࣄのࡍにྀす͖ൣғは，地上近のみ
なΒͣྡ高層Ϗϧのډ住者・ۈ務者がいる地上
100 N をえる高層部にまでがっている。

本法は，いわΏる「ͩるまམとし」のようにϏϧ
を最下階͔Βॱ࣍ղମする法で，Ϗϧは֎観をその
ままにしてղମさΕる（写真─ 1）。ղମۀ࡞は全て
地上近でߦわΕるたΊ，४උஈ階͔Βղମऴྃまで
高層部のڥや安全性を֬อしやすい。2008 年に本

ったが，高層Ϗϧのద用֦大にߦ法の実用Խを
あたり，期Խ，ジャッキシステムの見直し，耐震
法の特であった。また，本ߦ構の合ཧԽなどをػ
るڥྀの効果に新たなٕڥज़を組み合わせてブ
ラッシϡアッϓし，ڥྀの性能を上させた。

に位置する「り܈回，ઍా۠大手ொの高層Ϗϧࠓ
そな・マϧハϏϧ」（高さ 108 N）のղମࣄにద
用し，期ԽのたΊにシステムの改ྑをߦい，
108 N の地上ۥମղମを 3 ͔月でߦった。また，
の制，$02ࢄ性能に関してはคਖや૽Իのඈڥ 発生
ྔの制をૂったઃඋの࠾用や新たなڥྀٕज़で
ある，アΫテΟブϊイζίϯトロʔϧやଳిϛストな
どのಋ入により，ྑな݁果をಘた。

特集＞＞＞　建築

写真─ 1　本工法による解体工事中の外観
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2．工法概要

本法では上部ۥମや֎装をそのままにして，下層階
͔Βॱ࣍ղମする。地上レϕϧで֤మࠎபの٭部をஅ
して༉ѹジャッキに置͖え，మࠎபのஅと建物の
ジャッキμϯをॱ܁࣍りฦして建物を降下させる。
ジャッキμϯにより地上近くまで降下した下層部をॏ
わΕ，Ϗߦは地上近でۀ࡞によりղମする。全てのػ
ϧの֎観をอったままղମで͖ること͔Β，下層階のみ
にःณରࡦを施すことで現全ମの૽Իやคਖのඈࢄを
ࢭで͖るという特を࣋つ。また，施中の耐震安全
性はίアΥʔϧとՙॏୡフレʔムでৗ֬࣌อする。

3．各種解体工法の比較

ैདྷ法と本法のൺֱとして，คਖ，૽Ի，ৼ動
の発生源となりಘるղମۀ࡞のを図─ 1 にࣔす。
ैདྷ法 1 は中層Ϗϧղମの一ൠ的な法で，૯
とԻύωϧで建物全ମを෴ったうえで，大ܕҠ動ࣜ
Ϋレʔϯでղମ用ॏػを建物上に༲ॏする。ղମࡐ
は全フロアにઃ͚た։͔ޱΒ建物下部に下し，下部
でผやൖग़をߦう。ղମ用ॏػがࡌるচをࢧえるた
Ίにαϙʔトをઃ置するのが一ൠ的で，ॱ࣍こΕΒの
ॏػやઃඋを下層階にりସえながΒղମしていく。

ैདྷ法 2 は，૯がしくなる高層Ϗϧのղମ
に用する法である。λϫʔΫレʔϯなどの༲ॏػ
を建物上部にઃ置し，こΕをってせり下͛ࣜのԻ

֎पやղମ用ઃඋ・ثػを֎部༲ॏして，建物
上部にઃ置する。ղମ用ثػをって建物を上部͔Β
ղମし，༲ॏػで地上部にり降Ζす。下部ではり
降Ζして͖たղମࡐのখׂやผ，ൖग़をߦう。

一方，本法は最下階をղମして建物全ମをそのま
ま降下させるたΊ，建物上部に手をՃえるඞཁがແ
く，上部の֎पཆ生やղମ用ثػ，αϙʔトなども一
不ཁである。

ैདྷ法が高所・։์ܕで，上下 2 ͔所のղମۀ࡞
所をඞཁとするのにରし，本法は所・上部ด
が動͖やすい地上部のػ所はॏۀ࡞で，ղମܕ 1 ͔
所のみである。

本法の所・上部ดܕという特が，ۀ࡞効
ྀにରする多くの効果も生みग़すڥ上にՃえて
ཁҼになっている。

4．超高層ビルへの適用

法をద用した「りそな・マϧハϏϧ」の回，本ࠓ
建物֓ཁは以下の௨りである。100 N をえる高層
ϏϧにॳΊて本法をద用した。高層Ϗϧのద用
֦大にい，実施したシステムのܭը，改ྑについて
հする。

りそな・マϧハϏϧ建物֓ཁ
　　所：東ژઍా۠大手ொ 1-1-2
階　　：地上 24 階，地下 4 階

図─ 1　各解体工法の作業分布
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構　　：地上 S ，地下 SR$ 
最高高さ：107.95 N
建物ॏྔ： 27,000 t
ப 本 ：40 本

（1）システム配置計画（図─ 2）
40 本のப直下に 15,000 L/ ジャッキをઃ置し，ίア

Υʔϧはόラϯスよく 4 ͔所に構築した。ՙॏୡ
フレʔムをհして建物の地震࣌のਫ平ྗをૅجୡ
する。ՙॏୡフレʔムとίアΥʔϧはスライドࣜ
にቕ合しており，ղମࣄの全期間を௨͡て，ৗに
ୡ性能を֬อしている（図─ 3）。ジャッキμϯを
ຖ日গしͣつߦい，3 日で 1 フロアのۥମを降下さ
せる。

（2）システムの改良
高層Ϗϧのద用֦大に͚て，システムの改ྑ

をߦうとともに，ڥ性能の上をਤった。表─ 1 に
ओな改ྑ内༰をࣔす。

期Խにおいて，高さ 108 N， 27,000 t のϏ

ϧを，3 日で 1 フロアというैདྷ法の 2 ഒのスϐʔ
ドでղମするたΊ，ジャッキシステムの改ྑをߦった。

ମղମの全てۥΒ͔ۀ࡞ྀにおいては，४උڥ
のఔで，คਖ・૽Ի・ৼ動・$02 ഉग़ྔの制し，
近ྡڥۀ࡞，ڥのྀをߦった。

（3）ジャッキシステムの改良
֤施ステッϓ，֤࣋ࢧঢ়ଶでの動ղੳ݁果をجに

15,000 L/ ジャッキを新規に։発した。写真─ 2 は
ジャッキ性能ධՁݧࢼのঢ়گである。性能ධՁݧࢼは
実ࡍに用するジャッキを用い，耐ՙॏݧࢼや地震࣌
のਫ平ྗにରするอ࣋能ྗ，৳ॖ動ٴ࡞ͼジャッキシ
ステムの改ྑについてࣄલに֬ೝした。

ジャッキシステムの改ྑは以下の௨りである。
ᶃジャッキಉ調性能の改ྑ

制御アϧゴリζムや༉ѹ回路・ثػを改ྑし，ジャッ
キの制御性能を上
ᶄૢ࡞イϯλʔフΣʔスの改ྑ

や࿈ଓࢭい，ώϡʔマϯΤラʔߦの؆ུԽを࡞ૢ
のスϐʔドアッϓۀ࡞

表─ 1　主なシステム改良項目

߲ 内༰

ジャッキシステム
の性能上

・ジャッキ大ܕԽ（800 t ˠ 1,500 t）
・  ジャッキμϯ制御の見直し（よりス

ムʔζに）
・  ૢ 等の組ݕイϯλʔロッΫ，அઢ࡞

みࠐみ
期Խ ・6 日ʗフロア　ˠ　3 日ʗフロア　

上性能のڥ ・  คਖ，૽Ի，ৼ動，$02 ࡦલධՁ，ରࣄ
耐震ػ構の

合ཧԽ
・ՙॏୡフレʔムの؆ૉԽ，一ମԽ
・建物位置修正ػ能の組みࠐみ

図─ 2　システム配置計画

図─ 3　コアウォール・荷重伝達フレーム

写真─ 2　ジャッキ性能評価試験
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ᶅフΣイϧηʔフ，フʔϧϓϧʔフ
֤छのイϯλʔロッΫやシステムނো࣌のػ能を強

Խし，৴པ性，安全性を上

5．環境性能，環境対策と評価

（1）粉塵飛散量の抑制
（B）ඈྔࢄのධՁと制ରࡦ
の中に位置しており，Ϗϧ܈所は高層Ϗϧࣄ

෩によるคਖのඈࢄがݒ೦さΕていた。そこで，近ྡ
建物を実にϞσリϯάしたྲྀؾシϛϡレʔシϣϯを
用いて，高ਫ਼度のคਖඈࢄධՁをߦった。シϛϡレʔ
シϣϯ݁果に͖ͮج，地上のԾғいܗঢ়ٴͼ高さを最
దԽし，敷地ڥ界ઢ上に 6.8 ～ 13.2 N のःஅนをઃ置
することで，最大 49ˋのคਖඈྔࢄ減効果がある
ことをࣄલに֬ೝした（図─ 4，写真─ 3）。

ղମࣄ中のคਖೱ度を測ఆした݁果，敷地ڥ界の
คਖೱ度は 0.03 ～ 0.05 NH�N3 となり，ղମࣄண手
લのු༡ཻࢠঢ়物質（S1M）のೱ度˞（ʹ 0.04 NH�N3）
と΄΅一கする݁果となった。
システムࢹҬԚછ物質ؾল大ڥ˞

ઍా۠　国ઃ北のؙ測ఆ2010　ہ 年 1 月平ۉ
（C）ଳిϛスト
คਖඈࢄࢭରࡦとして新たに։発したଳిϛスト

（マイΫロ &$ ϛスト）をݧࢼ的にಋ入し，คਖඈࢄ
ྔの減をਤった（写真─4）。マイΫロ&$ϛストは，

ଳిさせたϛストによるคਖٵணٕज़で，こΕまで
しいとさΕて͖たු༡คਖを効果的にચいམすࣄが可
能になり，௨ৗのϛストࢄਫとൺֱして 2 ഒ以上のચ
いམし性能を༗している。マイΫロ &$ ϛストに用い
たਫの用実は 10Ὑ�NJO で，௨ৗのࢄਫ࣌の用
ྔとൺֱして 1�12 というগないਫྔでคਖٵணの効
果がಘΒΕる。

（2）騒音・振動の抑制
（B）૽ԻൖのධՁ
高層建物の多いࢢ部でのղମࣄは近ྡ建物上階

の૽Իを制することが課題の 1 つである。本法
はԾғいの高さより下のレϕϧで全てのۀ࡞がߦわΕ
るたΊ，上部での૽Ի発生源がなく，ղମ用ॏػは
の૽ԻのൖをうたΊ上方ߦをۀ࡞ମの直下でۥ
͙ことがで͖る特がある。

૽Իൖ予測ϓロάラムによるシϛϡレʔシϣϯを
を施すことでࡦい，建物層部のपғのみにःณରߦ
がで͖ることを֬ೝした（図ࡦ現全ମのԻରࣄ
─ 5）。シϛϡレʔシϣϯ݁果に͖ͮج，֎पのԻ
Ծғいの高さを最దԽした。

務ۈ中の૽Ի測ఆ݁果より，ྡするϏϧ内のࣄ
者，ډ住者がいる高さ 100 N 地にお͚る૽Իは，
建物上部でղମする合にൺて 35 E# 減で͖るこ
とを֬ೝした。上のपғにԾઃのԻύωϧをઃ置
した合とൺても 10 E# ఔ度の減効果である。

（C）アΫテΟブϊイζίϯトロʔϧ
ղମ用ॏ͔ػΒ生͡る૽Իのରࡦとして，ղମ用

写真─ 4　マイクロECミスト適用状況

図─ 5　騒音伝搬予測シミュレーション結果

図─ 4　気流シミュレーションによる粉塵飛散評価

写真─ 3　仮囲い設置状況
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ॏػのഉޱؾपりに։発した「アΫテΟブϊイζίϯ
トロʔϧ（以下 "/$）装置」を装ணした（写真─ 5）。
"/$ 装置は૽Իにରしてٯ位૬Իを発生させること
で૽Իを減させる。ௌ֮的に不շײを༩えるप
を 10 E# ఔ度減で͖ることを֬ೝした。

（3）CO2発生量の低減
ղମࣄにお͚る施中の $02 発生ཁҼとしては

ॏػ೩ྉফඅにより発生するもの，ిྗফඅに༝དྷす
るもの，ۥମղମ࣌の༹அによるものに大ผさΕる。

本法の࠾用によりैདྷ法ൺで 17.8ˋ（全ମ）の
$02 発生ྔの減効果をಘた（図─ 6）。特にॏػ೩
ྉফඅによる $02 減ྔは 21.0ˋとなった。地上レ
ϕϧでղମ用ॏػがۀ࡞で͖るたΊॏػの大ܕԽが可
能になり，の減や࣌ۀ࡞間の減がで͖たこと
がཁҼである。

また，༹அۀ࡞による $02 減ྔは 58.3ˋとなっ
た。ಉ͡所でಉ͡ۀ࡞を܁りฦすことによるۀ࡞һ
のशख़効果，ۀ࡞効上にՃえ，ࣗ動அによって
Ψス用ྔのόラつ͖が減ったことがओなཁҼであ
る。

6．本工法の環境配慮効果のまとめ（表─ 2）

（1）建物上部をそのままで解体する効果
ैདྷ法はղମۀ࡞所が上下 2 ͔所となるたΊ

֤ʑで૽Ի・ৼ動・คਖが発生し，上部にもԾઃの
Իύωϧをઃ置するなど近ϏϧのӨڹを制する
ઃඋがඞཁになる。また，高所で発生するคਖはԕく
までඈࢄしやすい。一方，本法は全ࣄ期間を௨͡
て高層部のۀ࡞はແく，૽Ի・ৼ動やคਖが発生しな
いたΊ，新たなԾઃઃඋをඞཁとしない。上部がด
さΕているたΊղମࡐがӍにೞΕͣ，ྑなঢ়ଶで回

表─ 2　本工法の環境配慮効果

߲ ैདྷ法 本法

૽Ի
ৼ動

・  上部，下部に，ブレʔカや
ॏػഉؾԻなど，૽Ի発生
源あり，ରࡦがඞཁ

・  ղମ階には֎पԻཆ生が
ඞཁ

・  上部に૽Ի発生源なし，特に近
ྡΦフΟスϏϧのӨڹがগない

・  地上のԾғいのみでରࡦが可能
ʴ  ॏػഉؾԻपに "/$ ࢼ

（ࡦ発生源ର）ߦ

คਖ

・  上部または下部でスラブղ
ମにうคਖ発生源あり

・  上部でのคਖはԕくまでඈ
࡞ਫࢄしやすく，十なࢄ
がඞཁۀ

・  คਖ発生源が෩の弱い下部の
みにूさΕ，ԕくまでඈͼに
くい

・  ඈࢄରࡦが地上の一部でࡁΉ
・  คਖඈࢄを制し，ڥۀ࡞と

近ྡڥを྆立
ʴ   &$ ϛストによる降ଅਐを

（ࡦ発生源ର）ߦࢼ

$02

にう上下Ҡ動が多ۀ࡞  ・
あり

・  ղମઃඋઃ置などにう༲
ॏΤωϧΪʔがඞཁ

・  効的なղମで $02 発生ྔ減
・  地上のみでઃ置ࣄがྃ
・  ղମࡐがೞΕͣ，リαイΫϧ

上

安全

・  建物上部の༲ॏػや
ઃ置ۀ࡞にཹҙがඞཁ

・  ղମࡐの༲ॏۀ࡞あり，ඈ
དྷམ下ରࡦがඞཁ

・  ४උஈ階をؚΊ，ࣄ全期間を
௨͡て༲ॏػや֎पઃ置な
どの上部ۀ࡞ແし

・  ղମࡐ༲ॏによるඈདྷ・མ下の
がແいݥة

・  ίアน，ジャッキにより耐震性
֬อ

観ܠ
安৺ײ

・  高所でのղମࣄというѹ
ഭײをແくすがඞཁ

制ײ観に調和，不安ܠ  ・
  （ղମしていることࣗମにͮؾ
͔ない）

図─ 6　CO2 発生量低減実績

写真─ 5　ANC装置の装着状況
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ऩ・ൖग़で͖リαイΫϧが上する効果もある。ま
た，建物をղମしていることにؾ͔ない΄どܠ観に
も調和し，高所ղମによる不安ײをҾ͖ىこさないこ
とが大͖なメリットである。

（2）建物下部のみで解体できる効果
ैདྷ法は४උۀ࡞としてλϫʔΫレʔϯや֎पཆ

生，αϙʔトなどのઃ置ࣄやॏػなどղମثػを高
所で֎部༲ॏ，ઃ置するۀ࡞が生͡る。本法は上部
でのղମઃඋのઃ置ۀ࡞や，ղମ中のۀ࡞һの上下Ҡ
動やՙԷしの手間がল͚，安全性や $02 の減がਤ
Εる。また，ղମ所の上部が，ۥମで෴わΕている
たΊ，建物層部の֎पのରࡦのみで΄΅全໘のค
ਖ，૽Իの制がで͖る。

（3）繰り返し作業による効果
本法では地上͚ͩでの܁りฦしۀ࡞となり，内装

࡞ൖग़で͖るたΊ，効的にղମ࣍も地上近くでॱࡐ
をਐΊΒΕることによるۀ $02 発生ྔ減の効果が
ある。

（4）短工期化による効果
ैདྷ法によるۥମղମఔの 2 ഒのスϐʔドで

本法はղମで͖ること͔Β，࣌ۀ࡞間のॖによる
૽Ի発生࣌間が減で͖，近ྡڥのྀが可能と
なる。また，ॏػ೩ྉফඅの制がで͖ることによる
$02 発生ྔの減がで͖，地球ڥの効果もある。

7．おわりに

の「法島カットアϯドμϯࣛ」法回，本ࠓ
高層Ϗϧのద用֦大にあたりシステム性能の改ྑを
ज़を組み合わせてブラッシϡٕڥい，また新たなߦ
アッϓし，100 N をえる高層Ϗϧ「りそな・マϧ
ハϏϧ」のղମにద用した。その݁果，ैདྷ法の
2 ഒのスϐʔドである 1 フロア 3 日αイΫϧでղମを
ਐさせ，地上ۥମを 3 ͔月でղମするという
期の実をಘることがで͖た。また，คਖの制や
$02 減ྔ 17.8ˋ，૽Ի減ྔ最大 35E# というྑ
なڥྀの効果をಘた。

回ಋ入したࠓ "/$ やଳిϛストなど新たなڥ
ྀٕज़は一ൠࣄのల։をしてい͖，さΒなるڥ
ྀをਤってい͖たいとߟえる。

 

ਫ୩　྄（みͣたに　りΐう）
ࣛ島建ઃ᷂
ց部　ٕज़ػ 4 άϧʔϓ
άϧʔϓ

大ڮ　正Ի（おおはし　まさͶ）
ࣛ島建ઃ᷂
東ژ建築ࢧళ　ࡐػ部

［筆者紹介］
দੴ　Ղٱ（まついし　よしͻさ）
ࣛ島建ઃ᷂
東ژ建築ࢧళ　ࡐػ部
࣍
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ѹண߹ʹΑΔ震ิٕڧज़
ҠಈՄͳ震ิڧ工法

　ᬒ　ߴ　࿕ɾѨ　෦　ึࡊඒ

ैདྷのブレʔスࡐを用いた耐震補強は，பとྊにғまΕた構໘にమܥࠎのをઃ置し，こΕにブレʔス
を取り͚る。本法は，1$ ߯のۓுによるѹணでபにઐ用のۚ物をݻఆしブレʔスをઃ置する。ै
དྷの͖法にൺֱして施が༰қとなり，ணも可能となる。ۀ施ઃ，，庫，ࣄ務所等では，
耐震改修後年をܦて，ചりや，生࢈ライϯ，テφϯトの変ߋにԠ͡て間りนもॊೈに変ߋしたい
というཁがدせΒΕている。こΕにԠえるたΊ，補強装置がணで͖，ࣨ内のい方に合わせて補強装
置のҠ動を可能とする法を։発した。

このѹணݻఆ方法は，一ൠஂࡒ法ਓϕλʔリϏϯάのٕज़ධఆを取ಘしている。
一ൠධఆ　$#-　R$005 ᴷ 10 ߸「Ҡ動可能なѹணݻఆ法によるۥମபとの合部のઃܭ施法」平

成 24 年 12 月 28 日
キーワード：耐震補強，ѹண，ຎࡲ合，アϧϛχム合ۚ，Ҡ動，ブレʔス

1．はじめに

ۀ施ઃ，，庫，ࣄ務所等では，耐震改修後
年をܦて，ചりや，生࢈ライϯ，テφϯトの変ߋ
にԠ͡て間りนもॊೈに変ߋしたいというཁが
のブレʔスを用いた耐震補強ܕせΒΕている。ैདྷد
は，பとྊにғまΕた構໘にమࠎをઃ置後，ブレʔ
スを取り͚る。そのたΊ，耐震改修後の補強ブレʔ
スをҠ動することはग़དྷない。

一方本法は，1$ ߯のۓுによるѹணでபにઐ
用のۚ物をݻఆしブレʔスをઃ置する法である（図
─ 1 法にൺֱしর）。その特徴は，ैདྷの͖ࢀ
て施が༰қとなり，補強装置がணで͖建物のい
方に合わせて補強装置のҠ動を可能とする法であ
る。ච者Βは，「Ҡ動可能な耐震補強法」とݺΜで
いる。本報では，本法の։発աఔについて報告する。

2．工法の概要

（1）適用建物
ରとする建物の構ࣜܗは，R$ ，SR$ ，お

よͼ S である。建物用్の制ݶはなく全ൠにద用
可能である。特に本法の効果がಘΒΕるରは，
。務所であるࣄ，，庫，施ઃۀ

（2）工法概要
図─ 2 に，法֓ཁをࣔす。ブレʔスをபにݻఆ

するたΊ，ઐ用のϕʔスϓレʔトを用いる。ϕʔスϓ
レʔトは，1$ ߯をۓுしபにѹணݻఆさΕる。ப

特集＞＞＞　建築

図─ 1　補強装置の移動 図─ 2　工法概要
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にѹணݻఆさΕたϕʔスϓレʔトに，ブレʔス補強ࡐ
を取り͚る。

ैདྷの法では，பやྊの構໘にあと施アϯカʔ
をଧઃしమࠎをઃ置し，ίϯΫリʔトをଧઃするඞ
ཁがあった。

こΕにରし本法は，ѹணを࠾用することで，こΕ
Βのۀ࡞をແくし，施を༰қにする͚ͩでなく，
ணを可能にすることで，耐震改修後の建物の用上の
ཁٻにԠえることがग़དྷるようになった。

また，本法では，ブレʔスࡐは，強度ܕおよͼ制
ৼܕԿΕも取り͚可能である。

（3）ベースプレート
図─3に，R$およͼSR$の合のϕʔスϓレʔ

トをࣔす。ϕʔスϓレʔトは，߶性を高ΊるたΊのリ
ブと，ブレʔスࡐをݻఆするま͙さࡐにより構成さΕ
ている。

1$ ߯は，ϕʔスϓレʔトにઃ͚ΒΕたを௨っ
て，பのଆ໘にઃ置さΕる。பに؏௨はしない。

補強にඞཁな耐ྗを༗したブレʔスࡐより大͖な
を，1$ྗ߅ ߯のۓுによるѹணでϕʔスϓレʔト
にඋえさせるのである。ѹணは，すなわͪϕʔスϓレʔ
トと既存பのຎࡲྗ߅である。
図─ 4 に，ຎࡲの構成をࣔす。ਤの͔ࠨΒ，既存ப（ί

ϯΫリʔト），発ܕແऩॖϞϧλϧ，アϧϛχム
合ۚ൘，߯ ϕʔスϓレʔトとなる。߯ϕʔスϓレʔ
トを直既存பのίϯΫリʔトに৮させないཧ༝
は，第一に既存பのίϯΫリʔトのԜತをແऩॖϞϧ

λϧで平Խし，ѹணをۉ一に安ఆさせることである。
第ೋは，߯ࡐとίϯΫリʔトのຎྗࡲより，アϧϛχ
ム合ۚ൘をհするຎྗࡲ（ແऩॖϞϧλϧؚΉ）が大
͖くなることが，実ݧにより明している͔Βである。

より大͖なຎྗࡲがಘΒΕることで，1$ ߯のۓ
ுྗをখさくすることがग़དྷる。そΕは，既存பの
負୲をܰ減し，またίストメリットをಘる。
図─ 4 によΕ，ຎࡲ໘は以下の 3 έʔスがߟえ

ΒΕる。
$"S&1：  ίϯΫリʔト（既存ப）とແऩॖϞϧλ

ϧのຎࡲ
$"S&2：  ແऩॖϞϧλϧとアϧϛχム合ۚのຎ

ࡲ
$"S&3：  アϧϛχム合ۚと߯ࡐ（ϕʔスϓレʔト）
$"S&1 は，༷ʑなػڀݚ関により多くの実ݧと

見がಘΒΕている。ࠓ回の 3 έʔスでは，$"S&1 が
最も大͖なຎྗࡲをಘることがग़དྷる。

$"S&2 は，本։発の第一のϙイϯトとなり，後ड़
する実ݧによりຎࡲの性ঢ়をѲしている。

$"S&3 は，本։発の第ೋのϙイϯトとなり，やは
り後ड़する実ݧによりຎࡲの性ঢ়をѲした。

ঘ，ແऩॖϞϧλϧに発ܕを࠾用しているが，
こΕは強アϧカリであるまͩݻまΒないϞϧλϧ（η
メϯト成）と྆性ۚଐであるアϧϛχム合ۚのԽ
ֶԠを制することが的である。

S 建物では既存பが߯ࡐである͔Β，ແऩॖϞϧ
λϧはແくなり，߯ࡐ（既存ப）ᴷアϧϛχム合ۚ
ᴷ߯ࡐ（ϕʔスϓレʔト）の構成となる。こΕも，߯
より，アྗࡲのຎ（既存பとϕʔスϓレʔト）࢜ಉࡐ
ϧϛχム合ۚをհすることで，大͖なຎྗࡲをಘΒ
ΕるたΊである。

3．  無収縮モルタルとアルミニウム合金の摩
擦性状

（1）実験概要
図─ 5 に実ݧ装置を，図─ 6 にݧࢼମৄࡉをࣔす。
ମは，λテϤίݧࢼ 800 NN ֯，高さ 350 NN のమ

ମに，アϧϛχムݧࢼίϯΫリʔトである。このے
合ۚ（ࡐ質 "5083-0，250 ʷ 250 ʷ 40 NN）をແऩॖ
Ϟϧλϧをհしてઃ置する。

ѹணྗは，ਨ直方にઃ置した 1000 L/ ジャッܕ۲
キにて࡞用させた。また，ࣗ動制御によりѹணྗが一
ఆになるようにした。

せΜஅྗ（݁果としてຎྗࡲ）は，ਫ平方にઃ置
した 1000 L/ ─用させた。図࡞ジャッキにてܕ۲ 4　摩擦の構成

図─ 3　ベースプレート
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せΜஅྗの࡞用ઢを一ఆにするたΊ，ύϯλάラフ
を置した。

（2）実験結果
図─ 7 に，アϧϛ合ۚとແऩॖϞϧλϧの実݁ݧ

果をࣔす。ॎ࣠はせΜஅྗ（ຎྗࡲ）を，ԣ࣠はアϧ
ϛχム合ۚ൘のりྔをࣔしている。

ѹணྗ 1 は，675，450，225，75 L/ の 4 छྨである。
ԿΕのѹணྗの合も，最大੩ࢭຎྗࡲをܴえたあ

とは，ຎྗࡲの૿減はなくりྔの૿Ճ͚ͩのラϯ
ドハスܕをࣔしている。

最大੩ࢭຎྗࡲをѹணྗでআしたຎࡲは，ѹண
ྗに͔͔わΒͣ 0.8 をえていた。

4．アルミニウム合金と鋼材の摩擦性状

（1）実験概要
写真─1に実ݧ装置を，図─8にݧࢼମৄࡉをࣔす。

─図）ࡐମは，ݧࢼ 8 中 B）およͼఴ൘（図─ 8

中 C）である߯ࡐ間にフΟラʔであるアϧϛ（ਤࣼઢ
部）をڬみࠐみ，ݧࢼ部となるアϧϛと߯ࡐ間のຎࡲ
໘を構成した。ݧࢼମは 2 ໘ຎࡲとし，高ྗϘϧトが
؏௨するࡍのμϘ߅をഉするたΊ 1$ ߯ 2 本のۓ
ுによるѹணࣜܗで合した。

ѹணྗは，໘ѹಋ入൘をհしてݧࢼ部にਨ直に࡞用
させた。

を（ՙՙॏࡌ）用するҾுྗ࡞ମ全ମにݧࢼ 1
（L/），こΕにいݧࢼ部に࡞用するせΜஅྗ（以降，
ຎྗࡲとする）を 2（L/），ݧࢼ部にਨ直に࡞用する
ѹணྗを /（L/），およͼせΜஅ変位（すりྔ。以
降，せΜஅ変位とする）をЎ（NN）とした。ݧࢼは
Ҿுػݧࢼを用い，1 NN�NJO の度制御で，ՙॏを
ՙはせΜஅ変位ࡌ用させた。୯調࡞ 4.5 NN までのࡌ
ՙとした。܁りฦしࡌՙは，そのաఔにおいて，せΜ
அ変位 1.5 NN およͼ 3.0 NN の࣌でࡌՙՙॏ 0 L/
までআՙしࡌ࠶ՙすることとした。

（2）実験結果
図─ 9 に，アϧϛ合ۚと߯ࡐのຎࡲ実݁ݧ果をࣔ

す。ॎ࣠はຎྗࡲ 2 を，ԣ࣠はせΜஅ変位Ў（りྔ）
をࣔす。

ѹணྗは，/ ʹ 7.5，12.5，27.5，40.0 L/ の 4 छྨ

図─ 5　実験装置

図─ 6　試験体詳細

写真─ 1　実験装置

図─ 8　試験体詳細

図─ 7　アルミとモルタル実験結果
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である。
いͣΕも明֬な最大੩ࢭຎྗࡲをࣔさͣ，ラϯド

ハスܕのཤྺ性ঢ়をࣔした。また，܁りฦしࡌՙの
合，আՙおよͼࡌ࠶ՙのܦ路は΄΅ઢܗで，ࡌ࠶ՙ
のࡍにはআՙલのຎྗࡲまで回෮するをみせた。
このことより，ຎྗࡲとせΜஅ変位の関に，܁りฦ
しࡌՙのӨڹはないとߟえΒΕる。

最大੩ࢭຎྗࡲをѹணྗでআしたຎࡲは，ѹண
ྗのछྨによΒͣ 0.7 をえる݁果となった。

5．実大接合部実験

（1）実験概要
3 およͼ 4 ষでड़たຎࡲ性ঢ়を活用し，既存பと

ϕʔスϓレʔトの合部実大実ݧを実施した。
図─10にݧࢼମを，図─11にՃྗフレʔムをࣔす。
ମப部は，அ໘ݧࢼ 900 ʷ 900 NN，高さ 1400 NN

とした。பの高さઃఆは，地震࣌のபϞʔメϯトۂ
となるப内法高さの半をఆした。ίϯΫリʔト
ѹॖ強度は，31.3 /�NN2 である。ϕʔスϓレʔト（以
下 #1）は，SS400 の߯ࡐである。߯ࡐのຎࡲ໘は，
ࡺঢ়ଶとした。ຎࡲ໘の構成は，பίϯΫリʔト，
ແऩॖϞϧλϧ，アϧϛ，#1 である。ແऩॖϞϧλ
ϧは，ϓレϛッΫスλイϓの発ܕとした。アϧϛ

は，྆໘ともάリットブラスト 100ЖNR[ ॲཧし，
さΒにΫロムࢎԘܥのൽບॲཧ（$r50 NH�N2 以上）
を施した。

1$ ߯は，П 23 NN，# छ 1 ߸（S#1R�1080）を
4 本とした。ۓுྗは，250 L/� 本とし合ܭで 1000 L/
とした。߯ࡐとアϧϛのຎࡲを 0.6 とし，1000 L/
のブレʔスをఆした。安全を 1.2 としブレʔスࡐ
࣠ྗに͡，࣠ྗ最大ఆを 1200 L/ とした。この
とຎࡲ 0.6 より，ඞཁなۓுྗは 1000 L/ とな
る。
図─ 11 にࣔすݧࢼମ #1 のま͙さࡐに 45 方˃に

1500 L/ 。ジャッキを取り͚たܕ۲
，用し࠾ՙとした。ՙॏ制御をࡌՙは，正負ަ൪ࡌ

ʶ 250，ʶ 500，ʶ 1000 L/ を，そΕͧΕ 3 回ͣつՃ
ྗすることとした。

（2）実験結果
図─ 12 に，ՙॏと֤部変位の関をࣔす。ਤのॎ

࣠はՙॏを，ԣ࣠は以下にࣔす૬ର変位をࣔす。૬ର
変位は，E1 が #1 とま͙さࡐ中ԝの૬ର変位（Ճྗ
方），E2 がスλブとப಄（E1 の測ఆとಉ͡高さ）
の૬ର変位，E3 がスλブとま͙さࡐ中ԝの૬ର変位

（Ճྗ方）とした。E1，E2，E3 ともに，ઢܗの性ঢ়
をࣔした。E1とE2の合ܭが，֓ ͶE3に近いとなっ
ている。
図─ 13 に，֤部のすり変位の関をࣔす。ຎࡲ

すり変位はபۥମと #1 間の૬ର変位とし，ਤ中に
ࣔす௨りࠨ上，ࠨ下，ӈ下の 3 カ所を測ఆしている。
ਤのॎ࣠はਨ直方のபۥମと #1 間の変位を，ԣ࣠
はਫ平方のபۥମと #1 間の変位をࣔす。3 カ所の
૬ର変位を見ると，ઈରの最大はਫ平方で 0.03 NN
ఔ度，ਨ直方で 0.07 NN ఔ度と，ۃΊてগない

図─ 9　アルミと鋼材の実験結果

図─ 10　試験体

図─ 11　加力フレーム
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となった。
図─ 14 に，1$ ߯ۓுྗの૿減をࣔす。ਤのॎ

࣠は 1$ ߯ۓு࣌を 0 としたۓுྗの૿減を，ԣ
࣠はՙॏをࣔす。4 本の 1$ ߯は，ॳ期として
250 L/� 本のۓுྗを༩えた。ۓுྗは，最大で 6.0 L/
の減がೝΊΒΕた。こΕは，ۓு࣌の 2.4ˋであり，
ுྗの૿減は，֤Օ所ともۓ。Ίてখさなであるۃ
にՙॏにରしઢܗにڍ動している。܁りฦしՙॏが࡞
用することでۓுྗは減するにあるが，ՙॏが
0 L/ の࣌の下は，最大で 3 L/ であり，ॳ期ۓு

ྗ 250 L/ の 1.2ˋとۃΊてখさいとなった。
写真─ 2 に，実ݧ後のຎࡲ໘をࣔす。#1，アϧϛ，

Ϟϧλϧ໘に，ຎࡲによるݦஶなຎや損ইはな͔った。

6．おわりに

本։発では，ຎࡲ合をલ提としたѹணٕज़の実用
Խが的であった。そのたΊ，ૉࡐの組み合わせ͝と
に，ຎࡲ性ঢ়をѲするたΊの実ݧをߦい明Β͔とし
て͖た。そΕΒをઃܭඪ४Խし，実大実ݧにより性能
のূݕとઃܭ方法の֬ೝをߦった。

本法は耐震補強に活用で͖る͚ͩでなく，建築物
のジャッキアッϓなどのԠ用活用が可能である。

していٴී，上にΊ後とも，さΒなるٕज़のࠓ
く所存である。

ঘ，このѹணݻఆ方法は，一ൠஂࡒ法ਓϕλʔリϏ
ϯάのٕज़ධఆを取ಘした。

一ൠධఆ　$#-　R$005 ᴷ 10 ߸「Ҡ動可能なѹண
法」平成施ܭମபとの合部のઃۥ法によるఆݻ
24 年 12 月 28 日

 

図─ 12　荷重と変位の関係

図─ 13　各部のすべり変位の関係

図─ 14　PC鋼棒緊張力の増減

Ѩ部　ึࡊඒ（あ　なおみ）
東急建ઃ᷂
建築本部　建築ٕज़部

［筆者紹介］
ᬒ　高࿕（わたな　た͔あ͖）
東急建ઃ᷂
建築本部　建築ٕज़部

写真─ 2　実験後の摩擦面
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震改修構法の։ൃޙଘఱҪのط
άリッドαϙʔτ構法

ᓎ　ఉ　ه　

既存ఱҪにରしてఱҪのࣨ内ଆ͔ΒαϙʔトࡐをఱҪ໘にઃ置し，地震࣌にఱҪに生͡る׳性ྗを，α
ϙʔトࡐをհしてۥମまたは構ମに負୲させることにより，ఱҪ変位およͼ損ইを制御する構法を։発
した。一ൠ的に用いΒΕるブレʔスによりఱҪ׳性ྗをۥମにୡする方法にൺして，部ࡐ・合部のઃ
。制御等がඇৗに༰қであり，高い耐震性能をఱҪに༩で͖る構法であるܗや変ܭ

さΒに構法は，既存ఱҪがఆ以上の地震ྗにରして鉛直ྗ࣋ࢧをࣦしても，ఱҪ໘にઃ置したα
ϙʔトࡐでఱҪࣗॏを࣋ࢧすることにより，ਓ災につながるようなఱҪの่མをࢭするػ能を݉Ͷඋえる。

本稿では，構法のઃܭ法ٴͼ実大ৼ動実ݧによる݁ূݕ果についてड़る。
キーワード：ఱҪ，耐震Խ，མ下ࢭ，改修

1．はじめに

ఱҪの耐震改修をߦう合，既存ఱҪを一୴ఫڈし
て新たに性能が֬ೝさΕた耐震ఱҪを新ઃする方法
や，ఱҪ内でఱҪ下地に耐震ブレʔスをՃし，合
ۚ物を補強するなどの方法が一ൠ的にとΒΕている。

લ者の合，改修をߦうۭ間にରしてࣄ期間中の
立ͪ入りࢭېા置やࣄ，ࢭఀۀࣄ中のਖᆍඈ࢈，ࢄ
අ用負୲などの課題があࣄ物の૿Ճ，多ֹのغഇۀ
り，ఱҪ改修ࣄが実施にࢸΒないことも多い。後者
の合は，ఱҪの耐震Խをਤるうえでॏཁな下地ओࡐ
や合部およͼ耐震ブレʔス等の強度のόラϯス 1）

を֬อすることがしく，改修しても一ఆの耐震性能
を期で͖ないという課題がある。また，ઃඋ等との
。がで͖ない合も多いࡦবで，後͔Β十な補強ରׯ

さΒに，24 間࣌ 365 日Ք動ڥ下にある施ઃ（例
えイϯフラ制施ઃや特घなライϯなど）で
は，ࣄ期間中の一のۀ務ఀࢭをߦわͣ，また改修
։࠶務ۀ成後は大地震などの災害後もたͩͪにࣄ
をߦわなくてはなΒͣ，こΕΒの݅をຬする既ԟ
のఱҪ耐震Խ構法は存在していな͔った。

そこで，既存のఱҪを用しながΒ༰қに改修で
͖，既存ఱҪ下地の強度に͔͔わΒͣ一ఆの耐震性能
を༩で͖る「άリッドαϙʔト構法」の։発をߦっ
た。

2 ষでは構法の֓ཁを，3 ～ 5 ষでは構法のྗ
ֶ的ݕ౼およͼৼ動実ݧによる݁ূݕ果をࣔす。

2．改修構法の概要

1 ষにड़た施上の課題をղܾするたΊ，࣍の方
で։発をߦうこととした。まͣ，ᶃਖᆍඈࢄやۀ࢈
ഇغ物をॖ減するたΊ，既存ఱҪのղମൣғを最খݶ
とすること，ᶄ日・間ۀ࡞であってもࣄのたΊ
のԾઃସえに༰қにରԠで͖るように，構成部ࡐを
3N 以下ఔ度のई部ࡐとすること，ᶅఱҪ下地の強
度やఱҪ内ઃඋの置にࠨӈさΕͣ，ίストで一ఆ
の耐震性能とམ下ࢭ性能を併せ࣋たせるたΊ，構成
部ࡐを後͚の൚用部ࡐとすること，ᶆఱҪ内ۀ࡞を
最খݶとすること，などである。֨ࢠঢ়に構成した߯
を，既存ఱҪのϘʔド（Ϳݺとࡐ以下，αϙʔト）ࡐ
໘にࣨ内ଆ͔Βԑを؏௨するϏスでݻఆし，その
部をఱҪपғの構部ࡐ（例え֯߯ܗ˘ᴷ 100 ʷ
100 ʷ 3.2 等）に所ఆの合ۚ物でݻఆする。構法
の֓ཁを図─ 1 に，ৄࡉを図─ 2 にࣔす。

構法では，地震࣌にఱҪ໘に生͡る׳性ྗをα
ϙʔトࡐをհしてपғの構部ࡐにୡすることによ
り，ఱҪ໘の変位を制御し，ఱҪの損ই・མのओな
等の負ՙをܰ減͛ۂฦし܁Ҽである下地合部のݪ
することがで͖る。ブレʔスを用いてఱҪ׳性ྗをۥ
ମにୡする方法にൺて，より直的にۥମにྗを
ୡすることがで͖るたΊ，平қなص上ݕ౼で部ࡐઃ
࣋ࢧが可能である。また本構法は，ສ一ఱҪが鉛直ܭ
ྗをࣦしても，αϙʔトࡐによってఱҪ໘全ମの่
མをࢭするフΣイϧηʔフػ能を併せ࣋っている。

特集＞＞＞　建築
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さΒに，下地ࡐのओࡐに一ൠීࡐٴ（ඇ +*S を（ࡐ
用したఱҪで，ブレʔス等の耐震ରࡦを施していない
ఱҪにରしても一ఆの耐震性能を༩することがで͖
る。

3．サポート材断面の検討

3 ষでは，αϙʔトࡐஅ໘のઃܭ法をࣔす。
まͣ，ఆする地震ྗにରして既存ఱҪのਫ平方

の׳性ྗをٻΊ，1 本たりのαϙʔトࡐが負୲する

ਫ平ྗをࢉఆする。࣍に，既存ఱҪが全໘མ下した
合にαϙʔトࡐにՃわる最大ுྗをࢉఆする。最大ு
ྗは，ݒਨઢのࣜ 2）を用いて෮ղ法によりٻΊる
ことがで͖る。αϙʔトࡐஅ໘は，こΕΒ 2 つのྗに
耐えるようにઃܭすることになる。

本ݕ౼では，さ 12 N，ॏྔ 20 LH�N2 の既存ఱҪ
をԾఆし，αϙʔトࡐの取͚ϐッチをˏ 1,800 とし
た。ఆする地震ྗは，国ަ௨ল͔ΒఱҪのམに
関する告ࣔ（国ަ௨ল告ࣔ第 771 ߸ଞ）3）の༷規
ఆにお͚る最大であるఱҪ໘Ճ度 2.2G とした。
こΕΒの݅を用いて上هのݕ౼をߦない，αϙʔト
には，൘ްࡐ t ʹ 3.2 NN で図─ 2 にࣔす部ࡐஅ໘の
S1$$ どうࡐを用いることとした。また，αϙʔトࡐ
しの合部や，αϙʔトࡐと部構ମの合部に
ه用するϘϧトについても，上 2 つのྗに耐えるよ
うにܘや本をٻΊた。

4．既存天井との接合部の検討

αϙʔトࡐはఱҪと一ମԽさせ，地震࣌のఱҪ׳性
ྗを֬実に負୲させるඞཁがある。ここでは，αϙʔ
トࡐと既存ఱҪとの合部についてݕ౼した。

֘部の合では，ఱҪࣨ内ଆよりαϙʔトࡐを
λッϐϯάϏスにてϘʔドに؏௨させてԑとݻఆす
ることとした。Ϗスには，内装ࣄで൚用的に用さ
Εる 4 NN のλッϐϯάϏスを用した。

Ϗスによりαϙʔトࡐとԑとを，Ϙʔドをհして
─Ίた（写真ٻでݧఆした合の合耐ྗを実ݻ 1）。
実ݧでは，一ൠࡐのԑにରし，9.5 NN のੴߣϘʔ
ドおよͼ岩໖ٵԻ൘をհしてްさ 3.2 NN の߯フ
ラットόʔ（αϙʔトࡐ）をϏスݻఆし，Ҿுػݧࢼ
にてせΜஅ方にՃྗして耐ྗを測ఆした。Ϗスܗঢ়
はࡼϏスおよͼುϏスの 2 छྨとし，耐ྗのҧいを調
た。

その݁果，ࡼϏスとುϏスでは，ುϏスの方が 1.1
ഒ͔Β 2.0 ഒఔ度耐ྗが高く，また性的なڍ動をࣔ
すൣғもುϏスの方が大͖いことがղった。また，
ˏ 300 ～ 400 ఔ度でαϙʔトࡐをುϏスでݻఆすΕ
，3 ষでٻΊた地震׳࣌性ྗにରし，性ൣғでは
2 ഒఔ度，ऴہ耐ྗでは 3.6 ഒఔ度の耐ྗが見ࠐΊる
ことがղった。Ϗスϐッチは施的にԑのϐッチに
ӨڹさΕることとなるが，一ൠ的に用いΒΕるˏ 303
で置さΕたԑにುϏスでݻఆすΕ，ఱҪ׳性ྗ
をαϙʔトࡐに༗効にୡで͖るとߟえΒΕる。

図─ 1　改修構法の概要

図─ 2　改修構法における天井材と端部構造材との接合詳細
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5．振動台実験

ৼ動実ݧでは，αϙʔトࡐとఱҪࡐとの合部，
αϙʔトࡐどうしの合部，αϙʔトࡐと部構部
用可ଓܧとの合部が，ఆする地震ྗにରしてࡐ
能なঢ়ଶをอ࣋で͖ることを֬ೝした。ఆする地震
ྗは国ަ௨ল告ࣔ第 771 ߸ଞ 3）の༷規ఆの最大
が 2.2G であること͔Β，1.5 ഒの安全を見てఱҪ
໘で最大Ճ度 3.3G となるレϕϧとした。

（1）試験体
ৼ動上にՃৼ用フレʔムをઃ置し，Ճৼ用フレʔ

ム上部͔Β既存ఱҪを模したݧࢼମをり下͛，その
下部にαϙʔトࡐをઃ置してՃৼした。

ମとなる既存ఱҪでは，ԑとԑड͚等のओݧࢼ

Ϋリッࡐঢ়の一ൠܗとし，+*S " 65174）とಉࡐを一ൠࡐ
ϓ，ハϯΨʔを用いた。ݧࢼମの大͖さは5.7 Nʷ5.0 N
で，さを 1500 NN とした。ブレʔス等の耐震部
─はઃ置しな͔った（写真ࡐ 2，3）。

さΒに，図─ 2 にࣔすαϙʔトࡐをఱҪ໘ࣨ内ଆ
に所ఆのϐッチにてϏスをݻఆし，その部をԾ構
部ࡐである֯߯ܗ˘ᴷ 100 ʷ 100 ʷ 3.2 に݁ۓし
た（写真─ 3，4）。

，測߲は，ৼ動，Ճৼ用フレʔム部のՃ度ܭ
ఱҪ໘のՃ度およͼՃৼ用フレʔム͔Βの૬ର変位
とした。

実建物にద用する合には，αϙʔトࡐは 4 ลの
部をそΕͧΕ構部ࡐに݁ۓすることになるが，本実
ではՃৼ用フレʔムの制上ݧ 2 ลにし͔Ծ構部
ମはᶃ～ᶅのݧࢼ，がઃ置で͖ないたΊࡐ 3 छྨを用
ҙした。ݧࢼମのॾݩを表─ 1 にࣔす。

ఆし，αݻをࡐにαϙʔトମᶃでは，ԑ方ݧࢼ
ϙʔトࡐとఱҪࡐの合部の耐ྗを֬ೝした。αϙʔ
トࡐは 3 本用（ˏ 1800）し，部は 3 ͔所でԾ
構部ࡐに݁ۓした（図─ 3）。

ఆݻをࡐにαϙʔトମᶄでは，ԑと直ަ方ݧࢼ
し，ݧࢼମᶃとಉ༷にαϙʔトࡐとఱҪࡐの合部の
耐ྗを֬ೝした。αϙʔトࡐのはݧࢼମᶃとಉ͡で
ある（図─ 4）。またݧࢼମᶄでは，ৼ動の能ྗの
界近であるݶ 1500 GBM のՃৼを入ྗし，損ইが

写真─ 1　既存天井との接合耐力試験体

写真─ 2　試験体全景（天井ふところ側）

写真─ 3　試験体全景（天井仕上げ面側）

写真─ 4　端部接合部
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。をѲしたىまる࢝
と部構ମとの合部ࡐମᶅでは，αϙʔトݧࢼ

およͼαϙʔトࡐどうしの合部の耐ྗを֬ೝした。
実建物での構部ࡐのઃ置ϐッチを 12 N，αϙʔト

の取͚ϐッチをࡐ 1.8 N とఆした合のαϙʔト
ࡐ 1 本あたりにֻ͔るఱҪ໘積 12 N ʷ 1.8 N ૬
の׳性ྗを，ݧࢼମの合部に負୲させた。ݧࢼମは，
αϙʔトࡐの部合部を中ԝ一͔所のみ合し，そ
のଞの合部を֎し，中ԝのαϙʔトࡐにఱҪݧࢼମ
のすてのਫ平ྗをू中して所ఆの࣠ྗを負୲させる
こととした（図─ 5）。

（2）加振ケース
Ճৼ方はਫ平 1 方ʴ上下方とした。入ྗ

は，図─ 6 にࣔすΤϧηϯトロ /S 成およͼ U%
成を最大Ճ度でج४Խして用いた。上下方の最
大Ճ度はਫ平方の 1�2 とした。

ਫ平方の最大Ճ度 300 GBM の入ྗ͔Β։࢝し
て，ঃʑにレϕϧを上͛たՃৼをߦった。なお，ৼ動
の能ྗのݶ界近の入ྗでも，ఱҪ໘にֻ͔るਫ平
方の׳性ྗがඪにୡしな͔った合は，ఱҪ໘
におもりをՃしてඪとする׳性ྗを上回るように
調した。ඪの۩ମ的なઃఆ方法は以下のとおり
である。໘積 28.5 N2，ॏྔ 20 LH�N2 のఱҪにରして，
ఱҪ໘最大Ճ度 3.3 G の合の׳性ྗをٻΊると
1,881 LHG となる。本ݧࢼମにおもりをՃしない
合，αϙʔトࠐࡐみのॏྔは 730.5 LH であるたΊ，

表─ 1　試験体諸元

ମ໘積ݧࢼ 5.7 ʷ 5.0 ʹ 28.5 N2

ମ૯ॏྔݧࢼ 既存ఱҪॏྔ（ϘʔドٴͼఱҪ下地）：
634.12 LH
αϙʔト3.38：ࡐ LH�N2 ʷ 28.5 N2 ʹ 96.33 LH
ମॏྔ：634.12ݧࢼ ʴ 96.33 ʹ 730.5 LH
߸هݧࢼ e 以降は 87.3 LH のおもりをՃし
817.8 LH

図─ 3　試験体①

図─ 4　試験体②

図─ 5　試験体③

図─ 6　振動台への入力波（エルセントロ波）
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性ྗ׳ 1,881 LHG となる最大Ճ度は 2.6 G である。ま
た，本ݧࢼମに 87.3 LH のおもりをՃしてݧࢼମॏ
ྔを 817.8 LH にすると，׳性ྗ 1,881 LHG となる最大
Ճ度は 2.3 G である。したがって，ݧࢼମᶃとᶄで
は，おもりのՃのແいఱҪでは 2.6 G，おもりを
ՃしたఱҪでは 2.3 G がఱҪ໘のඪՃ度となる。
ମᶅでは，໘積ݧࢼ 21.6 N2（1.8 N ʷ 12 N），ॏྔ
20 LH�N2，ఱҪ໘最大Ճ度 3.3 G の合の׳性ྗ
1,425.6 LHG（21.6 N2 ʷ 20 LH�N2 ʷ 3.3 G）がඪとす
る׳性ྗであり，おもりをՃしたݧࢼମॏ 817.8 LH
のと͖には，1.7 G がఱҪ໘のඪՃ度となる。

（3）実験結果
地震によるՃৼにઌ立ͪ，ϗϫイトϊイζのՃ

ৼをߦってݧࢼମのݻ༗ৼ動を調た。ݧࢼମᶃお
よͼᶄのਫ平方のݻ༗ৼ動は 34.9 ～ 38.3 H[（प
期 0.026 ඵ～ 0.028 ඵ）であり，௨ৗの在དྷ法ఱҪ

のݻ༗प期にରしてඇৗに高いことを֬ೝした。
ԑ方にαϙʔトࡐをݻఆしたݧࢼମᶃのՃৼ݁

果を表─ 2 にࣔす。هݧࢼ߸ E ではৼ動の能ྗの
界近のՃৼにରし，ఱҪ໘Ճ度がඪのݶ 2.6 G
を上回Βな͔ったたΊ，ఱҪ໘におもりをՃした。
߸هݧࢼ e では，ݧࢼମॏྔ 817.8 LH にରしてఱҪ
໘ではඪとする 2.3 G を上回る最大Ճ度となった
がࢹ上損ইがなく，一部αϙʔトࡐとఱҪの合Ϗ
スにΏるみがग़たఔ度であった。ܰඍな補修によりॳ
期ঢ়ଶに෮چで͖るঢ়ଶであり，ඪとするܰ損でܧ
ଓ用可能なൣғにとどΊることがで͖た。

ԑड͚方にαϙʔトࡐをݻఆしたݧࢼମᶄでの
Ճৼ݁果を表─ 3 にࣔす。هݧࢼ߸ H では，ఱҪ໘
でඪとする 2.3 G を上回る最大Ճ度となったが，
ࢹ上損ইがなく，Ϗスの؇みも発生しな͔った。さ
Βにهݧࢼ߸ I では，ৼ動入ྗՃ度 1,500 GBM に
ରしてఱҪ໘で 3,049 GBM のԠՃ度となり，ఆ

表─ 2　試験体①の加振結果（野縁方向の加振）H（水平方向），V（上下方向）

߸ه
ৼ動入ྗ

Ճ度
（GBM）

ମॏྔݧࢼ
（LH）

ఱҪ໘ඪ
Ճ度（G） 

Ճৼフレʔム部
（ఱҪݩ）Ճ度

（GBM）

ఱҪ໘
ԠՃ度

（GBM）

ఱҪ໘とՃ
ৼフレʔム
の最大૬ର
変位（NN）

ࢹ観݁果

B
H ʹ 300
7 ʹ 150

730.5 2.6
H ʹ 622
7 ʹ 589

H ʹ 516
7 ʹ 542

0.3 損ইなし

C
H ʹ 900
7 ʹ 300

730.5 2.6
H ʹ 1528
7 ʹ 1808

H ʹ 1476
7 ʹ 3080

1.0 損ইなし

D
H ʹ 1200
7 ʹ 600

730.5 2.6
H ʹ 2053
7 ʹ 2170

H ʹ 1898
7 ʹ 2584

0.9 損ইなし

E
H ʹ 1500
7 ʹ 750

730.5 2.6
H ʹ 2539
7 ʹ 3442

H ʹ 2283
7 ʹ 5586

1.8
αϙʔトࡐおよͼఱҪ໘に損ইなし
ఱҪのΫリッϓ֎Ε，ハϯΨʔ։͖

が生͡る

e
H ʹ 1500
7 ʹ 750

817.8 2.3
H ʹ 2466
7 ʹ 3276

H ʹ 3350
7 ʹ 5238

4.2
αϙʔトࡐおよͼఱҪ໘に損ইなし
αϙʔトࡐとఱҪの合Ϗスに一部

Ώるみ

表─ 3　試験体②の加振結果（野縁受け方向の加振）H（水平方向），V（上下方向）

߸ه
ৼ動入ྗ

Ճ度
（GBM）

ମॏྔݧࢼ
（LH）

ఱҪ໘ඪ
Ճ度（G） 

Ճৼフレʔム部
（ఱҪݩ）Ճ度

（GBM）

ఱҪ໘
ԠՃ度

（GBM）

ఱҪ໘とՃ
ৼフレʔム
の最大૬ର
変位（NN）

ࢹ観݁果

G
H ʹ 1000
7 ʹ 300

817.8 2.3
H ʹ 1734
7 ʹ 900

H ʹ 1638
7 ʹ 887

1.1 損ইなし

H
H ʹ 1500
7 ʹ 450

817.8 2.3
H ʹ 2528
7 ʹ 1677

H ʹ 2443
7 ʹ 2241

1.9 損ইなし

I
H ʹ 1500
7 ʹ 750

817.8 2.3
H ʹ 2498
7 ʹ 2200

H ʹ 3049
7 ʹ 4818

2.9

損ইなし
αϙʔトࡐとఱҪの合Ϗスに一部

Ώるみ
ఱҪのΫリッϓ֎Ε，ハϯΨʔ։͖

が生͡る
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既存ఱҪのΫリッϓが֎Ε，ハϯΨʔに։͖が生͡
た。し͔しάリッドαϙʔトには，既存ఱҪとの合
Ϗスに一部Ώるみが生͡た͚ͩで，αϙʔトࡐやα
ϙʔトࡐどうしの合部，部合部等に損ইは生͡
な͔った。

さ 12 N ૬の࣠ྗをഎ負わせたαϙʔトࡐの
合部を࠶現したݧࢼମᶅのՃৼ݁果を表─ 4 にࣔ
す。هݧࢼ߸ J では，ఱҪ໘でඪとする 1.7G を
える最大Ճ度となったが，合部に損ইは生͡な
͔った。

6．まとめ

・地震࣌のఱҪ׳性ྗを，֨ࢠঢ়に構成したαϙʔト
に直的にୡするఱҪ耐震改ࡐで部の構部ࡐ
修法「άリッドαϙʔト構法」を։発した。

・地震࣌に͔͔る׳性ྗと，既存ఱҪが全໘่མした
合に͔͔るுྗをྀߟして，αϙʔトࡐஅ໘およ
ͼαϙʔトࡐとఱҪࡐとの合部，αϙʔトࡐどう
しの合部，αϙʔトࡐと部構部ࡐとの合部
のઃܭをߦった。

・その耐震性能を，ৼ動による動的実ݧによって֬
ೝした。ඪとした׳性ྗ（ఱҪॏྔ 20 ᶵ �N2，
ఱҪ໘Ճ度 3.3 G）にରし，部ࡐがܰ損にとどまり，
ܰඍな補修でܧଓ用可能であることを֬ೝした。

・։発した構法では，ҾுࡐとఱҪのϏス合部に損
ইが発生しやすいことがղった。ԑというബ൘部
動にڍฦし܁，ఆしているたΊݻにରしてϏスでࡐ
よって؇み等が生͡，合耐ྗがঃʑにࣦさΕる
たΊであり，ఆ以上の地震ྗにରして破損が࢝ま
るのもこの部位͔Βである。このたΊ地震後や一ఆ
期間のܦ年にԠ͡て，合Ϗスおよͼपลをݕし
ඞཁにԠ͡て補修を実施する等のҡ࣋ཧがඞཁと
。わΕるࢥ
なお，本構法を実ࡍの建物にద用する合には，α

ϙʔトࡐの部を࣋ࢧする構部ࡐのઃܭ݅や，そ
の部ࡐを既存ۥମに取り͚る方法について，建物ݸ
ผの݅にԠ͡てݕ౼するඞཁがある。

また，本構法はԑにରしఱҪࡐであるϘʔドࡐܥ
ྉが࿈ଓ的に݁ۓさΕているঢ়ଶをར用してམࢭ
ରࡦをਤっている。既存ఱҪやࣨのঢ়گによりϘʔド
のϏスൈ͚等がఆさΕる合，またはそΕΒにରし
てもམ下ࢭがཁٻさΕる合は，ωット，メッシϡ
等をάリッドαϙʔトと既存ఱҪ໘の間にૠ入するな
どのରࡦを͡ߨることがで͖る。

7．おわりに

謝辞
構法は「άリッドαϙʔト」としてඪ登さΕ

ている。ਗ਼ਫ建ઃ᷂のอ༗する特ٕڐज़をࣜגձࣾΦ
Ϋジϡʔ，ࣜגձࣾۅҪ࡞所Βとڞಉ։発により
品Խをߦったものである。構法の։発にたって，
͔྆ࣾΒの多大な͝ྗڠをいたͩいた。ここにهして
。ਃし上͛ますँײ
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表─ 4　試験体③の加振結果　　H（水平方向），V（上下方向）

߸ه
ৼ動入ྗ

Ճ度
（GBM）

ମॏྔݧࢼ
（LH）

ఱҪ໘ඪ
Ճ度（G） 

Ճৼフレʔム部
（ఱҪݩ）Ճ度

（GBM）

ఱҪ໘
ԠՃ度

（GBM）

ఱҪ໘とՃ
ৼフレʔム
の最大૬ର
変位（NN）

ࢹ観݁果

J
H�1100
7�300

817.8 1.7
H�1920
7�917

H�2218
7�1060

4.9 損ইなし

［筆者紹介］
ᓎఉ　ه（さくΒ　;みͻこ）
ਗ਼ਫ建ઃ᷂
ઃܭ・ϓロϙʔβϧ౷ׅ　ڥ・ٕज़ιリϡʔシϣϯ
本部　#$1・災ιリϡʔシϣϯࣨओ査
݉　ٕज़ڀݚ所　安全安৺ٕज़ηϯλʔ
ओڀݚһ
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ߴݐΛ࣮͢ݱΔɼ�
震҆શੑʹ༏Εͨߴுྗԁ߯ܗの։ൃ

ప　༤　ޱ　ࢁ

近年，建築構物の大ܕԽ，大スύϯԽにって，建築構用のԁ߯ܗは高強度Խ，ްԽがਐΜで
おり，耐震安全性に༏ΕたҾு強度 780 M1B ΊΒΕている。こΕΒのཁにରԠするٻが߯ܗのԁڃ
たΊ，降෬ൺ特性と༏Εた༹Өڹ部（H";）ਟ性を۩උした 780 M1B を։発した。本߯ܗԁڃ
։発߯は東ژスカイπリʔ⡴のήイϯౝにద用さΕており，本報では，その特性およͼૉ߯ࡐ൘のࡐྉ
組৫制御ٕज़について報告する。
キーワード：建築，ԁ߯ܗ，耐震安全性， :R，高ਟ性

1．はじめに

近年，建築においては，建物の大ܗԽや大ス
ύϯԽが強まるにつΕて，用߯ࡐのさΒなるް
Խ，高強度Խのཁが高まっている。さΒに，ઃܭ
ࣗ༝度やҙঊ性上の観͔Β，入ྗՙॏにରする等
方性，ྊ取͚のࣗ༝度の高さなど，構的に༏位な
高強度ްԁ߯ܗが，ओにபࡐとして中高層～高
層建物にద用さΕて͖ている。

一方，ࡕਆ・淡路大震災以降，巨大地震࣌の壊
能ྗの観での降෬ൺܗを的として，઼性変ࢭ

（:JeMERBtJo，以下 :R という）Խや，破壊のىと
なりやすい༹Өڹ部（HeBt "⒎eDteE ;oOe，以下
H"; という）でのྑなਟ性（͡Μせい）といった
建築構物の耐震安全性上に関わる特性が建築用߯
。ΊΒΕるようになっているٻにࡐ

このようなঢ়گを౿まえ，耐震安全性上にد༩す
る߯ࡐの提供を的として，H"; ਟ性に༏Εた
:R のҾு強さܕ 780 M1B 。を։発した߯ܗԁڃ

本稿では， :R Խおよͼ高 H"; ਟ性Խに͚た
߯ૉ߯ࡐ൘の組৫制御ٕज़およͼ։発߯の特性に

ついて報告する。

2．開発鋼管の目標特性

本։発߯においては，高強度Խと耐震安全性上
を的として以下の特性を۩උさせることをඪとし
た（表─ 1）。

1）  ߯ Ճ後での 780 M1B 以上のҾு強度（5S）ڃ
の֬อ

2）  ద用最大ް 80 NN，最খްܘൺ（%�t）で 10 と
いうݫしい͛ۂՃ݅࣌でも :R 特性の۩
උ（:R ʽ 90ˋ）

3）  ԁ߯ܗシʔム༹ܧ手部（αブマʔジアʔΫ
༹，入 10 L+�NN）でのਟ性֬อ（W&0 ʾ
70 +）

3．円形鋼管での低 YR化と高 HAZ靭性化

（1）円形鋼管用素材鋼板の目標特性の設定
ࡐはૉ߯ܗ回ରとしているް，高強度のԁࠓ

߯൘をϓレスϕϯド法によって͛ۂՃしてさΕ

特集＞＞＞　建築

表─ 1　円形鋼管の機械的性質の目標値

5IJDLOeTT
（NN）

%�t

MeDIBOJDBM QroQertJeT 8eMEeE KoJOt QroQertJeT

5eOTJMe QroQertJeT
$IBrQy JNQBDt 

QroQertJeT
5eOTJMe QroQertJeT

$IBrQy JNQBDt 
QroQertJeT

:S（M1B） 5S（M1B） :R（�） ┺┉⓴（+） ┘┗（M1B） ┺┉⓴（+）
ʽ 80 10 ʽ 630 ʽ 780 ～ 930 ʽ 90 70 ʽ 780 ʽ 70 ʽ

5eOTJMe teTt TQeDJNeO：+*S ; 2201 /o.4 1�4t
$IBrQy JNQBDt teTt：+*S ; 2242 7-OotDI 1�4t
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る。͛ۂՃによりಋ入さΕるͻͣみྔが૿すにつ
Ε，઼性変ܗによるՃߗԽは大͖くなり，߯Ճ
後には :S の上ঢにい，:R が上ঢする。したがっ
て，߯Ճ後の :R ԽのたΊにはૉ߯ࡐ൘の :R
を減することが不可ܽである。

そこで，表─ 2 にࣔすैདྷの調質ܕ 780 M1B ߯ڃ
の成にೋ૬Ҭম入Ε（2�）を施し， :R Խさせた
供߯ࢼを用いて߯Ճ࣌の͛ۂͻͣみྔと :R の変
Խを調査した。݁果を図─ 1 にࣔす。%�t が 10 とい
う最খްܘൺでఆさΕる 1�4 t 位置での͛ۂͻͣみ
ྔは 5.6ˋ૬であり，その͛ۂՃ݅において
:R ʽ 90ˋを֬อするには，ૉ߯ࡐ൘の :R を 80ˋ
以下とするඞཁがあることがわ͔る。本։発において
は߯ՃによるΒつ͖もྀߟし，ૉ߯ࡐ൘の :R
のඪを 75ˋ以下にઃఆした。

また，༹ܧ手部の中で，'-（'VTJoO -JOe），H";
部のਟ性については，߯൘の成のӨڹがࢧ的であ
り，߯Ճによる変ԽはখさいたΊ，ૉ߯ࡐ൘の成
ઃܭにて H"; ਟ性を֬อすることとした。以上よ

り，耐震安全性と高強度を྆立させる߯を実現する
たΊにઃఆしたૉ߯ࡐ൘のඪを表─ 3 にࣔす。

（2）素材鋼板の極低 YR化のための製造方法検討
590 M1B 以上の高強度建築構用߯൘で :R Խを

実現するたΊのϓロηスとしてはこΕまで，図─
2 にࣔすように直ম入Ε（%2：%JreDt 2VeODI）の
後にೋ૬Ҭでのম入ΕをؚΉ多ஈॲཧ（%2ʕ2�ʕ
5）がద用さΕて͖た 1），2）。こΕは，%2 に生成し࣌
て 2� 変ଶせͣ，高Թমしをड͚るমしϕٯに࣌
イφイト（ೈ質૬）と，2� 変ଶして生成したٯに࣌
ϕイφイト（ߗ質૬）のෳ૬組৫とすることによって
:R の減をਤったものであり，780 M1B ൘߯ࡐૉڃ
の :R は図─ 1 のとおり 80ˋఔ度であり，ࠓ回のૉ
൘の߯ࡐ :R ඪである 75ˋ以下をຬで͖ていな
い。 :R Խにはೈ質૬とߗ質૬のߗさൺの૿大が༗
効である 3）。ೈ質૬のߗさを下させることによるߗ
さൺの૿大は，780 M1B という高強度のҡ࣋がࠔ
であること͔Β，高強度をҡ࣋した上でさΒに߯൘の
ۃ :R Խをਤるには，ߗ質૬のߗさをさΒに૿Ճさ
せることが効果的であるとߟえΒΕる。そこで，ϕイ
φイトやমしマϧテϯαイトよりߗさの高い島ঢ়マ
ϧテϯαイト（MBrteOTJteʕ"VTteOJteDoOTtJtVeOt，
以下 Mʕ" という）をߗ質૬として積ۃ的に活用す
ることとした。

Mʕ" は，Φʔステφイト͔Βの֦ࢄ変ଶのਐߦに
い，ະ変ଶΦʔステφイトのカʔϘϯのہ部的な
ೱॖによって生成する。そのたΊ，Mʕ" を生成させ
るには，ೋ૬ҬՃ後を 2� のようなਫྫྷではなく，
ྫྷ٫度のいۭྫྷとするೋ૬Ҭম४（%2ʕ/�ʕ5，

表─ 3　鋼管用素材鋼板の機械的性質目標値

MeDIBOJDBM QroQertJeT 8eMEeE KoJOt QroQertJeT

5eOTJMe QroQertJeT
5eOTJMe 
TtreOHtI

$IBrQy JNQBDt
QroQertJeT

┘┗（M1B） ┝┖（�） ┘┗（M1B） ┺┉⓴（+）

780 ～ 850 ʽ 75 780 ʽ 70 ʽ

5eOTJMe teTt TQeDJNeO：+*S ; 2201 /o.4 1�4t
$IBrQy JNQBDt teTt：+*S ; 2242 7-OotDI 1�4t

表─ 2　試作鋼の化学成分と熱処理方法

SteeM
$IeNJDBM DoNQoTJtJoOT（NBTT�） HeBt

treBtNeOt$ SJ MO 1 S そのଞ

"
0.13 0.25 0.85 0.009 0.003

$V，/J，$r，
Mo，7，#

2-5

# %2-2�-5

2-5：ReIeBt 2VeODIJOH（2）- 5eNQerJOH（5）　
%2-2�-5：%JreDt 2VeODIJH（%2）- *Oter-DrJtJDBM reIeBtJOH BOE 2VeODIJOH

（2�）- 5eNQerJOH（5）

図─ 1　曲げひずみがYRにおよぼす影響
図─ 2　多段熱処理（DQ-Q'-T）の模式図

図─ 3　多段熱処理（DQ-N'-T）の模式図
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図─ 3）をద用し，図─ 4 にࣔすようにೋ૬ҬՃ後
のۭྫྷ中にٯ変ଶΦʔステφイトのカʔϘϯのہ部
的なೱॖをଅਐさせることが༗効とߟえた。図─ 5 に
表─ 2 とಉ͡成の供߯ࢼを用いて֤ॲཧ法での
5Sʕ:R όラϯスを調査した݁果をࣔす。/� をద用
することにより，ૉ߯ࡐ൘にରする :R のඪである
70ˋఔ度というۃ :R 特性を実現で͖ることがわ͔
る。し͔しながΒこの成では，ೋ૬ҬՃ後のۭྫྷ
にೈ質なϙリゴφϧフΣライトもੳग़し，その࣌ 5S
は 720 M1B ఔ度にとどまっている。したがって，/�
をద用してۃ :R 特性を۩උしつつ，780 M1B ߯ڃ
としての強度を֬อするにはম入Ε性をさΒに高Ίる
ඞཁがある。

（3）素材鋼板の成分系の検討
図─ 6 にࠓ回ద用をݕ౼している %2ʕ/�ʕ5 ϓロ

ηスに近い 2ʕ/�ʕ5（2：Φフライϯ࠶Ճম入ʕ
/�ʕ5）にお͚る 780 M1B ΅൘のҾு特性におよ߯ڃ

すম入Ε性ഒ（合ۚݩૉをఴՃしたと͖のཧྟ界
直ܘと，ఴՃしないと͖のཧྟ界直ܘとのൺ）%*
のӨڹをࣔす 4）。ここで，%* は߯のম入Ε性をࣔす
ยが中৺部までマϧテϯαイト変ଶすݧࢼඪでؙࢦ
る最大直ܘʦJODIʧのことであり，ఴՃݩૉのछྨや
ྔのӨڹをड͚る。%* が૿Ճするのにって強度は
૿Ճし，:R は下するが֬ೝさΕた。また，
780 M1B としての強度を安ఆして֬อするにはڃ %*
は 9 JODI 以上がඞཁなことがわ͔る。し͔しながΒ，
表─ 2 にࣔしたようなैདྷの調質ܕ 780 M1B ൘߯ڃ
の成ではカʔϘϯྔが 0.1ˋをえている。このた
Ί，耐ׂ༹Ε性や H"; ਟ性のྼԽをটくことがݒ
೦さΕること͔Β，ম入Ε性上のたΊにさΒに合ۚ
。であるࠔૉをఴՃすることはݩ

一方，こΕまでに 590 M1B 以上の高強度߯におڃ
͚る H"; ਟ性改ળٕज़として，「カʔϘϯ多方位
ϕイφイトٕज़」5）が֬立さΕている。このٕज़は，
ैདྷの 780 M1B にରし，カʔϘϯྔを߯ڃ 1�2 以下
とするとともに弱Խ物生成ݩૉである MO，/J，$r
を積ۃ的にఴՃし，H"; の組৫୯位の方をラϯμ
ムԽすることによって破壊の߅を上͛るٕज़であ
る。こΕにより，ैདྷの調質ܕ 780 M1B ൘にର߯ڃ
して耐ׂ༹Ε性と H"; ਟ性を大෯に改ળすること
が可能である。そこで，強度֬อと H"; ਟ性྆立の
観͔Βこのٕज़にͮجいた成ܥとすることとし
た。

4．素材鋼板と円形鋼管の特性

2 ষでड़たݕ౼݁果を౿まえ，耐震安全性に༏Ε
た :R ܕ 780 M1B 。をしたࡐ用ૉ߯ܗԁڃ

図─ 4　多段熱処理（a：DQ-Q'-T，b：DQ-N'-T）による組織制御の模式図

図─ 5　種々の熱処理方法での TSと YRの関係

＊DI＝  1.16×（C/10）1/2×（0.7×Si＋1）×（5.1×（Mn-1.2）＋5） 
×（0.35×Cu＋1）×（0.36×Ni＋1）×（2.16×Cr＋1） 
×（3×Mo＋1）×（1.75×V+1）×（200× B+1）

M：M（mass％）

図─ 6　780 MPa 級鋼板の引張特性におけるDI の影響 4）
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まͣ，成はྑな H"; ਟ性がಘΒΕる「カʔϘ
ϯ多方位ϕイφイトٕज़」をద用し，ۃ :R 特性と
高強度を྆立させる的͔Β %* を 10 JODI とした（表
─ 4）。そして，この成を༗する߯ยに制御ѹԆお
よͼՃྫྷ٫を施し，ްさ 80 NN のް߯൘とし，ೋ

૬Ҭম४を実施することによってԁ߯ܗ用ૉ߯ࡐ൘
とした。
表─ 5 にૉ߯ࡐ൘のػց的性質をࣔす。780 M1B

の強度とڃ 71ˋというۃ :R Խとの྆立がਤΒΕ
ている。図─ 7 に։発߯൘の組৫ࣸਅをࣔす。ൺֱ
としてೋ૬Ҭম入Εを実施したैདྷ߯の組৫もࣔす。
φイλʔϧ৯の݁果，いͣΕの߯൘も地の組৫はඍ
なমしϕイφイト組৫となっていることがわ͔ࡉ
る。一方，レϖラ৯の݁果，ೋ૬Ҭম४をద用した
։発߯にはඍࡉにࢄした Mʕ" がೝΊΒΕ（ਤ中
のҹ部），図─ 4 にࣔしたૂいどおりの組৫となっ
ていることを֬ೝした。以上のような組৫の実現によ
り，ۃ :R 特性と 780 M1B の強度を྆立で͖たڃ
ものとߟえΒΕる。

つ͗に，։発߯൘をૉࡐとしてϓレスϕϯド法によ
りՃをߦった。ಘΒΕたԁ߯ܗのػց的性質
を表─ 6 にࣔす。%�t で 10 という本։発でఆした

表─ 4　開発鋼の化学成分

$IeNJDBM DoNQoTJtJoOT（NBTT�） ┈┍
（JODI）$ SJ MO 1 S 0tIerT

0.05 0.26 2.01 0.007 0.002 $V，/J，$r，Mo，5J，# 10.03

表─ 5　開発鋼板の機械的性質

5IJDLOeTT 
（NN）

MeDIBOJDBM QroQertJeT

5eOTJMe QroQertJeT $IBrQy JNQBDt QroQertJeT

┝┗
（M1B）

┘┗
（M1B）

┝┖
（�）

┺┉⓴

（+）
┺┘┶┷

（ˆ）

80 582 814 71 240 -125

5eOTJMe teTt TQeDJNeO：+*S ;2201 /o.4 1�4t
$IBrQy JNQBDt teTt：+*S ;2242 7-OotDI 1�4t

表─ 6　開発鋼管の機械的性質

8BMM tIJDLOeTT 
（NN）

┈⓳┸

MeDIBOJDBM QroQertJeT
5eOTJMe QroQertJeT $IBrQy JNQBDt QroQertJeT

┝┗ 
（M1B）

┘┗ 
（M1B）

┝┖ 
（�）

┺┉⓴ 
（+）

┺┘┶┷ 
（ˆ）

80 10 777 899 86 195 -94
80 15 751 890 84 205 -100
80 20 720 875 82 202 -106

┈⓳┸：%JBNeter oG TteeM QJQe�8BMM tIJDLOeTT
5eOTJMe teTt TQeDJNeO：+*S ; 2201 /o.4 1�4t GroN TVrGBDe
$IBrQy JNQBDt teTt：+*S ; 2242 7-OotDI 1�4t GroN TVrGBDe

図─ 7　開発鋼と従来鋼の組織



�6 建設機械施工 Vol.65　No.11　November　2013

しい݅においてもݫ度の最もՃ͛ۂ 86ˋと十
にい :R 特性をୡ成で͖ている。また，%�t で 15，
20 ఔ度の͛ۂՃであΕ，+*S の建築構用ૉ߯
߯（S5,/）にඖఢする :R 特性（:R ʽ 85ˋ）
がಘΒΕている。
表─ 7 にシʔム༹にお͚るαブマʔジアʔΫ༹

（S"8）݅，༹ ܧ手Ҿு特性，およͼシャϧϐʔ
িܸݧࢼ特性をࣔす。ܧ手強度は 780 M1B 以上を十
にຬしている。一方，H"; ਟ性は，ैདྷの調質
ܕ 780 M1B ൘では߯ڃ H"; 部ਟ性֬อの観͔Β最
大入が 5 L+�NN 以下に制ݶさΕているのにରし，
 2 ഒとなる入 9.3 L+�NN の༹をద用しても，
本։発߯では 0ˆでのシャϧϐʔٵऩΤωϧΪʔは
H"; 部のいͣΕの位置でも΄΅ 200 + のྑなを
ࣔしており，ඪの 70 + 以上を十にୡ成で͖てい
ることを֬ೝした。

5．おわりに

最大ް 80 NN において，ްܘൺがখさく͛ۂՃ
度が大͖い合でも安ఆして :R 特性を༗し，H";
部のਟ性もྑな耐震安全性に༏Εた 780 M1B ԁڃ
スカイπリʔ⡴のژを։発した。։発߯は東߯ܗ
ήイϯౝにద用さΕている。ࠓ後もઃࣗܭ༝度やҙঊ
性，耐震安全性に༏Εた建築構物のద用֦大が期
さΕる。
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表─ 7　開発鋼管のシーム溶接条件と継手性能

8BMM 
tIJDLOeTT 
（NN）

┈⓳┸
SIBQeT BOE EJNeOTJoOT oG 

HrooWe
8eMEJOH DoOEJtJoOT

5eOTJMe 
QroQertJeT

$IBrQy JNQBDt 
QroQertJeT

80 10

8eMEJOH DoOTVNBCMe�
1'-H80",�US-80-5

HeBt JOQVt：～9.3 L+�NN
1reIeBt：75ˆ
*Oter QBTT teNQ：

100 ～ 200ˆ

┘┗ 
（M1B）

'rBDtVre 
QoTJtJoO
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৺෦ڱখʹ͓͚ΔߴɾେਂϏϧݐઃख法のհ
ʮ͋のハϧΧεʢѨ෦ڮλʔϛφϧϏϧʣʯλϫʔؗݐઃ工ࣄの施工ํ法

　　　Ұ

大ࡕの৺部に現在建ઃ中の「あのハϧカス（Ѩ部ڮλʔϛφϧϏϧ）」λϫʔ （ؗ以下「λϫʔؗ」）
は，ਓ௨りやަ௨ྔが多いಓ路に 3 方を໘する狭খ地の敷地いっͺいにそͼえ立つ，地下 5 階（ਂさ
30 N）・地上 60 階（高さ 300 N）の高層・大ਂ度Ϗϧである。建ઃにあたっては敷地पลのঢ়͔گΒ，
ᶃ建物内部のं྆動ઢ・ػϠʔドの֬อ，ᶄՙ͖ࡹ・ストッΫ・༲ॏ等ࣄϠʔドの֬อ，ᶅपลಓ路
にަ௨ौをҾ͖ىこさないたΊのൖग़入ं྆の減・平४Խ，ٴͼᶆ建物֎部にܾして物をඈདྷ・མ下
させないことが課題であった。本報では，ԿにしてこΕΒの課題をࠀした͔，新規։発法もؚΊて
以下にհする。
キーワード：ハϧカス，高層，大ਂ度，狭খ地，Ϡʔド

1．はじめに

λϫʔؗ建ઃܭը地は，地下మ御ಊےઢ，地下మ୩
ொઢ，ࡖࡕઢٴͼ +R 在དྷઢに近する。東ଆにྡ
するӦۀ中の近మඦ՟ళѨഒళ本ؗ（現「あのハ
ϧカス近మ本ళΟϯάؗ」，以下「本ؗ」）1 階部
には，近మ南大ࡕઢ大ࡕѨ部ڮӺを内在する。また，
ը地の北ܭ ŋ 南 ŋ 西໘がਓ௨りやަ௨ྔの多いಓ路に
໘する中で，敷地ڥ界いっͺいに 300 N の高層Ϗ
ϧがそͼえ立つܭըであった（図─ 1）。

2．  準備工事（旅客動線切り替え，本館改修
及び旧館解体）

λϫʔؗに建てସえをߦう近మඦ՟ళѨഒళؗچ

（以下「ؗچ」）の 1 階部に位置する大ࡕѨ部ڮӺ
西ίϯίʔスは，近మ南大ࡕઢ͔Β地下మ御ಊےઢఱ
ԦࣉӺٴͼ +R ఱԦࣉӺのཱྀ٬動ઢの中৺であっ
た。そこでؗچղମにઌ͚ۦ，Ӻίϯίʔスをؗچの
֎部Ҡઃした。۩ମ的には，図─ 2 にࣔすように
2007 年 12 月より大ࡕѨ部ڮӺϓラットフΥʔムを
東にԆ৳し，ྻ 位置を東ࢭఀं 30 N 手લにҠ動し，
新たなίϯίʔスを本ؗ 1 階部にઃ置した。ߋに，
ཱྀ٬動ઢである地下ಓۥମを֦෯し，度にわたり動
ઢをりସえることにより，第三者の安全性を֬อし
ながΒཱྀ٬動ઢを一度もःることなくࣄをਐΊるこ
とを可能とした。2008 年 6 月͔Βは，ؗچղମ中ٴ
ͼλϫʔؗ建ઃ中もӦۀをଓ͚る本ؗ部を૿চ ŋ 
උする改修ࣄをߦった。改修ࣄ後の 2009 年 3 月
～ 12 月に，ؗچ部のղମをߦった。

3．タワー館新築工事

（1）総合仮設計画
λϫʔؗ新築ࣄにあたっては，建物内部のं྆動

ઢ・ػϠʔドの֬อٴͼࡐࢿのՙ͖ࡹ・ストッΫ・
༲ॏ等のࣄϠʔドの֬อが大͖な課題であった。こ
の課題をࠀするたΊに，࣍のରࡦを施した（図─ 3，
4）。
ᶃं྆動ઢの֬อ

2 階ٴͼ 3 階の一部を後施とし，1 階を大ࣄܕ
ं྆がࣗ༝に͖ߦདྷで͖るۭ間を֬อした。

特集＞＞＞　建築

図─ 1　付近見取図
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ᶄ 1 階ՙ͖ࡹ・༲ॏϠʔドの֬อ
さない建物の一部を後施΅ٴをڹఔに大͖なӨ

とし，1 階͔ΒΫレʔϯで直ࡐࢿを༲ॏで͖るϠʔ
ドを֬อした。後施としたのは，建物北西部Τレϕʔ
λシャフトの 2 階͔Β 21 階部（平໘ੇ法 21 N
ʷ 20 N），ٴͼ建物南部ళฮの 2 階͔Β 3 階部（平
໘ੇ法 20 N ʷ 7 N）である。
ᶅۭۀ࡞間の

1 階と地下 1 階をԟདྷで͖るԾઃスロʔϓをઃ͚，

1 階はൖ入మࠎ等のՙ͖ࡹ・༲ॏϠʔド，地下 1 階は
生ίϯंϠʔドとし，͝ࣄとにϠʔドをした。
ᶆ࣌ۀ࡞間の

のൖग़を間に۷ 1 階͔Βߦうܭըとしてۀ࡞
とし，Ϡʔドの֬อとൖग़入ं྆ۀ࡞間をଞ࣌
の平४Խ（னは༲ॏࡐࢿӡൖंと生ίϯं，は۷
。ൖग़μϯϓトラッΫが入ୀする）をਤった
ᶇ上ۭϠʔドの活用

16 階より上階のΦフΟス階部，38 階より上階の
ϗテϧ階部の建方࣌には，建物ܗঢ়が 16 階ٴͼ 38
階部で南ଆにηットόッΫしていくたΊ，֤ʑの
上部を第 2，第 3 のストッΫٴͼ༲ॏϠʔドとして
ར用した。ࡐࢿの༲ॏに関しては，上ۭϠʔドに༲ॏ
するΫレʔϯと建方Ϋレʔϯをすることにより，
建方の効Խをਤった。地上のओཁ༲ॏػは 900 t・N

図─ 2　工事ステップ

図─ 3　総合仮設設計画図（断面）

図─ 4　16階仮設計画図（平面）
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Ϋラスٴͼ 730 t・N Ϋラスの大ܕλϫʔΫレʔϯを
4 ܭըし，高層部でηットόッΫする建物ܗঢ়に
合わせて，ஈ階的にΫレʔϯ・能ྗを減するܭ
ըとした。
ᶈΫレʔϯの建物内部ઃ置

建物内部にԾઃ։ޱをઃ͚，大ܕΫレʔϯである
25 t テϧハをઃ置した（写真─ 1，2）。この 19 階
চ下にઃ置したテϧハにより，建物内部において 1 階
͔Β 16 階までபమࠎをؚΉࡐࢿを༲ॏした。ߋに，
16 階に 2 のి動ࣜ大ܕਫ平ӡൖ （ंϐットレシʔ
όʔ）をઃ͚，テϧハで༲ॏしたࡐࢿを 16 階上ηッ
トόッΫ部の上ۭϠʔドまでਫ平ӡൖで͖るシステム
とした。テϧハは，建物内部にあるたΊ༲ॏۀ࡞が強
෩等のఱީにࠨӈさΕない，λϫʔΫレʔϯが用す
るوॏな֎部 1 階ՙ͖ࡹ・༲ॏϠʔドをඞཁとしない
といったメリットがあった。

（2）地上工事採用構工法
（B）スライドカόʔ法
地上 300 N にୡする本建物において，֎प部での

མ下 ŋ ඈࢄ物ཆ生方法を֬立することは，施にお͚
る最ॏཁ課題であった。༷ʑな法をݕ౼した݁果，
߶性の高いトラスフレʔムを༗する༉ѹせり上͛ࣜの

ཆ生（スライドカόʔ法）を࠾用した（写真─ 3，
4）。本法を࠾用することにより，最上部のమࠎ建
方は，पғをཆ生で෴わΕた安全なঢ়ଶで施する
ことがで͖た。スライドカόʔの下部には，֎装カʔ
テϯΥʔϧの༲ॏ・取ۀ࡞用Ϋレʔϯとして 1t
テϧハをઃ置した。こΕによりλϫʔΫレʔϯの༲
ॏ負ՙをܰ減し，期ॖをਤった（図─ 5）。また，
ສが一֎部に物がམ下した合のରࡦとして，֎प部
にޢ構ٴͼせりग़し෯ 7.5 N のޢ୨である「大
ேإ」をઃ置した（写真─ 5）。このேإは，地上
300 N ͔ΒϘϧトがམ下してもேإのమ൘を؏௨しな
いように，མ下のিܸΤωϧΪʔ͔Βࢉܭしてమ൘൘
ްを 9 NN とઃఆした。
（C）λϫʔΫレʔϯ用制震装置の։発とద用
大地震が発生したࡍにλϫʔΫレʔϯが損壊・壊

するのを͙たΊ，༷ʑなରࡦを施した。その一つと
して，λϫʔΫレʔϯ用制震装置を新規に։発し，
ϓロジΣΫトに実ద用した（写真─ 6）。本装置を用
いることにより，東南ւ・南ւ地震発生࣌にλϫʔΫ

写真─ 2　25 t 吊テルハ（揚重時）

写真─ 1　25 t 吊テルハ（トロリー他全景）

写真─ 3　スライドカバー（矢印部分）

写真─ 4　スライドカバー（鉄骨建方中）
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レʔϯ部のԠՃ度を最大で 61ˋ減で͖るこ
とをղੳ上で֬ೝした。また，制震装置を取り͚た
λϫʔΫレʔϯを強制的に༳Βす実ݧを現地でߦった
とこΖ，λϫʔΫレʔϯ部のԠՃ度は，制震装
置がແい合にൺֱしてより早くఆৗঢ়ଶになること
を֬ೝした。

（3）地下工事採用構工法
（B）۷࠶ར用࿈น（5S8）法
ܭ 5 つの在དྷઢにғまΕた中で地下 30 N の大ਂ度

Ίนがඞཁでཹࢁを可能とするたΊ，高߶性の۷
あった。௨ৗのιイϧபྻนではਊࡐ置間ִに制
が生͡，น߶性の֬อがࠔである。そこで，ਊࡐを
より狭い間ִで置で͖るࣾอ༗ٕज़である۷
ར用࿈น（5BLeOBLB SoJMDeNeOt 8BMM࠶ ʹ 5S8）
法を࠾用した（図─ 6）。こΕは，地中࿈ଓน۷ػ
を用いて۷をߦい，۷を地上のϓラϯトでηメ
ϯトϛϧΫとࠞ合֧፩してιイϧηメϯトをし，
トレϛʔを用いてଧઃする法である。本法࠾用
により，۷のうͪ 7,000 N3 を࠶ར用すること
がで͖，۷ൖग़ं྆を 1,400 減した。つ
まり，建ઃ෭࢈物の制と，۷ൖग़ं྆のഉؾΨ
ス中にؚまΕるԹࣨ効果Ψス発生を制する，ڥに
ඇৗにྀした法である。ߋに，ཹࢁΊਊࡐを本ઃ
の鉛直࣋ࢧ部ࡐとしてධՁする「5S8 นߌ法」を
と施ܭ減し，ઃをߌ用することにより֎प部の࠾
の合ཧԽをਤった。

図─ 5　スライドカバー工法

写真─ 5　防護棚「大朝顔」

写真─ 6　タワークレーン用制震装置 図─ 6　TSW掘削深度
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（C）大ਂ度ࣄߌ
地上 300 N の高層をࢧえるߌは，所ଧͪίϯΫ

リʔト֦ఈߌ（5M#ߌ）で࣠部ܘП2,300～П2,500 NN，
ઌ֦ఈܘП 3,400 ～П 4,200 NN，ߌઌは G- ᴷ
73 N であった。構ਅபは，高࣠ྗを࣋ࢧするたΊۃ
最大）ࡐް 90 NN）を用した 100 t ，のॏྔでありڃ
さは 32 N であったたΊ，ׂൖ入するඞཁがあっ
た。合にあたっては，ۉ一な༹品質が֬อで͖る
λʔχϯάロʔラを用して現༹するࣄ例が多
い。し͔し，༹後の 30 N をえる大構ਅபの建
ͼ༹Ϡʔドの֬ٴ，がうことݥةにۀ࡞こしىͪ
อがࠔであったたΊ，近のߌをར用してઐ用༹
Սにてॎ༹͗ܧをߦう法を࠾用した（図─
7）。本法は，༹ྃ後に構ਅபを大ܕΫレʔϯ
にてॎりして֘本ઃߌにઃ置をߦうたΊ，ݥة
な大・ॏྔ構ਅப建ͪىこしۀ࡞はແくなり，特
ผな༹Ϡʔドも不ཁとなった。༹ٴ࣌ͼ建ࠐみ࣌

のਨ直ਫ਼度の֬อは，༹ٴͼ日ࣹによる৳ͼを
を用いてϠットܭした上で，新たに改ྑした鉛直ྀߟ
ί上部͔Β構ਅப࣌࡞にఈ໘に取り͚たλʔήッ
トをܭ測する方法によりߦった。Ճえてܭࣼを併用
し，より高いਨ直ਫ਼度を֬อした（写真─ 7）。

4．おわりに

ϓロジΣΫトは，高層 ŋ 大ਂ度Ϗϧという͚ͩ
でなく，立地݅等͔Βඇৗに度の高いࣄであ
る。2014 年य़のάラϯドΦʔϓϯに͚，関者一
ؙとなって取り組Μでい͖たい。

 

図─ 7　構真柱縦継ぎ溶接・建込み手順

写真─ 7　鉛直計による構真柱建込み制度管理状況

［筆者紹介］
内　一（た͚うͪ　せいいͪ）
᷂中務ళ
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ՃηϯαʔΛ༻͍ͨ�
ίϯΫリʔτଧॏͶ࣌間ཧγεςϜのݱద༻

߳　݄　ହ　थɾക　ຊ　फ　ɾഅ　　ே　೭

ίϯΫリʔトଧࠐみ࣌のཧ߲の一つにଧॏͶ࣌間のཧがあるが，多ʑあるཧ߲の中でもີݫ
にཧするのがඇৗにしい߲の一つである。ࠓ回։発した「Ճ度ηϯαʔを用いたίϯΫリʔトଧ
ॏͶ࣌間ཧシステム」は，このଧॏͶ࣌間のཧを正͔֬つ効的にߦうことを的にしたシステムで
ある。本報では，このシステムの֓ཁとద用ࣄ例について報告する。
キーワード：ίϯΫリʔト，品質ཧ，ଧॏͶ࣌間，Ճ度ηϯαʔ

1．はじめに

近年，Ճ度ηϯαʔはখܕԽ，྿ՁԽがਐみ，そ
のద用ൣғが֦大している。地震ܭなどのখܕԽにد
༩している͚ͩでなく，ήʔムػ，λブレット，
，にも内ଂさΕثػଳిなど，の回りのখさなܞ
さま͟まな用్でわΕている。本報では，このখܕ
ԽしたՃ度ηϯαʔをίϯΫリʔトଧઃ࣌のଧॏͶ
間ཧにద用したシステムの։発֓ཁと，システム࣌
を現ద用したࣄ例についてهす。

2．開発の背景

ίϯΫリʔトଧࠐみ࣌のଧॏͶ࣌間のཧは，現ঢ়
では，部ࡐຖにଧࠐみ։࢝・ऴྃࠁ࣌をࢴ໘等にه
し，ऴ͔ྃࠁ࣌Β࣍層のଧࠐみ։࢝までの࣌間が所ఆ
の࣌間をΦʔόʔしないよう，ίϯΫリʔトࣄ୲
者がྀしながΒଧࠐみをਐΊるඞཁが༗り，ඇৗに
手間がֻ͔るたΊີݫなཧがしい。そこで，この
ଧॏͶ࣌間のཧを正͔֬つ༰қにし，よりີ実で不
۩合のগない高品質なίϯΫリʔトを施するたΊ，
本システムの։発をߦった。

3．システム概要

（1）システム構成
システム全ମ૾を図─ 1 にࣔす。現においては

ίϯΫリʔトଧઃ۠内のཁ所部位のమےにແઢ
-"/ う。そしてߦ能͖Ճ度ηϯαʔのઃ置をػ
Ճ度ηϯαʔ͔Βのσʔλをリアϧλイムにऩूす

るたΊに，ଧઃ۠近ลにσʔλऩूύιίϯとແઢ
-"/ ϧʔλʔをઃ置し，8J-'J 。を構築しているڥ
ίϯΫリʔトࣄ୲者はスマʔトフΥϯやλブレッ
トをܞଳすることで，現でίϯΫリʔトのཧ
をしながΒ，ଧͪࠐみঢ়گをリアϧλイムに֬ೝする
ことがで͖る。また，現ࣄ務所にもσʔλऩूύι
ίϯをઃ置し，σʔλの֬ೝやாථ࡞成をすることが
で͖る。

（2）システム機能
本システムの特徴ػ能を以下にهす。

（B）ଧࠐみ・ଧॏͶঢ়گのリアϧλイムཧػ能
ίϯΫリʔトࣄ୲者は現にܞଳしたスマʔト

フΥϯやλブレットを用いて，ଧॏͶ࣌間（所ఆ
間）をリアϧλイムに֬ೝしながΒ࣌り間までの࣌
ଧࠐみがで͖る（図─ 2，写真─ 1）。こΕにより，
ಓ路ࣄ等によりଧࠐみがܭըよりԆした合でも
早期にঢ়گをѲし，ଧઃॱংやଧࠐみ高さの変ߋを

特集＞＞＞　建築

図─ 1　システム全体図
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うことで，より不۩合のগないີ実なίϯΫリʔトߦ
のଧࠐみが可能になる。また，ۀ࡞所内のڌや現
務所などのύιίϯでも，ಉ͡ը໘を֬ೝすることࣄ
がで͖，ίϯΫリʔトࣄ୲者以֎の立ձ者等もಉ
。を֬ೝで͖るگみঢ়ࠐにଧ࣌
（C）ཧாථग़ྗػ能
ଧࠐみ࣌間هはଧࠐみ施֓ཁと合わせてࣗ動で

ΤΫηϧாථとしてग़ྗで͖，ཧாථの࡞成が効
Խで͖る（図─ 3）。

（3）加速度による打重ね時間取得の仕組み
本システムにお͚るଧॏͶ࣌間の取ಘは，ଧࠐみ࣌

のόイブレʔλのৼ動をར用している。ཁ所部位のమ
に取り͚たՃ度ηϯαʔでόイブレʔλのৼ動ے
を取ಘし，そのՃ度がし͖い以上になるとଧઃ։
層ଧ࣍，し͖いະຬになるとଧઃऴྃとஅし，࢝
ઃ։࢝までの࣌間をࣗ動ࢉग़，取ಘする組みとして
いる（図─ 4）。

4．現場適用結果

（1）現場適用
ҵ城県内の建築ࣄで本システムをద用し，システ

ムの༗効性を֬ೝした（写真─ 2）。

リアϧλイムにଧઃ۠内のଧઃঢ়گ，ଧॏͶ࣌間
が一して֬ೝで͖，ଧࠐみॱং・ଧࠐみ高さの変ߋ
や，ෳのϙϯϓंでのଧઃにお͚る，ϛキαʔंの
ंॱংの変ߋなど，よりॊೈなରԠが早期にߦえ
た。このことでద用ۀ࡞所ではैདྷの方法ではし
͔ったରԠがग़དྷるようになり，ίʔϧドジϣイϯト
がগなくなったとධであった。また，ཧாථもଈ
，間を࣌ۀ࡞成の࡞で͖るようになり，ாථߦに発࣌
80 ～ 90ˋॖすることがग़དྷた。

一方で，։発࣌のఆとҟなった部もあり，ӡ用
に修正・改ྑを施したՕ所もあった。以下に現ద࣌
用࣌に修正・改ྑしたについてهす。

図─ 2　打重ね時間管理画面

写真─ 1　打重ね時間管理状況

図─ 3　打重ね時間管理帳票

図─ 4　打重ね時間取得方法

写真─ 2　現場適用状況



�� 建設機械施工 Vol.65　No.11　November　2013

（2）現場適用時の改良点
（B）௨৴方法の変ߋ
現ద用をしていく中で，σʔλऩू 1$ ͔ΒΕ

た部位の一部で，σʔλ取ಘが不安ఆになる（ੇஅさ
Εる）というࣄが生͡た。こΕはద用ॳはアΫテΟ
ブܕ *$ λά（写真─ 3）をってՃ度ηϯαʔの
報をૹड৴していたが，ଧઃ۠内にྛ立するమے
がిをٵऩするたΊ，௨৴ڑが平地࣌ݧࢼの半
以下にམͪていたたΊであった。そこで௨৴ڑのԆ
のたΊに௨৴方法をߟ࠶し，ثػ構成やᝑମの大͖
さで一一であったが，アΫテΟブܕ *$ λά͔Β
௨৴ڑのよりいແઢ -"/ 方ࣜ（写真─ 4）を࠾
用することにした（表─ ڑ用の݁果，௨৴ࢼ。（1
がഒ以上に৳ͼ，۠内のどの部ࡐでもσʔλを取ಘ
することが可能になった。

（C）し͖いのඍ調ػ能
ଧઃ࣌にお͚るόイブレʔλのՃ度によるଧॏͶ

間の取ಘに関しては，Ճ度ηϯαʔを取り͚る࣌
部ࡐのछ （ྨమܘے，さ等）にґ存する部がある。
ӡ用ॳはし͖いはݻఆとしていたが，現ద用に
で͖るよߋして，し͖いをλブレット上で変ࡍ
うにし，ଧઃ࣌のՃ度を見ながΒし͖いをඍ調
することで，現ঢ়گに合わせ，より֬実にଧॏͶ࣌
間を取ಘで͖るような改ྑを施した。

5．おわりに

なཧがしີݫまでࠓ，回։発したシステムはࠓ
͔ったଧॏͶ࣌間のཧを༰қにし，ଧઃ後ཧாථ
の࡞成の効ԽもਤΕ，ίϯΫリʔトࣄの品質上
にد༩することが֬ೝで͖た。ࠓ後はద用現を૿や
すとともに，ίϯΫリʔトの施品質ཧ報を౷合
Խしたσʔλϕʔスの構築をࢦしていく予ఆであ
る。

 

表─ 1　通信方式比較表

௨৴方法
௨৴ڑ ᝑମの

大͖さ
構成ثػ

平地 現
アΫテΟブ
ܕ *$ λά

40 N ఔ度 15 N ఔ度 ˓ ˚

ແઢ -"/ 200 N 以上 30 N 以上 ˚ ˓

写真─ 3　アクティブ型 ICタグ方式

写真─ 4　無線 LAN方式

അ　ே೭（　ともΏ͖）
建ઃ᷂ాށ
Τϯジχアリϯά部
ओ

ക本　फ（うΊもと　ΉͶͻΖ）
建ઃ᷂ాށ
ٕज़ڀݚ所
ओ

［筆者紹介］
߳月　ହथ（͔͖ͮ　ͻΖ͖）
建ઃ᷂ాށ
ٕज़اը部
ओ
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మےΛଂͨ͠ίϯΫリʔτॆర߯構Λ�
ෳ߹Ϗϧの施工ߴͨ͠༺࠾
$'5-R 

ઙ　Ҫ　　　७

ίϯΫリʔトॆర߯（$'5 ）について，内部にమےを置し，こΕによりߋに大͖な構耐ྗを
֬อで͖る $'5-R （以下「本構」という）の։発をߦった。この本構のபを，ϗテϧ，ࣄ務所，
ళฮ等͔Βなる高層ෳ合Ϗϧに࠾用した。本構の施については，内ଂమےの࡞や，建方について
，ཧを中৺に報告しった。本報告では，この本構の֓ཁ，施ߦཧをい，施ߦըをܭલに໖ີなࣄ
あわせて本建物のమࠎ建方ࣄ等の施ܭըについてհする。
キーワード：$'5 ，$'5-R ，高層Ϗϧ，施ܭը

1．はじめに

ίϯΫリʔトॆర߯（$'5）構に関して，ߋ
なるٕज़の高度Խをࢦして，$'5 にమےをૠ入
した本構を։発した。この本構のபをϗテϧ，ࣄ
務所，ళฮ等͔Βなる高層ෳ合Ϗϧに࠾用した。本報
告ではこの本構の֓ཁ，施方法を中৺に，本建物
のమࣄࠎ施ܭը全ൠについてհする。

2．建物概要

（1）建物計画概要
本建物（写真─ 1）は地上 17 階建てで，その階層

構成は，1 階がόスఀཹ所・ػց ・ࣨ災ηϯλʔ等，
2 階と 3 階の一部がҿ৯ళฮ・物ൢళฮ，3 ～ 11 階が
ିࣄ務所，12 ～ 17 階が॓ധ特Խܕϗテϧとなって
いる。上にはϔリίϓλʔۓ急ٹॿスϖʔスがઃ置
さΕている。

（2）建物概要

建築໘積 3,167.53 N2

Ԇচ໘積 35,605.66 N2

用్ 務所，ϗテϧ，ҿ৯ళฮ，物ൢళฮ，ࣗ動ंंࣄ
庫（όスఀཹ所，λϫʔύʔキϯά）

階 地上 17 階，ౝ 2 階
構 మࠎ
高さ　 74.13 N

3．構造概要

 本建物はమࠎで，1 ～ 11 階は制ৼ部ࡐ，ブレʔ
スをؚΉラʔメϯՍ構で，12 ～ 17 階は७ラʔメϯՍ
構とさΕている。

1 ～ 11 階のபは，$'5 （ίϯΫリʔトॆర߯）
とし，一部のԁ߯ܗபについて，$'5 にమےを
ૠ入した本構（1 ～ 7 階）を࠾用している。また 1
～ 2 階のਧൈ͚部については，一部 SR$ பとなって
いる。

1 ～ 3 階については耐震ブレʔスが置さΕてい

特集＞＞＞　建築

写真─ 1　建物外観
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る。4 ～ 11 階には，制ৼ部ࡐとして，東西方Ս構
にはせΜஅ降෬ܕの間பμϯύʔ，南北方Ս構には
せΜஅ降෬ܕブレʔスμϯύʔが置さΕている。

また，12 階以上のηットόッΫにより陸立ͪとな
るபのࡐ࣋ࢧとして M12 階にトラスՍ構がઃ置さΕ
ている。

層は࣋ࢧ，でૅجߌは，所ଧͪίϯΫリʔトૅج
SG--25 N 近の /  60 以上のߑ積࠭層となって
いる。

構֓ཁ࣠組ਤ（南北方Ս構）を図─ 1 にࣔす。

4．本構造について

$'5 は߯内にίϯΫリʔトをॆరする構
で，R$ ，S とൺֱして，߯とॆరίϯΫリʔ
トの૬効果により，耐ྗ，߶性，ਟ性性能を上さ
せることがで͖る（図─ 2）。

本構（図─ 3）は，$'5 のॆరίϯΫリʔト
内にమےをૠ入するもので，一ൠの $'5 にൺる
と，内ଂమےがԠྗを負୲する，ߋに大͖な構耐
ྗを֬อすることがで͖る（図─ 4）。

本建物では建物北ଆのԁ߯ܗபの 1 ～ 7 階に，こ
の本構のபが࠾用さΕている。

本構பのॾݩについては，߯ 762 П，内ଂమے

図─ 1　構造概要軸組図（南北方向架構）

図─ 2　本構造の特徴

図─ 3　本構造概要

図─ 4　本構造とCFT造の耐力比較（同一鋼管での比較）
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はओے 8-%35，フʔϓは %13 ˏ 150 ˏͼٴ 300 であり，
ॆరίϯΫリʔトには 'D60/�NN2 のίϯΫリʔトが
。用さΕている࠾

5．本構造の施工について

（1）内蔵鉄筋の製作
本構பの内ଂమےは，మےՃにて，֤階͝

とのϢχットにׂしてઌ組࡞をߦった。
మےϢχットには組立ਫ਼度をอ࣋するたΊ，ओے内

ଆにԁܗのਫ਼度อۚ࣋物（'#-9 ʷ 75）をઃ置し，మ
物（--30ۚ࣋ࢧے ʷ 30）にてਫ਼度֬อするものとし
た。また，ப߯との͔Ϳりްさを֬อするたΊϢχッ
ト֎प部にスϖʔαʔ（'#-6，֤మےϢχットຖに 3
Օ所）をઃ置するものとした（図─ 5）。

（2）現場施工手順について
本構பの内ଂమےは第 3 અ（7 階ப）మࠎ建て方

ऴྃ࣌に，߯ப上部より߯内にૠ入するものとし
た。

施手ॱを以下にࣔす（図─ 6）。

・ʪS5&11ʫΫレʔϯにて内ଂమےの第 1 Ϣχットを
りࠐみ（写真─ 2），߯ ப内にૠ入する。このࡍ，
߯பの 1 階ѹ入։ޱ位置とओےがׯবしない֯
度にてૠ入する。ૠ入後，͔Μ͟しۚ物にて߯ப
上部（8'- ʴ 1000 レϕϧ）にԾݻఆする。

・ʪS5&12ʫ内ଂమے第 1 Ϣχット上部に第 2 Ϣχッ
トをりࠐみ（写真─ のے手にてओܧցࣜػ，（3
合をߦう（写真─ 4）。ओے合ྃ後，߯ப
内に第 2 Ϣχットまでૠ入し，͔Μ͟しۚ物でԾݻ
ఆする。

・ʪS5&13ʫલهのఔを܁ฦし，最ऴϢχットのઃ
置までߦう。

・ʪS5&14ʫ内ଂమے最下を߯ப٭部のϕʔスϓ

図─ 5　本構造柱 施工用金物

図─ 6　本構造柱施工手順

写真─ 2　内蔵鉄筋吊込状況（8Fより）（STEP1）

写真─ 3　内蔵鉄筋柱設置状況（8Fより）（STEP2）
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レʔト上にメλϧλッチさせてઃ置ྃとする（写
真─ ，後は߯பの最上部をシʔトで෴いྃ。（5

߯ப内部にҟ物等が入るのをࢭする。
・ʪS5&15ʫ1 階のѹ入よりॆరίϯΫリʔトをѹ

入する（写真─ 6）。ѹ入施は，߯ப上部͔Β
ईテʔϓとݕ $$% カメラをૠ入して，ѹ入度や
ॆరঢ়گ（写真─ 7）を֬ೝしながΒߦう。
以上による本構の内ଂమے施ྃ後，࣍અのమ

。建方となるࠎ

6．鉄骨建方について

本建物においては，南ଆにてమಓにした近施
となっているたΊ，高層階（ϗテϧ階）のమࠎ建方࡞
─写真）ۀ 8），֎部組立ղମۀ࡞，֎น 1$ ൛
取ۀ࡞等を間ۀ࡞にてରԠした。

また，མ下物ࢭରࡦとして，మࠎ建方࣌のϘϧト
やϐϯテʔϧ等のམ下ࢭのたΊ，ઌߦωットのઃ置
をߦい֎प大ྊの建方をߦった（写真─ 9）。さΒに，
మࠎジϣイϯト部での༹ՐՖのམ下ࢭのたΊ，現
༹をඞཁとしないϘϧト合法を౷一して࠾用
する等のରԠをߦった。

写真─ 4　内蔵鉄筋接合状況（STEP2）

写真─ 5　内蔵鉄筋設置完了状況（8Fより）（STEP4）

写真─ 6　1階コンクリート圧入状況（STEP5）

写真─ 7　コンクリート充填状況（8階床より）

写真─ 9　先行ネット設置状況

写真─ 8　鉄骨建方状況（南面）
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こΕにՃえ，໖ີな施ཧの実施や，安全に関す
るۀ࡞һڭҭをపఈしてߦった。

また，建物֎นより֎ଆでの༲ॏۀ࡞の減গにྀ
して，మࠎは建物内のԾઃ։͔ޱΒ༲ॏすることとし
た。

Ծઃ։ޱの大͖さよりもమࠎபのさがいこと͔
Β，பの建方用ՍにチϧλϯΫ回సࣜՍを用い
た（写真─ 10，11）。ப٭部のՍが回సしてチϧ
λϯΫによりՍがҠ動することにより，Ծઃ։͔ޱ
Βのபの༲ॏを可能とした。

また，֎部組立ղମۀ࡞はখ物ࡐࢿのམ下ࢭ
と施のਝԽのたΊに，֎部のブロッΫԽ施
を࠾用した（写真─ 12）。

7．おわりに

$'5 に内ଂమےをઃ置した「本構」$'5-R 
の࠾用により，$'5 のٕज़をߋに高度Խし，より
高い構性能を֬อすることがで͖た。また $'5-R
の施について，໖ີなܭըとཧをߦうことによ
り，内ଂమےのઃ置ਫ਼度，ίϯΫリʔトのॆర性等，
実施において題なくߦうことがग़དྷた。

またమಓ近施となったమࠎ建方，組立ղମ
น֎，ࣄ 1$ ൛ࣄについても，ࣄલの施ܭը௨
りに題なく֤ࣄをྃすることがで͖た。

 
写真─ 10　チルタンク付回転式架台

写真─ 11　仮設開口での柱建方状況

写真─ 12　外部足場ブロック化施工状況（夜間作業）

［筆者紹介］
ઙҪ　७（あさい　͡ΎΜ）
組ߵ᷂
ઃܭ本部　建築ઃܭ第 1 部
課ཧ
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ハイブリッド中間階免震改修の施工
Hy-Retro 構法

鈴　木　　　亨

近年，地球規模で地震活動が活発となっており，日本国内においても既存建築物の耐震補強が急務であ
り，早急の課題となっている。ハイレトロ（Hy-Retro）免震改修構法（以下「本構法」という）は，免
震装置と粘性減衰装置をハイブリッドに組み合わせた，狭隘な敷地に立つ建物でも免震改修を可能とする
中間階免震改修構法であり，フラットジャッキを用いた鉛直変位制御システムを併用することによって，
高性能・高品質な建物を提供することが可能である。本稿では，本構法について，その特徴と実施例，免
震効果について報告する。
キーワード：耐震改修，免震，制震，積層ゴム，粘性減衰

1．はじめに

平成 7 年（1995 年）に発生した兵庫県南部地震以降，
日本国内において多くの被害地震が発生している（表
─ 1）。特に 2011 年 3 月 11 日に発生した東北地方太
平洋沖地震（M9.0）は，大正 12 年（1923 年）の関東
地震（関東大震災）（M7.9）や昭和 8 年（1933 年）の
昭和三陸地震（M8.4）を上回る日本国内観測史上最

大，また，1900 年以降世界第 4 位（アメリカ地質調
査所（USGS））の巨大地震となった。世界的に見ても，
近年，スマトラ大地震（2004 年 12 月，M9.1 ～ 9.3），
四川大地震（2008 年 5 月，M7.9 ～ 8.0），チリ中部地
震（2010 年 2 月，M8.7 ～ 8.8）等多くの巨大地震が
発生しており，まさに地球規模で地震活動期に入った
といえる。

このような中，兵庫県南部地震後に「建築物の耐震

特集＞＞＞　建築

表─ 1　近年に発生した国内の被害地震

年月日 規模（M） 最大震度 震源（地震名称） 被害

平成 7 年（1995 年）1 月 17 日 7.3 7 淡路島北部
（平成 7 年（1995 年）兵庫県南部地震）

死者 6,434　不明 3
負 43,729

住家全壊　104,906 棟
半壊 144,274 棟など

平成 12 年（2000 年）10 月 6 日 7.3 6 強 鳥取県西部
（平成 12 年（2000 年）鳥取県西部地震） 負 182 住家全壊　435

半壊 3,101 など

平成 13 年（2001 年）3 月 24 日 6.7 6 弱 安芸灘
（平成 13 年（2001 年）芸予地震）

死 2
負 288

住家全壊　70
半壊 774 など

平成 15 年（2003 年）9 月 26 日 8.0 6 弱 釧路沖〔十勝沖〕
（平成 15 年（2003 年）十勝沖地震）

死 1　不明 1
負 849

住家全壊　116 棟
住家半壊　368 棟など

平成 16 年（2004 年）10 月 23 日 6.8 7 新潟県中越地方
（平成 16 年（2004 年）新潟県中越地震）

死 68
負 4,805

住家全壊　3,175 棟
住家半壊　13,810 棟など

平成 17 年（2005 年）3 月 20 日 7.0 6 弱 福岡県西方沖
（平成 17 年（2005 年）福岡県西方沖地震）

死 1
負 1,204

住家全壊　144 棟
住家半壊　353 棟など

平成 19 年（2007 年）3 月 25 日 6.9 6 強 能登半島沖
（平成 19 年（2007 年）能登半島地震）

死 1
負 356

住家全壊　686 棟
住家半壊　1,740 棟など

平成 19 年（2007 年）7 月 16 日 6.8 6 強 新潟県上中越沖
（平成 19 年（2007 年）新潟県中越沖地震）

死 15
負 2,346

住家全壊　1,331 棟
住家半壊　5,709 棟など

平成 20 年（2008 年）6 月 14 日 7.2 6 強 岩手県内陸南部
（平成 20 年（2008 年）岩手・宮城内陸地震）

死 17　不明 6
負 426

住家全壊　30 棟
住家半壊　146 棟など

平成 21 年（2009 年）8 月 11 日 6.5 6 弱 駿河湾 死 1
負 319

住家半壊　6 棟
住家一部破損　8,672 棟

平成 23 年（2011 年）3 月 11 日＊） 9.0 7 三陸沖
（平成 23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震）

死 15,883　不明 2,654
負 6,147

住家全壊　105,895 棟
住家半壊　106,974 棟など

＊）東北地方太平洋沖地震の被害は 2013 年 9 月 10 日現在
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改修のଅਐに関する法（耐震改修ଅਐ法）」が制ఆ
さΕ（平成 7 年），その後，平成 18 年にಉ法が一部改
正さΕ現在にいたっていることはपである。ࠓ後，
टݍ直下ܕ地震，南ւトラフ巨大地震等にඋえて，
既存不ద֨建築物（چ耐震）の耐震ରࡦがさΒにՃ
するとߟえΒΕる。

一ൠに，建築物の耐震改修の手法としては大͖く 3
छྨの方法がある（図─ 1）。在དྷ法による耐震改
修は，構ମの強さ・粘り，またはそΕΒ྆方を૿強
する方法であり，建物内部にนやブレʔス等をઃ置し
補強をߦうものである。制震改修構法は，建物に入っ
て͖た地震のΤωϧΪʔを建物֤部にઃ置した「制震
装置」でٵऩし，建物のΏΕをখさくえることによ
り，構ۥମの損ইを͙方法である。免震改修構法
は，既存建物のૅج部や中間階のபに新たに免震装
置をઃ置し，地震のΤωϧΪʔを建物にえにくくす
る方法である。

「耐震改修ଅਐ法」は，「地震による建築物の壊等
4 4 4 4 4 4 4

の被害͔Β国ຽの生໋，ମٴͼ࢈ࡒをอޢするた
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

Ί
4

，建築物の耐震改修のଅਐのたΊのા置をͣߨるこ
とにより建築物の地震にରする安全性の上をਤり，
もってެڞの福ࢱの֬อにࢿすることを的とする。

（第一）」ものであり，「建築ج४法」のཧ೦にͮج
͖「建築物の壊等」をࢭすることをج本としてい
る。一方，免震構法は，地震࣌にお͚る建築物の壊
をࢭすることはもͪΖΜのこと，建物内のઃඋ・ॄ
を果たすものであり，ಉ構࣋能のҡػやࢭの損害ث
法を用いた耐震改修は，地震直後͔Βそのػ能のܧଓ
がඞཁとなるҩྍ施ઃやެி等のެڞ施ઃに最もద
した耐震改修方法といえる。また，ΦフΟスϏϧ等の
。上のたΊにも༗効な耐震改修構法であるՁ࢈ࢿ

免震改修構法は，免震装置をઃ置する所によっ

て，大͖くૅج免震構法と中間階免震構法のೋつに
ྨすることがで͖る（図─ 2）。どͪΒの構法をબ
する͔は，建物のػ能・立地݅・ࣄ予ࢉ・予ఆ
期等によってஅすることとなる。

本稿では，中間階免震構法である本構法について，
その特徴と実施例，免震効果について報告する。

2．  本構法の特徴

本構法は，免震装置と粘性制震（減衰）装置を組み
合わせた，࣍世のハイブリッド（HyCrJE）免震構
法である。

本構法では，ج本的に免震ࣄ階にあるபの中間部
に「積層ゴム免震装置」をઃ置して建物を免震Խす
る。

ैདྷの中間階免震レトロフΟット構法では，பの上
部（ப಄）部に「鉛ϓラά入り積層ゴム免震装置」
をઃ置するのが一ൠ的ͩが，この方法による中間階免
震構法では，地震࣌のபには積層ゴムによる「෮ྗݩ」
と鉛ϓラάによる「減衰ྗ」がಉ࣌に࡞用する。この
ことによって，地震࣌にப٭部に大͖なྗが発生
し，そのྗに耐えるたΊに免震にする階͚ͩでなく上
下階のப・ྊの補強がඞཁとなった。さΒに，この方
法では免震装置をઃ置するࡍに上部建物のॏྔをࢧえ
るたΊにもபの補強がඞཁとなった。このようなこと
͔Β，ࣄが上下階におよͼ大が͔りなものとなって
いた。

本構法では，ج本的にபの中間部に鉛ϓラάが入っ
ていないఱવゴムܥ「積層ゴム免震装置」をઃ置する
たΊ，ப٭部に͔͔るྗをখさくえることが可能と
なる。また，பの中間部に免震装置をઃ置するたΊ，
பஅ࣌の上部構ମのॏྔをபѹண࣏࣌۩により効
よくୡすることが可能となる。こΕによって，ۥ
ମの補強が΄とΜど不ཁとなり，免震Խࣄを免震Խ
─ఆすることが可能となっている（図ݶ階にࣄ 3）。

また，「鉛ϓラά入り積層ゴム免震装置」を用し
た免震構法では，地震࣌のΤωϧΪʔは鉛ϓラάが઼
性変ܗすることによってٵऩさΕる。鉛ϓラάが大͖

図─ 1　耐震改修の手法

図─ 2　免震改修の方法
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な地震ྗをٵऩするたΊには大͖な変ܗがඞཁとなる
とಉ࣌に，ඞཁとさΕるΤωϧΪʔٵऩྔに見合った
鉛ϓラάを置するඞཁがあった。鉛ϓラάはݻいࡐ
ྉであり，多く置すΕ，免震層はݻくなり，本
དྷの免震性能（建物のप期Խ）が損なわΕてしまう
というジレϯマが発生することとなる。

本構法では，地震のΤωϧΪʔをٵऩするたΊに，
免震装置とはผに粘性制震（減衰）装置（減衰こま）
を免震階のྊ下͔所にઃ置する。粘性制震（減衰）
装置は，「変位」にґ存したΤωϧΪʔٵऩ能ྗでは
なく，「度」にґ存したΤωϧΪʔٵऩ能ྗを発ش
する。最大変࣌ܗではなく最গ変࣌ܗ（度最大࣌）
にその動͖をࢭΊようとするྗがಇくたΊ，地震࣌の
変ྔܗをえることがで͖るとಉ࣌に，粘性制震（減
衰）装置には΄とΜど߶性がないたΊ，༏Εた免震性
能（建物のप期Խ）を提供することが可能となる。
また，積層ゴム免震装置による෮ྗݩと粘性制震（減
衰）装置による減衰ྗはҧうλイϛϯάでಇく（位૬
ࠩを࣋っている）たΊ，ۥମが負୲するྗをখさく
えることが可能となる。
「減衰こま」は，࣠方の変ܗを回సӡ動に૿෯す

ることによって，খさな変͔ܗΒ大͖な減衰ྗを発ش
する制震装置である（図─ 4）。「減衰こま」は免震階
にόラϯスよく置さΕる。「減衰こま」が取りく
上下のྊにはそのྗをड͚るたΊに免震をߦう階での
補強がඞཁとなるが，その所は͔所であり，免震

Խࣄ階のレイアトに合わせて置位置をܾఆする
ことがで͖るのが特徴である。

3．  本構法の施工

本構法による施では，பの免震Խࣄは௨ৗப 1
本ͣつ，または本をηットにしてߦい，すてのப
の免震ԽがྃするまでこΕを܁りฦす。

本構法による施手ॱをࣔす（図─ 5）。

（1）仮設治具・サポートジャッキの組み立て
ப࣠ྗを࣋ࢧする߯のԾઃ࣏۩をபஅ部の上

下に組み立てる（写真─ 1）。Ծઃ࣏۩とபۥମ間に
は一ఆの間ִをઃ͚，ແऩॖάラトࡐを入するこ
とによって，྆者間のண性能を֬อする。ແऩॖά
ラトߗԽ後に 1$ ߯をۓுすることによって，Ծ
ઃ࣏۩とபۥମを一ମԽする。なお，Ծઃ࣏۩のண
໘のܗঢ়・ಋ入ۓுྗは，ཁૉ実ݧによりܾఆしてい
る。

（2）サポートジャッキにプレロードを導入
Ծઃ࣏۩間にઃ置した鉛直方αϙʔトジャッキに

ѹྗをಋ入し，பの負୲している࣠ྗをԾઃ࣏۩でड
͚ସえる。ϓレロʔド࣌には，施ݸ所に取り͚Β
Εた変位ܭによりۥମの鉛直変位をリアϧλイムにて
し，աମのঢ়ଶを観ۥにてࢹ測するとともに，ܭ
度なϓレロʔドをࢭする（写真─ 2）。

なお，変位ܭ測は֘αイΫϧがऴྃするまでܧଓ
的に実施し，施中の不測のࣄଶにରԠすることとす
る。

図─ 3　地震荷重への抵抗メカニズム

図─ 4　減衰こま

図─ 5　施工手順
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（3）柱の切断
ϫイϠʔιʔマシϯを用いてபをஅし，அմを

Ҿ͖ग़しఫڈする（写真─ 3）。
பஅ࣌の૽Ի測ఆ݁果例をࣔす（図─ 6）。அ

ப近の૽Իレϕϧは 83 E#（"）であるが，ࣄ階
でも 10 N ఔ度Εた位置で 10 E#（"）ఔ度の減
があることがわ͔った。また，ࣄ階の直上およͼ直
下階では 20 E#（"）ఔ度減さΕ，ࣥ務上題ない
ことを֬ೝした。

（4）  コネクター筋・定着板の溶接，上下アンカー
プレートの取り付け

பஅ໘のమࠎ・பओےをᏖりग़し，మࠎにίωΫ
λʔے，ओےにఆண൘を༹する。また，上下のアϯ
カʔϓレʔトを取り͚る。

（5）免震装置・フラットジャッキの据付
免震装置（積層ゴム）をアϯカʔϓレʔトにϘϧト

でݻఆする。フラットジャッキとϕアリϯάϓレʔト
をηットにしたものを積層ゴムとアϯカʔϓレʔトの
間にૠ入する（写真─ 4）。フラットジャッキはബܕ
のϓレʔトジャッキであり（図─ 7），ಉジャッキを
用することによって，積層ゴムのՃ࣠ྗによる
性変ܗをあΒ͔͡Ί発生させ，施中の֤பの上下変
。するࢭ一による構ମのԠྗ発生をۉの不ܗ

（6）フラットジャッキに圧力導入
ઐ用のάラトシリϯμを用いて，フラットジャッ

キにແऩॖάラトをѹ入する（ジャッキアッϓす
る）。

写真─ 1　仮設治具，サポートジャッキの組み立て

写真─ 2　計測状況

写真─ 3　柱切断後の状況

図─ 6　柱切断時の騒音測定結果

写真─ 4　免震装置・フラットジャッキのセット
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（7）サポートジャッキの除圧，仮設治具の解体
フラットジャッキのແऩॖάラトのߗԽを֬ೝし

て，αϙʔトジャッキのআѹをߦい，࣠ྗをԾઃ࣏۩
͔Βۥମฦؐする。Ծઃ࣏۩をղମするとともに，
積層ゴムのਫ平変位を߆ଋするたΊのԾઃストッύʔ
をϘϧトでݻఆする。Ծઃストッύʔはすての免震
Խࣄがऴྃした後に取り֎す。

アϯカʔϓレʔトと積層ゴムのϕʔスϓレʔトの間
にせΜஅ補強ϓレʔトを༹する。また，フラット
ジャッキնりにແऩॖάラトॆరする。

4．フラットジャッキを用いた鉛直変位管理

中間階免震レトロフΟットࣄにおいては，既存ப
が負୲している期࣠ྗをԾઃப（αϙʔトジャッキ）
でԾड͚したঢ়ଶでபをஅし免震装置を取り͚，
その後，Ծઃபが負୲している࣠ྗを免震装置にす
ことによってࣄがྃする。免震装置に࣠ྗをす
ମۥ，が生͡，そのはܗには，免震装置に性変ࡍ
との「な͡み」による変ܗをؚΊて，積層ゴムܥの免
震装置では 3 ～ 6 NN ఔ度となる。このをྀߟせͣ
に免震装置にそのまま࣠ྗを負ՙさせると，上部構
ମに変ܗが生͡，ͻͼׂΕの発生等建物のػ能にো害
が生͡る可能性がある。この題をղܾする方法とし
ては，免震装置をઃ置するஈ階で，予さΕる装置の
性変ྔܗをあΒ͔͡Ίジャッキアッϓする方法があ
る。し͔しながΒこの方法では，பஅ࣌の変位や，
装置の性変ྔܗにΒつ͖があることや，αϙʔト
ジャッキの能ྗにݶ界があることなど͔Β，施ਫ਼度
を上させることはࠔである。

本構法では，フラットジャッキを用いた鉛直変位制
御をߦうことによって，こΕΒの題をղܾして高ਫ਼
度の施が可能となっている。

フラットジャッキはബܕの෩ધܕジャッキである。
ಉジャッキを免震装置のۥମப間にઃ置し，ແऩॖά
ラトࡐを入することによって，免震装置に性変
にαϙʔトジャッキが負୲して࣌を生͡させるとಉܗ
いる࣠ྗを免震装置にすことが可能となる。

フラットジャッキを用いて鉛直変位をίϯトロʔϧ
するたΊには，その入ѹྗをదにཧするඞཁが
ある。こΕは，フラットジャッキにແऩॖάラトࡐ
を入するࡍのѹྗ（ՙॏ）は，免震装置の性変ܗ
ྔの΄͔，पลՍ構（上部フレʔム）の߶性等のӨڹ
をड͚るたΊである。そこで，पลՍ構を図─ 8 に
ࣔすようにϞσϧԽすることによって，αϙʔト
ジャッキをఫڈしたࡍのྊ下のઈର鉛直変位（%G1）
が 0（施લ）となるようなదな入ѹྗをٻΊる
こととしている。

5．  本構法の施工例

本構法による施例をࣔす（表─ 2）。
建物 " は，1967 年（昭和 42 年）に建ઃさΕた地

上 10 階建ての SR$�R$ の建物であり，地上 1 階が
ΦフΟス，2 階͔Β上階が॓ࣷとなっている。2 階ப
をஅし免震装置をઃ置した中間階免震建物である。
減衰装置として粘性制震นを用することにより，大
地震࣌の免震階変ܗを 25 DN 以下にえることが可
能となっている。ࣄは，免震階となる 2 階以֎をす
て用しながΒߦい，免震階となる 2 階は，改修後，
༗効໘積はएׯ減গするが，用్，ػ能，部等を
変えͣにډ住階として෮چさΕている。

本建物には地震ܭがઃ置さΕており，東北地方太平
洋沖地震においてその免震効果を֬ೝすることがで͖
た。地上 1 階の最大Ճ度は 182.8（:）～ 218.7（9）
DN�T2（ܭ測震度：4.9）であり，2 階চの最大Ճ度
は 194.1（:）～ 244.6（9）DN�T2 であるのにରして，
免震さΕた上部階（10 階）の最大Ճ度は 103.5（9）
～ 136.6（:）DN�T2 となり，Ճ度が 1�2.1 ～ 1�1.3
に減さΕていることが֬ೝで͖た（図─ 9，10）。

建物 # は，1965 年（昭和 40 年）に建ઃさΕた地下
2 階，地上 9 階建ての，狭隘な敷地に建つΦフΟスϏ
ϧである。本免震改修では，積層ゴムと粘性減衰装置

（減衰こま）の併用により，免震階となる 2 階以֎の
構補強は不ཁとしており，免震階以֎のࣄ務所は
用したままでの改修ࣄを実現している。

建物 $ は，1982 年（昭和 57 年）に建ઃさΕた地下

図─ 7　フラットジャッキ

図─ 8　周辺架構のモデル化



6�建設機械施工 Vol.65　No.11　November　2013

1 階，地上 10 階の֗ࢢ地に建つࣄ務所Ϗϧである。
本建物は，1～2階がۜ3，ߦ階以上は予උߍや֎国ޠ，
和装などの֤छࣨڭやࣄ務所がテφϯトとして用さ
Εている。֤階を用するテφϯトがҟなるିࣄ務所
Ϗϧという性֨上，ैདྷの耐震補強方法では建物の
用性に༩えるӨڹが大͖いこと͔Β，3 階を免震階と
する本構法が࠾用さΕた。本構法を࠾用することに
よって，1 ～ 2 階の構的な補強が΄とΜど不ཁとな
り，1 ～ 2 階およͼ 4 階以上のテφϯトはܧଓしたར
用が可能なঢ়ଶでの施が可能となった。

表─ 2　本構法の施工例

図─ 9　収録された加速度波形

図─ 10　最大加速度
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建物 % は，1978 年（昭和 53 年）に建ઃさΕた地上
10 階のৡマϯシϣϯである。本建物の西ଆは東ژ
がࢦఆするۓ急༌ૹಓ路に໘しており，東ژの施
により耐震ԽがਪさΕている。本建物は，1ࡦ 階が
ϐロテΟࣜܗのறंとなっていること͔Β，1 階を
免震階とした免震改修を実施することにより，上部階
の補強を一ߦわͣ，建物ډ住者の方ʑは日ৗの生活
をしていたͩいている中での改修ࣄが可能となっ
た。

6．おわりに

近年，地球規模で地震活動が活発となっており，日
本国内においても既存建築物の耐震補強が急務であ
り，早急の課題となっている。既存建築物の耐震改修
の方法としては，大͖く 3 つにྨすることがで͖る
が，そのうͪの免震改修構法は，建物のػ能ҡࢿ・࣋
上の観͔Βも最も༏Εた構法といえる。本Ձ࢈
報では，免震改修構法のͻとつである「本構法」ハイ
レトロ（Hy-Retro）免震改修構法についてその特徴
と施例をհした。

ハイレトロ（Hy-Retro）免震改修構法は，免震装

置と粘性減衰装置をハイブリッドに組み合わせた，狭
隘な敷地に立つ建物でも免震改修を可能とする中間階
免震改修構法であり，フラットジャッキを用いた鉛直
変位制御システムを併用することによって，高性能・
高品質な建物を提供することが可能である。ࠓ後，耐
震改修のメχϡʔのͻとつとしてくීٴすることを
期する。

 

《参考文献》
 1） 河Ҫܚ太　ଞ，免震レトロフΟットٕज़に関するڀݚ，"*+ 大ձ，

1997 年
 2） 河Ҫܚ太　ଞ，ෳ合ܕ免震レトロフΟット構法の։発（その 1 ～ 6），

"*+ 大ձ，1999 ～ 2000 年
用した中間階免震改修（その࠾ଞ，粘性減衰装置を　݈࢘ࡈ （3  1 ～ 4），

"*+ 大ձ，2005 ～ 2006 年
 4） 中南࣎थ　ଞ，中間階免震レトロフΟットにお͚る鉛直変位制御（そ

の 1 ～ 2），"*+ 大ձ，2006 年

［筆者紹介］
ླ　ږ（す͖ͣ　とおる）
三Ҫ住༑建ઃ᷂
ٕज़ڀݚ։発本部　ٕज़։発ηϯλʔ
建築構άϧʔϓ
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4R$�R$構ղମのڥෛՙΛେ෯ܰ͢ݮΔղମ工法
γϛζɾΫʔϧΧッτղମ工法

Ԟ　ࢁ　৴　തɾେ　֞　　　തɾኍ　　　　๛

ղମࣄのڥ負ՙ減と期ॖをਤり，ղମࣄの中で૽Իやค͡Μなどのڥ負ՙが最も大͖い
とߟえΒΕる，SR$�R$ 構物ղମをରとしてはॳΊての，ղମシステム法を構築した。

本ղମ法は，௨ৗの破ػࡅによる，คࡅ・破அ法ではなく，ج本的には，部ࡐをブロッΫஅし，
Ϋレʔϯなどでஅ部ࡐをり降Ζしてղମする法とした。

本ղମ法にお͚る中৺ٕज़として，பや大ྊを効的にஅする，「Ϋʔϧカットシステム」（以下「本
システム」という）を։発し，実ࡍの現でஅূݕをߦい，効果の֬ೝをߦった。

本稿では，本システムのઆ明を中৺に，本ղମ法について報告する。
キーワード：建築，அػ，ղମ，ۥମ，ブロッΫ，அ，ϫイϠιʔ

1．はじめに

現在の建築物のղମ法としては，高層以上のమࠎ
建築物については，మࠎのΨスஅなどによる，ブ
ロッΫஅ方法もద用さΕつつあるが，௨ৗは，S（మ
ίϯے，మ（ίϯΫリʔトےమࠎమ）$，SR（ࠎ
Ϋリʔト（R$）をわͣ，破ػࡅを用いた，破அ・
คࡅ法をద用している。௨ৗの破அ・破ࡅ法は，
施ίストもൺֱ的安ՁなたΊ，多く用さΕては
いるが，૽Իやৼ動，ค͡Μも多く，ࣄの安全性を
ؚΊ，課題の多いࣄとなっている。

本ղମ法は，上هのڥ負ՙ減などの課題にର
Ԡをਤり，また，特に，SR$ 建築物ղମにおいては，
ったものߦ法として։発を期ॖ効果も૿大する
であり，அ方法や部ࡐのอ࣋など૯合的なݕ౼を
$った，SR$�Rߦ 構物ղମ͚としてॳΊての
ղମシステム法である。

2．従来の解体工法の課題

ैདྷの破ػࡅによる，破அ・คࡅ法においては，
。のような題が༗る࣍

（1）粉じん，振動，騒音などの環境負荷
大ܕ破ࡅॏػによる破அ・คࡅ方法のたΊ，ค͡Μ

が多ྔに発生し，また૽Իなども大͖くなり，近ྡに
マϯシϣϯやϗテϧなどが༗るڥでは，࣌ۀ࡞間の

制ݶなどが発生する合が༗る。ֶߍやපӃ近ลで
も，ಉ༷の題が発生する合が༗る。現पลのਗ਼
ۀ࡞など，現の負ՙも高くなっている（写真─1）。

また，ղମした部ࡐのൖग़回ऩは，ۀ࡞階͔Β地上
階までのࣗ༝མ下方ࣜでߦうのが一ൠ的であり，その
にߋ。のৼ動や૽ԻもՃわるࡍ SR$ 構の合，大
がඞཁとػࡅの破ܕうたΊ，大ߦの破அもࡐ部ࠎమܕ
なり，ॏۀ࡞ػによるৼ動も大͖い。

このようなڥ上のରࡦは，現ࠜカόʔなど
をઃ͚る方法もߟえΒΕるが，අ用が高ֹになる可能
性があり，またৼ動のように͖͗Εない題もる。

（2）工程上の課題
ఔ上も，特に SR$ の合，మࠎの破அやผ

などで手間取り，1' たり，S や R$ ղମఔ
が 5 ～ 7 日であるのにରし，9 ～ 12 日をཁするなど，

特集＞＞＞　建築

写真─ 1　従来の破断・粉砕解体工法
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。ఔ上の課題も༗る

（3）更なる作業安全確保の課題
คࡅ・破அするࡍ，খさなΨラの͔͚Βでさえも，

にނࣄ現͔Β֎にམ下した合，ॏ大な第三者ۀ࡞
௨͡る可能性が༗り，十なۀ࡞ཆ生ܭըによる安全
֬อがߋにٻΊΒΕる。また，SR$ 部ࡐの合，破
をసさせるたΊ，సࡐにて，பஅ後，部ػॏࡅ
のࡍ，部ࡐが֎部ଆམ下するނࣄが༗るなど，ҙ
をཁするۀ࡞となっている（写真─ 2）。

また，大ܕ破ࡅॏػがۀ࡞চ上でۀ࡞をߦう，階上
ղମの合，চ補強ཆ生がॏཁとなる。

そのଞ，คਖࢭ用の์ਫが，現֎の第三者にඈ
とࣄΊΒΕるٻすることもあるなど，安全֬อがࢄ
なっている。

以上のओな課題のରॲとして，的をઃఆし，ୡ
成するたΊの։発方をઃఆした。

3．目的と開発方針

（1）目的
本ղମ法は，ैདྷղମ法にお͚る課題を౿ま

え，ओに下هの的で։発をߦった。
ᶃڥ負ՙを減する。
・ค͡Μ，ৼ動，Ψラඈࢄ，૽Իを減する。
にお͚る，$02ࣄ・ ഉग़ྔを減する。
ᶄ地上ۥମղମ期をॖする。
ᶅղମۀ࡞安全性を上する。

（2）工法開発の基本方針
本ղମ法։発においては，上ه的のୡ成をਤ

り，下هの௨り，։発ج本方をఆΊた。
ᶃڥ負ՙの減

SR$�R$ 構部ࡐをஅして，部品をղするよ

うにղମする「ブロッΫஅ方ࣜ」を࠾用し，多の
大ܕ破ػࡅによるคࡅと破அ͔ۀ࡞Βのసをਤる。

また，அした部ࡐなどഇࡐは，Ϋレʔϯでり降
Ζし，ৼ動や૽ԻのݪҼの一つである，ղମۀ࡞階͔
ΒのΨラやഇࡐのࣗ༝མ下による，ैདྷの回ऩۀ࡞を
ഉআする。
ᶄ期のॖ

効的なஅۀ࡞のたΊ，ର部ࡐஅຖに，最ద
なஅ手ஈをબし，そΕΒのϕストϛッΫスをਤる。

特に，SR$�R$ 構のபや大ྊを高に，安全に
அするシステムを新たにద用する。また，Ϋレʔϯ
Քಇを高Ί，効的にղମ部ࡐをൖग़する方法を構
築する。
ᶅղମۀ࡞安全性の上

அによる部ࡐղମをߦうことにより，破࣌ࡅのί
ϯΫリʔトΨラなどのඈࢄを͙。また，பなどのҾ
͖しۀ࡞を不ཁԽし，ۀ࡞安全性を上させる。

চ上にΨラなどのۀ࡞，によってۀ࡞には，அߋ
ແい，Ϋリʔϯなڥۀ࡞を࡞り，安全なۀ࡞スϖʔ
スを֬อする。

4．本解体工法概要

法システムをղମ，͖ͮج本方にج法։発の
─法֓ཁਤを，図ըした。ղମܭ 1 にࣔす。

ओなஅػցなどの構成ٕज़は，࣍の௨りである。

（1）解体部材撤去・搬出用クレーン
ղମ部ࡐのఫڈや用する֤छԾઃࡐػのӡൖのた

Ί，Ϋレʔϯをઃ置する。施݅により，λϫʔΫ
レʔϯなども用いる。

写真─ 2　大型破砕機による柱・大梁部材の引き倒し状況

図─ 1　本解体工法概要図

本解体工法
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（2）本システム
அ手ஈの中৺ٕज़として，பや大ྊஅ用に։発

した。ԡりϫイϠιʔػ構とपลඞཁػ構を一ମԽ
したஅ装置「Ϋʔϧカット」（以下「本அ装置」
という）を，ϕʔスマシϯである༉ѹシϣϕϧ・アʔ
ムઌに装උしたものであり，அඞཁなݸ所খܕ
༉ѹシϣϕϧにより，ۀ࡞һ 1 名で؆୯にҠ動してઃ
置可能としたシステムである（写真─ 3 。（রࢀ

（3）引き切りワイヤソー，及びウォールソー
นや階ஈஅ用としては，ϫイϠιʔとして௨ৗ

用さΕている，Ҿ͖り方ࣜのϫイϠιʔ（写真─ 4）
やΥʔϧιʔを用する。

（4）道路カッター
চஅ用として，用する。

（5）各種切断部材保持サポート
最近，多くࣄ例報告さΕている，S のブロッΫ

அղମ法の合，Ψスஅを用して，మࠎஅが
可能であり，安Ձに早くۀ࡞で͖る。このたΊΫレʔ
ϯにஅ部ࡐをֻ͚ۄしたঢ়ଶで，ۀ࡞һがりし
た部をりམとす，りり方ࣜでも，Ϋレʔϯは
࣌ػ間もগなく，上͛ఫڈが可能である。

とこΖが，SR$ 部ࡐの合は，Ψスஅを用いる S
部ࡐղମとҟなり，早くりりをߦうことが不可
能である。このたΊ，அした部ࡐをอݻ࣋ఆするඞ
ཁが༗り，ର部ࡐຖに特घอ࣋αϙʔトやブラέッ
トを࡞する。

5．本解体工法の目標

SR$�R$ 構物をରとする本ղମ法のඪを
まとΊると，࣍の௨りとなる。

（1）環境負荷の低減
ᶃคਖ・૽Ի・ৼ動の発生を大෯に減
・คਖྔ：20ˋ以上減（敷地ڥ界）
・૽Ի　：20ˋ以上減
・ৼ動　：40 ～ 50 E# をθロԽ
ᶄ $02 ഉग़ྔを 30ˋ以上減
（大ܕॏػ減などによる）

（2）工期の短縮
・SR$ （900 N2�'）の合，地上ۥମղମαイΫϧ

ఔ
　　9 日 �'　ˠ　6 日 �'
・地上ۥମղମ全ମとして，10ˋ以上ॖ

以上のඪをઃఆし，Ϟσϧ現をઃఆして，法
システム施のৄܭࡉըをߦった。

6．本解体工法の施工手順

֤階のղମۀ࡞は，下هの手ॱでߦう。
ઃఆしたϞσϧ現にお͚るۀ࡞シϛϡレʔシϣϯ

ঢ়گ 3% ਤ例を，図─ 2 にࣔす。

写真─ 4　引き切りワイヤソー

写真─ 3　本システム

図─ 2　3Dによるサイクル工程シミュレーション図
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（1）床・小梁の切断と撤去
চ൛のղମについては，ಓ路カッλʔを用して，

அをߦう。அのલには，চ൛をり上͛るたΊの
り上͛ブラέットを取り͚る。

খྊは，Ҿ͖りϫイϠιʔでஅし，চ൛とڞに
Ϋレʔϯにてఫڈをߦう。

（2）壁・階段の切断と撤去
นと階ஈは，ج本的には，Ҿ͖りϫイϠιʔで

அする。அにおいてはブラέットなどでอ࣋をߦう。
現݅により，Υʔϧιʔも用いる。

（3）大梁の切断
大ྊは，ࠓ回։発した，本システムにてஅをߦう。

ϕʔスマシϯの༉ѹシϣϕϧにより所ఆの位置にҠ動
し，அ部に本அ装置をηットしஅする。அ࣌
は，αϙʔトやԾઃՍによりอ࣋をߦう。

（4）柱の切断
大ྊとಉ͡く，本システムでஅする。本அ装置

は，大ྊの合͔Β，90 回˃సさせஅをߦう。
பஅ࣌は，ࣼ Ίαϙʔトなどར用しอ࣋しておく。

（5）部材の撤去・搬出
அした部ࡐは，ۀ࡞階͔ΒΫレʔϯで地上階に

り降Ζし，ൖग़トラッΫにより中間ॲཧにӡͼ，খ
ׂりผを効的にߦう。

，ったߦ法の中৺ٕज़として։発をに，本ղମ࣍
本システムについて，報告する。

7．本システム　概要

（1）本システムの主な構成
本システム֓ཁਤを，図─ 3 にࣔす。
ओな構成は，࣍の௨りである。

（B）本அ装置
ԡりܕϫイϠιʔをඋえ，ඞཁとなる関ػ構（ϫ

イϠιʔのۦ動ػ構やྫྷ٫・ચড়・คਖࢭ用の高ѹ
ਫग़ػ構など）を一ମूԽしたஅ装置である（図
─ 4，写真─ 5）。

ϫイϠιʔは，༉ѹϞʔλʔによりۦ動さΕ，ઌ
の྆のシʔブの間でஅରをஅする。

ϫイϠιʔが組みࠐまΕた࡞動フレʔム全ମは，Ψ
イドレʔϧにԊって，༉ѹϞʔλʔにۦ動さΕてલਐ
し，シʔブ間のର部ࡐをஅする。さΒに，྆の
シʔブのうͪ，ยଆはݻఆࣜであり，ยଆはલ後方

にスライドする。
動フレʔム全ମがલਐして，所ఆの位置までஅ࡞

して，最後にҠ動ࣜシʔブଆがલਐして，全にり
͖る方ࣜである。

大ྊのஅॱংを，図─ 5 にࣔす。அ中には，
அਐߦにい，அ໘にΫαϏをଧࠐΉ。

また，安ఆしたஅを可能とするたΊ，装置ઌに
は，部ࡐػ࣋構をઃ͚た。

なお，本அ装置のૢ࡞は，ϕʔスマシϯӡస੮に
装උしたλッチύωϧでૢ࡞をߦい，࡞動フレʔムの
ਐߦ位置などஅঢ়گも，֤छηϯαʔにより，λッ
チύωϧにදࣔさΕる。
（C）ϕʔスマシϯ
༰қに本அ装置をҠ動して，அର部ࡐに位置

図─ 3　本システム概要図

図─ 4　本切断装置概要図

写真─ 5　本切断装置
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ܾΊ・ઃ置し，また，ۀ࡞のࡍのྗを༰қにಘるた
Ί，༉ѹシϣϕϧ（0.25 N3）をར用し，アʔムઌ
に装උさせて，Ҡ動やઃ置ۀ࡞をߦわせる。こΕΒの
һۀ࡞はۀ࡞ 1 名でߦう。

また，ϕʔスマシϯには本அ装置࡞動用の༉ѹϢ
χットを装උする。

（2）本システムの特長
本システムの特徴をまとΊると，࣍の௨りである。

（B）ϫイϠιʔのҠ動とઃ置ۀ࡞のলਓԽ・高Խ
௨ৗ，多く用さΕるҾ͖りܕϫイϠιʔにお͚

る，ۀ࡞所でのෳۀ࡞者によるϫイϠιʔۦ動装
置の組立ݻఆやҠ動ۀ࡞にൺ，ۀ࡞者 1 名による
ϕʔスマシϯを活用したҠ動とઃ置になり，ஈ取り効
が上した。

この方ࣜにより，大ྊのような高所でも，༰қに効
ྑいஅが可能となった。
（C）அ中のஈ取りସえ効Խ
அ中のϫイϠιʔ࡞動調は，ԕִ調ૢ࡞によ

り効的にߦえる。また，ྫྷ٫ਫ供څも，高ѹਫग़
ϊζϧ͔Βの供څにより，効的にߦうことがで͖る
（D）அの安ఆԽ
本அ装置ઌに装උした，部ࡐ࣋装置により，

安ఆした࢟でஅをߦうことがで͖る。
（E）ߋなるஅۀ࡞の安全性֬อ
௨ৗのҾ͖りϫイϠιʔ方ࣜにൺ，ϫイϠιʔ

の࡞動ྖҬが，本அ装置࡞動フレʔムのൣғにݶΒ
Ε，࡞動フレʔムにはཆ生カόʔがઃ͚ΒΕているた
Ί，ϫイϠιʔがສ一Εた合でも，֎部にͶ上
がるݥة性がແくなった。

また，ۀ࡞所पลのཆ生も，あまり手間をֻ͚ͣ
にߦうことが可能となった。

8．本システム実証施工結果

（1）実証施工対象部材
こΕまでのとこΖ，本ղମ法全ମとしての施実

はແいが，本システムについては，SR$ 構のղ
ମۀ࡞所と R$ 構のղମۀ࡞所にて，実ূ施を
。ったߦ

SR$ 構の合，அしたபの༷例を，図─ 6

にࣔす。大ྊは，1000 ʷ 500（NN）のஅ໘ੇ法で，
H ᴷ 800 のమࠎが用さΕていた。

また，பの施ঢ়گを写真─ 6，大ྊஅঢ়گを写
真─ 7 にࣔす。

本システムによる実ূ施により֬ೝした効果を࣍
にまとΊる。

（2）確認した効果
（B）ڥにやさしいஅۀ࡞を実現
ᶃ૽Իを，24ˋ減

図─ 5　大梁切断順序

図─ 6　切断実証施工　柱仕様

写真ー 6　柱切断状況

写真─ 7　大梁切断状況
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ᶄৼ動を，΄΅θロに減
ᶅค͡Μも，पลڥとಉ等レϕϧ
（減ˋ所内では，90ۀ࡞）　

（C）அۀ࡞を高Խ
ᶃ SR$ ப　ஈ取りとஅ： 50 
ᶄ SR$ 大ྊ　ஈ取りとஅ： 35 
以上のように，௨ৗのҾ͖りϫイϠιʔにൺ，

30 ～ 60ˋのஅ࣌間のॖを֬ೝした。
また，700 ʷ 400（NN）の R$ 構大ྊの合，

 20 でஅۀ࡞をߦった。
以上は本システムの実ূ施݁果であるが，全ମと

しての本ղମ法についても，ಉ༷に，的とした
。えるߟ期ॖは֬อで͖ると改ળやڥ

9．今後の展開

改ળを֬ೝした，本システムద用ڥ，回։発しࠓ
により，ࠓ後，ڥ負ՙ減をඞཁとする٬ސχʔζ
にԠえてい͖たいとߟえている。特に，පӃやֶߍ，
マϯシϣϯपลなど，メリットを生͔して，ຬ͚
る施を提供で͖Εとߟえている。

間の制࣌ۀ࡞，改ળによりڥ，所にとってもۀ࡞
も減さΕるなど，施ཧの໘でも制が減さ
ΕるとߟえΒΕ，ค͡Μ発生などがたりલとなって
いる，現在の破ࡅ法͔Βのసによるٴ効果も֬
ೝしたいとߟえている。

10．おわりに

謝辞
最後になりますが，本அ装置「Ϋʔϧカット」を

ൢചの᷂۩ث・۩ಉ։発いた建ઃ関࿈ڞ
ίϯηッΫ఼を࢝Ί，本ղମ法・Ϋʔϧカットシス
テム։発に͝ਚྗと͝ྗڠをいた関֤位，実ূ施
ް，໘をआりてࢽ，者֤位には関ࣄしてのࡍに
く御ྱをਃし上͛ます。
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1．異業種協働の経緯

લా建ઃには，建ઃۀにڵຯのない一ൠの方に建ઃ
のٕज़やϊハを͝ཧղいたͩくたΊのۀ 8eC
ϖʔジ，「フΝϯλジʔӦۀ部」が存在する。その内
༰はήʔムやアχメのܶ中に存在する建築や構物を
本に実現するたΊ，ࣾ内֎第一ઢのٕज़者にਅな
をձ調のಡみやすいจମࢠいし，その༷ئをお౼ݕ
でϗʔムϖʔジにެ։するものである。

2003 年͔Β࿈ࡌを։࢝しࠓ年でؙ十年がܦաした。
࿈ࡌで大ࣄなことはରとさせていたͩくアχメや
ήʔムの世界観をॱकし，࡞品フΝϯの期をཪΒ
ないように実現ϓラϯを࡞成することにある。例え
ઃܭにあたり，୲ٕज़者はその࡞品でରとなる建
築や建物が登する全てのシʔϯをࢹௌし，֤छઃ
ఆࢿྉなどもৄࡉに֬ೝの上，ਤ໘Խしている。また
品͔Βಡみ取ΕないՕ所はٕज़者間でٞしܾఆす࡞
るなどのこͩわりをもってݕ౼している。こΕΒがޭ
をし，こΕまでにॻ੶が三発ചさΕ，2013 年に
は 8eC 立ͪ上͔͛Βਓؾをಘるまでの物ޠが，ژ
をڌにマϧチに活動するਓܶؾ 「ஂϤʔロッύاը」
によりԽ（写真─ 1）さΕるまでになった。
「フΝϯλジʕӦۀ部」では，ࣾがݕ౼で͖ない

特घػցやઃඋ等について，ҟۀछۀاにも͝ྗڠい
た͖ͩެ։をしている。こΕが，֤方໘͔Βのアイσ
アを݁ूした 8eC やಡみ物の制࡞ϊハの積に
ԋなどߨը立Ҋやا，Β͔ۀاでは༷ʑなࠓ，がりܨ
の෯いґཔをड͚るまでになっている。ࠓ回հす

る「ະདྷのඦ՟ళ」も，そのようなྲྀΕで࢝まったا
ըであり，ࣗ動ंを中৺としたۀσβイϯおよͼࢼ
で༗名なフΟアロίʔϙレʔシϣϯ，およͼ࡞品࡞
大手ۀاのϢχフΥʔム等に多の実をつΦϯ
ϫʔドࣄとの三ࣾڠಇで提Ҋした࡞品である。なお，
最ऴ成果品であるϓレθϯϘʔドおよͼ動ըは，「フΝ
ϯλジʔӦۀ部」αイトにて見ることがで͖る。本稿
ではその࡞品の成立աఔを中৺に，ҟۀछڠಇの効果
についてઆ明する。

2．  コンセプトメイキングとメイン提案の構築

「ະདྷのඦ՟ళ」のίϯηϓト立Ҋは，ωットൢച
が৳ͼている中，ࠓ後も٬ސにඦ՟ళにまでをӡΜ
でいたͩくたΊにはԿをす͖͔より࢝まっている。
そこでフΟアロίʔϙレʔシϣϯより提ग़さΕたίϯ

岩　﨑　晃　彦・大　竹　博　文・岩　坂　照　之

ࣗ動ंを中৺とするσβイϯձࣾ，ϢχフΥʔムを中৺とするアύレϧメʔカʔ，そして建ઃձࣾの三
ࣾがڠಇし「ະདྷのඦ՟ళ」を提Ҋする活動を 2012 年のय़͔ΒՆに͔͚てߦった。大ࣗؾిܕ動 （ंトレʔ
ラʔ）を品༌ૹ͚ͩでなくചとしても用することで，قઅや࣌，ީؾ間ଳなどにより変Խする٬ސ
χʔζに合わせ，ॊೈ͔つਝにళ内レイアトを変ߋで͖る建築΄͔三Ҋを提Ҋした。建築͔ΒϢχ
フΥʔムまで，ඦ՟ళを一ମ的ύッέʔジとして࡞りࠐΉաఔでಘΒΕた，ҟۀछڠಇなΒではの効果を
報告する。
キーワード：建築，#*M，ిࣗؾ動ं，スマʔトシテΟ，ҟۀछڠಇ

異業種協働で考える未来の百貨店

写真─ 1　「ヨーロッパ企画」による舞台「前田建設ファンタジー営業部」
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ηϓトが「可変」と「シʔムレス」をキʔϫʔドとし
たҊである。「可変」はඦ՟ళのചりやレイアト
の変ߋを日ସわり，あるいはே，ன，൩という୯位で
も༰қに変ߋで͖る組みをࢦしている。また「シʔ
ムレス」はඦ՟ళの「建物」という制にറΒΕͣ，
֤ചりがχʔζのある࣌間や所にඈͼग़して͚ߦ
よいという発である。そΕΒのݤとなるのが，ࣗ
動ӡస可能な大ؾిܕトレʔラʔ（図─ 1）である。

トレʔラʔにऩΊてしまؾのిܕʑのചりを大ݸ
い，ඦ՟ళの内֎わͣࣗ༝にҠ動で͖るようにすΕ
ചりレイアトのࣗ༝度が૿す。ίϯηϓトカʔ
やઌं࡞ࢼߦの制࡞をಘҙとするフΟアロίʔϙレʔ
シϣϯΒしいະདྷ的な提Ҋであること͔Β，この「可
変」と「シʔムレス」をίϯηϓトとし，メイϯ࡞品
は大ؾిܕトレʔラʔをओとしてਐΊることとし
た。したがってड͚入Εる建築も立ମறंのように
なる。実はその建築もフΟアロίʔϙレʔシϣϯの手
による内装キʔスέッチ（図─ 2，3）͔Βσβイϯ
が࢝まっている。

トレʔラʔがళ内で所ఆの所にདྷるとそのࠜが
上方に։͖，建物と一ମԽするσβイϯとなっている。
ചりにはࡊやڕも見えるが，こΕは日ே，࢈地
までചりࣗମがࣗ動ӡసで取りにߦくことをఆし
たものである。ചりレイアトは，٬ސが最もアϓ

ロʔチしやすい一階を一日の中でෳ回変ߋする。ே
はίϯϏχ，னはレストラϯ，は生৯品や૯ࡊと
いった۩合である。もͪΖΜؾԹやఱީの変Խにより，
ҥやレイϯシϣッϓも一階に降りてくる。一方上層
階は，一ि間のച上ॱにചりのฒͼを変ߋし，٬ސ
に࣌ʑのトレϯドを見えるԽすることでָしΜでいた
ͩくӡ用をఆしている。さΒにٳ日は回సण࢘のよ
うにചりがళ内֎प部をΏっくりとҠ動すること
で，٬ސが࠲ったままでళ内全品を֬ೝで͖る
シϣッϐϯάをָしΊるઃܭとした（図─ 3）。

લా建ઃはこΕΒスέッチをجに #*M を活用しઃ
をਐΊた。50ܭ 年後をఆしている本ϓロジΣΫト
においては既存֓೦にनわΕたϕテラϯよりए手ઃܭ
৬һが୲するのが૬Ԡしい。൴Βの発を活͔しつ
つ，ྗۃキʔスέッチ௨りとなるようにした（図─ 4）。

3．派生案と制服のデザイン

「可変」と「シʔムレス」という全ମίϯηϓトが
ܾまったたΊ，લా建ઃでもए手のઃܭ者が生Ҋを
成した。「M0#U」は，メイϯ提Ҋのシʔムレスに࡞
動くചりを「ిं」に置͖え，より大にアレϯ

図─ 1　大型電気トレーラー

図─ 2　建築内装スケッチ

図─ 3　建物外周部

図─ 4　メイン提案　パース
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ジしたものである（図─ 5）。
「8"5&R -"#:R*/5H」は「シʔムレス」という

テʔマより，ඦ՟ళのみなΒͣ，पลのӺ，ΦフΟス，
住などをਫ路で͙ܨという大な提Ҋである。ඦ՟
ళ内にはڕやイϧカがӭ͙ਫ路もઃ͚てあり（図─ 6，
7），品でなくମݧをചるܭըとしている。

「ඦ՟៶ཚ」は，品という成͚ͩܗでなく，
品のاըや生࢈のաఔもؚΊた品の全てを٬ސにମ
ཧղしていた͚ͩるళฮである。ത物ؗʴඦ՟ళ，ݧ
のような内༰であり，品や৯ࡐのࡐݪྉブʔスでは，

図─ 5　MOBU

図─ 6　WATER LABYRINTH

図─ 7　水路を利用した店舗ディスプレイ

図─ 8　百貨繚乱

図─ 9　ユニットイメージ

その地方のީؾまで࠶現で͖るよう，大খさま͟まな
Ϣχットࣜの部を組み合わせた構成となっている

（図─ 8，9）。
こΕΒ生Ҋのうͪ「8"5&R -"#:R*/5H」お

よͼ「ඦ՟៶ཚ」については，Φϯϫʔドࣄが制
のσβイϯをݕ౼した。
「8"5&R -"#:R*/5H」の制については，ਫ路

がΊ͙りイϧカがӭ͙ళฮより，ྲྀ Εる「おもてなし」
をあなたに，という制σβイϯのίϯηϓトをઃఆ。

図─ 10　WATER LABYRINTH制服
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୯なるళһにとどまΒͣ，ϔϧスαϙʔトやਫ路をߦ
くધのધ಄をΊるళһのたΊ，ւやマリϯスϙʔπ
をҙࣝした，एʑしくスマʔトな制を提Ҋしている

（図─ 10）。
「ඦ՟៶ཚ」についてはײޒをったମݧをಧ͚る

ඦ՟ళであること͔Β，͚ͩࠓ　ここ͚ͩ　あなたͩ
͚，という制σβイϯのίϯηϓトにԊい，アロマ・
リラッΫス・リアリテΟというキʔϫʔド͔Β，Ֆ見，
Ֆാ，ऩ֭ࡇをイメʔジした制を提Ҋした（図─
11）。

以上のようにࠓ回のڠಇではࣗ動ंσβイϯձࣾの
ίϯηϓトにଇって，建ઃձࣾとアύレϧメʔカʔが
σβイϯをߦう手法によりະདྷのඦ՟ళを提Ҋした。
こΕはҟۀछのٕज़者全һでίϯηϓトをり上͛る
手法にൺ，ैདྷにない大な提Ҋをߦう合に༗効
と͡ײた。ैって，ࠓのスマʔトシテΟのٞの中で，
ීว的でັྗあ;Εる֗を生みͩすたΊには，そのί
ϯηϓトメイΫをあえて特ఆۀछの一ࣾにΏͩͶ，そ
のࣾのֶや品・αʔϏスのԆ上としてࢢをߟ
えるのも༗効なࢼみと͡ײている，࣍回はಉ͡メϯ
όʔで，ͥͻ実物݅にઓしたいとߟえている。

 

図─ 11　百貨繚乱　制服

岩ࡔ　র೭（いわさ͔　てるΏ͖）
લా建ઃ᷂ۀ
૯合اը部
報άϧʔϓ

大　തจ（おおた͚　ͻΖͿみ）
Φϯϫʔド᷂ࣄ
品部

［筆者紹介］
岩　ߊ（いわさ͖　てるͻこ）
᷂フΟアロίʔϙレʔシϣϯ
ද取కࣾ
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後輩に伝えたいこと
木　谷　宗　一

界ではբϲ関Ϗϧがۀ国内の建ઃ，ࠒが入ࣾするࢲ
。である࣌成し，高層建築が一൪さΕていた
ֶ生͔࣌Β高層建築にあこがΕをͪ࣋建ઃձࣾに
入ࣾしたなΒੋඇやってみたいとࢥっていた。࣌，
֤ࣾのձࣾҊ内を見ൺていた࣌，ࣾのձࣾҊ内の
中にೋつのにཹまったキʔϫʔドがあった。「չい
のないࣄ」「݂の௨ったࣄ」このݴ༿がձࣾをܾ
Ίるܾఆ的なཁҼとなった。この世界に入った͔Βに
はબΜͩಓをどう生͖る͔をৗにߟえていた。本に
ଧͪࠐΜでやっていΕࣗのఱ৬になる͔もしΕな
い。とに͔く͔࣌Βಉ期のౕにはઈରに負͚たくな
いというハϯάリʔਫ਼ਆ͚ͩはਓ一ഒ強͔った。入ࣾ
後，ਓࣄ部に高層建築のۀ࡞所رをग़しଓ͚たが
最ॳのۀ࡞所は地方のۜߦのࢧళであり，正直མし
たことを֮えている。し͔し，ཧのݫしいڭՊॻ௨
りのۀ࡞所でج本を֮え，ようやくॡした52，ࠒ
階の高層建築のۀ࡞所のࣙྩがग़た。この現は巨
大なシステマチッΫに動くのようにࢥえ，ࠓまで
とは全くҧったࣄがっていた。このࠒはࣗの୲
はもͪΖΜのこと，そΕ以֎のࣄをくまなく見て
回り，ࢿྉを͖ٕज़を౪Ήことにઐ೦した。ࣗࣗ
でやΒなくても見ている͚ͩで֤ۀ࡞のஈ取りが見
え，࣍のۀ࡞所のܭࣄըに大いに立たせることが
で͖た。その後，大খ 12 ͔所のۀ࡞所をݧܦするた
ͼに୲したࣄはาֻを積した。特に一ਓ現の
はݧܦ 6 ͔所あり，ࣗに負͚ることがڐさΕないঢ়
の中でࣗࣗをえることがで͖ϙジテΟブに生گ
͖ることがࣗવとについたことが強みとなった。

ձがػ修生となり，ٕज़։発のݚ所のڀݚにٕज़࣍
༩えΒΕた。この 2 年間をどう生͖る͔がࠓ後のਓ生
に大͖くࠨӈするとߟえ，ࠓまでにແいٕज़を։発し
たいと現の題を改ળすく։発テʔマを立ͪ上
͛た。༨なίϯΫリʔトをଧͪ，さΒにᏖ取るとい
う所ଧͪߌのߌ಄ॲཧをແくすたΊにਫ中でし
ないίϯΫリʔトを։発し，国ࡍ特ڐ 6 ͔国，国内特
ڐ 13 ݅をग़ئした。ٕज़ڀݚ所での最大の成果は։
発したٕज़よりもٕज़։発のϓロηスをֶΜͩことが
一൪大͖な成果であり，その後の現ۀにおいて大いに
立った。ٕज़ڀݚ所͔Β東ژ本ళのٕज़部にଐさ

Ε，5 年半ܭࣄըのۀ務をこなした。一ൠ的な建築
のܭࣄըはもとより，高層建築͔Βドʔム・大ۭ
間建築と෯くۀ務にܞわった。中でも，ࢲはػցԽ
施が͖で特に大ܕϓロジΣΫトはい͔にػցを༗
効に活用する͔をৗに取り入Εた。ࣗࣗで։発し
たػցもগなくない。ࠓの建築ٕज़者の大半は建築は
建築୲者，ػցはػց୲者とۀしているが࣌
は本にઐ家でし͔ग़དྷないことはおせして，؆
୯なػ能や組み合わせをߟえて合ཧ的施方法を։発
したものである。建築ٕज़者は 2 ，みࠐցを取りػׂ
ցٕज़者はػ 2 ׂ建築を取りࠐみ，おޓいをること
がより生࢈性を高Ίることにܨがると֬৴している。

ٕज़部͔࣌Β࠶ͼۀ࡞所にଐさΕて高層と
ドʔムの大ܕϓロジΣΫトを 4 のࠒした。このݧܦ݅
所でのϞットʔは「ٕज़とはࣗで։発するものۀ࡞
であり，題を։発改ળテʔマとしてߟえ，ٕज़։
発をਪਐしながΒۀ࡞所ӡӦをਤる」であった。ۀ࡞
所ண࣌，特ڐ 5 ݅，提Ҋ 100 ݅をඪとએݴして，
。所のϕΫトϧを合わせたۀ࡞

入ࣾ後，47ˋがۀ࡞所で 53ˋが内ݚٕ）ۈ・ٕ ज़部・
生࢈本部）である。ࣗࣗのձࣾਓ生をৼりฦり，
༿は「20ݴうݴΒएいਓによく͔ݧܦ はମをっ
てࣄを֮え，30 は಄をってࣄをし，40 は
ਓをってࣄをし，50 は組৫をってࣄをす
る」このように，10 年レϯジでਓ生ઃܭをߟえなさい
という。そして，「1oTJtJWe 5IJOLJOH 1oTJtJWe "DtJoO」
ਓはߟえることはで͖るが，な͔な͔ߦ動にҠすこと
がۤ手である。たし͔にそΕなりにリスΫがう。そ
Εをଧ破するにはを࣋ったϓロフΣッシϣφϧに
なることが不安を取りআいてくΕる。特にۀ࡞所にお
͚るものͮくりのָしさをݴうなΒ，ࣄはしい
ύζϧをղくようなものである。͔ͩΒָしい。そし
て，ୡ成ײやॆ実ײをຯわうことが大である。い
ձࣾਓ生をৼりฦった࣌に，ࣗがࣗのࢠଙにࣗຫ
で͖るࣄをせる͔どう͔はすてࣗࣗの生͖
方でܾまる。

─きや　そういち　㈱竹中工務店　生産本部　専門役─
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家族サービス
三　野　容志郎

Աがなهったߦ年大ֶ生になった່が，ւ֎ࠓ
いとݴうので，このՆはຍٳみをར用してϓラハ，
Οʔϯཱྀߦしました。そういえ 13 年લ（࣌
6 ，とཹक൪ݘって以དྷです。ঁはߦにハϫイ（࠽
உ͔Βは「スリにؾをつ͚て。」とメʔϧが入り，
ࢠ 3 ਓで，ॵ（38ˆ）の日本をΕ，最高ؾԹ
25ˆのϓラハと降り立ͪました。

ཌ日は，Φʔストリアとの国ڥに΄ど近いチΣス
キʔΫϧムロフを๚Εました。ಓ中でのΨイド͔Βの
આ明によΕ，チΣίのਓޱは 1000 ສਓ，ϓラハに
 12ˋが住Μでいて，平ۉ月ऩは 23000 ίϧφ（
13 ສԁ）でڞՔ͗が多いそうです。また，チΣίは
日本でओྲྀのϐϧスφʔϏʔϧ（ラΨʔ）発の地。
όドϫイβʔはถ国のものではなく，チΣίが本家ͩ
そうです。ொにணくと，Ϗʔϧৢ所でன৯。まͣは
ϐϧスφʔϏʔϧでסഋ。たいΜにࢫいʂシチϡʔ，
ロʔストϙʔΫ，βアʔΫラフトなどチΣίྉཧで
ෲ͝しΒえをして͔Βࡦࢄにで͔͚ました。13 世ل
に南ϘϔϛアのوによってϰϧλϰΝ川が大͖くऄ
ΒΕたこのখさなொは，近Խ͔࡞してྲྀΕる地にߦ
Β取りさΕた城，֗ࢢچ，ੴがそのままอ存さΕ
た͔のようなඒしい世界Ҩ࢈のொでした。

3 日はϓラハのொを14。ࡦࢄ 世لにਆロʔマఇ
国のटとしてӫえたϓラハは，ౝが大変多く，Φレ
ϯジࠜがଓく家ฒみ，ۂがりくͶったੴの路地が
特徴です。このۂがりくͶったੴのಓというのがく
せもので，ϗテϧ͔Β的地のカレϧڮߦくのに
ってしまいました。ಓをฉこうにも，ग़ձうのは明
Β͔に͛にಉ͡くಓにっている観ޫ٬Βし͖ਓ
た͔ͪり。方Իஒの࠺と່を࿈Ε，地ਤをย手に
าいたのですが，最後は່のスマϗにཔΒ͟るをಘま

せΜでした。カレϧڮはϰϧλϰΝ川にՍ͔るゴシッ
Ϋ༷ࣜのඒしいੴڮで全 520 N ෯ 10 N もあり，
600 年近くもの間，ߑਫにも耐えて͖たそうで，ੲの
ٕज़には͔ͣڻにはいΒΕませΜ。Իָୂやإࣅֆඳ
͖などがいて，観ޫ٬が多くに͗や͔で，ここ͔Β見
上͛るϓラハ城はૉΒしいの一ݴです。່はΨラス
で，ࢠに入った༷ؾのళやおもͪΌのళがࡉ
はԿにしよう͔とい間っていました。スʔύʔ࢈
では，ιʔηʔジのछྨが多いのとԫ৭ࡊがগな
いのに͖ڻました。とこΖで，؈Ϗʔϧは 500 NM で
26 ίϧφ（ 150 ԁ）と安いʂ

4 日はϓラハӺより &$77 ΦイロシテΟ（国ࡍ特
急ྻं）にり一路Οʔϯ。ࠓ回のཱྀߦのۄで
ある国立Φϖラ࠲でのίϯαʔトの։ԋલにࢢ内をา
͖，カフΣ ϞʔπΝϧト͖ߦ，Οϯφʔシϡχッ
πΣϧとനϫイϯでまͣはΦʔストリアؾをຯわい
ました。国立Φϖラ࠲は第 2 世界大ઓでരܸをड͚࣍
てそのຆどを損ないましたが，ԻָのΟʔϯの
ਓʑの൵ئであった࠶建を 1955 年に果たし，ϕʔトʔ
ϕϯの「フΟσリΦ」で࠶ͼນを։͚たそうです。中
に入るとഅఙܕの߽՚なϗʔϧで，上を見上͛ると 6
階まであり，ϘッΫス੮，立見੮など全てあわせると
2276 ੮が΄΅ຬ੮になっていました。ϞʔπΝϧト
の࣌のίスチϡʔムでԋする観ޫ͚٬ίϯαʔ
トは，شࢦ者が観٬の手ഥࢠと一ମになってり上͛
てくΕる໘もあり，さま͟まなझをこΒしたָし
い 2 間でした。ཌ日のΨイドπアʔでද，ཪ࣌
も見ֶし，そのさとຖ日変わるの४උの大
変さをりました。

5 日はΟʔϯࢢ内観ޫ。ಓ෯もくொฒみも
વとしていました。ࢢ内に在するシΣʔϯブϧϯ宮
఼等，ハϓスブϧΫ家Ώ͔りの所では，1918 年に
໓するまで 650 年のྺ史を࣋つಉ家のҒ大さとその
จԽҨ࢈を見せつ͚ΒΕたࢥいがしました。実質最後
のߖఇフラϯπ・Ϥʔθフ 1 世の൲Τリʔβトが
Σスト 50 DN というϓロϙʔシϣϯをอつたΊに
もੲも変わΒ͵ঁ性のඒのࣥࠓ，は۩ثったӡ動
೦を͡ײさせるものでした。࠺と່が的とするβッ
ハʔトϧテも৯，Οʔϯをຬ٤しました。

あとは家路につくのみ。ϓラハ，Οʔϯと͚ۦ
のཱྀで 3 ਓともগʑてؾຯでしたが，ఱީにもܙま
Ε，ॵくもなく，スリにもあわͣؼ国で͖たことはԿ
よりでした。特にϓラハのொฒみとΟʔϯのΦϖラ
هいग़となるでしΐう。່にはどΜなࢥ͵はΕಘ࠲
Աがったでしΐう͔ʜ。

─みの　ようじろう　四国通商㈱　代表取締役社長─
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業務内容の概要

1．開発技術の概要

ແਓԽ施ٕज़は，Ӣઋීַݡにお͚る෮ࣄچにおいて
実用ԽさΕて以དྷ，ࣄを中৺としたۀ࡞をରに発లし
て͖た。ࠓ回新たに։発したh システム世ແਓԽ施࣍ はɦ，
多の建ઃػցをಉ࣌にԕִૢ࡞するたΊにඞཁとなる大༰
ྔの制御৴߸௨৴とө૾௨৴に，ແઢٕज़とޫフΝイόʔに
よる༗ઢ௨৴ٕज़を最దに組み合わせることで，狭いൣғで
の༷ʑな෮ۀ࡞چをԕִ地͔Β安全にߦうことを可能として
いる。また，大ܕΫレʔϯやղମ用ॏػなどैདྷのແਓԽ施
，ցのແਓԽにՃえػでは取り入ΕΒΕていな͔った建ઃ
֤छղମ用πʔϧや「ԕִ೩ྉ供څ装置」，「ωットϫʔΫ
࡞༉やอकཧなどのଳڅ，ϓロάラム」などを։発しࢹ
。た新しいシステムである͛のൣғをにもແਓԽ施ۀ
2．適用実績

発ి所ྗࢠݪ回，福島第一ࠓ 3 נ建上部ࢠݪػ߸
ఫࣄڈ（以下，נఫࣄڈ）をਐΊるたΊには，์ࣹઢ
下でのपล建のղମۀ࡞や，構構築などをߦうたΊのॏ
ྔ物の༲ॏۀ࡞がඞཁとさΕた。災害෮چに͚たࣄの早
期ண手はもとより早期ऩଋが国ຽ全ମのཁٻであり，大ܕΫ
ロʔラΫレʔϯや大ܕղମػなどैདྷのແਓԽ施では取り
入ΕΒΕていな͔った建ઃػցのແਓԽ։発を͔ۇ 3 ͔月で
世ແਓԽ施࣍った。また，震災後の期間で։発したʰߦ
ద用し，αイト・ܭシステムʱをシϯϓϧ͔つ合ཧ的にઃ
でのシステム構築ۀ࡞を最খݶにえたものとし，狭いΤリ
アの中での多建ઃػցのಉۀ࡞࣌を合ཧ的にਐΊている。
3．開発の効果

福島第一ྗࢠݪ発ి所 3 पғは์ࣹઢྔがൺֱ的高ػ߸
く，༗ਓӡసの合はΦϖレʔλの被മྔはല大なものとな
るݒ೦があったが，本システムద用により安全な所͔Β建
ઃػցのӡసૢ࡞を効的にߦうことがで͖，災害෮چのた
Ίのඪスέジϡʔϧߦには͔ܽせないٕज़となっている。
業務内容

1．開発の背景

2011 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災では東ྗిژ

ࣛ島建ઃ᷂

ౡࡂྗࢠݪ෮ࣄچͰ׆༂͢Δ
ʮੈ࣍ແਓԽࢪγεςϜʯ

平成 25年度　一般社団法人日本建設機械施工協会　貢献賞

福島第一ྗࢠݪ発ి所もਙ大な被害を被った。高ઢྔ下で
がඞਢであったが，既存大はແਓԽ施ࣄچわΕる෮ߦ
ܕ R$ 構物のղମや，高さ 30 N の建上のנのఫڈな
どのۀ࡞は，こΕまでແਓԽ施で用いたػց͚ͩでなく，
多༷なػցを用いてແਓԽ施をߦうඞཁがあった。さΒ
に，一日も早い෮چというۓ急性がཁٻさΕるたΊ，狭い
ൣғでಉ࣌に多の建ઃػցをՔಇさせるඞཁがあった。

そこで，ࣾは多छ多建ઃػցのԕִૢ࡞が可能なແ
ਓԽ施ٕज़にՃえ，「下͛ࣜղମπʔϧ」「ԕִ೩ྉ供
༉やڅ，を։発し「ϓロάラムࢹωットϫʔΫ」「装置څ
อकཧなどのଳۀ࡞もԕִԽをߦうたΊに，h 世ແ࣍
ਓԽ施システムʱを構築して，נఫࣄڈにద用した。
2．業績の詳細な技術説明

（1）建設機械と機器の構成

ΫロʔラΫレʔϯܕでは，大ࣄڈఫנ 2 ，大ܕղ
ମػ 4 ，༉ѹシϣϕϧ 2 ，不地用ӡൖं 2 の合ܭ
10 の建ઃػցを内に置し，ಉ࣌にԕִૢ࡞するこ
とで最でのऩଋをࢦしࣄをਐΊることとした。その
たΊ，建ઃػցのૢ࡞をઢྔでޢ等が不ཁなԕִૢ
࣌で実施することにし，被മྔの大෯な減によりࣨ࡞
間のՔಇを可能にした。

ԕִૢ࡞৴߸やカメラө૾を建ઃػցとަ৴するແઢج
地ہは内 5 Օ所に置し，ԕִૢ͔ࣨ࡞Βのޫέʔブϧ

図─ 1　次世代無人化施工システム概要図

ฏ��　Ұൠࣾஂ๏ਓຊ建ઃػցڠࢪձձ　डۀʢͦͷ�ʣ
JCMA報告
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とଓすることにより，ωットϫʔΫを構成している。ま
た，ແઢج地ہにはෳのࢹカメラをඋえており，Φ
ϖレʔλは現पลのঢ়گや建ઃػցの͔ࡉな動͖をϞχ
λを௨してѲで͖，実ࡍにӡసࣨ内でۀ࡞している֮ײ
でૢ࡞可能である。

（2）通信システム

ԕִૢࣨ࡞を֩とする௨৴システムは，システムのओװ
となる௨৴ܦ路や，安ఆをॏࢹするΫロʔラΫレʔϯとの
௨৴には༗ઢ（ޫέʔブϧ）を用い，ۀ࡞Τリアをසൟに
Ҡ動するղମػのૢ࡞৴߸，カメラө૾௨৴にはそΕͧΕ
429 MH[，5 GH[ のແઢを࠾用した。
ᶃແઢ௨৴

ղମػのૢ࡞৴߸には，特ఆখిྗແઢの 429 MH[ ଳ
を用してૹをߦった。カメラө૾のૹとはผのप
ଳとして۠ผすることにより，ૢ࡞，ө૾の方ಉ࣌に
不۩合が生͡ることをආ͚たܭըとした。ແઢ௨৴ڑは
200 N ఔ度とあまりくないが，直ਐ性が強す͗ͣ，ి
回ંが期で͖るたΊൺֱ的ো害物に強い。

ԕִૢ࡞をߦううえで特にॏཁとなるのがカメラө૾で
ある。ө૾৴߸のૹには，σʔλૹ༰ྔの多い 5 GH[
ଳのメッシϡແઢ -"/ を用した。5 GH[ ଳのిは，૯
務ল関東૯合௨৴ہのແઢہ登がඞཁなたΊ，ݶఆし

たΤリア内は༏ઌ的にチャϯωϧが֬อで͖る。この 5 GH[
ଳのిは，一ൠແઢ -"/ でくղ์さΕているಉछの
2.4 GH[ ଳのిにൺて，ిׯবがগなく，高な௨৴
を安ఆしてߦうことがで͖る一方，このిは，ࢦ性が
強いので，ো害物によるӨڹをड͚やすいという弱があ
る。こΕを補うたΊ，ແઢωットϫʔΫൣғをঢ়（メッ
シϡঢ়）にܗ成し，ো害をड͚たҠ動ہは，ଓ可能なج
地ہの中͔Βࣗ動ݕग़して，最దなଓがࣗ的に࠶構築
で͖る方ࣜにした。こΕにより，ղମػがどこにҠ動しても
安ఆして大༰ྔのσʔλૹが可能となっている。
ᶄ *1 ωットϫʔΫ

システム上のثػにはそΕͧΕ *1 アドレスをׂりৼり，
ແઢ௨৴についても 5$1�*1 の௨৴に変することでಉ
一のωットϫʔΫ上に組みࠐΜでおり，現でՔಇする建
ઃػց，内のࢹカメラ，ԕִૢࣨ࡞ૢ，ثػ࡞内のϞ
χλまでを一ݩཧで͖るシステムである。
（3）通信基地局およびカメラ配置

ແਓԽ施において，ԕִૢ࡞ແઢの安ఆ性とंࡌカメ
ラٴͼ内ࢹカメラのө૾は大変ॏཁである。נఫڈ
ܭもۀ࡞においては，建पลはもとより構上でのࣄ
ըさΕていたたΊ，ແઢج地ہは内にࢄして立ମ的に
置するものとし，地上レϕϧに 4 Օ所，構レϕϧに 1
Օ所置した。さΒに，り下͛ࣜղମπʔϧのԕִૢ࡞
にରԠするたΊ，大ܕΫロʔラΫレʔϯのマスト部にも
ແઢج地ہを置した。

している࡞ってૢ࠲カメラはΦϖレʔλがӡస੮にࡌं
で͖るようキャϏϯ上にײをମ֮ײ 3 ઃ͚た。また，こ
Εを補うࢹカメラとして死֯がないよう地上レϕϧと構
レϕϧに֤ 8 ，大ܕΫロʔラΫレʔϯのλϫʔジブઌ
，λϫʔマスト部，キャϏϯ上に 1 ͣつ，ζʔムと
टৼりの可能なカメラをઃ置した。

図─ 2　通信システム概要図

図─ 3　解体機モニター

図─ 4　通信基地局カメラ
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（4）ネットワーク監視プログラムの開発

௨৴システムにো害が発生した合，早期に෮چさせる
ことはવながΒ，可能なݶり内でのۀ࡞を減ΒすたΊ
に，システムのࢹとো害発生࣌のݪҼڀ明がૢࣨ࡞内で
えるよう，2ߦ つのϓロάラムを新たに։発した。
ᶃωットϫʔΫૄ௨֬ೝϓロάラム

ωットϫʔΫૄ௨を֬ೝしたいثػにରして *1 ύέッ
トをૹ৴し，そのύέットが正しくಧいてฦがߦわΕる
͔を֬ೝするίマϯド（QJOH ίマϯド）を，*1 アドレス
をׂりてた全てのثػにରしてࣗ動的に実ߦするϓロά
ラム。Ϟχλը໘に，ฦにཁした࣌間のさにԠ͡৭ผ
දࣔをߦうことにより，一でҟৗのあるثػをผする
ことがで͖る。
ᶄメッシϡܕແઢ -"/ ϓロάラムࢹ

1$ のΣブブラβにてແઢのࢹ，制御を一ݩ
ཧし，ແઢిのड৴ײ度や௨৴度などの֬ೝが可能な，
メッシϡܕແઢࢹϓロάラム。ө૾にো害が発生したࡍ，
。Ҽがແઢにある͔൱͔をや͔にஅすることがで͖るݪ
（5）無人化施工ツールの開発

ᶃΫレʔϯり下͛ࣜղମπʔϧ
の一࿈のステッϓの中では，建पลにઃࣄڈఫנ

置したղମػではۀ࡞半ܘがりない合が生͡る。そこ
でࠓ回，大ܕΫロʔラΫレʔϯで下͛て，地上ઃ置のղ
ମػではಧ͔ないԕくのղମ部位をԕִૢ࡞にてղମで͖
る下͛ࣜղମπʔϧを 4 ղମのର，ڈछ։発した。ఫػ
となるנや構部ۀ࡞，ࡐ方法にԠ͡て，こΕΒ下
͛ࣜղମ用πʔϧをい͚た。

（B）༉ѹシΣϧόέット
༰ྔ 3 N3 のແઢૢࣜ࡞の༉ѹシΣϧόέットで，強ྗ

ૹ෩フΝϯによる࢟制御ػ能を༗する。
大ܕΫロʔラΫレʔϯのλϫʔブʔムઌに取り͚ΒΕ

たアϯテφでແઢ௨৴をߦい，ԕִૢ͔ࣨ࡞Β։ดٴͼટ
回ૢ࡞がߦえる。ओにスラブ上נのすくい取りに用いる。

（C）༉ѹフΥʔΫόέット
༰ྔ 1.5 N3，௫みՙॏ 15 t の大ܕの௺を࣋つ༉ѹフΥʔ

Ϋόέットで，シΣϧλイϓとಉ༷の࢟制御装置と௨৴
方ࣜを༗する。ओに大נܕの࣋，ఫڈに用いる。

（D）༉ѹϖϯチ
༉ѹΤϯジϯϢχット͔ΒϫイϠʔでり下͛ΒΕたϖ

ϯチܗঢ়の௫みアλッチメϯトを༗する装置である。用
にもରԠで͖るようઌアۀ࡞み֩೩ྉϓʔϧ内でのࡁ
λッチメϯト部はਫ中ۀ࡞が可能な༷としている。ओ
に͔ࡉなנのఫۀ࡞ڈに用いる。

（E）下͛ࣜカッλʔ
高さ 30 N のࢠݪ建上部には，上のࠜトラスや

ఱҪΫレʔϯなど大ܕのנがっている。こΕΒを構成
する߯ࡐは大அ໘であり，ෳࡶなܗঢ়をしているたΊ，カッ

図─ 5　テレビカメラ装置配置図

図─ 6　作業用車載カメラ

図─ 7　油圧シェルバケット

図─ 8　油圧フォークバケット
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λʔには強ྗなஅ性能とアϓロʔチのࣗ༝度がཁٻさΕ
た。そこで，ंܥղମ用ػցのアʔム部と༉ѹύϫʔ
Ϣχットを下͛るܗঢ়としたղମઐ用の下͛カッλʔ
を։発・ಋ入した。

アʔムٴͼアλッチメϯトをࣗ在に上下動，ટ回させる
ことにより༷ʑな֯度͔Βのஅۀ࡞が可能である。
（6）遠隔燃料供給システム

では，地上͔Βۀ࡞ڈղମ・ఫנ建上部のࢠݪ
30 N 高さの構上にղମػをࡌせてۀ࡞をߦうことにな
る。構上はۭ間์ࣹઢྔのがඇৗに高く，λϯΫロʔ
リを用した༗ਓでのڅ༉ۀ࡞は不可能であり，またղମ
をୀආさせるたΊのःณଳによる์ࣹઢྔΤリアの構ػ
築もしいこと͔Β，「ԕִ೩ྉ供څ装置」を։発した。

大ܕΫロʔラΫレʔϯで೩ྉڅ༉λϯΫを༲ॏし，ղମػ
のڅ༉ޱにઃ͚たΨイドにࠩしࠐΉと，ղମػଆのڅ༉ޱの
֖がࣗ動的に։͖څ༉が։࢝さΕる。څ༉λϯΫのቕ合ঢ়گ
は回స౮により֬ೝで͖，څ༉ঢ়گはࢹϞχλにより೩ྉ
がૹΒΕているঢ়گと೩ྉܭを直ࢹすることがで͖る。
3．類似工法または機械との比較

์ࣹઢ被മ回ආの観͔Β，ྨࣅ法としてはॏःณ建
ઃػցによる施がߟえΒΕる。

こΕΒのॏःณ建ઃػցによる施では，
・Φϖレʔλの์ࣹઢ被മのݥة性により施期間がい

にはରԠ不可能ࣄ
・ॏःณによるࢹ界の制ݶで施能が֨ஈにམͪること

が予さΕる

4．特許，実用新案のタイトル

「ԕִૢػۀ࡞ࣜ࡞の೩ྉ供څシステム」
（特։ 2013-103754）

図─ 9　油圧ペンチ

図─ 10　吊下げ式カッター

図─ 11　遠隔燃料供給装置実機試験状況

図─ 12　燃料供給監視モニタ

図─ 13　重遮蔽振動ローラー

［筆者紹介］
ྖ　ل（りΐう͖　のりお）
ࣛ島建ઃ᷂　東ژ建築ࢧళ　ࡐػ部　࣍

お断り

この +$M" 報告は，ݙߩをडしたݪจとは
一部ҟなるද現をしてあります。



��建設機械施工 Vol.65　No.11　November　2013

大成建ઃ᷂・᷂東洋ϢχΦϯ

υϥΠΞΠεϒϥετ๏Λ༻͍ͨ�
আછஔʮ%#আછϩϘʯͷ։ൃ

業務内容の概要

#%」回։発したࠓ আછロϘ」は，ドライアイスのཻを
ฮ装໘にਧ͚，ঢ՚࣌のΤωϧΪʔをར用してද໘に
ணした์ࣹ性物質をണ͗取り，ಉ࣌に回ऩする法である。

このٕज़のओな特徴は以下のとおりである。
ᶃฮ装໘のআછと์ࣹ性物質の回ऩをಉ࣌にߦえるシステ

ム
ᶄࣗ立ߦが可能

こΕΒのٕज़により࣍のような効果がಘΒΕる。
ᶃฮ装໘を損ইすることなくআછが可能
ᶄ์ࣹ性物質をඈࢄさせないことでۀ࡞һの被くをࢭ
ᶅ์ࣹ性ഇغ物の減༰Խ
ᶆࣗ立ߦにより，ۀ࡞һのٕྔやݧܦに関なく一༷な

আછ品質を֬อ
ᶇࣗ立ߦにより，ۀ࡞һのۀ࡞負୲のܰ減Խ

大۽ொ，൧ؘଜ，ৗ൬ࣗ動ंಓ等において実ূݧࢼをߦっ
ており，ߋに効を上させるたΊに改ྑをॏͶている。

業務内容

1．業績の行われた背景

福島第一ྗࢠݪ発ి所のނࣄによる์ࣹ性物質のআછࣄ
物ྔがগなغでは，আછ効果が高く͔つ発生するআછഇۀ
い法がٻΊΒΕている。
ᶃਫによるચড়ではআછ効果がく，ഉਫのॲཧがඞཁと

平成 25年度　一般社団法人日本建設機械施工協会　奨励賞

なる。
ᶄシϣットブラストによるআછではഇغ物の発生ྔが多い。

こΕΒの課題をղܾするたΊ։発にண手した。
2．業績の詳細な技術的説明

ドライアイスブラスト法はこΕまで，ਫでのચড়がग़
དྷないਫ਼ີثػのચড়や，ࡐجをইつ͚ͣにృ装をണいͩ
り，部品のࡺや৯をམとすۀ࡞，ϓラϯト建内や
などਫચড়のഉਫॲཧが題となるといったでར用さ
Εて͖た。この法はᶃਫがいΒないᶄࡐجをইつ͚ない
ᶅഇغ物がগないといった特徴がある。

ચড়ݪཧはΨスΣッジ࡞用とݴわΕる。ίϯϓレッ
αʔよりుग़さΕたѹॖۭؾにϖレットঢ়のドライアイス
をࠞ合しϊζϧよりࣹさせているが，ドライアイスがચ
ড়Օ所にিಥすると，ॠ࣌にݻମ͔Βؾମに変わり，その
に࣌ 750 ഒのମ積ுをىこす。このΤωϧΪʔにより
ண物をͪ࣋上͛てണ͗取るというݪཧである。

ैདྷのドライアイスブラストચড়は，ਧ͖ඈしたԚછ
物をඈࢄしないたΊ，ूਖࣜのઐ用ブʔスを用ҙし，ハϯ
ドΨϯλイϓのϊζϧをۀ࡞һがͪ࣋ચড়をߦうものであ
る。ચড়はԚΕ۩合によってϊζϧִ，֯度，ࣹ࣌間
等を調するඞཁがあり，あるఔ度のݧܦとٕྔがඞཁと
さΕる。こΕΒの特徴を活͔しシステムԽすることで路໘
のআછػցを։発した。আછロϘのシステム֓ཁを図─ 3

システム֓ཁਤにࣔす。
（1）ドライアイスブラストの路面除染の適用性

ドライアイスブラストがฮ装໘のআછにద用ग़དྷる͔の
実ূݧࢼをߦった。ฮ装໘の์ࣹ性物質の多くはࡐࠎとࠎ
わΕݴの間やُ྾，Ԝみ部のやਖにணしているとࡐ

図─ 2　ドライアイスブラストの原理

図─ 1　DB除染ロボ
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ている。したがってこのやਖを効よく取りআくことが
ग़དྷΕআછ効果が期で͖る。
図─ 4 ద用性の֬ೝ͔Β，ࡐࠎとࡐࠎの間やԜみ部の，

，ਖが៉ྷに取りআ͔Εている。

（2）集塵フード式台車の開発

ドライアイスブラストで取りআいた์ࣹ性物質のඈࢄを
ࢭし，効よく回ऩするたΊूਖフʔドࣜのंを։発
した。大༰ྔのूਖػによりフʔド内を負ѹにอつことで
Ԛછ物質の࿙Ӯを͗，フʔド内のཚྲྀを͙ܗঢ়とした。
また，ۦ動はి動Ϟʔλʔを用しイϯόʔλʔ制御によ
りߦスϐʔドの調を可能にした。図─ 5%# আછロϘ
全ࢀܠর。

（3）噴射ノズルの機構

ैདྷのドライアイスブラスト法はハϯドΨϯλイϓの

図─ 3　システム概要図

図─ 4　適用性の確認

図─ 5　DB除染ロボ全景

ϊζϧ 1 本を用いてਓྗでߦうが，施ྔを૿やすたΊに
3 ࿈ࣜにしϫイύʔのようにՔಇするػ構とした。ैདྷの
ਓྗでߦった合に近い݁果をಘるたΊに実ূݧࢼをॏ
Ͷ，最దなϊζϧの֯度，ִをܾఆした。また，ϊζϧ
のՔ動はंのۦ動ྠとリϯΫさΕており，ߦスϐʔド
に࿈動しϊζϧがՔ動するػ構とした。
3．技術的効果

#%」回のࠓ আછロϘ」の։発により࣍のような効果が
ಘΒΕた。
ᶃฮ装を損ইすることなくআછが可能

ドライアイスブラストはమやアϧϛなどのݚຏࡐを用
するシϣットブラストとҧい，ドライアイスが路໘にিಥ
したॠ間にঢ՚するたΊ路໘をることがない。ࡐࠎとࠎ
の間やُ྾，Ԝみ部のとਖのみを͖Εいに取りআくࡐ
ことがで͖た。
ᶄ์ࣹ性物質をඈࢄさせないことでۀ࡞һの被くをࢭ

をػ回։発したूਖフʔドࣜंは，大༰ྔのूਖࠓ
用することでフʔド内はৗに負ѹにอたΕている。そのた
Ίドライアイスブラストで取りআ͔ΕたԚછ物質は࿙Εる
ことなく回ऩさΕていることが֬ೝで͖た。
ᶅ์ࣹ性ഇغ物の減༰Խ

実ূݧࢼでシϣットブラストのഇغ物のྔをൺֱしたと
こΖ，ॏྔൺֱで 1�25 のྔになることが֬ೝで͖た。
ᶆࣗ立ߦにより，ۀ࡞һのٕྔやݧܦに関なく一༷な

আછ品質を֬อ
%# আછロϘのߦをి動Ϟʔλʔによりࣗ動Խし，

ࣹϊζϧのՔ動をंߦスϐʔドと࿈動させたたΊ，আ
છ効果をಘΒΕる最దなߦスϐʔドを最ॳにઃఆするこ
とで，ۀ࡞һのٕྔやݧܦに関なく一༷なআછ品質を֬
อで͖るようになった。
ᶇࣗ立ߦにより，ۀ࡞һのܰۀ࡞減Խ

আછロϘがࣗ立ߦするたΊਓྗで͚ΜҾするඞཁがな
い。ۀ࡞һはߦする方をܾఆし，ߦ中の方修正を
する͚ͩとなりྔۀ࡞がܰ減さΕた。
4．経済的効果

施අはシϣットブラストとಉ等ఔ度である（ࣾൺ）。
たͩし，シϣットブラストにରしഇغ物ྔを 1�25 に減
༰Խで͖るたΊ，ഇغ物のӡൖ，ॲまでのίストをྀߟ
すると༏位である。
5．施工実績

こΕまでߦって͖た実ূݧࢼと݁果をࣔす。
・平成 24 年 1 月　福島県ொでドライアイスਧによ

るআછ効果のૅجσʔλ࠾取実ݧ
・平成 24 年 4 月　福島県大۽ொで実ূݧࢼ
 ʜ"S ฮ装　減 10 ～ 50ˋ
・平成 24 年 6 月　ৗ൬ಓআછϞσϧۀࣄで実ূݧࢼ
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 ʜ$0/ ฮ装　減 45 ～ 70ˋ
・平成 24 年 10 月　福島県൧ؘଜで実ূݧࢼ
 ʜ"S ฮ装　減 20 ～ 40ˋ
 ʜ$0/ ฮ装　減 30 ～ 50ˋ
・現在，ৗ൬ࣗ動ंಓআછ等ࣄで実施中

6．類似工法との比較

ࣾൺ

7．波及効果

%# আછロϘは路໘のআછを的に։発したが，ਫを
わない，ഇغ物がগないという特徴͔Βଞの用్でのい
合わせがある。例え，าಓやެԂのイϯλʔロッキϯά
ブロッΫや平൘ίϯΫリʔトのԚΕ，ന՚のਗ਼である。
௨ৗは高ѹਫચড়によりਗ਼しており，大ྔの用ਫの回
ऩおよͼഉਫॲཧがඞཁで回ऩの手間がֻるが，法で
はそのඞཁがない。また，น໘や狭隘なՕ所のରԠ，ԕ
後のχʔࠓ，といったཁもありによるແਓԽ施࡞ૢִ
ζを౿まえ多ذにల։していく。
8．特許のタイトル

ग़ئ　特ئ 2012-096522「আછ装置」
ग़ئ　特ئ 2012-212154「আછ装置」
ग़ئ　特ئ 2012-213330「আછシステム」
ग़ئ　特ئ 2013-131675「আછ装置」

図─ 6　実証試験状況

お断り

この +$M" 報告は，ྭをडしたݪจとは
一部ҟなるද現をしてあります。

［筆者紹介］
एࢁ　ਅଇ（わ͔やま　まさのり）
大成建ઃ᷂
本部　ػց部
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ڠձ東北ࢧ部報部ձੁެ正ࢯは，平成 25
年度第 5 回ものͮくり日本大で内ֳ૯ཧ大ਉをड
しました。

ものͮくり日本大とは，ものͮくりの第一ઢで活
༂し，特に༏लとೝΊΒΕるਓ物等をݦজするもので，
লۀ࢈ࡁܦ 8 ݅ 49 名，国ަ௨লはੁެ正ࢯをؚ
Ί 7 ݅ 9 名，ް生࿑ಇলが 5 ݅ 9 名，จ部Պֶল 4 ݅
8 名合ܭ 24 ݅ 75 名の方がडしました。

ੁެ正ࢯは᷂ /*110 東北ࢧళػց୲課とし
て，ࣗ動ंのテストίʔスや高ಓ路のฮ装ࣄの最
લઢに立ͪ，ฮ装用建ઃػցの։発・発明にՃえ，施
しておなどのޭを多くࡦ，安全ର，の改ળ
ります。ಉࣾのࣾһがものͮくり日本大をडした
のはॳΊてで，͔ࣾΒも࿑いのおݴ༿をいた͖ͩ，
全ࣾでडを称えております。

डରとなったҊ݅は平成 24 年度に「༏ल施
者国ަ௨大ਉݦজ建ઃマスλʔ」としてडさΕた
ものとಉ͡く，「ロʔラとࣄैۀ࡞者との৮ࢭの
たΊに，લਐも後ਐもલ͖でӡసので͖るリόʔシ
ブϧロʔラ ' ˍ ' をڞಉ։発した΄͔，֤現の施
・い，安全施ߦ成・改ྑ等を࡞の۩ث݅にԠ͡た
上に取り組Μでいる。」ことが高く上がりਫ਼度の
ධՁさΕたものです。

平成 25 年 9 月 18 日にट૬ఛでߦわΕたදজࣜで
は，安ഒ৾三ट૬͔Βঢ়とه೦メμϧがत༩さΕま
した。දজࣜでは安ഒट૬͔Β「おΊでとう」とを
͔͚ΒΕ，本ਓは「ࢲがいたͩいていいの͔ॖڪして
います。メμϧがॏくてटがંΕそうです」というײ
をدせて下さいました。

トピックス  TOPICS

第 5回ものづくり日本大賞内閣総理大臣賞受賞

日本建設機械施工協会東北支部

安倍総理大臣から受賞した賞状
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安倍総理大臣から賞状をいただく
　　　　　　　菅野公正氏 安倍総理大臣　太田国土交通大臣　

総理大臣賞表彰会場

賞状授与後に記念撮影
菅野公正氏　安倍内閣総理大臣　太田国土交通大臣

祝賀会風景

太田国土交通大臣にローラについて説明

開発したローラのパネル

建設マスターとして受賞した 4名　右から二人目菅野公正氏 
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1．はじめに

報Խ施の取り組みとして，建ઃ施の効Խ，
品質の֬อ，施ཧやಜݕ査にお͚るۀ務改ળ等
を的として報௨৴ٕज़（*$5）のར用がਐみつつ
ある。国ަ௨লが平成 25 年 3 月に発දした「報
Խ施ਪਐઓུ」では，ߋに報Խ施をਪਐするた
Ίの 5 つのॏඪと 10 の取り組みがࣔさΕており，
ॏඪの一つとして報Խ施に関するڭҭ・ڭश
のॆ実（ਓࡐҭ成）があ͛ΒΕている。この「ਓࡐҭ
成」に関して，（一ࣾ）日本建ઃػց施ڠձが実施
している「報Խ施ݚ修ձ」（以下，ݚ修ձ）につ
いてその現ঢ়とࠓ後の課題についてड़る。

2．背景

国ަ௨লでは平成 20 年 2 月に立ͪ上͛たʰ報
Խ施ਪਐձٞʱ͔Β最ॳの「報Խ施ਪਐઓུ」
を発ද（ಉ年 7 月）し，その後の 5 年間，ֶຽ͛ڍ
て報Խ施のීٴ・ଅਐにΊて͖ている。施
छとして，・ฮ装を中৺に *$5 ٕज़の活用
方ࡦのݕ౼がਐΊΒΕており，この成果の一として，

「5S を用いたग़དྷܗཧཁྖ」（ฤ，ฮ装ࣄฤ）
や「5S を用いたग़དྷܗཧのಜ・ݕ査ཁྖ」（ಓ
路ฤ，河川ฤ，ಓ路ฮ装ฤ）がまとΊΒΕて
͖ている。

また，ࣄの施現においては，施およͼ
施ཧのলྗԽ，品質上を的として，Ϟʔλʔ
άレʔμやブϧドʔβなどのマシϯίϯトロʔϧ（以
下，3%-M$）ٕज़を用いた施ࢧԉシステム，όッ

「情報化施工研修会」の現状と課題

上石　修二・伊藤　文夫

CMI報告 Ϋϗなどのマシϯ・Ψイμϯスٕज़（3%-MG），ロʔ
ラのيཧによる໘的な品質ཧٕज़（కݻΊ），
そのଞの「*$5 を用いた施ٴͼࣄཧシステム」
をಋ入するなど，*$5 ٕज़の活用ࣄ例が大規模ࣄ
現はもͪΖΜのこと，খ規模ࣄにおいても報告さ
Εている。

このような中，国ަ௨লが平成 25 年 3 月にࠓ後
の 5 年間のීٴଅਐのたΊの施ࡦ（新）「報Խ施
ਪਐઓུ」～「う」͔Β「活͔す」，新たな建ઃ
生࢈のஈ階にΉʂʂ～が発දさΕ，その中で，報
Խ施のීٴのたΊのॏ課題のͻとつに「ਓࡐҭ成」
が上͛ΒΕている。

3．研修会の実績と課題

（1）研修会の立ち上げ
（一ࣾ）日本建ઃػց施ڠձは，3 σʔλをݩ࣍

ར用した建ઃػց制御に関するج本的なڭҭを実施
し，実ફ的な活用がग़དྷるٕज़者をҭ成することを
的として報Խ施・安全ڭҭݚ修ηϯλʔを発し，

「報Խ施ݚ修ձ」を平成 20 年 7 月に立ͪ上͛た。

（2）研修会受講者
修ձとݚʡܕ修ձのछྨは一ൠにืूするʠެืݚ

修ʡのݚۀاうʠߦまたはஂମがۀا 2 छྨがある。
平成 20 年度～ 24 年度間のݚ修ձडߨ者はެืݚܕ
修ձ 406 名（20 回），ݚۀا修 535 名（35 回）の合ܭ
は֓Ͷ一ઍ名となった（表─ 1）。全ମ的なとし
ては平成 20 年度͔Β平成 22 年度まではडߨ者が૿Ճ
したが，平成 22 年度をϐʔΫとして減গのにあ
る（図─ 1，2 。（রࢀ

図─ 1　情報化施工研修会年度別受講者数

表─ 1　情報化施工研修会実績

छผ （H20-24）ܭྦྷ
修ձݚܕืެ 406 名 �20 回
修ձݚۀا 535 名 �35 回

ܭ 941 名 �55 回
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（3）研修会内容の改善
平成 20 年度にݚ修ձを立ͪ上͛て以དྷ，ٛߨや実

शの内༰，テキストの改ળをਐΊて͖た。そのओな改
ળ߲は以下のようである。
内༰の改ળֶ࠲（1
ᶃ測ྔのߨૅجश：第 1 回ݚ修ձでߦࢼするも実शも

ؚΊてؙ 1 日͔͔るたΊ࣍回͔Β見ૹり
ᶄઃܭσʔλ࡞成の実श：डߨ者全てが࡞成で͖るよ

うな実श࣌間の֦ॆ
ᶅ発者͚テキストの࡞成（5S ग़དྷܗཧ）
2）実श内༰の改ળ
ᶃకݻΊཧシステムのߨशٴͼ実श（ৼ動ロʔラ）：

2010.2 よりՃ実施
ᶄόッΫϗ MG の実श：2010.3 よりՃ実施
ᶅ 7RS システムの実श：関ۀ者ྗڠにより 2011 よ

り実施
修用ઃඋの֦ॆݚ（3
ᶃ実श用ίʔスඋ（M$ 用 2 ίʔスに，۷Ϡʔド，

కΊݻΊϠʔドをՃ）
ᶄडߨ者用 1$ 置
ᶅブϧドʔβ，άレʔμಋ入：2010.5，+$M" として

修用に新規ಋ入ݚ

（4）「研修会」に関わる最近の動き
：修ձݚܕืެ（1
「5S ग़དྷܗཧݚ修ձ」の新ઃ：5S ग़དྷܗのݚ修

には多くのडߨ者を期したが，डߨ者૿につながΒ
な͔った。
修ձݚۀا（2

$M* が௨ৗߦっているݚ修ձの΄͔に，県ۀ
者が୯ಠで実施するなどの新しい動͖があった。
3）ཧղ度チΣッΫ用テストのߦࢼ

者のཧղ度チΣッΫのߨ修डݚۀاおよͼܕืެ
テストを実施した。
4）報Խٕज़հ用動ըの制࡞

Β͔ۀاྗڠ修ձݚ 1R 動ըの提供をड͚，ฤू・
制࡞をߦい，地方උہ，+$M" 部などでの活用ࢧ

をすすΊている。
5）ग़ுݚ修（+$M"，施૯ݚのߨԋ・ݚ修ґཔ）

平成 24 年度に地方උہ，+$M" 関よػ部，ଞࢧ
りߨԋ・ݚ修ґཔが急૿し，ܭ 24 回， 2,200 名の
方がௌߨしている（ߟࢀまでに，H22 年度は 14 回，
H23 年度は 12 回で，डߨ者は H24 年度の 1�3 以下
であった）。

（5）研修会の課題
修ձݚܕืެ（1

者ともに減গߨ，ड࠵修ձは最近，։ݚܕืެ
にあり，H24 年度にはݚ修ձඅ用を見直したが，ड
。者の֬อにつながΒな͔ったߨ

このݪҼとして，最近，֤ 地でຽ間，ଆでߨशձ，
・शඅ用，ཱྀඅߨ，さΕて͖ているたΊ࠵修ձが։ݚ
॓ധඅ用をともなうݚ修のඞવ性がないことがߟえΒ
Εる。
修ݚۀا（2

修はݚۀا修ձにରしてݚܕืެ H22 以降ίϯス
λϯトに活用さΕている。こΕは，報Խ実地ݚ修に
おいてはઃܭσʔλ，ઃܭσʔλに合கするίʔス，
報Խでえるॏػなど४උするものが多く，こΕΒ
を࣋たないۀاにとってはݚ修Ϡʔドを活用するメ
リットがあるとஅさΕていることがߟえΒΕる。
3）ग़ுݚ修

֤地，+$M" ߦ関͔Βのཁでػ部およͼଞࢧ
うग़ுݚ修が૿Ճしている。ॳは֓的な内༰で
あったものが，最近は 5S，1$ を用したݚ修が૿
Ճするがある。ࠓ後，ݚ，ࡐػ修スλッフなどの
૿強をඞཁとする可能性がある。

4．改めて「研修会」ニーズとは？

（1）情報化施工を担う人材に求められるもの
報の活用はことػց施のみでなく，ۀ務ϓロη

ス全ମを変えることになるたΊに，こΕまでな͔った
現のマシϯίϯトも生͡てくる。例え，ۀ࡞
ロʔϧをఆすると，以下のような໘でのۀ࡞がඞ
ཁとなる。
ᶃ施ܭը（報Խ施ٕज़બఆ，報ԽのたΊの現

調査，施ܭըॻの࡞成）
ᶄઃܭσʔλの࡞成（発ਤॻ͔Βのઃܭσʔλநग़，

ઃܭσʔλ࡞成ۀ࡞）
ᶅॏػઃఆ（報ثػの取，ػց報入ྗ，キャリ

ブレʔシϣϯ，動֬࡞ೝ）
ᶆج४ہઃ置（ثػのઃ置，௨৴ઃఆ，動֬࡞ೝ）

図─ 2　情報化施工研修会年度別受講者数（内訳）
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ᶇग़དྷܗཧ（ઃܭσʔλ࡞成，ثػઃ置，σʔλॲཧ）
こΕΒを見て͔るように，ैདྷ，施ཧ，測ྔ

者，ػցΦϖレʔλなどෳのアΫλʔが୲して
，うこと，すなわͪߦしてܞを報で࿈ۀ࡞っていたߦ
ઃܭ報の取ಘと入ྗ，施ػցの入ྗ，報Խػ
ցによる施，施݁果のσʔλॲཧなど，多ذにわ
たるۀ࡞がඞཁとなる。

入ྗσʔλの正֬さをࣄલにチΣッΫす͖ことな
ど，報活用のϓロηスにおいてʠ手りʡが生͡な
いようにཹҙす͖であるのはݴうまでもない。

報Խ施を立Ҋして実施で͖るʠ報Խ施୲
者ʡには，上هᶃ～ᶇにࣔすようなٕज़のशಘがま
ΕるとߟえΒΕる。したがって，「ݚ修ձ」には図─
3 にࣔすようなֶ࠲や実शをؚΉカリキϡラムがま
Εる。

（2）「研修会」で準備しているもの
以上のような「ݚ修ձ」のχʔζを౿まえたओཁ

なٕज़のうͪテキストによるઆ明͚ͩではࡁまない部
，すなわͪ実शに関してݚ修ձओ࠵者ଆが४උして

いるものについて以下にུ֓をհする。
1）3% ઃܭσʔλ

M$ 用ઃܭσʔλの࡞成方法には大͖く 2 ௨りの方
法があり，「路ઢσʔλ」による方法と「メッシϡσʔ
λ」による方法がある。そΕͧΕの活用的は，路ઢ
σʔλの合はൺֱ的୯७なઢܗを༗するಓ路の۠間
にదԠさΕるのもので，ԣஅ構成がෳࡶな۠間や，ற
ंなどൣғの成およͼฮ装の合ではメッシϡ
σʔλによる方法がదしている。

修ձでは，2ݚ छྨのઃܭσʔλのར用方法，࡞成
方法をઆ明し，डߨ者ࣗが 1$ に͔ってσʔλ࡞
成をߦう。
2）実शίʔス

三ݩ࣍ M$ する࡞にૢࡍを実ػしたॏࡌ能をػ
実शίʔスは，ݚ修ձ内のάラϯドに 2 ίʔスઃ置
した。実शίʔスのঢ়گを写真─ 1 に，平໘ਤを図
─ 4 にࣔす。

実शίʔスでは，डߨ者が֤ࣗ࡞成したઃܭσʔλ
をॏػにಡみࠐΜで，路൫の敷ۉしを実ࡍにମݧする

図─ 3　現場作業に対応するカリキュラム（案）

写真─ 1　実習コース全景

図─ 4　実習コース平面図
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ことがग़དྷるようになっている。֤測のԣஅޯの
ઃఆがൺֱ的୯७なઃܭとなっていること͔Β，ίʔ
ス上でҠ動しながΒブレʔドやഉ൘の動͖を֬ೝで
͖る。
3）ॏػによる実श

ࡌにػをॏ「σʔλܭઃ」成した࡞修者ࣗでݚ
し，施実शをߦう。実शにおいてઆ明するج本߲ࣄ
は以下のとおりである。
ᶃハʔドΣア構成
ᶄج४などのઃ置
ᶅίϯトロʔラの用方法
ᶆキャリブレʔシϣϯ
ᶇػଆのίϯトロʔラにઃܭσʔλをίϐʔ
ᶈ࡞ૢػおよͼૢ࣌࡞のཹҙ߲ࣄ
ᶉ施実श

以上でॏػをった施が可能となる。ࢦಋһのࢦ
ࣔによりަしながΒ施実शをߦう。
4）5S ग़དྷܗཧ

予Ί入ྗした「ઃܭσʔλ」とػց施後のग़དྷܗ
σʔλを実地に֬ೝをする。

֬ೝ方法は，ᶃग़དྷ֬ܗೝ用にઃ置したஸுりとਫ
ってメジャʔにより直֬ೝする方法，ᶄをࢳ 5S
をったग़དྷܗཧ方法とする。

5．おわりに

者が一୴૿Ճߨ立ͪ上͛後，年間のड「修ձݚ」
して͔Β減গにస͡て͖ている。最近，֤地でຽ間，
さΕて͖ていることがӨ࠵修ձが։ݚ，शձߨଆで
例ࣄでのトラブϧえΒΕるが，実施ߟしているとڹ
や質等をड͚ることもあり，報Խ施のメリット
等のཧղがくೝࣝさΕたとはݴいがたい。

施現での *$5 ར用が新しいہ໘（*$5 活用
छの֦大，新ٕज़・新法の࠾用等）をܴえつつある
*M$，ࠓࡢ は建ઃ現χʔζにଇしたݚ修内༰をっ
てࠓ後もҾ͖ଓ͖報Խ施に関する「ਓࡐҭ成」の
一を୲っていく所存である。

 

ҏ౻　จ（いとう　;みお）
（一ࣾ）日本建ઃػց施ڠձ
施ٕज़૯合ڀݚ所
第三部ڀݚ

［筆者紹介］
上ੴ　修ೋ（あ͛いし　しΎう͡）

（一ࣾ）日本建ઃػց施ڠձ
施ٕज़૯合ڀݚ所
ٕज़ࣄࢀ
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相鉄・JR直通線，西谷トンネル他工事見学会

建設業部会

1．はじめに

建ઃۀ部ձओ࠵の平成 25 年度Նق現見ֶձを
2013 年 8 月 30 日に૬మ・+R 直௨ઢ，西୩トϯωϧ
Ճ者はࢀ。にհするࢽの現で実施したので本ࣄ
をؚΊہ務ࣄ 27 名であった。

2．工事概要

（1）概要
ࣄは，૬మ・+R 直௨ઢの西୩Ӻ～ӋӺ間の

Ԇ 1.4 LN をີดܕシʔϧドによりトϯωϧの۷
࣌の補強をଈࢁい，所ଧͪίϯΫリʔトで地ߦを

法（S&/Sうߦ 法）によりトϯωϧを築する
大成・東急・Τス・έイ・σΟ）ࣄ +7）である。こ
の S&/S ，トϯωϧݪઢ三本װ法は，੨の東北新
北ւಓ新װઢܰ๗ాトϯωϧにଓ͖本ࣄで 3 例
となる。

（2）SENS工法とシールド機
S&/S ，性法の安全性と施法とは，シʔϧド

/"5M 。法である性を併せもったࡁܦ法の
ओな特徴は࣍の௨りで，S&/S の名લはこの಄จࣈ

をとっている。 
ᶃີดܕのシʔϧドマシϯによりӋの安ఆをਤりな

がΒ۷をਐΊる（SIJeME 5VOOeMMJOH MetIoE） 
ᶄ۷ਐと併ߦして，シʔϧドマシϯのテʔϧ部で

一࣍෴となる所ଧͪίϯΫリʔトをଧઃし
（&YtrVEeE $oODrete -JOJOH），一ࢧ࣍อࡐとして地
 しながΒトϯωϧを構築する࣋をอࢁ

ᶅ一࣍෴の安ఆをܭ測により֬ೝした後，/"5M
（/eX "VTtrJBO 5VOOeMMJOH MetIoE）とಉ༷に，࿙
ਫॲཧとೋ࣍෴を施してトϯωϧを成させ
る法（SyTteN） 
ࣄのシʔϧドػは直ܘ 10.46 N，所ଧͪίϯ

Ϋリʔトのܕ֎ܘが 9.8 N で，一࣍෴とよΕる
ίϯΫリʔトのްみは 33 DN となっている。ܕは
௨ৗのシʔϧドࣄで用さΕるηάメϯトとಉ等の
ঢ়をしており，1ܗ リϯά 1.2 N ෯で 16 リϯάとなっ
ている。このܕはシʔϧドػ内に装උしたΤレΫ

図─ 1　事業計画概要

図─ 2　計画平面・縦断図 図─ 3　シールド機側面図
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λʔで組み立てΒΕ， 20 N 後方に装උさΕたΤレ
ΫλʔでղମさΕる。シʔϧドػはこのܕ͔Βྗ
を取ってલਐする組みとなっている。

3．現場見学

現見ֶձはࣄ現͔Βす͙のࣄࣄ務所内のձ
ٞࣨにおいてࣄ内༰のઆ明をड͚た後にߦわΕた。

は͡Ίに建ઃۀ部ձの立ੴ部ձより見ֶձ։࠵の
͝ѫࡰがあり，その後ۀ࡞所の和ా所による֓ࣄ
ཁのઆ明をड͚，現見ֶとなった。日はఱで，
9月とはいえਅՆのようなॵの中での見ֶとなった。

ઢにԊってװ現は新ԣӺલ͔Β東ւಓ新ࣄ
る県ಓ 13 ߸のす͙，+R の՟物Ӻԣのాࣉ庫ݩ敷
地であったとこΖに発ਐ立を築している（మ建・
૬మ・ߚക +7）。

現ࣄ務所は住֗の中にあるが，ओཁ県ಓに໘し
た現もपғはൺֱ的ؓ੩な所で，住やマϯシϣ
ϯにғまΕていた。

回のࠓ S&/S がこΕまでと大͖くҧ法による施
うのは　ᶃຽ地直下の施　ᶄۂઢ施（550R，600R）
をߦうことにある。被りは最大 46 N ͩが，発ਐお

よͼ౸ୡでは被りは 6 N にまでগなくなり，し͔
もೈ弱な沖積層のຽ地直下やຽ地近での施という
ことでࡉ৺のҙを強いΒΕることになる。

現にணくとඇৗに大͖なԻハスが立ってお
り，内部にはそΕに見合うような大͖な࠭ϐットが
あった。ここでの۷はԣߓのຒΊ立てに用さ
Εるが，ؾ๐シʔϧドによる۷はڕಟ性があるの
で，本ࣄも 3 日間മؾするよう発者͔ΒࣔࢦさΕ
ており，そΕにରԠするたΊ 4000 N3 という大͖な
࠭ϐットとなっていた。

۷ਐは現在 90 N とまͩ発ਐした͔りであった。
見ֶ日は第一回の 1 ってߦをイϯόʔトの施࣍
いるたΊ，۷ਐはߦわΕていな͔った。

S&/S マシϯは後ଓंをؚΊると 65 N で，立
͔Β 25 N の位置に後ଓं後があり，ࣄはまさ
にこΕ͔Βというঢ়گであった。施中のイϯόʔト
が後ଓं後のਅ下ということもあり，ंよりઌ
に入ることはग़དྷな͔ったが，ίϯΫリʔトϙϯϓ
12 や 2 ηットのΤレΫλʔなど巨大なઃඋを๊え
た S&/S マシϯのঢ়گは後Ζ͔ΒӐいΕた。

4．おわりに

こΕまでַࢁ部でのみ࠾用さΕていた S&/S 法
をࢢ部で，し͔も本法ॳのۂઢ施というٕज़の
մのような現をഈ見し，大変ܹをड͚た。最後に
大変おしい中，ஸೡなઆ明，現のҊ内をしていた
ͩいた大成建ઃ᷂の和ాۀ࡞所఼ଞの方ʑにްく御
ྱਃし上͛ます。

 写真─ 2　工事現場と周囲の住宅

写真─ 1　工事概要説明状況

写真─ 3　防音ハウス 写真─ 4　土砂ピット

写真─ 5　インバート施工 写真─ 6　地元見学者落書き
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ISO/TC 195/WG 9
（建設用機械及び装置専門委員会─自走式道路建設用機械の安全）

仏国・ボルドー国際WG会議報告
標準部会

*S0�5$ 195�8G 9（建ઃ用ػցٴͼ装置ઐҕһ
ձᴷࣗࣜಓ路建ઃ用ػցの安全ۀ࡞άϧʔϓ）国ࡍ
ձٞが։࠵さΕ，日本のࣄ務͔ہΒখ࣍がग़੮し
たので，以下にその֓ཁを報告する。
1．会議概要
【開催地】  国アキテʔψ܊Ϙϧドʔࢢύラϯϐϡイ

Ϣ地۠
　　　　  ϫイφリʔ「シャイ ŋ ドΡ・シャトʔ・Ϋ

レメϯ・ϐシϣϯ」ձؗ 2 階ձٞࣨ
【開催日】2013 年 9 月 11 日，12 日
【出席者】

ドイπ（5）：  Mr. H"R5%&G&/（#G #BV：ಠ建ઃۀ
৬ ۀ อ ݥ 組 合 ），Mr. ,"M1M&*&R

（7%M"：ಠػցۀ࿈ໍ），Mr. %R&&S
（'ByBt #oNBH），Mr. 0&55*/G&R
（+oTeQI 7ÖHeMe），Mr. H&:（#G 
#BV）

フラϯス（10）：Mr. 1*$"R5（MJOJTtÉre EV trBWBJM，
EeT reMBt JoOT ToDJB MeT  et  Ee MB 
ToMJEBrJtÉ：࿑ಇ・ޏ用・݈߁ল），Mr. 
$-&7&-"/%（$*SM"� 建ઃ・ՙ・
మػցۀձ），Mr. $0*;;"$（U/M� 
 ػ ց 規 ֨ ࿈ 合 ），Mr. -& #R&$H

（*/RS：  国 立 安 全 ݚ ڀ 所 ），Mr. 
1"5R"S$U（*/RS），MT. -&R0:

（US*R'� ಓ路建ઃۀ組合࿈合），Mr. 
";R"/（'ByBt），Mr. -"UR:（$oMBT），
Mr. 7&%R*/&S（  #oNBH），Mr. 
+"/0S$H（ $BterQJMMBr）

スΣʔσϯ（1）：Mr. S"MU&-SS0/（%yOBQBD）
ถ国（1）：Mr. $R08&--（$BterQJMMBr）
日本（1）：খ（ڠձ）　ܭ 18 名
8G ίϯϏφʔ（ओ査）݉  1-（ϓロジΣΫトリʔμ）：

ドイπ Mr. H"R5%&G&/（#G #BV）
8G ドイπ：ࣄװ Mr. ,"M1M&*&R（7%M"）

【会議出席の目的】
Ԥभ規֨ &/ 500 シリʔζをϕʔスにした *S0�8% 

20500 シリʔζҊจの৹ٞにࢀՃし，動をѲする
とともに 1 メϯόʔ国として日本のҙ見を۩ਃする。
2．背景及び経緯

5$ 195 άϧʔϓۀ࡞下のࡿ 8G 9 ओ査国ドイπが
下ه 5 ݅のۀ࡞ドラフトを提ࣔし，本年 5 月にถ国シ
カゴ南西όʔリッジで։࠵さΕた *S0�5$ 195 国ࡍձ
ٞでのܾٞにैい，$*SM" のটகにより 8G 9 国ࡍ
ձٞが国ϘϧドʔでߦわΕた。
・  *S0�8% 20500-1 ࣗࣜಓ路建ઃ用ػցᴷ安全ᴷ第

1 部：ڞ௨ཁ߲ࣄٻ
・  *S0�8% 20500-2 ࣗࣜಓ路建ઃ用ػցᴷ安全ᴷ第

2 部：路໘ػցのཁ߲ࣄٻ
・  *S0�8% 20500-3 ࣗࣜಓ路建ઃ用ػցᴷ安全ᴷ第

3 部：ιイϧスλϏライβٴͼ路൫࠶生ػցのཁٻ
߲ࣄ

・  *S0�8% 20500-4 ࣗࣜಓ路建ઃ用ػցᴷ安全ᴷ第
4 部：కݻΊػցのཁ߲ࣄٻ

・  *S0�8% 20500-5 ࣗࣜಓ路建ઃ用ػցᴷ安全ᴷ第
5 部：フΟχッシャٴͼϖʔόのཁ߲ࣄٻ

3．概要
/8*1 ථにおいて，ドイπ，フラϯス，スΣʔ

σϯ，ถ国ٴͼ日本͔Β多のҙ見が提ग़さΕた。֤
国ίメϯトをجに 2 日間にわたりٞしたが，*S0�
8% 20500-1 の్中で࣌間Εとなり，以降は࣍回
。越しとなったͪ࣋
4．主要議題

*S0�8% 20500-1 にରし提ग़さΕたٕज़的ίメϯト
125 ݅中 117 ݅についてٞさΕた。こΕΒのうͪ，
۩ମ的な提Ҋ内༰をわないҙ見はࠩしさΕ，提Ҋ
国が修正して࠶提ग़することとさΕた。

ձٞ直લにૹした日本ҙ見も，既ग़ίメϯトදに
هさΕた。ٞさΕたίメϯトのうͪ，*S0�8% 
20500-1 に関する日本ҙ見ٴͼओ査国回は以下 B）
～ D）の௨り：

B）  5.4.2 ߲「質ྔ 4.5 トϯ以上のࣗࣜಓ路建ઃ用
「することܭցはキャブを装ணで͖るようઃػ
とあるが，国内フΟχッシャはۀ࡞のඞཁ上，
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キャブ装ணが現実的でなく，またࠔであるの
で，フΟχッシャ・ϖʔόをআ֎す͖。
ˠ  ݸ ผ ػ छ の ཁ ٻ আ ֎ に つ い て は *S0�8% 

20500-1 でなく，֘する֤ύʔト（フΟχッ
シャ・ϖʔόは *S0�8% 20500-5）でٞする。

C）  5.6.1 ߲ λイϠࣜフΟχッシャのૢॎ装置に関し
ては，φϯόʔ取ಘしެಓߦするέʔスがຆ
どであり，国内では日本のอ安ج४を༏ઌする
ඞཁがある。*S0�5$ 127�S$ 1�8G 8 で現在࡞
中のۀ *S0�%*S 17253 ػցٴͼテレハϯド
ラᴷެಓߦをҙਤするػցのઃܭཁ߲ࣄٻ に
ある「ه あるঢ়گでは，国家ຢは地方のཁٻ
Βҳする。その͔߲ࣄٻがこの規֨のཁ߲ࣄ
༷な合，地方のཁ߲ࣄٻが༏ઌする。」等の
จݴをهす͖。

D）  5.7.6 ߲ ৗ用制動，ೋ࣍制動ٴͼறं制動の 3 छ
ྨの制動装置ཁٻは，ཤଳࣜػցにもద用する
の͔ʁ　ಉ͡ද現は +*S でも見ΒΕ，λイϠࣜ
フΟχッシャにおいては $&/ のෟଐॻ ".3.3 に
ରԠさせ，さΒに国内༷ではφϯόʔ取ಘのҝ，
อ安ج४にద合させରԠしている。ཤଳࣜをผ
とする͔，ຢは $&/ のように ňゴムλイϠࣜ
ฮ装ػցはʜŉ とするのがましい。もしくは，
上ه *S0�%*S 17253 にある「最高度 20 LN�I
ະຬのཤଳࣜػցの制動装置は， *S0 10265 に合
கすること。最高度 20 LN�I 以上のλイϠࣜ
ցの制動装置は，*S0 3450ػͼゴムཤଳࣜٴ に
合கすること。」等のจݴをهす͖。
ˠ  フラϯス，スΣʔσϯ͔Βも，5.2 ߲ ౮Ր

装置に関する *S0 12509 ػցᴷর明，৴
߸，ं෯などの౮Րٴͼࣹث のٴݴにつ
いてࢦఠがあり， C），D）とともに「ެಓを
する合，ブレʔキ，͔͡取り，౮Ր等のߦ
国家的なಓ路ӡૹج४がద用さΕる」ࢫの
にݙจߟࢀ，をՃه &/ 15573 ͼٴ *S0 
17253 をهして一ݩ的にରॲする。

هہ務ࣄ  ˞ 1：ೋ࣍制動は，装置というより
とղऍす͖で，2ٻ能ཁػ ౷のৗ用制動ܥ
装置のうͪ 1 ࡞は，ଞ方がࡍ౷が不۩合のܥ
動する͔，ଞのシステムで補うこと（ཤଳࣜ
の合は，ยଆが制動不۩合のࡍ，ଞ方のཤ
ଳで制動で͖ること͔  ）等。

そのଞ，֤国ओཁҙ見ٴͼओ査国回を以下 E）
～ G）にࣔす：

E）  3.2.1 ߲ ӡస質ྔ oQerBtJOH NBTT（0M）のఆٛ
に「೩ྉλϯΫ༰ྔの半」IBMG GVMM GVeM とあ

るが，*S0 6016 3.2.1 ߲のఆٛにैい「೩ྉλ
ϯ Ϋ ຬ ྔ 」GVMM GVeM と す  ͖。 ҃ い は，*S0 
6016 3.2.4 ߲ ૯ػց質ྔ HroTT NBDIJOery NBTT

（GMM）のఆٛもあり，いͣΕをҾ用す͖͔  
ˠ   *S0 6016 のఆٛをҾ用す͖͔，҃いはఆ

͔ٛΒのҳ（σϏΤʔシϣϯ）提ҊもؚΊ
メʔカがݕ౼し，その݁果によってはҠߦ期
間を明هする。

e）  5.4.2 ߲ キャブがຬす͖最খཁ߲ࣄٻをྻه
しているが，スライドࣜキャブ，スライドࣜϓ
ラットフΥʔムٴͼ࠲੮，ঢ降ࣜキャブ等，༷ ʑ
な可動ػ構をྀߟす͖。また，フΟχッシャ
ٻͼϖʔόに装ணさΕるキャϊϐに関するཁٴ
。がない߲ࣄ
ˠ  キャブٴͼʗຢはキャϊϐのඞཁ性について

は *S0�8% 20500 シリʔζの֘する֤ύʔ
トでٞするが，ݪଇとして以下にಉҙする：
可動ࣜキャブ・ϓラットフΥʔム・࠲੮は，
ҙਤする全ての位置でอ࣋で͖るようઃܭす
ること。こΕΒの可動ػ構の動ྗࣜૢ࡞装置
は，不ҙの࡞動をආ͚，͔つϗʔϧド・π・
ラϯでな͚ΕなΒない。

هہ務ࣄ  ˞ 2：可動ࣜ࠲੮とは，࠲੮ࣗମの
位置変ߋが可能なものであり，ԣの࠲໘上
をӡసһがҠ動して，ࠨӈ྆ଆのӡస位置に
ண࠲で͖る༷な（ロʔラのϕϯチシʔトに見
ΒΕる）࠲੮はҙਤさΕていない。ཁ߲ࣄٻ
をఆٛする合は，ผ్提Ҋがඞཁ。

ˠ  ঢ降ࣜキャブについては &/ 474-1 のෟଐॻ
をద用し，ドイπ %R&&S をݴが新たなจࢯ
提供する。

ˠ  キャϊϐについては，スΣʔσϯS"MU&--S0/
Ҋし，合ҙがಘΒΕߟがキャϊϐのఆٛをࢯ
た後，ߋなるཁ߲ࣄٻについてҾ͖ଓ͖ٞ
する。

G ）  5.7.6 ߲ 制動装置のཁ߲ࣄٻがയવとしている。
「ࣗࣜ建ઃػցは，ゴムλイϠࣜٴͼ高ゴ
ムཤଳࣜػցにおいては *S0 3450，ཤଳࣜػց
においては *S0 10265 にそΕͧΕैう制動装置
をඋえること」変ߋす͖。
ˠݪଇとしてಉҙ，以下の༷に修正する。
・  ࣜػցの制動装置は，以下のཁ߲ࣄٻに

ద合すること：
　  λイϠࣜػցは *S0 3450�2011 による。ৗ用

能ྗは࣋ͼறं制動装置のอٴ 5BCMe 2 の
20ˋにैい，ৗ用ٴͼೋ࣍制動装置のఀڑࢭ
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は 5BCMe 3 の第 4 ՙॏ͖被͚Μࡌ積」ߦ
ҾトレʔラをؚΉ，そのଞ全てのػց」
にैう。

　ཤଳࣜػցは *S0 10265�2008 による。
・  手ԡしࣜػցの制動装置は，*S0 17063�2005

にద合すること。
　  なお，ٞڠの݁果，8G 9 では下ه 1）～ 4）

の特ઃάϧʔϓを݁成することとした。
　1）  ᖨ੨ΨスʗԎໄ物質　（ϓロジΣΫトリʔ

μ：*/RS よりってࢦ名）
　 　  「アスフΝϧトフΟχッシャのࢄ࣌ۀ࡞

に発生するᖨ੨ΨスʗԎໄ物質の݈߁
のӨٴڹͼٵҾࢭ方ࡦのڀݚ」につい
て */RS がϓレθϯテʔシϣϯをߦい，ٞ
の後，以下を的とする */RS ओಋの特
ઃάϧʔϓઃ立が合ҙさΕた。

　　ʵ  ڀݚ，測ఆٴͼ݈߁のӨڹ（発がΜ性）
に関する報ऩू

　　ʵ  Ψスഉग़システムのඞཁ性に関する報
ऩू（จॻ等ڀݚ）

　　ʵݧࢼ実施手ॱの改ྑ・合Խ
　2）  ࣗ ࣜಓ路建ઃ用ػցのࢹ界性　（ϓロ

ジΣΫトリʔμ：Mr. H&: ）
　 　  ओ査国ドイπより「5$ 127 ୲の *S0 

5006 ػցᴷࢹ界性ݧࢼ方法をϞσΟ
フΝイして，5$ 195 のػցにもద用で͖
るよう」5$ 127�S$ 1�8G 5 ϓロジΣΫ
トリʔμでもあるถ国ઐ家にରし，ݕ
౼をґཔした。֤国はઐ家をࢦ名，8G 
9 。࿈བྷするࣄװ

　3）  性能レϕϧに関わるෟଐॻ　（ϓロジΣΫ
トリʔμ：Mr. H"R5%&G&/）

　4）  ίϯϕϠ　（ϓロジΣΫトリʔμ：フラϯ
スよりってࢦ名）

　 　  Ԥभ規֨ &/ 620 「࿈ଓ的ハϯドリϯά装
置ٴͼシステムᴷόϧΫࡐ用ఆ置ϕϧト
ίϯϕϠの安全ཁٴٻͼి࣓的྆立性に
のうͪ，ࣗࣜಓ路建ઃ「߲ࣄٻるཁ
用ػցに関࿈する部をドイπٴͼフラ
ϯスがཁし，֬ೝさΕた安全ཁ߲ࣄٻ
について特ઃάϧʔϓでٞする。

ドイπίϯϏφʔは「本ϓロジΣΫトは，2 つのҟ
なるϓロηス（1. ݸผػցの *S0 規֨を࡞成　2. *S0
規֨そのもののద用ൣғを見直す）を௨͡てߦう」ࣄ
を܁りฦし強調した。

5．次回までの宿題
લड़の௨り *S0�8% 20500-1 にରし提ग़さΕٞ

さΕたٕज़的ίメϯトのうͪ，۩ମ的な提Ҋ内༰を
わないҙ見については提Ҋ国が修正し，࠶提ग़するこ
ととさΕた。
6．所見

*S0�8% 20500-4 にお͚るకݻΊػցのྨに関し
て，ձٞの直લに日本より提ग़したҙ見：「本規֨の
ద用ൣғはラϯマ・ৼ動ϓレʔトのみとさΕているが，
&/ 500-4 に合させてロʔラもؚΊる͖」は，࣌
間の制によりٞさΕな͔ったが，ձٞऴྃ後，ݸ
ผにҙ見をٻΊたとこΖ，スΣʔσϯ・ಠ・・ถ
国ઐ家より以下のίメϯトがあった。
「&/ 474 シリʔζをϕʔスに *S0 20474 シリʔζ

を制ఆしたࡍ，ロʔラをػցにྨすることでԤ
ถ֤国が合ҙしたաڈのܦҢがある。ࠓൠ，&/ 500
シリʔζをϕʔスに *S0 20500 シリʔζを制ఆするに
り，*S0 20474 に合させたྨをҙਤしており，
&/ 500 のྨにٯりすることはߟえていない」

なお，*S0 6165 ػցᴷج本的छྨᴷࣝผٴͼ
用ޠฒͼにఆٛ でもಉ༷に，ロʔラはػցに
ྨさΕている。

ྺ史的な਼を変えることはしいとࢥわΕるが，
「（ࣜロʔラはػցにྨさΕるとしても）手
ԡしࣜロʔラはラϯマ・ৼ動ϓレʔトとಉ͡కݻΊػ
ցにྨするのがましい」との国内ҙ見もґવあり，
Ҿଓ͖ٞにࢀըしていく。
7．次回開催予定

2014 年 3 月 4 日～ 8 日にラスϕΨスで։࠵さΕる
$0/&910 建ػలに͛ܨた日ఔでの 8G 9 国ࡍձٞ
։࠵をҙਤし，2 月 24 日～ 26 日ຢは 3 月 3 日～ 5 日
の 2 ௨りの日ఔҊが提ࣔさΕ，日ٴ࣌ͼ所はって
֬ೝとさΕた。
8．その他

回，8G 9ࠓ ୯ಠでॳΊての国ࡍձٞ։࠵地として
બΕたϘϧドʔࢢは，フラϯス南西部アキテʔψ܊
の大西洋近くΨロϯψ川Ԋいに位置し，スϖイϯଓ
くަ௨のཁিにあり，世界的に༗名なϘϧドʔϫイ
ϯの࢈地でもある。日本͔Βは，Τʔϧフラϯスでシャ
ϧϧ・ド・ゴʔϧ国ߓۭࡍをܦ༝しϘϧドʔ・メリ
χャッΫۭߓ降り（ଞに，,-M Φラϯμۭߤをར
用しアムステϧμムܦ༝でߦくࣄも可能），北東
12 LN ΕたϘϧドʔބ（ϧ・ラッΫ Me -BD）पลの
ϗテϧに॓ധした。ձٞはϗテϧ͔Βߋに 13 LN
北Εており，いͣΕもλΫシʔをར用してҠ動す
るଞないが，௨࣌ۈ間ଳにॏなるとަ௨ौでそΕͧ
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Ε 20 ～ 30 ΄ど͔͔る。
ձٞは，ύラϯϐϡイϢ地۠にあるシャイ・ドΡ・

シャトʔ・Ϋレメϯ・ϐシϣϯ $IBJT EV $IÃteBV  
$MÉNeOt-1JDIoO が用ҙさΕた。ݹ城のಒാにྡ
ઃして建てΒΕたϫイφリʔձؗ 2 階のձٞࣨは
など調度ص大なࠜཪ部といったझであり，ձٞ
品も全てͩった。ະͩॵのݫしい日本にൺる
とϘϧドʔपลはྋしくա͝しқいީؾであったが，
னա͗には֎ؾԹの上ঢにい建物全ମがுするҝ
͔，ࡐの᫁Ήඍ͔なԻがձٞに͖ڹ，またӍ上が
りのޕ後には，ఱҪཪ͔ΒϠϞリがձٞ中のص上に「Ϙ
トッ」とԻを立てて降って͖て，અஂをܴ（ ）
してくΕた。ࣗવ๛͔なڥに༊さΕ，ドイπίϯϏ

φʔもਙく御ຬӻの༷ࢠであった。
ϫイφリʔձؗの 1 階部は，ಒാでऩ֭さΕた

ϫイϯでෂ٬をもてなすく，やはり୬でग़དྷたテʔ
ブϧがઃ͚ΒΕており，1 日ձٞऴྃ後には 'ByBt
ࣾओ࠵によるϫイϯຯ見ύʔテΟが࠵さΕた。この
シャトʔでとΕるϫイϯ 3 छྨをҿみൺるという
झͩったが，どΕもあまりに高ڃなҝ，ങおうとす
る者はおΒͣ，またΦʔφʔにもചるؾはໟ಄な͔っ
たようである。Ϙϧドʔで国8ࡍGձٞを։࠵する༷，
フラϯスが৺にओ査国ドイπを༠கしたのは，ݴう
までもなくࣗ国ۀ࢈ৼڵのҝͩったഺͩがʜ。

（هہ務ࣄձඪ४部ձڠ） 

写真─ 1　シャトー・クレメン・ピション入口

写真─ 2　WG 9 会議風景（ドイツ・米側席）

写真─ 3　ドイツ使節団，スウェーデン専門家

写真─ 4　WG 9 会議風景（フランス側席）

写真─ 5　フランス使節団

写真─ 6　会議場天井裏
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写真─ 7　会館 1階テーブル

写真─ 8　Fayat 社創立当時の看板とBOMAG製手押し式ローラ展示

写真─ 9　葡萄畑仕様の狭軌トラクタ（前側面）

写真─ 10　けん引農具（後面）

写真─ 11　葡萄畑で散水作業中のトラクタ
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03-171
天井用ウォータージェット

表面処理機 奥村組

⾣概　　　要

上ਫಓ施ઃにお͚るਫなどの耐震補強ࣄでは，ൣғ

にわたってίϯΫリʔトද໘のݹいృບআڈやݚなどのද໘

ॲཧがߦなわΕる。ैདྷのΥʔλʔジΣット（以下，8+ と

දه）によるද໘ॲཧはओにハϯドΨϯを用いたਓྗによるも

のであり，ۀ࡞һのٕྔにࠨӈさΕること，施中のϛストや

คਖなどのඈࢄによるڥۀ࡞のѱԽなどの題があった。こ

のような題をղܾし，͔つൣғなྖҬを効よくද໘ॲ

ཧすることを的に，ࣗ動ӡసによるද໘ॲཧのۉ一Խとϛス

トやคਖなどのඈࢄをগなくで͖る 8+ ද໘ॲཧػを։発し

た。Ԟଜ組では，既にน・ப用およͼচ用の 8+ ද໘ॲཧػを

実用Խしており，ࠓ回新たにʰఱҪ用 8+ ද໘ॲཧػʱを։発

し，実ࣄにద用した。ఱҪ用 8+ ද໘ॲཧػのॾݩを表─ 1，

֎観を図─ 1 にࣔす。

本ػは，8+ 装置を装උした多関અܕロϘットをਫ平Ҡ動で

͖るロϘットՍに組みࠐみ，このロϘットՍを上下させる

ঢ降装置をΫロʔラܕϕʔスマシϯにࡌしたものである。

ϕʔスマシϯには，࣌ۀ࡞のॲཧػ全ମの安ఆ度を֬อするた

ΊにアトリΨʔを装උしている。

8+ 装置は，ラϯスϊζϧを高回సさせながΒ高ѹਫを

ࣹする構となっている。ϊζϧとఱҪ໘とのڑを一ఆに

するΨイドロʔラを 4 ֯にઃ置したことでද໘をۉ一に上͛

ることがで͖，また装置全ମをブラシ͖߯ԁカόʔで෴

い内ଆに 2 ϲ所のٵҾをઃ͚たことでϛストやคਖのඈࢄ

。を可能にしたࢭ

本ػは，1 αイΫϧで最大 6.6 N2 のఱҪ໘をࣗ動でද໘ॲཧ

することがで͖る。8+ 装置をঢ降装置で所ఆの高さに合わせ

た後，ද໘ॲཧする։࢝とऴྃ（ॲཧൣғにお͚るର֯ 2

）をԕִૢ࡞でࣔࢦすると，8+ 装置は高ѹਫをࣹしな

がΒఆで規ଇ的にスライドしてද໘ॲཧをߦう（写真─ 1）。

⾣特　　　徴

（1）ॲཧ໘のۉ一Խ

ϊζϧとॲཧ໘のڑが一ఆで，ϊζϧのࣹ֯度がॲཧ໘

に正ରし，͔つ一ఆ度のࣗ動ӡసによるද໘ॲཧがߦえる

の改ળڥۀ࡞（2）

ブラシやٵҾのઃ置により，ද໘ॲཧ࣌に発生するϛスト

やคਖ等のඈࢄࢭがで͖る

上効のۀ࡞（3）

ද໘ॲཧۀ࡞のػցԽにより，ۀ࡞効の上およͼলྗԽ

がਤΕる

⾣用　　　途

・ίϯΫリʔト構物の改修ࣄ等にお͚るఱҪ部のݚおよ

ͼృບআڈ

⾣実　　　績

・上ਫಓਫ改修2　ࣄ ݅

⾣問 合 せ 先

᷂Ԟଜ組　ٕज़ڀݚ所　ڀݚ課

˟ 300-2612　ҵ城県つくࢢ大࠭ 387

5&-：029-865-1719

表─ 1　WJ表面処理機の諸元

߲　　　　 ॾ　　　　ݩ

ঢ়　　ܗ
ੇ　　法 2000（-）̫ 1520（8）̫ 3200（H）NN
ॏ　　ྔ 50 L/

施ൣғ
໘　　積 2000 ʷ 3300 NN ʹ 6.6 N2

高　　さ 4000 ～ 6500 NN

8+ 装置
ੇ　　法 П 380 ʷ 171（%）NN
Ҡ動度 0.5 ～ 10.0 N�NJO

図─ 1　WJ表面処理機外観

写真─ 1　施工状況
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04-343 ロングブーム吹付機 清水建設

⾣ 概　　　要

上のたΊには，トϯωϧにお͚る安全性ࣄトϯωϧַࢁ

にお͚るӋ安ఆがॏཁである。またࣾձイϯフラ࣌ۀ࡞۷

早期උのχʔζにより，物ྲྀのཁとなるトϯωϧにおいては

ΊΒΕている。ਗ਼ਫ建ઃはこΕΒの課題をٻ期間のॖがࣄ

ղܾするたΊに，ैདྷのਧػにൺֱしۀ࡞可能ൣғが 1.4

ഒのロϯάブʔム༷のਧػを։発しՔಇ現のಋ入を

。ったߦ

Ӌ安ఆରࡦの一つとして۷直後にߦうڸਧ͚があり，

ਧ͚ίϯΫリʔトによってখմのണམࢭや地઼ࢁ性変ܗ

ྖҬ֦大の制をߦう。特にӋの่壊が急にਐߦする合

は，で͖る͚ͩ早期にڸਧ͚をߦうことにより，؇みྖҬの

֦大を制することが༗効である。

ैདྷのਧػのブʔムでは，ਧ͚可能ൣғの制によっ

て，۷ζリがӋ͔ΒఫڈさΕないとਧ͚ۀ࡞をߦうこと

がで͖な͔った。し͔しロϯάブʔムػ༷では，Ӌ近に

ζリがଯ積しているঢ়ଶでも，後方͔Βのਧ͚ۀ࡞が可能で

ある（写真─ 1）。こΕによりζリͩしۀ࡞中の؇みྖҬの֦

大を制し，Ӌۀ࡞の安全性上をਤる。

また大அ໘ਤのトϯωϧでは，ロϯάブʔムਧػをน໘

近までΦフηット置することによって，積ࠐみػցとӋで

のಉۀ࡞࣌も可能となる。こΕによりζリͩしとਧ͚のಉ࣌

，にお͚るαイΫϧλイムのॖを実施し，トϯωϧ施ۀ࡞

。期ॖをਤる

⾣特　　　徴

ᶃਧ͚ൣۀ࡞ғがैདྷػにൺ大͖く֦大（写真─ 2）

ਧ͚可能ൣғ　˞（　）内ैདྷػ

・෯　　　17.1 N（13.3 N）

・高さ　　13.1 N（12.0 N）

・Ԟ17.2　͖ߦ N（12.5 N）

ᶄϊζϧのৼ動制によりૢ࡞性を֬อ

ブʔムईԽにより大͖くなるઌ部ϊζϧのৼ動ରࡦとし

て，ブʔム全ମを࠶ઃܭ，強Խしている。

ᶅίϯΫリʔトด࠹のରࡦ

ίϯΫリʔトϗʔスの೧Ε等により，ίϯΫリʔトѹૹ効

がམͪることを͙たΊ，ブʔムଆにϗʔスのΨイドث۩をઃ

置した。こΕにより࣌ۀ࡞の最దなѹૹϧʔトをҡ࣋している。

ᶆػମの安ఆ性֬อ

あΒΏるۀ࡞ঢ়گや࢟ۀ࡞をࣄલݕ౼し，ロϯάブʔムに

おいても安ఆ性が高いثػレイアトとしている。

⾣用　　　途

ࣄトϯωϧַࢁ・

⾣実　　　績

・中部ԣஅࣗ動ंಓ　宮ङトϯωϧࣄ

⾣問 合 せ 先

ਗ਼ਫ建ઃ᷂　ٕज़本部ػցٕज़部

˟ 104-8370　東ژ中ԝ۠ڮژೋஸ 16-1

5&-：（03）3561-3880

写真─ 1　堆積ズリ後方からの吹付け作業状況

写真─ 2　ブーム最長時の外観
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▶〈01〉ブルドーザおよびスクレーパ

13-〈01〉-03
キャタピラージャパン
エレクトリックドライブブルドーザ

Cat D7E

’13.04
モデルチェンジ

$Bt %7& ΤレΫトリッΫブϧドʔβ（ס地ंʗ࣪地ं）をϞσ

ϧチΣϯジした。

σΟʔθϧΤϯジϯで発ిػをۦ動し，Քಇにඞཁなిྗを供څ

する「ΤレΫトリッΫドライブ」を࠾用したブϧドʔβである。新

Τϯジϯには，%0$�%1' のೋॏ構により，ஈ階的にഉग़Ψスを

Ϋリʔϯにする $Bt ΫリʔϯΤϛッシϣϯϞジϡʔϧをࡌして

いる。

新たにࡌしたΦʔトアイドϧストッϓػ能により，一ఆ࣌間ア

イドリϯάঢ়ଶがଓくと，ࣗ動的にΤϯジϯがఀࢭし，೩ྉফඅྔ

や $02 ഉग़ྔを減する。またΤίϞʔドにより，アイドリϯά

およͼ後ਐ࣌の೩ྉফඅを減している。

アキϡάレʔド˞ରԠ༷（"R0）をඪ४装උしており，アキϡ

άレʔドの取り͚にඞཁなઢやブラέット，Ϟジϡʔϧྨを新

ं組立࣌にあΒ͔͡Ί装උすることで，কདྷ，報Խ施をಋ入す

るࡍに，༰қ͔つίストでアキϡάレʔドػ༷のアッϓά

レʔドが可能である。

%1' ೝ性の高いࢹまΕたࠐ告などのイϯジέʔλがりܯ生࠶

大ܕσΟスϓレイを࠾用し，さΒに "U9 ࢠおよͼ $%  "M�

'M ラジΦもඪ४で装උしている。

ΤϯジϯをΦフにした後も，Τϯジϯίϯϙʔωϯトを十にྫྷ

٫するまでΤϯジϯをシャットμϯしないσΟレイΤϯジϯ

シャットμϯによりΤϯジϯίϯϙʔωϯトの৴པ性，耐ٱ性

上をਤっている。

˞  アキϡάレʔド：報Խ施品。G/SS（G1S），U5S（トʔ

λϧステʔシϣϯ）にରԠし，用్にԠ͡て最దなシステムをબ

可能。

表─ 1　Cat D7E の主な仕様

（地ंס）&%7 %7&（࣪地ं）

ӡస質ྔ （t） 28.4 27.95

全（ブϧドʔβ装置） （N） 7.19
（リッύ）

5.855
（ドロʔό）

全෯（ブϧドʔβ装置） （N） 3.695 4.545

全高（キャブ上まで） （N） 3.395 3.44

ブレʔド（෯） （N） 3.695 4.545

ఆ֨ग़ྗʗ回స （L8（1S）�NJO-1） 175（238）�1,700

地 （N） 3.015 3.45

地ѹ （L1B） 76 43

Ձ֨ （ඦສԁ） 54.6 55.5

合せઌ：キャλϐラʔジャύϯ᷂　報ࣨ

˟ 158-8530　東ژ世ా୩۠用լ 4-10-1

写真─ 1　キャタピラージャパン　Cat D7E エレクトリックブルドーザ

13-〈01〉-04
キャタピラージャパン
ブルドーザ

Cat D8T

’13.04
モデルチェンジ

$Bt %85 ブϧドʔβをϞσϧチΣϯジした。ࠓ回のϞσϧチΣ

ϯジでは，新Τϯジϯをࡌし，Φフロʔド法 2011 年ج४にద合

した。

新たにࡌしたΦʔトアイドϧストッϓػ能により，一ఆ࣌間ア

イドリϯάঢ়ଶがଓくと，ࣗ動的にΤϯジϯがఀࢭし，೩ྉফඅྔ

や $02 ഉग़ྔを減する。

アキϡάレʔド˞ରԠ༷（"R0）をඪ४装උしており，アキϡ

άレʔドの取り͚にඞཁなઢやブラέット，Ϟジϡʔϧྨを新

ं組立࣌にあΒ͔͡Ί装උすることで，কདྷ，報Խ施をಋ入す

るࡍに，༰қ͔つίストでアキϡάレʔドػ༷のアッϓά

レʔドが可能である。

%1' ೝ性の高いࢹまΕたࠐ告などのイϯジέʔλがりܯ生࠶

大ܕσΟスϓレイを࠾用している。さΒに "U9 ࢠおよͼ $% 

"M�'M ラジΦもඪ४で装උする΄͔，ΦʔトΤアίϯσΟシϣ

φをࡌし，Φϖレʔλにշదなۭۀ࡞間を提供している。

しない合，スイッࢭোにより，キʔをൈいてもΤϯジϯがఀނ

チૢ࡞でΤϯジϯをఀࢭすることがで͖るΤϯジϯඇৗఀࢭスイッ

チを࠾用している。また，ணײ࠲ػ能のついたΤアαスϖϯシϣ

ϯシʔトをඪ४で装උしている。Φϖレʔλがண੮していない合

はトラϯスϛッシϣϯおよͼߦ装置がロッΫし，ޡ動࡞をࢭす

る。さΒに，3 ࣜ࣋ࢧのάラブハϯドϧ � ステッϓによりキャ

ブঢ降やඋ࣌の安全を֬อしている。

ラジΤʔλ，ΦイϧΫʔラに，ྫྷ٫性能や性に༏Εたアϧϛ

のίアを࠾用している。
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表─ 2　Cat D8T の主な仕様

%85

ӡస質ྔ （t） 42.05

全（ブϧドʔβ装置） （N） 7.795

全෯（ブϧドʔβ装置） （N） 3.94

全高（キャブ上まで） （N） 3.52

ブレʔド（෯） （N） 3.94

ఆ֨ग़ྗʗ回స （L8（1S）�NJO ʵ 1） 231（314）�1,850

地 （N） 3.205

地ѹ （L1B） 105

Ձ֨ （ඦສԁ） 65.85

合せઌ：  キャλϐラʔジャύϯ᷂　報ࣨ

˟ 158-8530　東ژ世ా୩۠用լ 4-10-1

※掲載写真は国内標準仕様と一部異なります
写真─ 2　キャタピラージャパン　Cat D8T ブルドーザ

▶〈02〉掘削機械

13-〈02〉-04
キャタピラージャパン
後方超小旋回型油圧ショベル
Cat 303.5E CR／304E CR／305E CR／305.5E CR

’13.01
モデルチェンジ

後方খટ回ܕϛχ༉ѹシϣϕϧ 4 。छをϞσϧチΣϯジしたػ

$Bt 303.5& $R，$Bt 304& $R，$Bt 305& $R，$Bt 305.5& $R は，

そΕͧΕ $Bt 303.5% $R，$Bt 304$ $R，$Bt 305% $R，$Bt 305.5% 

$R のフϧϞσϧチΣϯジػである。

Φϖレʔλスϖʔスには，R01S 規֨をΫリアした新։発の 4 ϙ

ストキャϊϐを࠾用している。新たに࠾用した大ܕը໘のフϧάラ

表─ 3　  Cat 303.5E CR／304E CR／305E CR／305.5E CRの主な仕様

303& $R 304& $R 305& $R 305.5& $R

ց質ྔ （t）ػ 3.495 3.725 4.595 4.845

όέット༰ྔ （N3） 0.11 0.13 0.16

全 （N） 4.73 4.82 5.45 5.67

全෯ （N） 1.78 1.95 1.98

全高 （N） 2.5 2.55

後ટ回半ܘ （N） 0.89 0.975 0.99 1.01

登ࡔ能ྗ （度） 30

地ѹ （L1B） 30.4 27.7 25.5 26.8

૯ߦఔ༰積 （Ὑ） 1.8 2.4

֨ग़ྗʗ回స
 （L8�（QT）�NJO ʵ 1）

23.7（32.2）
�2,400

30.0（40.8）�2,200 32.7（44.4）
�2,400

最大۷ਂさ （N） 2.93 3.18 3.53 3.81

最大۷高さ （N） 4.98 5.04 5.69 5.95

Ձ֨ （ඦສԁ） 5.129 5.681 6.000 6.330

合せઌ：  キャλϐラʔジャύϯ᷂　報ࣨ

˟ 158-8530　東ژ世ా୩۠用լ 4-10-1

※写真は一部オプションを含みます。
写真─ 3　  キャタピラージャパン　Cat 305E CR　後方超小旋回型ミニ

油圧ショベル

˞  アキϡάレʔド：キャλϐラʔの報Խ施品。G/SS（G1S），

U5S（トʔλϧステʔシϣϯ）にରԠし，用్にԠ͡て最దな

システムをબ可能。

フΟッΫカラʔϞχλは，マシϯチΣッΫ͔Β֤छઃఆ，ηキϡリ

テΟૢ࡞までをूしたマϧチイϯフΥメʔシϣϯػ能をࡌして

いる。Ϙλϯૢ࡞にରするシϣʔトカットキʔをࣗ༝にઃఆで͖る

たΊ，ۀ࡞に合わせてΦϖレʔλみのカスλマイζが可能である。

Τϯジϯ回సをμイϠϧアΫηϧのઃఆ͔Β下͛るΤίϊϛʔ

Ϟʔドをඪ४装උし，೩ྉফඅྔの減を実現している。さΒに，

アイドリϯά࣌にࣗ動的にΤϯジϯ回సを下͛，૽Իや೩ྉফඅ

ྔを減するࣗ動σηϧػ能をඪ४装උしている。

Φフロʔド法 2006 年ج४にద合するとともに，国ަ௨ল（）

૽Իܕ建ઃػցにもద合している（一部ػछについてはਃ中）。
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13-〈02〉-10
日立建機
油圧ショベル
ZX160LC-5B，ZX200-5B，ZX225US-5B，ZX225USR-5B

’13.10
’13.11
新機種

本ػは，ഉग़Ψス規制のΦフロʔド法 2011 年ج४にద合した༉

ѹシϣϕϧで，/0Y（ૉࢎԽ物）と 1M（ཻࢠঢ়物質）のഉग़ྔ

をैདྷػにൺֱして大෯に減し，日本・Ԥभ（&U StBHe ᶙ #）・

北ถ（&1" *OterJN 5Jer 4）のഉग़Ψス規制にରԠしている。

;9200-5#，;9225US-5#，;9225USR-5# は，3 ϙϯϓ 3 όϧブ

ࣜのলΤω༉ѹシステム 5R*"S を࠾用し，ैདྷػとൺֱしてۀ࡞

ྔはಉ等で 17� の೩අを減した。;9160-$-5# は，༉ѹシス

テム H*0S ᶙのઃఆを೩අॏࢹに見直して，ैདྷػとൺֱして

14� の೩අを減した。また，4 にڞछػ 2020 年೩අج४でˑˑ

ˑ（三πレϕϧ）˞ 1 をୡ成している。

շదなӡసۭ間にするたΊ，ۭݩ間を 45 NN シʔトの，͛

スライド෯を֦大している。シʔトのスライドػ構内にϘʔϧϕア

リϯάを࠾用し，Ψλがখさくલ後Ҡ動のૢྗ࡞もܰくなりѻいや

すくなっている。

安全໘では，上部͔Βのམ下物にରして࿑ಇ安全Ӵ生法にద合し

たϔッドΨʔドおよͼ༉ѹシϣϕϧがసしてもΦϖレʔλをอޢ

する *S0 規֨の R01S（RoMM-oWer 1roteDtJWe StrVDtVreT）ద合キャ

ブを࠾用している。後方の安全֬ೝのたΊのόッΫϞχλは，後方

がり，カϯλΤイトのਅ下近くも界のൣғがࢹカメラのࢹ

見ることがで͖る。

Φフロʔド法 2011 年ج४ద合ं͔Β新ंอূϓロάラムにより，

ύϫʔライϯのԆอূや 2,000 ˞間までのメϯテφϯスαʔϏス࣌ 2

表─ 4　ZX200-5B ほかの主な仕様

;9160-$-
5# ;9200-5# ;9225US-

5#
;9225USR-

5#

ඪ४όέット༰ྔ （N3） 0.6 0.8 0.8 0.8

ӡస質ྔ （t） 16.6 19.8 23.8 23.2

Τϯジϯఆ֨ग़ྗ
 （L8�NJO ʵ 1） 90.2�2,200 122�2,000 122�2,000 122�2,000

最大۷半ܘ （NN） 8,870 9,920 10,110 10,110

最大۷ਂさ （NN） 5,980 6,670 6,620 6,620

最大۷高さ （NN） 8,890 10,040 11,230 11,230

最大μϯϓ高さ （NN） 6,160 7,180 8,290 8,290

最大۷ྗ（ঢѹ࣌）
 （L/） 112 158 158 158

ટ回度 （NJO ʵ 1） 13.3 11.8 11.8 11.8

ߦ度 （LN�I） 3.4�5.3 3.5�5.5 3.5�5.5 3.5�5.5

全 （NN） 8,620 9,660 8,970 8,970

全෯ （NN） 2,500 2,860 2,910 2,910

全高 （NN） 3,010 3,010 3,020 3,020

後ટ回半ܘ （NN） 2,550 2,890 1,680 2,000

最地上高さ （NN） 470 450 450 450

ඪ४খചՁ֨ （ສԁ） 1,510 1,930 2,120 2,060

）୯位は国ࡍ୯位ܥ（S*）によるදࣔ。Ձ֨はདし，ফඅ੫ผ。

写真─ 4　日立建機　ZX200-5B　油圧ショベル

を提供し，トʔλϧライフαイΫϧίストの減と期間のՔಇに

。わΕるࢥするとݙߩ

˞ 1　  一ൠࣾஂ法ਓ日本建ઃػց施ڠձがఆΊた೩ྉফඅ効を

දすࢦඪ（+$M"S 規֨）において，2020 年೩අج४として

ఆΊΒΕたධՁにରするୡ成 100ˋ以上のレϕϧ。

˞ 2　  メϯテφϯスαʔϏスは，レϯλϧձࣾのൢച࣌にはଳ

さΕない。

合せઌ：日立建᷂ػ　品։発 ŋ 建ઃシステムۀࣄ部 ٕज़部

˟ 112-8563　จ۠ژ後ָ 2-5-1

▶〈03〉積込機械

13-〈03〉-06
コマツ
ホイールローダ

WA470-7

’13.05 発売
モデルチェンジ

Φフロʔド法（＊ 1）2011 年ج४にద合した大ܕϗイʔϧロʔμ

である。8"470-7 は，/0Y（ૉࢎԽ物） と 1M（ཻࢠঢ়物質）

のഉग़ྔをैདྷػにൺて 50ˋ減し，日本（特ఆ特घࣗ動ंഉ

ग़ Ψ ス 2011 年 ج ४ ）・ 北 ถ（&1" 5Jer4 *OterJN）・ Ԥ भ（&U 

StBHe 3#）のഉग़Ψス規制にରԠしたϞσϧチΣϯジंである。大

༰ྔトϧΫίϯόʔλ，ϫイドレϯジロッΫアッϓΫラッチ，Φʔ

トキッΫμϯとともに，新しいΤϯジϯ制御システム「ίマπス

マʔトロʔμロジッΫ」を࠾用することにより，生࢈性と೩අ性能

の྆方で高いレϕϧをୡ成し，೩ྉফඅྔをैདྷػにൺ 7ˋ減

（＊ 2）している。

安全໘の特として，ं྆後方֬ೝ用のリϠϏϡʔカメラ・Ϟχ

λと，લ໘下部のΨラスΤリアを֦大した大ܕϐラʔレス R01S

キャブを新たにࡌすることにより，ྑなࢹ界を֬อし，安全性
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表─ 5　WA470-7 の主な仕様

ӡస質ྔ（t） 23.44

Τϯジϯఆ֨ग़ྗ　ωット（+*S %0006-1）
 （L8�NJO ʵ 1）（1S�rQN）

203�2000
（276�2000）

όέット༰ྔ ストッΫύイϧ用（#0$ ） （N3） 4.2

最大͚ΜҾྗ（લਐ࣌） （L/）ʦLHGʧ 192ʦ19600ʧ

全 （N） 8.825

全෯（όέット෯） （N） 3.185

全高 （N） 3.500

μϯϐϯάΫリアラϯス（45 度લ #0$ ઌまで） （N） 3.185

μϯϐϯάリʔチ（45 度લ #0$ ઌまで） （N） 1.235

Ձ֨（དしফඅ੫ൈ͖） （ඦສԁ） 50.6

写真─ 5　コマツ　WA470-7　ホイールローダ
（一部オプションを含む）

▶〈05〉クレーン、インクラインおよびウインチ

13-〈05〉-08
タダノ
オールテレーンクレーン

ATF300G-6，ATF400G-6

’13.05 発売
新機種

全世界の供څを的とし，建ઃ用ΫレʔϯにٻΊΒΕている࡞

ߦのたΊの制御装置，ղൖૹ性およͼۀ࡞上，安全性能のۀ

能ྗの上，ڥରԠなどのχʔζにԠえるたΊ，λμϊフΝϯ

ࣾ（ࣾ ಉ։発したΦʔϧテレʔϯΫڞձࣾ：ドイπ）とࢠˋ100

レʔϯである。

表─ 6　ATF400G-6，ATF300G-6 の主な仕様

ࣜܕ "5'400G-6 "5'300G-6

最大つり上͛ՙॏ

ブʔム （t ʷ N） 400.0ʷ2.7
（46 本ֻ）

300.0ʷ2.7
（46 本ֻ）

フϧΦʔトラフΟϯάジブ
 （t ʷ N）

38.4ʷ9.0（4 本ֻ） 38.4ʷ9.0
（4 本ֻ）

フΟッΫスジブ （t ʷ N） 50.2ʷ8.0（5 本ֻ） ʵ

༉ѹチϧトジブ （t ʷ N） 47.7ʷ8.0（5 本ֻ） ʵ

ラフΟϯάジブ （t ʷ N） 69.7ʷ14.0（6本ֻ） 69.7ʷ14.0（6本ֻ）

ブʔムさ （N） 15.0 ～ 60.0
（5 ஈブʔム）

15.0 ～ 60.0
（5 ஈブʔム）

フϧΦʔトラフΟϯάジブさ
 （N）

2.3 ʴ 10.3 ～ 31.0
（4 ஈジブ）

2.3 ʴ 10.3 ～ 31.0
（4 ஈジブ）

フΟッΫスジブさ （N） 6.0 ʵ 24.0 ʵ

༉ѹチϧトジブさ （N） 2.0 ʴ 3.5 ʵ 47.5 ʵ

ラフΟϯάジブさ （N） 2.5 ʴ 20.3 ʵ 76.0 2.5 ʴ 20.3 ʵ 52.0

最大地上༲ఔ 　

　ブʔム （N） 60 60

　フϧΦʔトラフΟϯάジブ
 （N） 93 93

　フΟッΫスジブ （N） 85 ʵ

　༉ѹチϧトジブ （N） 110 ʵ

　ラフΟϯάジブ （N） 122 108

最大ۀ࡞半ܘ

　ブʔム （N） 58 58

　フϧΦʔトラフΟϯάジブ
 （N） 66 58

　フΟッΫスジブ （N） 78 ʵ

　༉ѹチϧトジブ （N） 82 ʵ

　ラフΟϯάジブ （N） 86 62

Ձ֨（੫ผ） （ඦສԁ） 447 385

）Ձ֨は，ΫレʔϯʴキャリϠՁ֨。྆ػとも༷・装උによりҟなる

を高Ίている。ӡస੮には高ਫ਼ࡉ 7 イϯチ -$% Ϟχλを࠾用し，

安全͔つ正֬でスムʔζなۀ࡞を実現するとともに，ΤίΨイμϯ

ス等のදࣔによりলΤωӡసのαϙʔトをߦっている。

さΒに，ύϫʔライϯのอূԆとແঈメϯテφϯスを取り入Ε

たαʔϏスϓロάラム「,0M"5SU $"R&（ίマπ・έア）」を

提供している。ίマπ・έアは新ंߪ入࣌にࣗ動的にଳさΕ，トʔ

λϧライフαイΫϧίストの減と期間のՔಇにݙߩするものと

。わΕるࢥ

＊ 1ɽ  特ఆ特घࣗ動ंഉग़Ψスの /0Y（ૉࢎԽ物），1M（ཻࢠঢ়

物質）ഉग़ྔの規制等に関する法。
＊ 2ɽ  ै དྷػとのൺֱ（ίマπテストج४による）。実ۀ࡞ではۀ࡞

݅によりҟなる合がある。

合せઌ：ίマπ　ίʔϙレʔトίϛϡχέʔシϣϯ部　

˟ 107-8414　東ژ۠ߓࡔ 2-3-6
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写真─ 6　タダノ　ATF400G-6 オールテレーンクレーン

ブʔムは，ܰྔで強度の高いラϯドܗঢ়ブʔムを࠾用，அ໘ԣ

方のαイζアッϓによりԣ߶性を上させた（2 。（௨ڞछػ

"5'400G-6 は，ۀ࡞用్にあった「フϧΦʔト・ラフΟϯάジブ」

や「フΟッΫスジブ」，「༉ѹチϧトジブ」，「ラフΟϯάジブ」など

の多༷なジブબにより，いۀ࡞半ܘと高༲ఔۀ࡞を可能とし，

76N のラフΟϯάジブ装උ࣌，最大地上༲ఔ 122 N を実現した。

"5'300G-6 は，52 N のラフΟϯάジブ装උにより，最大地上༲

ఔ 108N を実現した。

また "5'400G-6 は，ϕʔスブʔムઌにマストを立て，リϯΫ

とϫイϠロʔϓでブʔムをࢧえるアλッチメϯト 1S（1oXer 

SyTteN）を装උした合，ブʔムのॎたわみを減し，特にۀ࡞

半ܘが大͖なྖҬにおいて，その能ྗを発شする。

ブʔム৳࣌，ブʔムのたわみにىҼするՙৼΕを制する 2 つ

のػ能 , つりՙの地りૢ࣌࡞，̔ ৼΕをࢭする「リフト・アジャ

スλ」ػ能と，つりՙの地後フッΫҠ動を制する「リリʔス・

アジャスλ」ػ能をࡌしている（2 。（௨ڞछػ

ટ回ମ装උঢ়ଶでのެಓߦを実現するたΊにブʔムٴͼى෬シ

リϯμ，補רイϯチ，カϯλΤイトを取り֎したટ回ମを装

උしたঢ়ଶで，ࣗ動ं登が可能である。ैདྷのようにટ回ମを取

り֎すඞཁがなく，ղൖૹίストの減や現での組立・ղ࣌

間のॖにつながり，ۀ࡞の効Խを実現，さΒに構内Ҡ動࣌のं

྆ॏྔもܰྔԽをਤっている（2 。（௨ڞछػ

に，Ԥڞのྀとして，Ϋレʔϯ部，キャリϠ部Τϯジϯڥ

भ &UR0M05　StBHe3# ద合のϕϯπΤϯジϯをࡌ（日本の

σΟʔθϧ特घࣗ動ं 2011 年規制૬）し，国ަ௨লの૽Ի

ఆも取ಘしている（2ࢦցのػ建ઃܕ 。（௨ڞछػ

合せઌ：᷂λμϊ　マʔέテΟϯά部

˟ 130-0014　東ژాُ۠ 2-4-12

13-〈05〉-09
加藤製作所
ラフテレーンクレーン（伸縮ブーム型）

SL-800Ri PREMIUM

’13.07 発売
新機種

平成 23 年σΟʔθϧ特घࣗ動ंഉग़Ψス規制ద合Τϯジϯを

した最大り上͛ՙॏࡌ 75 t の 4 ࣠ラフテレʔϯΫレʔϯであり，

ࣗྗண可能なผૹࣜカϯλΤイトの装ணにより，ैདྷػとൺ

ֱして安ఆҬでのり上͛性能を上させることがで͖る。

ブʔムは 6 ஈ༉ѹ৳ॖࣜで，最 45 N まで৳させることがで

͖，近ۀ࡞半ܘでのॏՙॏのରԠとブʔム৳ॖのརศ性をྀߟ

し，ロッΫϐϯ方ࣜとフϧύϫʔ方ࣜを༥合させたブʔム৳ॖػ構

を࠾用している。

ジブは؆୯・安全・লスϖʔスで装ண֨ೲが可能なʰ&+*#ʱを

装උし，ೋつの༉ѹシリϯμによりى෬৳ॖさせて，ҙの࢟で

り上͛ۀ࡞をߦうことがで͖る。ブʔム最ॖখ࣌のલ方スϖʔス

があΕ装ண֨ೲが可能であり，ӡస੮͔Βの降回は֤ʑ 2 回

写真─ 7　加藤製作所　SL-800Ri　PREMIUM
ラフテレーンクレーン（伸縮ブーム形）

公道走行姿勢

カウンタウエイト付作業姿勢
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▶〈16〉  高所作業車，エレベータ，リフトアップ工法，
横引き工法および新建築生産システム

13-〈16〉-07
アイチコーポレーション
軌陸両用高所作業車

LK17KFE

’13.05 発売
新機種

మಓઃඋのอक・ࣄۀ࡞ݕの効Խを的に，新يܕಓߦ

装置を装ணした新ػछである。

༨༟のある 11 t ंを࠾用し，ۀ࡞性能と積ࡌ性能の上をਤっ

ている。

11t ंの中ܕトラッΫにՍ装したことで，スライドジャッキや

新װઢ用安全装置などの特ผ༷の装උを実現するとڞに，ं྆の

最大積ྔࡌは 350 LH を֬อし，ۀ࡞用ࡐࢿや۩ྨのଞ，ۓ急࣌

に用するࡐػを積ࡌで͖るようにしている。

新يܕಓߦ装置は狭ي）ي間 1067 NN：+R 在དྷઢなどで࠾用）

とඪ४ي）ي間 1435 NN：新װઢなどで࠾用）のସػ構をඪ४

で装උしي間がどͪΒのઢ۠でも用可能であり，يಓ࣌ߦの安

ఆ性やۂઢ௨ա࣌のり৺地を上しつつ，ఀं࣌ۀ࡞にはෳઢ۠

間のରଆిԽபもアϓロʔチで͖るいൣۀ࡞ғを֬อするこ

とでۀ࡞の効Խをਤっている。మྠには直410 ܘ NN のઈԑమ

ྠを装ணしઈԑ性を上している。

また，మྠのスリッϓをܰ減するスリッϓࢭ装置をඪ४装උし，

発ਐ࣌などのスリッϓ減をਤり，Ӎఱ࣌のߦ性能を上させて

いる。

༉ѹϗʔス破損等，ສ一のඇৗࣄଶが発生した合にඋえ，ۓ急

用༉ѹଓޱをं྆ଆ໘に置し，つな͗間ҧい等をなくしたਝ

な෮چを可能としている。

表─ 8　LK17KFEの主な仕様

全ʷ全෯ʷ全高 （N） 6.8 ʷ 2.3 ʷ 3.5

ं྆積ࡌ （LH） 350

ՙॏ （LH）ࡌচ最大積ۀ࡞ 200

চ最大地上高 （N）ۀ࡞ 17.4

最大ۀ࡞半ܘ （N） 13.3

最高度（يಓ上） （LN�I） 40

Ձ֨ （ඦສԁ） 49.0

表─ 7　SL-800Ri PREMIUM の主な仕様

ブʔム最大り上͛ՙॏ （t） 75

ジブ最大り上͛ՙॏ （t） 4.2

最大地上༲ఔ　ブʔムʗジブ （N） 46.0ʗ59.8

ブʔムさʗジブさ （N） 10.0 ～ 45.0ʗ9.4 ～ 13.7

ブʔムى෬֯度ʗジブى෬֯度 （度） 0 ～ 84ʗ5 ～ 60

後ટ回半8$）ܘ ༗ʗແ） （N） 3.55ʗ3.80

૯質ྔ（$8 ༗ʗແ） （t） 41.035 ʗ 44.035

Τϯジϯ最大ग़ྗ （L8�NJO ʵ 1） 275�1800

Τϯジϯ最大トϧΫ （/・N�NJO ʵ 1） 1510�1300

最高ߦ度 （LN�I） 49

登ࡔ能ྗ （tBOВ） 0.59

最খ回స半4 ܘ ʗૢྠ 8 （N） ૢྠ 11.7ʗ7.12

アトリΨ最大ுग़෯ （N） 7.6

全ʷ全෯ʷ全高（࢟ߦ） （N） 13.26 ʷ 2.99 ʷ 3.75

Ձ֨（੫ൈ͖） （ඦສԁ） 95

のみで高所ۀ࡞もないこと͔Β，ӡస者の負୲をܰ減しۀ࡞の所ཁ

間を大෯にॖすることがで͖る。また，ジブの中間近にシʔ࣌

ブを取り͚，最大り上͛ՙॏ 6 t のओフッΫۀ࡞が可能であり，

より高༲ఔでのॏՙॏۀ࡞にରԠで͖る。

*$ カʔドシステムʰ,*$・Sʱは，౪ػࢭ能のଞ，࣌ߦは

೩ྉফඅྔやڑߦ，Ϋレʔϯ࣌ۀ࡞は೩ྉফඅྔやΫレʔϯレ

όʔૢ࡞によるྔ的積ࢉなど，多くの報をهอで͖る。*$

カʔドのσʔλは，カʔドリʔμとσʔλཧ用ιフトを用いてύ

ιίϯに取りࠐみ，ۀ࡞日報࡞成やอक࣌ݕのߟࢀとしてར用

で͖る。

λッチύωϧࣜイϯフΥメʔシϣϯσΟスϓレイは，࣌ߦ，Ϋ

レʔϯ࣌ۀ࡞のॠ間೩අ・平ۉ೩අやڑߦ，࣌ۀ࡞間などのं

྆報を大͖なը໘で見やすくදࣔすることがで͖る。

ʰeDo スイッチʱはΫレʔϯ負ՙのগないۀ࡞や間ۀ࡞などに

の最高回సを，೩ྉফඅྔや૽Իのগな࣌࡞用し，Ϋレʔϯૢ

い最దな回సに調で͖る。さΒに，Ϋレʔϯをૢ࡞していない

能ػには༉ѹϙϯϓのుग़ྔをࣗ動的にগなくするলΤωԽ࣌

ʰΦʔトϛχマムίϯトロʔϧʱをࡌしている。

安全装置においては，2 つの制ݶ໘をઃఆしてࣗ動ఀࢭさせるྖ

Ҭ制ػݶ能にՃえ，負ՙを 80ˋ͔Β 100ˋまでのҙのൣғでઃ

ఆしࣗ動ఀࢭさせる負ՙ制ػݶ能をՃすることにより，ߋに安

全性を上させている。

装උ品では，ϓロジΣΫλʔࣜσΟスチャʔジϔッドラϯϓ，ώʔ

λαイドϛラʔ，リϞίϯαʔチライト，෩ܭ，೩মࣜΤアώʔ

λ，֎ઢ -&% 内ଂࢹカメラ，4 ը໘Ϟχλ，ܞଳ௨৴システ

ム等をඪ४またはΦϓシϣϯઃఆし，安全性およͼརศ性にྀし

ている。

合せઌ：᷂Ճ౻࡞所　Ӧۀ本部

˟ 140-0011　東ژ品川۠東大Ҫ 1-9-37
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合せઌ：᷂アイチίʔϙレʔシϣϯ　$& ࣨ　

˟ 家ྖࢢ県上ඌۄ࡛　362-8550 1152

写真─ 8　アイチコーポレーション　LK17KFE　軌陸両用高所作業車

▶  〈19〉建設ロボット，情報化機器，タイヤ，ワイヤロー
プ，検査機器等

13-〈19〉-02
ワキタ
高圧洗浄機

HPW1513E

’13.09 発売
新機種

ίϯΫリʔトのレイλϯスカットや，ίϯΫリʔトϛキαʔ，μ

ϯϓトラッΫなど・建ઃثػのચড়͔Βࣷڇ・ಲࣷ・ܲࣷのચ

ড়，ཙの֤छϓラϯトચড়，ச࢈・ػ۩のચড়と෯いで

。であるػ用さΕる高ѹચড়

ચড়ϊζϧは，ઌを回సさせる͚ͩで直・֦ࢄがϫϯλッチ

でりସり，高ѹϗʔスのԆも؆୯にߦえる。

ѹྗ調અ用にアϯロʔμόϧブを用することでΤϯジϯ࢝動が

スムʔζとなり，ϙϯϓ֤部のຎࡲをいでいる。また，高ѹྗに

耐えるように減λイϓのΤϯジϯを࠾用することでϙϯϓ内部の

Թ度上ঢٴͼύッキϯのຎをܰ減している。

ύϯΫの৺がないϊʔύϯΫλイϠを装උし，ハϯドϧを取り

֎すことでίϯύΫトԽしてंࡌも可能としている。

表─ 9　HPW1513E の主な仕様

ػ動ݪ

ࣜܕ ロϯシϯΤϯジϯ G200'-$

࿈ଓఆ֨ग़ྗ （L8�NJO ʵ 1） 4.1�1800

೩ྉλϯΫ༰ྔ （Ὑ） 3.6

ϙϯϓ

ࣜܕ 38;-1514"

ϓラϯジャʔ （࿈） 3

࿈ଓఆ֨ѹྗ （M1B） 15

ਫྔ （Ὑ�NJO）ٵ 13

本ମੇ法 （NN） 8 560 ʷ - 950 ʷ H 750

本ମ質ྔ （LH） 39

み༲ఔ （N）ࠐいٵ 2.7

Ձ֨ （ԁ） 205,800

合せઌ � ᷂ϫキλ　Ӧۀਪਐ部

˟ 550-0002　大ࢢࡕ西۠ށߐງ 1-3-20

写真─ 9　ワキタ　HPW1513E　高圧洗浄機
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はじめに

平成 25 年度の国ަ௨লのެۀࣄڞ関予ࢉの֓ཁをհする。

であり，平成ࢉによるॳΊての予ݖは安ഒࢉ年度予ࠓ 23 年 3

月の東日本大震災の災害෮ڵをՃするとともにイϯフラの૯

すものとしている。ຢ成ࢦ構築をਤり，災害に強い国を࠶・ݕ

ྗの強ԽのたΊにװج的ަ௨イϯフラ等のඋਪਐにも十な

ྀが見ΒΕる。

1．基本方針（全体）

大規模災害の発生がݒ೦さΕる一方，イϯフラのٺԽがਐߦし，

国民の命と暮らしを守るインフラ整備が大きな課題として浮上して

͖ており，そΕをとして，あわせて，成長力の強化を図ること

も急務となっている。

このたΊ，新たなࢹに立って国土のメンテナンスを行う中でイ

ンフラ全体を再構築し，地Ҭの࠶生をਤっていくඞཁがあり，ಉ࣌

に，ϙテϯシャϧの高い民の力を引き出すこともٻΊΒΕている。

こうしたߟえ方の下，平成 25 年度予ࢉについては，「復興・防災

対策」，「成長による富の創出」及び「暮らしの安心・地域活性化」

の 3分野に重点化し，これらの施策を一体的に実施することによ

りこれら課題の同時解決を目指す。

۩ମ的には，平成 24 年度補正予ࢉと一ମとなって，国ຽの໋と

ΒしをकるたΊ，インフラの安全性の徹底調査・総点検をߦうと

ともに，ආや災害ࢧԉ等をਝにߦうことを可能とする代替性の

確保など災害への対応力の強化もؚΊ，ハʔド・ιフト྆໘͔Βܭ

ը的，૯合的に老朽化対策，事前防災・減災対策を実施する。

こΕにՃえ，基幹的交通インフラ等の整備推進を図り，我が国の

成長のための基盤を強化するとともに，ΤωϧΪʔରࡦ，観ޫ立国

のਪਐ，地Ҭ活性Խ等の課題にద֬にରԠする。ߋに，ྖւܯඋの

強ԽのたΊ，海上保安体制の強化を推進する。

こΕにより，中期的なࢹに立って，災害に強い国の構築を

ਤりつつ，そΕͧΕの地Ҭのྗ，現のྗを取りし，一า一าண

実に我が国全体の底上げをਤることをࢦす。

2．平成 25年度国土交通省関係予算（国費）…抜粋

「෮ڵ・災ରࡦ」，「成によるのग़」ٴͼ「Βしの安৺・

平成 25年度 公共事業関係予算

地Ҭ活性Խ」の 3 にॏԽするとともに，֤ۀࣄ・施ࡦに

おいては，その的・成果に౿みࠐΜで͖Ί͔ࡉくॏԽし，ݶΒ

Εた予ࢉで最大ݶの効果の発現をਤる（表─ 1）。

3．主な施策と予算

Ⅰ．復興・防災対策

（1）東日本大震災からの復興加速

東日本大震災の被災地の෮ڵのՃを最༏ઌに，全ྗで取り組Ή。

そのࡍ，୯なる「最ݶの生活࠶建」にとどまることなく，と

可能性の地として「新しい東北」をつくりあ͛る。

˓෮͚ͨʹڵ·ͪͮ͘Γ

被災֗ࢢ地の෮ڵに͚たまͪͮくりについて，によるਁਫ

໘積・ׂ 合，ػࢢ能の被災度合い等の被災ঢ়گやࢢ構の特性，

地ݩのҙ等にԠ͡た༷ʑな෮ڵの在り方にରԠで͖るよう，住ຽ

のूஂҠస，安全性֬อのたΊの֗ࢢ地ج൫の࠶උ，෮ڌڵの

උ，ӷঢ়Խରࡦなどをࢧԉする。

˓ඃࡂʹ͓͚Δ震Խɾରࡦのਪਐ

・被災したఅ等の災害෮چ（ւ؛అ等の粘り強い構でのඋ

をؚΉ。）をਐΊるとともに，అ・ਫ等のӷঢ়Խରࡦ・耐震Խ，

అのਹ上͛，ਫ等のࣗ動Խ・ԕִૢ࡞Խ等をߦう。

・強い地震動により新たなࣼ໘の่壊のおそΕが生͡ている地Ҭに

おいて࠭災害ରࡦをߦう。

・被災した下ਫಓ施ઃの災害෮چをਐΊるとともに，下ਫಓ施ઃの

耐震Խ・ରࡦ，地൫下地۠にお͚るӍਫഉਫ施ઃのඋを

。うߦ

・法໘・等の災ରࡦやڮྊの耐震補強等をは͡Ίとするಓ路

の災・震災ରࡦを実施する。

・湾ޱఅやைఅの粘り強い構の補強やこΕΒの組み合わ

せによる多ॏ的なޢをߦうなど，ߓ湾施ઃやւ؛อ全施ઃの災

害෮چをਝにਐΊるとともに，被災地においてࡁܦ෮ڵのૅと

なるߓ湾施ઃやւ؛อ全施ઃのඋをߦう。

˓ඃऀࡂのॅډの҆ఆ֬อ

東日本大震災によって住をࣦった被災者のډ住の安ఆを֬อす

るたΊ，地方ެஂڞମがߦう災害ެӦ住等の建ઃ，用地取ಘ成，

家྿Խ等をࢧԉする。

˓ඃަڞެͨ͠ࡂ௨の෮ڵのࢧԉ

被災者のΒしをࢧえるج൫となるެަڞ௨について，被災ঢ়گ・

෮ڵঢ়گや地ܗ等の地Ҭの特性にԠ͡，όスަ௨等の֬อҡ࣋，మ

ಓの෮چをࢧԉする。

˓෮ڵಓ࿏ɾ෮ࢧڵԉಓ࿏のඋʢਤᴷ �ʣ� ʦ���� ԯԁʢ����ʣʧ

被災地の早期の෮ڵをਤるたΊ，三陸Ԋ؛ಓ路等の太平洋Ԋ࣠؛，

˞  ඪهさΕているࣈ以֎に，ࣾձࢿ本උ૯合ަۚ，災・安
全ަۚの一部がؚまΕている߲
ʜʜࣾձࢿ本උ૯合ަۚの一部がؚまΕる߲
ʜʜ災・安全ަۚの一部がؚまΕる߲
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（単位：百万円）

߲　ࣄ

国　අ

උ　ߟ
平成 25 年度 લ年度予ֹࢉ

ରલ年度ഒ

治 山 治 水 619,338 1.04 598,164 1ɽ  本දは，沖ೄৼڵ։発ۀࣄඅの国ަ௨ল関を
ؚΉ。

2ɽ  ࣾ ձࢿ本૯合උのܾ֓ࢉఆֹには，地Ҭࣗओઓུ
ަۚのഇࢭにうҠֹߦ（国අ 515,675 ඦສԁ）
がؚまΕる。

3ɽ  上ஈ（　　）ॻ͖は，લ年度予ֹࢉに地Ҭࣗओઓུ
ަۚのલ年度予ֹࢉ（国ަ௨ল関）528,219
ඦສԁをՃえたֹである。

4ɽ  国අの「全国災」ཝのܭは，全国災ରۀࣄࡦ
のࡒ源として一ൠձ͔ܭΒ東日本大震災෮ڵ特ผձ
。り入Εるֹである܁にܭ

5ɽ  ਪਐඅ等（国අ）の内༁（平成 25 年度）は，
　 ˓災害ରࡦ等ۓ急ۀࣄਪਐඅ等 18,357 ඦສԁ
　 ˓北ւಓ特ఆ特ผ૯合։発ۀࣄਪਐඅ 5,556 ඦສԁ
　である。
6ɽ本දの΄͔，
　（1）  東日本大震災෮ڵ特ผձܭにܭ上する෮چ・෮ڵ

ରۀࣄࡦとして，507,861 ඦສԁ
　（2）  内ֳܭ上の地Ҭ࠶生ج൫強Խަۚとして，

50,220 ඦສԁ
　がある。
をؚΜͩ合のܭ特ผձڵ東日本大震災෮  （ߟࢀ）　　

国අのܭ࠶（ެۀࣄڞ関අ）
（୯位：ඦສԁ）

۠　　　 લ年度 平成 25 年度 ഒ　

全国災をؚΜͩ合
（229,253） （33,272）

4,692,088 4,490,063 0.96

෮چ・෮ٴڵͼ全国災
をؚΜͩ合

（581,250） （517,178）

5,044,085 4,973,969 0.99

˞ 1ɽ  上ஈ（　）内ॻは，東日本大震災෮ڵ特ผձܭܭ上ֹである。
　 2ɽ  લ年度は，地Ҭࣗओઓུަۚのલ年度予ֹࢉ（国ަ௨

ল関）をՃえたֹである。

࣏ ਫ 594,155 1.03 577,249

ւ ؛ 25,183 1.20 20,915

道 路 整 備 1,032,297 1.01 1,020,249

港 湾 空 港 鉄 道 等 348,106 1.03 336,943

ߓ 湾 173,192 1.03 168,529

ۭ ߓ 77,202 1.09 70,662

 ࢢ ŋ װ ઢ మ ಓ 23,324 1.01 23,080

新 װ ઢ 70,600 1.00 70,600

ߤ 路 ඪ ࣝ 3,788 0.93 4,072

住宅都市環境整備 420,172 1.00 419,742

住  ର ࡦ 152,696 1.05 145,082

 地 ର ࡦ 0 ʵ 0

 ࢢ  ڥ  උ 267,476 0.97 274,660

ࢢ ֗ 地  උ 17,087 1.21 14,144

ಓ 路  ڥ  උ 229,580 0.97 237,676

 ࢢ ਫ  ڥ  උ 20,809 0.91 22,840

公園水道廃棄物処理等 32,503 0.90 36,283

下 ਫ ಓ 5,350 0.91 5,903

国 Ӧ ެ Ԃ 等 27,153 0.89 30,380

社会資本総合整備 1,959,367
（1.00）

1.36

（1,967,749）
1,439,530

ࣾձࢿ本උ૯合ަۚ 913,414 0.63 1,439,530

 災・ 安 全 ަ  ۚ 1,045,953 օ૿ ʵ

小 計 4,411,783 1.15 3,850,911

推 進 費 等 23,913 0.79 30,256

一般公共事業計 4,435,696 1.14 3,881,167

災 害 復 旧 等 53,449 1.00 53,449

公共事業関係計 4,489,145
（1.01）

1.14

（4,462,835）
3,934,616

官 庁 営 繕 17,700 1.05 16,842

そ の 他 施 設 34,047 1.17 29,174

行 政 経 費 533,445 0.94 566,977

合 計 5,074,337
（1.00）

1.12

（5,075,828）
4,547,609

国全体公共事業関係計 5,285,274
（1.01）

1.16

（5,228,499）
4,573,396

表─ 1　平成 25年度国土交通省関係予算総括表
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Ԋ؛部と東北ಓを݁Ϳԣஅ࣠の強Խについて，ຽ間のٕज़ྗを活用

したۀࣄਪਐମ制（ۀࣄଅਐ 111）により，ॏ的なඋをਪਐする。

˓ඃͨ͠ࡂ中খધۀの෮ڵのଅਐ� ʦ��� ԯԁʢօ૿ʣʧ

地Ҭのਫۀ࢈に大͖くݙߩする地ݩધۀ࢈の෮ڵをଅਐするた

Ί，ધ関࿈ۀࣄ者のू等をࢧԉする。

˓ඃࡂのޫ؍ৼڵ� ʦ� ԯԁʢ����ʣʧ

・෮ڵのج൫がいつつある太平洋Ԋ؛Τリアのཱྀߦधཁ回෮の

取組を実施するとともに，東北観ޫതの組みを౿まえた地Ҭの

ࣗ立的な在ަྲྀܕ観ޫの実施に͚たࢧԉをߦう。

・福島県にお͚る早期の観ޫ෮ڵを最大ݶにଅਐするたΊ，ಉ県が

実施する෩ධ被害ରٴࡦͼ震災෮ڵにࢿする観ޫ関࿈ۀࣄにରし

てࢧԉをߦう。

˓ඃࡂʹ͓͚Δ111ʗ 1'* のਪਐ� ʦ� ԯԁʢ����ʣʧ

被災地の෮ڵにຽ間ࢿ等を最大ݶ活用するたΊ，111 ʗ 1'*

を活用した෮ۀࣄڵを実施する被災地の地方ެஂڞମ等をࢧԉす

る。

（被災地にお͚る 111�1'* のイメʔジ）

・ίϛϡχテΟܗ成ܕ災害ެӦ住のඋ

ຽ間のۚࢿ・ܙ等を活用し，災害ެӦ住とࢠҭてࢧԉ施ઃや

高ྸ者生活ࢧԉ施ઃの一ମ的なඋとαʔϏス提供を実施。

（2）  事前防災・減災のための国土強靱
じん

化の推進，災害への対応

体制の強化等

「国強ᯰ
㆘㇓

Խ」を国のメϯテφϯスのࢹ͔Βハʔド・ιフト

྆໘にわたりܭը的にਪਐし，໋とΒしをकるイϯフラ૯ݕ・

構築を実施するとともに，地方にお͚るこΕΒの取組をॏ的に࠶

。ԉするࢧ

1）国土強靱
じん

化の計画的推進

�ఆ�ʦࡦάϥϯドσβイϯの͚ͨʹࠃ͍ڧʹࡂ˓ ԯԁʢօ૿ʣʧ

国ຽの生໋と࢈ࡒをकるたΊの国強ᯰ
㆘㇓

Խをܭը的にਐΊるた

Ί，国強ᯰ
㆘㇓

Խ୲大ਉなど関大ਉとྗڠしつつ，国のメϯテ

φϯスのࢹ͔Β，国と地ҬのকདྷϏジϣϯを౿まえた災害に強

い国に͚たάラϯドσβイϯのࡦఆをߦう。

2）命と暮らしを守るインフラ総点検・再構築

ඇ構部ࡐ，地൫もؚΊٺԽするイϯフラ（ಓ路，మಓ，下ਫ

ಓ，ߓ湾，ਫ，అ等）をదにҡ࣋ཧで͖るよう，安全性の

పఈ調査・૯ݕ，ٺԽରࡦを実施するとともに，ઓུ的ҡ࣋

ཧシステムを構築する。また，ࣄલ災のߟえ方に͖ͮج，地Ҭ૯

合災ྗ上と地Ҭ࠶生をಉ࣌にਤることとし，ハʔド・ιフト྆

໘͔Β災・減災ରࡦに取り組Ή。

①総点検，老朽化対策

˓ಓ࿏ɼՏཧ施ઃの૯ݕɼٺԽରࡦのਪਐ

� ʦ���� ԯԁʢ����ʣʧ

 

・ٺԽがਐΉಓ路をద֬にҡ࣋ཧ・ߋ新し，࣍世にҾ͖͙ܧ

たΊ，Ҿ͖ଓ͖，ݕによる݈全度のѲと予อ全ରࡦ等をண

実に実施するとともに，ॏྔ制ݶҧ者のࢦಋをపఈし，ण

໋Խをઓུ的にਐΊる。

・河川ཧ施ઃ等のػ能がదに発شで͖るようݕ等によりண実

に施ઃのঢ়گをѲし，ܦ年ྼԽ等によりػ能が下した河川

ཧ施ઃ等のߋ新・補修等をߦう。

・下ਫಓ施ઃのٺԽにうࣾձ的ӨڹをະવにࢭするたΊ，

ઃ͔Β 50 年以上ܦաしたࢢの下ਫಓڎのٺԽରࡦについ

てࢧԉを強Խする。

・地Ҭమಓにお͚るトϯωϧ等規模の大͖いٺԽ施ઃの改ྑ・補

修や，੨വトϯωϧにお͚るྼԽがஶしいઃඋのߋ新をਪਐする。

能不全等にରするదなରԠのみなΒػԽによるٺ湾施ઃのߓ・

ͣ，কདྷにわたり効的・効果的なߋ新をܭը的にਐΊるたΊ，

ٺԽしたߓ湾施ઃのٴݕͼٺԽରࡦをߦう。

ٺ本施ઃや制施ઃ等について，جにඞཁなߤの安全ӡػۭߤ・

Խにうߋ新・改ྑをߦう。

˓ࣾձࢿຊのద֬ͳҡ࣋ཧɾߋ৽ʹ͚ͨऔのਪਐ

� ʦ���� ԯԁʢ����ʣʧ

・ࣾձࢿ本のద֬なण໋Խ・ٺԽରࡦをਪਐするたΊ，施ઃの

実ଶを౿まえたよりਫ਼度の高いҡ࣋ཧ・ߋ新අ用のਪܭ方法や，

ࣾձ構の変ԽにରԠした新たなҡ࣋ཧ・ߋ新の実施方ࡦに関

する施ઃԣஅ的なݕ౼をߦう。

・国ಓ（国ཧ）について，ಓ路構物のٺԽରࡦやίストॖ減

のたΊのٕज़։発等をਪਐするとともに，αʔϏスඪをઃఆし，

Ҿ͖ଓ͖地Ҭ͔Βҙ見等のѲやίストॖ減の・取組にΊ，

効的なҡ࣋ཧをߦう。

・河川ҡ࣋ཧσʔλϕʔスの構築，ओཁな河川ཧ施ઃ͝との

ण໋Խܭը࡞成等をਪਐし，ライフαイΫϧίストॖ減にΊつ

つ既存施ઃのػ能が࣋ଓ的に発شで͖るようઓུ的にҡ࣋ཧを

図─ 1

供 用 中
（平成 24年 11月末現在）

事 業 中

調 査 中

平成 23年度第 3次
補正新規箇所
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。うߦ

・ٺԽがਐΉ大な下ਫಓڎをదにཧするたΊ，スΫリʔ

χϯά調査を֩としたڎマωジメϯトシステムٕज़をϞσϧॲ

ཧ۠において構築・実ূし，ڎのライフαイΫϧίストの減

とࢿの最దԽをਤる。

新ߋ・ཧ࣋湾୯位のҡߓըやܭするࢿ湾施ઃのण໋Խ等にߓ・

࣋湾施ઃの効的・効果的なҡߓ，ͼ活用によりٴఆࡦըのܭ

ཧ・ߋ新をਤる。

・ࣾձࢿ本のඋ・ҡߋ・࣋新や地Ҭ災の୲い手としてॏཁな

ׂを果たしている地Ҭ建ઃۀاのܦӦઓུの実現に͚て，ઐ

家による૬ஊମ制を֦ॆするとともに，地Ҭの課題ղܾにࢿする

建ઃۀاの新ۀࣄల։をࢧԉする。

②事前防災・減災対策

ʪ東日本大震災の܇ڭを౿まえた地震・ରࡦʫ

�のਪਐࡦ施ઃの震Խɾରڞެ˓ ʦ��� ԯԁʢ����ʣʧ

 

後発生するとఆさΕているट直下地震，南ւトラフ巨大地ࠓ

震等にお͚る地震被害ٴͼ被害の発生をࢭするたΊ，全国レ

ϕϧでのެڞ施ઃの耐震Խ・ରࡦ等を強ྗにਪਐする。

・Ԋ؛Ҭ，河川の上۠間等にお͚る，అ・ਫ等のӷঢ়Խ

ରࡦ・耐震Խ，అのਹ上͛，ਫ等のࣗ動Խ・ԕִૢ࡞Խ等を

実施する。

・എ後にࢁ間地を๊えるような地Ҭにおいて，ආ地やආ路等の

อ全等，͔Βのආにࢿする࠭災害ରࡦをਪਐする。

・下ਫಓڎのӷঢ়Խରࡦ，ਫॲཧ施ઃの耐震補強，։ޱ部のਫ

Խ，ࣗ家発ి施ઃのॆ実など，下ਫಓ施ઃの耐震Խ・ରࡦを

ਪਐする。

・法໘・等の災ରࡦやڮྊの耐震補強等をは͡Ίとするಓ路

の災・震災ରࡦをਪਐする。

・ਓ໋の安全の֬อ，災ػ能の強Խٴͼ災害に強い地Ҭͮくりを

ਤるたΊのி施ઃの૯合的な耐震安全性の֬อをਤる。

・被害͔Βのߦػ能の早期回෮をਤるとともに，一࣌的なආ

所の֬อによりਓ໋のࡁٹにࢿするたΊのி施ઃにお͚る

૯合的͔つ効果的なରࡦをਪਐする。

・災害࣌にお͚るۓ急物ࢿ༌ૹ等のたΊの耐震強Խ؛น等のඋ，

粘り強い構のఅやఅのඋ，ւ؛อ全施ઃの耐震

Խによるഎ後地Ҭのޢ等，湾ޱఅとைఅ等の効果的な組

み合わせによる多ॏ的なޢをߦう。

ʪਫ害・࠭災害等ରࡦʫ

˓ܹਙͳਫɾ͕࠭ࡂੜͨ͡Ҭʹ͓͚Δࡂରࡦ

� ʦ���� ԯԁʢ����ʣʧ

ܹਙなਫ害・࠭災害や，চ上ਁਫがස発するなど܁りฦしのਫ

害の発生により，ਓ໋被害や国ຽの生活に大͖なࢧোが生͡ている

地Ҭにおいて，被害のࢭ・ܰ減をਤるたΊ，ू中的にۀࣄを実施

する。

˓༧తͳ࣏ਫରࡦのڧԽʢਤᴷ �ʣ� ʦ���� ԯԁʢ����ʣʧ

・災害をະવにࢭするたΊ，災害のىこりやすさや災害が発生し

たࡍにఆさΕる被害のఔ度をྀߟし，予的な࣏ਫରࡦをܭը

的͔つண実に実施する。

・特に，平成 24 年のभの߽Ӎ災害を౿まえたఅのۓ急݁ݕ

果にͮجくۓ急ରࡦや，Րࢁ活動が活発でՐ࣌のӨڹが大͖い

地Ҭ等にお͚るۓ急的な࠭災害ରࡦ，国อ全上ۃΊてॏཁで

ある沖ϊ鳥島のཧମ制の強Խ等，ハʔド・ιフトの૯合的なۓ

急ରࡦを実施する。

ʪ災害のରԠྗの強Խʫ

˓ସੑの֬อのͨΊのಓ࿏ωッτϫʔΫのඋ

� ʦ���� ԯԁʢ����ʣʧ

災害に強いҬωットϫʔΫを構築するたΊ，ࠓ後ఆさΕる地

震，発生࣌や߽Ӎ・߽ઇ࣌に現ಓがੇஅすることによりҬަ

௨にӨڹをٴ΅すおそΕがある۠間について，ସ性の֬อのたΊ

のओཁࢢ間等を࿈བྷする高規֨װઢಓ路等のඋをਪਐする。

˓ࡂใのڧԽ� ʦ�� ԯԁʢ����ʣʧ

い，そΕΒを活用して地方ߦ成等を࡞ԉマχϡアϧのࢧռආܯ・

うことߦԉ等をࢧ上させるたΊのٕज़的ମの災能ྗをஂڞެ

により，災ιフト施ࡦの高度Խ・ॆ実をਤる。

・災害発生࣌にお͚るધഫආ等のରࡦや֤࣏ࣗମにお͚るハ

βʔドマッϓ等の࡞成に活用するたΊ，ւఈ地ܗσʔλの取ಘや

災報ਤの࡞成をߦう。

・災報の高度Խٴͼ地球ڥのࢹに͔ܽせない࣍期੩ࢭ地球

観測Ӵを平成ڥ 26・28 年度にଧͪ上͛るたΊのඋをண実

にਪਐする。

・安ఆ的な災ؾ報の提供のたΊ，観測・予報σʔλ等のؾ

報をਝ・ԁにૹ・ॲཧするたΊのج൫となる報௨৴シ

ステム（東日本アσス）のߋ新・強Խ等をߦう。

・アジア太平洋地Ҭのؾػ関の能ྗの上を௨͡た֘地Ҭのؾ
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観測σʔλのॆ実等によるզが国のू中߽Ӎରࡦ等の強Խをਤ

るたΊ，֘地Ҭのؾػ関にରするզが国のؾ・ީؾの観測・

予測ٕज़，報提供ٕज़のύッέʔジでのҠస等をߦう。

・地震・Րࢁに関する災報の強ԽをਤるたΊ，प期地震動

報の提供に͚たݕ౼をߦい，大ݍࢢのप期地震動観測ମ制

を強Խするとともに，Րࢁ観測にお͚るԎ観測システムのಋ入，

ٺԽしたՐࢁ観測ثػのߋ新を実施する。

˓੶ௐࠪʹΑΔڥքの໌֬Խのਪਐ� ʦ��� ԯԁ˞ʢ����ʣʧ

� ˞ H�� ิਖ਼લ͠ΛՃ͑ ��� ԯԁʢ����ʣ

被災した合にお͚る෮چ・෮ۀࣄڵのਝな実施を֬อすると

ともに，まͪͮくりや地取Ҿ等のԁԽをਤるたΊ，地੶調査を

ண実に実施し，地ڥ界の明֬Խをਪਐする。

3）  地域における総合的な老朽化対策，事前防災・減災対策の集

中的支援（防災・安全交付金）

˓Ҭʹ͓͚Δ૯߹తͳٺԽରࡦɼࣄલࡂɾࡂݮରࡦのू中త

�ɾ҆શަۚʣࡂԉʢࢧ ʦ����� ԯԁʢօ૿ʣʧ

地方ެஂڞମが実施する国ຽの໋とΒしをकるイϯフラ࠶構

築，生活ۭ間の安全֬อにࢿするۀࣄに特Խした災・安全ަۚ

により，地震・やස発する෩ਫ害・࠭災害にରするࣄલ災・

減災ରࡦ，ٺԽしたࣾձࢿ本等の૯ݕの実施，ण໋Խ等ઓུ

的ҡ࣋ཧ・ߋ新の実施，ެڞ施ઃの耐震Խ等の安全性強Խ，ີू

・までؚΊた住ࡐ上，ఱҪなどのඇ構部地等の災性の֗ࢢ

建築物の耐震Խ，既ઃΤレϕʔλʔの安全֬อ，災ެԂのඋ等

について，ࢧԉを実施する。

地域における総合的な老朽化対策

災・安全ަۚを活用し，ٺԽしたࣾձࢿ本等の૯ݕ，そ

Εを౿まえたۓ急ରࡦ，ण໋Խ等ઓུ的ҡ࣋ཧ・ߋ新の実施を

。ԉࢧ

地域における総合的な事前防災・滅災対策

災・安全ަۚを活用し，地震・やස発する෩ਫ害・࠭

災害にରするࣄલ災・໓災ରࡦをࢧԉ。

地域における総合的な事前防災・減災対策

後発生するとఆさΕているट直下地震，東ւ・東南ւ・南ࠓ

ւ地震等にお͚る地震被害の発生をࢭするたΊ，災・安全ަ

ۚを活用し，ີू֗ࢢ地の災性の上，住・建築物等の耐震Խ

等にରし，ࢧԉ。

③海洋資源開発の推進

˓ւ༸ۀ࢈のઓུతҭ� ʦ�� ԯԁʢօ૿ʣʧ

ւ洋։発にお͚るզが国ۀ࢈界のϏジωス֦大をਤり，ւ洋

ஷଂ積ग़ઃ࢈૪ྗを強ԽするたΊ，ුମࣜఱવΨス生ڝࡍの国ۀ࢈

උ（'-/G）ٕज़ٴͼ࣍世ւ洋ٕڥज़の։発をࢧԉするととも

に，洋上ロジステΟッΫハブや '-/G の安全性ධՁཁ݅ࡦఆのた

Ίの調査ڀݚをߦう。

˓ւ༸ݖӹ֬อのͨΊのைઢのอશٴͼԕִౡʹ͓͚Δ׆ಈڌ

උ� ʦ��� ԯԁʢ����ʣʧ

・ഉଞ的ࡁܦਫҬٴͼւ洋ࢿ源の։発・อ全をਤる観͔Β，ഉଞ

的ࡁܦਫҬのࠜڌとなる沖ϊ鳥島等のைઢのอ全をਤる。

・新ΤωϧΪʔ։発のཁとなるւ洋ࢿ源の։発・ར用やւ洋調査等

が，本͔ΒԕくΕたւҬにおいても安全͔つ安ఆ的にߦわΕ

るよう，ԕִ島（南鳥島，沖ϊ鳥島）において༌ૹや補څ等が

可能な活動ڌをඋする。

˓ւ༸ௐࠪのਪਐ� ʦ�� ԯԁʢ����ʣʧ

ւ洋ݖӹのอ全にࢿするたΊ，σʔλの不しているւҬについ

てࣗܕજਫ調査ثػ（"U7）等によるւ洋調査等をਪਐする。

Ⅱ．成長による富の創出

（1）エネルギー対策の推進…省略

（2）成長力強化

①基幹的交通インフラ等の整備推進

˓ྲྀωッτϫʔΫͳͲװجωッτϫʔΫのඋʢਤᴷ �ʣ

� ʦ���� ԯԁʢ����ʣʧ

 

զが国の国ڝࡍ૪ྗや地Ҭのۀ࢈・ࡁܦの強ԽをਤるたΊ，大

ઢಓ路等のωットϫʔΫװঢ়ಓ路をは͡Ίとする高規֨ݍࢢ

උ，国ࡍւ上ίϯテφ積྆ंࡌ等の௨ࢧߦো۠間のղফ，高ಓ路

等とڌۭߓ・ߓ湾・మಓӺとの直݁をؚΉアΫηスඋをਪਐす

る。

首都圏中央連絡自動車道（圏央道）の経済効果

टݍのঢ়ಓ路උにより，์ࣹ方の高ಓ路とのωット

ϫʔΫのܗ成にう物ྲྀの効Խ，पล部のۀا立地の૿Ճがଅਐ

さΕ，生࢈性の૿Ճやޏ用༠発など༷ʑなࡁܦٴ効果が見ࠐまΕ

ます。
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ʪटݍ中ԝ࿈བྷࣗ動ंಓ（࡛ۄ県۠間）のࣄ例ʫ

現在，ۀࣄ中のݍԝಓの࡛ۄ県۠間のपลにおいて，県内高ಓ

路ωットϫʔΫが成することを生͔したجۀ࢈൫ͮくりがਐΊΒ

Εており，֘۠間の供用により，࡛ۄ県内でॳ期ࢿによる効果

 1,200 ԯԁ，ܦৗ的な効果 6,000 ԯԁʗ年のࡁܦٴ効果が見

。（ࢉࢼ県ۄ࡛）まΕているࠐ

˓टߓۭݍのڧԽ� ʦ��� ԯԁʢ����ʣʧ

・टݍのࢢ間ڝ૪ྗアッϓにつながるӋాŋ成ాۭ྆ߓの強Խ，

పఈしたΦʔϓϯスカイのਪਐ，ロʔίストキャリア（-$$）や

ϏジωスジΣット等によりग़さΕる新たなۭߤधཁのରԠ強

ԽをਤるたΊ，टߓۭݍの༰ྔ֦大にඞཁなۀࣄを実施する。

・Ӌాۭߓにおいては，24 ԽをਐΊるたΊ，平ߓۭڌࡍ間国࣌

成 25 年度中の国ࡍઢ 9 ສ回の૿にඞཁな国ࡍઢ地۠の֦ॆ

ͼ発ண༰ྔٴ 44.7 ສ回の૿にඞཁなΤϓロϯのඋやਂ

早ே࣌間ଳのڑ国ࡍઢの༌ૹ能ྗ૿強にඞཁな $ 路Ԇ

。等をॏ的にਪਐするۀࣄ৳

・成ాۭߓにおいては，平成 22 年 10 月の地ݩ合ҙを౿まえた 30

ສ回の૿（最で平成 26 年度中）を実現するたΊ，ϐʔΫ

ண陸方ࣜの効的ߦ平࣌間ଳのॲཧ能ྗ֦大にඞཁとなるಉ࣌

なӡ用にඞཁなࢹ装置のඋ等を実施する。

・国ࡍઓུ૯合特۠にࢦఆさΕた東ژ৺とӋా・成ాۭ྆ߓを݁

ͿమಓアΫηスを改ળするとともに，ґવとして高い東ݍژの௨

・֎ಉで৺と߫ڞମ等とஂڞ地方ެݩ和をਤるたΊ，地؇ࡶࠞۈ

国ߓۭࡍとを直݁する「৺ᴷۭߓ・߫֎直݁మಓ」ϓロジΣΫ

トのݕ౼をਐΊる。

Խʢਤᴷڧػのߓίϯςφઓུࡍࠃ˓ �ʣ� ʦ��� ԯԁʢ����ʣʧ

国ࡍίϯテφઓུߓ湾（ࡕਆژ，ߓߓ）において，զが国と北

ถ・Ԥभ等を直݁Ϳ国ߤװجࡍ路をҡ࣋・֦大するたΊ，྆ߓの

ハブػ能の強Խに͚たίϯテφλʔϛφϧ等のイϯフラඋや，

湾ӡӦのຽӦԽ等のハʔド・ιフト一ମとなっߓ，の՟物ूߓ྆

た૯合的な施ࡦをू中して実施し，そのػ能強Խをਤる。

˓උ৽װઢのண࣮ͳඋ� ʦ��� ԯԁʢ����ʣʧ

զが国のװج的な高༌ૹମܥをܗ成するඋ新װઢについて，

ண実にඋをਐΊる。

②戦略的な大都市等の再生

൫උのଅਐجࢢ͚ͨʹԽڧ૪ྗڝࡍࠃ˓

� ʦ�� ԯԁʢ����ʣʧ

૪ྗの強Խをਤることが特にڝࡍの国ࢢ地のඋにより大֗ࢢ・

༗効な地Ҭにおいて，地Ҭのڌやج൫となるڌࢢイϯフラ

のඋをॏ的͔つू中的にࢧԉすることにより，ަ௨རศ性や

成すܗとなる地Ҭをڌ的Ϗジωスのࡍ能ू積が高く，国ػ務ۀ

る。

・特ఆ࠶ࢢ生ۓ急උ地Ҭを֩とする大ݍࢢにお͚る国ߓࡍ湾

पล等の国ࡍ物ྲྀの݁અ地Ҭにおいて，国ڝࡍ૪ྗ強Խにݙߩし，

災ػ能の上やڥࢢ改ળにࢿする大規模ྲྀ௨ۀ務ڌの

උ・࠶උをਪਐする。

③  成長力強化のための社会資本の総合的整備（社会資本整備総合交

付金）

˓ྗڧԽのͨΊのࣾձࢿຊの૯߹తඋʢࣾձࢿຊඋ૯߹ަ

ۚɼਤᴷ �ʣ� ʦ���� ԯԁ˞ʢ����ʣʧ

� ˞ࡂɾ҆શަۚのઃʹΑΓ࠶ฤ

イϯフラඋやまͪͮくりを௨͡たຽ間ࢿのىשによる日本ܦ

$*，本උ૯合ަۚによりࢿ生をਤる観͔Β，ࣾձ࠶ࡁ アΫ

ηスಓ路等װج的ަ௨イϯフラのඋ等ຽ間ࢿをىשし，地Ҭの

。ԉを実施するࢧ，൫の構築等にରしてجえるࢧ活動をࡁܦ

Ⅲ．暮らしの安心・地域活性化

国ຽのΒしと໋をकるたΊ，生活ۭ間の安全֬อや質の上を

ਤり，Βしの安৺を֬อするとともに，地ҬがそΕͧΕの特৭を

発شさせる取組や地Ҭをࢧえるۀ࢈の活性Խࡦをਪਐすることによ

り，地Ҭࡁܦの࠶生を実現する。

（1）生活空間の安全確保・質の向上

ԽʢਤᴷڧのࡦΛड͚ͨ҆શରނࣄπΞʔόεߴ˓ �ʣ

� ʦ�� ԯԁʢ����ʣʧ

・安全・安৺なࣗ動ंࣾձを構築するたΊ，ࣗ動ंӡૹۀࣄ者等に

ରする査ମ制を強Խする。

・ա࿑ӡసࢭのたΊのӡߦཧの高度Խやઌਐ安全ࣗ動 （ं"S7）

のಋ入など，ࣗ動ंӡૹۀࣄ者がߦう安全ରࡦ強Խの取組にରす

るࢧԉの֦ॆをਤる。

システムূݕ௨の一層の安全を֬อするたΊ，安全規制のަڞެ・

を構築するとともに，ӡ༌安全マωジメϯト制度をॆ実・強Խす

図─ 4
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る。

関とػԉのたΊの関ࢧの被害者等࣌発生ނࣄ௨にお͚るަڞެ・

の࿈ܞ強Խ等の施ࡦをਐΊる。

・ཱྀ 。うߦを౼ݕ・ձࣾにお͚る安全ཧのあり方等に関する調査ߦ

˓҆શͱ҆৺のͨΊのϗʔϜドΞのॆ࣮ʢਤᴷ �ʣ�ʦ�� ԯԁʢ����ʣʧ

近年૿ՃにあるమಓӺϗʔムにお͚るཱྀ٬の৮సམނࣄ等

にରԠするたΊ，ϗʔムドアのઃ置をଅਐするとともに，ϗʔムド

アઃ置ଅਐをਤるたΊの課題にରԠした新しいλイϓのϗʔムドア

の։発など，మಓの安全性等にࢿするٕज़։発をਪਐする。（この

΄͔，ᶙɽ（2）ᶃ「˓ެަڞ௨の֬อ・ॆ実」を௨͡てϗʔムドア

ઃ置をࢧԉ）

˓Ҭʹ͓͚Δ૯߹తͳੜۭ׆間の҆શ֬อʹର͢Δू中తࢧԉ

　ʢࡂɾ҆શަۚʣ

� ʲܝ࠶ �rʦ����� ԯԁʢօ૿ʣʧ

地方ެஂڞମが実施する国ຽの໋とΒしをकるイϯフラ࠶構

築，生活ۭ間の安全֬อにࢿするۀࣄに特Խした災・安全ަۚ

により，௨ֶ路ରࡦ・ແిபԽ等について，ハʔド・ιフト྆໘͔

Βू中的なࢧԉを実施する。

地域における総合的な生活主聞の安全確保（図─ 8）

௨ֶ路の安全֬อのたΊ，ۓ急合ಉݕによりநग़さΕたཁରࡦ

Օ所について，ಓ路ཧ者とֶߍ・อޢ者・ܯ等が࿈ܞしてݕ౼

したରࡦにରし，災・安全ަۚを活用し，実施をࢧԉ。

（2）地方都市のリノベーション・コンパクトシティの推進

のඋʢਤᴷڥͰ͖Δ׆ҭͯੈଳ͕҆৺ͯ͠ੜࢠɼऀྸߴ˓ �ʣ

� ʦ��� ԯԁʢ����ʣʧ

 

・高ྸԽのஶしい大ࢢपล部において，ډ住ػ能のूԽとあわ

せたࢠҭてࢧԉ施ઃや福ࢱ施ઃ等のඋをਐΊ，大規模ஂ地等の

地Ҭډ住ػ能を࠶生する取組をࢧԉする。

・地方ࢢ৺部の࠶活性ԽをਤるたΊ，৺部の࠶ٺ։発Ϗϧ

等の建ઃストッΫを，地Ҭの実にଈしたχʔζにରԠで͖るよ

う，ࣾձ福ࢱ施ઃやҩྍ施ઃ，住，ۀといったػࢢ能のड

。ԉするࢧ生させる取組を࠶としてࡼ͚

・αʔϏス͖高ྸ者͚住の供څଅਐのたΊ，建ઃ・改修අに

ରして，ຽ間ۀࣄ者・ҩྍ法ਓ・ࣾձ福ࢱ法ਓ等をࢧԉする。

（3）  地域の経済・社会を支える社会資本の総合的整備（社会資

本整備総合交付金）

˓ҬのࡁܦɾࣾձΛ͑ࢧΔࣾձࢿຊの૯߹తඋʢࣾձࢿຊඋ

૯߹ަۚɼਤᴷ ��ʣ� ʲܝ࠶ ʦr���� ԯԁ˞ʢ����ʣʧ

� ˞ࡂɾ҆શަۚのઃʹΑΓ࠶ฤ

イϯフラඋやまͪͮくりを௨͡たຽ間ࢿのىשによる地Ҭ活

性Խをਤる観͔Β，ࣾձࢿ本උ૯合ަۚにより，地方ࢢの

中৺ڌ・生活ڌのܗ成，ަ௨݁અػ能の強Խ，ࢢのみどり

やΦʔϓϯスϖʔスの֬อによる地Ҭのັྗアッϓ等をਤるຽ間

にରして，ハʔド・ιフト྆໘ۀࣄ地Ҭ活性Խにつながる・ىשࢿ

͔Βॏ的なࢧԉを実施する。

図─ 6

図─ 7

図─ 8

図─ 9
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図─ 10

（4）我が国領土・領海の堅守

˓ւ্อ҆ମ੍のڧԽ� ʦ��� ԯԁʢ����ʣʧ

・ྖւܯඋମ制を強ԽするたΊ，1,000 トϯܕ८ࢹધ，30 メʔトϧ

ࢹધఖやϔリίϓλʔをඋするとともに，८ࢹఖ等の८ࢹ८ܕ

ધఖӡܦߤඅを֬อし，ڑԻڹ発生装置，ݸਓ装උ等のܯඋ

。をඋするࡐثࢿ

・ԕ方ւҬ・ॏ大ࣄҊ等のରԠମ制を強ԽするたΊ，し͖しまڃ

८ࢹધٴͼࡌϔリίϓλʔをண実にඋする。

・ւ上อ安ிがอ༗するྖւܯඋ報や൜ࡑ査報等のີػ性が

高い報のཧを強ԽするたΊ，ۀ務にৗ用する報システムを

Ϋロʔζܥシステムとしてඋする。

　建ઃػցٴͼ施のૅجࣝ，最新のٕज़動，ഉग़Ψ
ス規制・地球ԹஆԽとそのରԠ，報Խ施などを，最新
報も৫りࠐみऩ。
　建ઃػցを用いた施現にお͚るཧ・ओٕज़者，
ಜ，世，Φϖレʔλなどの現ٕज़者，建ઃػցメ
ʔカ，༌入ࣾ，リʔス・レϯλϧۀ，αʔϏスۀなどの
建ઃػցٕज़者や，大ֶ・高等ઐֶߍ・高等ֶߍにおい
て建ઃػցと施法をษ強するֶ生などにඞܞです。
　建ઃػց施ٕज़の修ಘ，また1・2ڃ建ઃػց施ٕ࢜
などの国家֨ࢿ取ಘのたΊにも大変༗効です。

ʦ構成ʧ
  1ɽ֓ཁ
  2ɽֶ一ൠ
  3ɽ建ઃػց一ൠ
  4ɽ安全ରڥ・ࡦอ全
  5ɽ関法ྩ

  6ɽトラΫλػܥց
  7ɽシϣϕϧػܥց
  8ɽӡൖػց
  9ɽػࣄૅجց
10ɽϞʔλάレʔμ
11ɽకݻΊػց
12ɽฮ装ػց
˔"4ʗ800ϖʔジ
˔ఆ　Ձ
　ඇ ձ һ：6,300ԁ（本ମ6,000ԁ）
　ձ　　һ：5,350ԁ（本ମ5,095ԁ）
　特ผձһ：4,800ԁ（本ମ4,570ԁ）
 ʲたͩし，特ผՁ֨はֶൢࡐڭߍച（ֶߍ等ڭҭػ関で
みさΕる合）ʳࠐ入ਃߪ以上を一ׅ20　
˞ૹྉはձһ・ඇձһとも沖ೄ県以֎700ԁ，沖ೄ県1,050ԁ
。はձһとಉ等の取ѻいとします（をؚΉ関ߍֶ）ிެ˞
˔発ץ　平成23年4月

4

一般社団法人　日本建設機械施工協会
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建設工事受注額･建設機械受注額の推移
建設工事受注額：建設工事受注動態統計調査(大手50社）　　　 　　　　　　　 （指数基準　2006年平均=100）
建設機械受注額：建設機械受注統計調査（建設機械企業数24前後）　　　　 （指数基準　2006年平均=100）

建設工事受注額

建設機械受注額（総額）

建設機械受注額（海外需要を除く）

受注額受注額

' 06    ' 07    ' 08 '09 '10 '11 '12

四半期･月

年

200

'12 '13

150

100

50

建設工事受注動態統計調査（大手 50 ࣾ） （୯位：ԯԁ）

年　　月 ૯　　ܭ

ड　　　　　　者　　　ผ छ　ྨ　ผ　ࣄ　
ະফԽ 
高ࣄ 施高ຽ　　　間

ி ެ  そ の ଞ ւ　　֎ 建　　築 　　
ܭ   ۀ ඇۀ

2006 年 136,214 98,886 22,041 76,845 20,711 5,852 10,765 98,795 37,419 134,845 142,913
2007 年 137,946 103,701 21,705 81,996 19,539 5,997 8,708 101,417 36,529 129,919 143,391
2008 年 140,056 98,847 22,950 75,897 25,285 5,741 10,184 98,836 41,220 128,683 142,289
2009 年 100,407 66,122 12,410 53,712 24,140 5,843 4,302 66,187 34,220 103,956 128,839
2010 年 102,466 69,436 11,355 58,182 22,101 5,472 5,459 71,057 31,408 107,613 106,112
2011 年 106,577 73,257 15,618 57,640 22,806 4,835 5,680 73,983 32,596 112,078 105,059
2012 年 110,000 73,979 14,845 59,133 26,192 4,896 4,933 76,625 33,374 113,146 111,076

2012 年 8 月 8,247 5,373 1,030 4,342 2,246 400 228 5,424 2,823 115,240 9,295
9 月 11,880 7,617 1,541 6,076 2,810 496 957 8,373 3,507 115,538 11,742

10 月 6,283 4,337 1,113 3,224 1,329 364 253 4,341 1,942 114,513 7,383
11 月 7,951 5,612 1,143 4,469 1,555 392 392 5,779 2,172 113,652 8,952
12 月 10,823 7,180 1,489 5,691 2,654 428 562 7,886 2,937 113,146 11,789

2013 年 1 月 7,476 4,934 914 4,020 1,711 323 208 4,974 2,202 113,069 7,495
2 月 9,974 6,394 1,028 5,366 2,725 395 460 6,631 3,343 112,221 10,849
3 月 19,344 12,545 2,117 10,428 4,900 476 1,423 12,473 6,870 117,754 13,225
4 月 6,570 4,870 866 4,004 1,238 366 97 4,489 2,081 118,464 7,025
5 月 7,781 5,423 1,109 4,314 1,738 351 269 5,680 2,101 118,273 8,090
6 月 10,557 6,865 1,132 5,734 2,333 448 911 6,701 3,856 118,261 10,614
7 月 8,514 5,238 926 4,312 1,881 390 1,004 6,008 2,506 120,698 7,633
8 月 10,014 6,610 1,044 5,566 2,783 347 274 6,791 3,224 ʕ ʕ

建　設　機　械　受　注　実　績 （୯位：ԯԁ）

年　  　月 06 年 07 年 08 年 09 年 10 年 11 年 12 年 12 年
8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 13 年

1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月

૯　   　 ֹ 17,465 20,478 18,099 7,492 15,342 19,520 17343 1,347 1,107 1,258 1,331 1,315 1,133 1,307 1,717 1,588 1,161 1,414 1,521 1,345
ւ ֎ ध ཁ 11,756 14,209 12,996 4,727 11,904 15,163 12357 951 700 796 894 851 747 843 1,222 1,042 539 829 956 828
ւ֎धཁをআく 5,709 6,268 5,103 2,765 3,438 4,357 4968 396 407 462 437 464 386 464 495 546 622 585 565 517

（）2006 ～ 2008 年は年平ۉで，2009 ～ 2012 年は四半期͝との平ۉでਤࣔした。
2012 年 8 月以降は月͝とのをਤࣔした。

ग़య：国ަ௨ল建ઃࣄड動ଶ౷ܭ調査
　　　内ֳࣾࡁܦձ૯合ڀݚ所ػցड౷ܭ調査
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■ 機 械 部 会

■トンネル機械技術委員会 幹事会
月　日：9 月 4 日（ਫ）
ग़੮者：ࡔໜҕһ΄͔ 7 名
ٞ　題：ᶃ֤Պձの平成 25 年度上期

活動報告と下期活動ܭըについて　　
ᶄҕһձの平成 25 年度上期活動報告
と下期活動ܭըについて　ᶅ平成 25
年度の見ֶձについて　ᶆそのଞ

■路盤・舗装機械技術委員会 幹事会
月　日：9 月 5 日（）
ग़੮者：ߦ川߂߃ҕһ΄͔ 8 名
ٞ　題：ᶃ平成 25 年度上期の活動݁果

について　ᶄҕһձ૯ձ（9 月 26 日）
の題と࣌間ׂりについて　ᶅ平成
25 年度下期の活動予ఆについて　　
ᶆそのଞ

■トンネル機械技術委員会 現場見学会
月　日：9 月 6 日（ۚ）
͔΄ໜҕһࡔՃ者：ࢀ 17 名
名：国ಓࣄ 25 ߸御ಊڞےಉߔ立

「法シʔϧド͖上」ࣄ
施者：大成・ޒ洋特ఆ建ઃڞࣄಉا

ମۀ
■基礎工事用機械技術委員会

月　日：9 月 11 日（ਫ）
ग़੮者：ࣰܚݪೋҕһ΄͔ 14 名
ٞ　題：ᶃࣄૅجに関する品質ܭ測ٕ

ज़のࢿྉについて　ᶄࣄૅجに関す
る補修ٕज़について　ᶅそのଞ

■ショベル技術委員会
月　日：9 月 13 日（ۚ）
ग़੮者：ඌ上༟ҕһ΄͔ 7 名
ٞ　題：ᶃ平成 25 年度上期活動݁果報

告と下期の活動ܭըについて　ᶄۀ࡞
೩අݕ౼ 8G にお͚るϛχシϣϕϧ
の +$M"S ೩අ測ఆ݁果にͮجく೩අ
について　ᶅگঢ়౼ݕ४のج +$M"S 
H020 ΤωϧΪʔফඅྔݧࢼ方法ʵ༉
ѹシϣϕϧの改ఆ提Ҋと内༰について
の౼ٞ・ϛχシϣϕϧのΫラス͚に
ついて・༉ѹハイブリッドػにお͚る
ΤωϧΪʔফඅྔ補正のߟえ方につい
て　ᶆ 11 月 19 日（Ր）։࠵の合ಉ部
ձ（ࣄװ 建ઃۀ部ձ）のٞ題につ
いて　ᶇそのଞ

■機械部会 幹事会
月　日：9 月 18 日（ਫ）
ग़੮者：੪౻लا෭部ձ΄͔ 18 名

ٞ　題：ᶃ֤ٕज़ҕһձの平成 25 年度
上期の活動報告と下期の活動ܭըにつ
いて　ᶄ平成 25 年度第 2 回ٕज़࿈བྷ
ձの発දテʔマと日ఔについて　ᶅ 11
月 19 日（Ր）1M 合ಉ部ձ։࠵に
͚たػց部ձのରԠについて建ઃۀ部
ձ（ࣄװ）͔ Βの提Ҋٞ題（Ҋ）・όッ
Ϋϗのり上͛ۀ࡞報告ॻのઆ明と
ҙ見ަ・όイΦ೩ྉ #%' の #100
のい方について・ղମ用ػց関に
ついて・૽Իৼ動の法改正のݕ౼につ
いて

■トンネル機械技術委員会 建設生産シス
テムの変革分科会
月　日：9 月 18 日（ਫ）
ग़੮者：ઙপ྿थՊձ΄͔ 5 名
ٞ　題：ᶃ֤ऩूࢿྉをدͪ࣋り，内༰

についてଧ合せ　ᶄトϯωϧٕज़のア
ϯέʔトをجにଧ合せ　ᶅ報告ॻのま
とΊ方についてଧ合せ　ᶆそのଞ

■ダンプトラック技術委員会
月　日：9 月 19 日（）
ग़੮者：大؏ኍ明ҕһ΄͔ 4 名
ٞ　題：ᶃ֤ࣾトϐッΫスについて　　

ᶄ平成 25 年度上期の活動݁果報告と
下期の活動ܭըについて　ᶅ安全ۀ࡞
Ψイドの࣍と୲についての৹ٞ　
ᶆਓࡐҭ成についてのٞܧଓ　ᶇ福
岡県ޒϲࢁμムの現見ֶձについて
ᶈそのଞ

■原動機技術委員会
月　日：9 月 19 日（）
ग़੮者：ོೋҕһ΄͔ 21 名
ٞ　題：ᶃ平成 25 年度上期の活動݁果

報告と下期の活動ܭըについて　ᶄ直
用೩ྉの実ଶ調査のにお͚るࣄ
報について　ᶅ「ΦフαイΫϧにお
͚るഉग़Ψス減ରݕࡦ౼ձとりまと
Ί」報告内༰について　ᶆւ֎ഉؾΨ
ス規制の動についての報ަ，（予
ఆ）9 月 9 日～ 11 日中国北ژで։࠵の
2013 国ࡍ内೩ػ関ۀ界ஂମ（**$&*"）
年࣍ձٞのࢀՃ報告　ᶇػցඋٕ
ज़ҕһձ͔Βの日本Ψイシ఼᷂ %1'
ライϯ見ֶձの͔͚͛について
ᶈそのଞ

■油脂技術委員会
月　日：9 月 24 日（Ր）
ग़੮者：๛岡࢘ҕһ΄͔ 22 名
ٞ　題：ᶃ༉ٕࢷज़ҕһձ・ػց部ձ 

　　ձ報告・Պձ活動についてࣄװ
ᶄলΤω࡞動༉（高効Խ࡞動༉）
Պձ・建ػメʔカ͔Βのཁ߲ٻ・ٕ
ज़հ　ᶅ規֨ීٴଅਐՊձ・֤ࣾ
のΦϯフΝイϧ，マχϡアϧの
+$M" 品ਪ予ఆ・こΕまでの題

ʜࣄߦҰཡʜ
（2013 年 9 月 1 日～ 30 日）

，્害ཁҼ，そのࠓ後のରԠ・Φϯ
フΝイϧについてのこΕまでのい合
わせ߲ࣄ

■路盤・舗装機械技術委員会 幹事会
月　日：9 月 26 日（）
ग़੮者：ߦ川߂߃ҕһ΄͔ 7 名
ٞ　題：ᶃ平成 25 年度上期の活動݁果

報告と下期の活動予ఆについて　ᶄޕ
後։࠵のҕһձ૯ձでの発ද内༰・ਐ
୲についての最ऴ֬ೝ　ᶅその・ߦ
ଞ

■路盤 ･舗装機械技術委員会 総会
月　日：9 月 26 日（）
ग़੮者：ߦ川߂߃ҕһ΄͔ 23 名
ٞ　題：ᶃ։ձҕһѫࡰ　ᶄ平成 25

年度活動ܭը報告　ᶅٕज़発ද・ࠓࡢ
のڥϏジωスのঢ়گについて・ハイ
ブリッド༉ѹシϣϕϧ（$"5336&H）・
ϰΟϧトήϯάϧʔϓ品の安全性
上に関する取組みհ・λイϠࣜ
のػ 3%-M$ のద用　ᶆࣄ務࿈བྷ

■建築生産機械技術委員会 移動式クレー
ン分科会WG

月　日：9 月 27 日（ۚ）
ग़੮者：ੴٱՊձ΄͔ 4 名
ٞ　題：ᶃॏྔं（トラッΫ）にお͚る

೩අධՁシϛϡレʔシϣϯについての
֬ೝ　ᶄラフテレʔϯΫレʔϯのۀ࡞
೩අ測ఆのたΊのۀ࡞・ߦϞʔドに
ついてのݕ౼　ᶅࠓ後のݕ౼のਐΊ方
について　ᶆそのଞ

■トンネル機械技術委員会 環境保全分科会
月　日：9 月 27 日（ۚ）
ग़੮者：ྛ正Պձ΄͔ 5 名
ٞ　題：ᶃ調査୲者͔ΒのՃ調査ࢿ

ྉについての発දઆ明　ᶄ調査ࣄ例ґ
པの調査߲Ҋのܾఆについて　ᶅそ
のଞ

■ 製 造 業 部 会

■製造業部会 幹事会
月　日：9 月 17 日（Ր）
ग़੮者：খࣨ洋ࣄװ΄͔ 4 名
ٞ　題：ᶃ平成 25 年度上半期のۀ

部ձۀࣄ報告について・ۀ࡞೩අݕ౼
8G の上期活動報告と下期活動ܭը・
マテリアϧハϯドリϯά 8G の上期
活動報告と下期活動ܭը・Ϋレʔϯं
ಓ路ߦ 8G の上期活動報告と下期
活動ܭը　ᶄ平成 25 年ळのػց部ձ
との合ಉٕज़࿈བྷձのテʔマについて
　ᶅ 11 月 19 日（Ր）1M ։࠵の合ಉ
部ձに͚たۀ部ձのରԠについ
て，建ઃۀ部ձ（ࣄװ）͔Βの提Ҋ
ٞ題（Ҋ）そのଞόッΫϗのり上
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όイ・報告ॻのઆ明とҙ見ަۀ࡞͛
Φ೩ྉ #%' の #100 のい方につい
て・ղମ用ػց関について・૽Իৼ
動の法改正のݕ౼について

■クレーン車道路通行WG・国土交通省打
合せ
月　日：9 月 25 日（ਫ）
ग़੮者：দ岡ল三リʔμʔ΄͔ 10 名
ٞ　題：ᶃΫレʔϯ用ंの構ཁ݅内

༰の改正ཁ（Ҋ）について国ަ௨
লࣗ動ंہඋ課఼のઆ明　ᶄ国
ަ௨ল఼の͝ҙ見およͼଧ合せ֬ೝ　
ᶅそのଞ

■国交省・作業燃費検討WG・ミニショベ
ルメーカ説明打合せ 

月　日：9 月 25 日（ਫ）
ग़੮者：ా中རণリʔμʔ΄͔ 15 名
ٞ　題：˔ۀ࡞೩අݕ౼ 8G・ϛχシϣ

ϕϧメʔカଧ合せ　ᶃϛχシϣϕϧ೩
අج४に関する֤メʔカҙ見について
の֬࠶ೝ݁果とۀ界ҙ見のまとΊにつ
いて　ᶄ +$M"S H020 ΤωϧΪʔফ
අྔݧࢼ方法 - ༉ѹシϣϕϧの༉ѹハ
イブリッドػにお͚るΤωϧΪʔফඅ
ྔ補正のߟえ方について　˔国ަল
のઆ明およͼଧ合せ　ᶃ 8G ͔Βの
೩අج४，ೝఆ制度ついてのઆ明　　
ᶄࠓ後のݕ౼のਐΊ方について

■ 建 設 業 部 会

■バックホウ（油圧ショベル）吊上げ作業
における事故予防検討会
月　日：9 月 17 日（Ր）
ग़੮者：ၚాتീओ査΄͔ 2 名
ٞ　題：ᶃ報告ॻ修正ݪ稿دͪ࣋り・ݕ

౼　ᶄそのଞ
■三役会

月　日：9 月 18 日（ਫ）
ग़੮者：立ੴ洋ೋ部ձ΄͔ 3 名
ٞ　題：ᶃ֤ 8G ਐঢ়گ報告　ᶄ 11

月 19 日（Ր）։࠵予ఆ合ಉ部ձにつ
いて　ᶅそのଞ

■機電技術者交流企画WG

月　日：9 月 24 日（Ր）
ग़੮者：ཹٱ島ڡસओ査΄͔ 8 名
ٞ　題：ᶃ 9 月 17 日కのࠓ年度ҙ見

　者の൝͚についてࠐՃਃࢀձަ
ᶄそのଞ

■ 各 種 委 員 会 等

■機関誌編集委員会
月　日：9 月 4 日（ਫ）
ग़੮者：٢ాܿҕһ΄͔ 19 名
ٞ　題：ᶃ平成 25 年 12 月߸（第 766 ߸）

のܭըの৹ٞ・ݕ౼　ᶄ平成 26 年 1
月߸（第 767 ߸）のૉҊの৹ٞ・ݕ౼
ᶅ平成 26 年 2 月߸（第 768 ߸）のฤ
ू方の৹ٞ・ݕ౼　ᶆ平成 25 年 9
～ 11 月߸（第 763 ～ 765 ߸）のਐ
ঢ়گの報告・֬ೝ

■建設経済調査分科会
月　日：9 月 18 日（ਫ）
ग़੮者：ࢁ名ࢸՊձ΄͔ 3 名
ٞ　題：ᶃ平成 25 年度ެۀࣄڞ関

予֓ࢉཁ　ᶄ平成 25 年度建ઃۀのۀ
稿આ明　ᶅそのଞݪگ

■新機種調査分科会
月　日：9 月 26 日（）
ग़੮者：ߐ本平Պձ΄͔ 4 名
ٞ　題：ᶃ新ػछ報のدͪ࣋りݕ౼　

ᶄ新ػछհσʔλまとΊ　ᶅそのଞ

ʜࢧ෦ࣄߦҰཡʜ

■ 北 海 道 支 部

■建設機械施工技術検定実地試験
月　日：8 月 30 日（ۚ）～ 9 月 1 日（日）
　所：ੴङࢢ ᷂日立建ڭػशηϯλ

北ւಓڭश所
डݧ者：1 ڃ 90 名，2 ڃ 404 名

■第 2回広報部会広報委員会
月　日：9 月 11 日（ਫ）
ग़੮者：ਿ岡ത史報部ձ΄͔ 12 名
ٞ　題：ᶃࢧ部ͩより /o106 ߸のฤࢊ

について　ᶄ࣍期ߨԋձについて　　
ᶅআઇػցలࣔ・実ԋձ（釧路ࢢ）の
実施について

■平成25年度除雪機械技術講習会（第1回）
月　日：9 月 18 日（ਫ）
　所：Ѵ川ࢢ ಓ北ࡁܦηϯλʔ
डߨ者：142 名
内　༰：ᶃআઇܭը　ᶄআઇの施方法

ᶅౙのަ௨安全　ᶆআઇの安全施　
ᶇআઇػցの取りѻい

■平成25年度除雪機械技術講習会（第2回）
月　日：9 月 20 日（ۚ）
　所：ଳࢢ と͔ͪؗ
डߨ者：142 名
内　༰：第 1 回にಉ͡

■平成25年度除雪機械技術講習会（第3回）
月　日：9 月 25 日（ਫ）
　所：ࢢ ࢢຽձؗ
डߨ者：136 名
内　༰：第 1 回にಉ͡

■平成25年度除雪機械技術講習会（第4回）
月　日：9 月 27 日（ۚ）
　所：ࡳຈ5,1 ࢢ ຈ͖ΐうさいαࡳ

ロϯ
डߨ者：214 名
内　༰：第 1 回にಉ͡
■情報化施工推進連絡会事務局事前打合せ
会
月　日：9 月 30 日（月）
　所：+$M" 北ւಓࢧ部ࣄ務ہ ձٞ

ࣨ
ग़੮者：َᖒ正ඒࣄ務ہ΄͔ 5 名
内　༰：ᶃ平成 25 年度活動方ٴͼࣄ

務ہମ制について　ᶄそのଞ

■ 東 北 支 部

■建設部会
月　日：9 月 9 日（月）
　所：ઋ河川国ಓࣄ務所 ܭը課
ग़੮者：ࠤਅ部ձ΄͔ 2 名
内　༰：国ಓ 108 ߸ Ֆᔹࢁ 2 ߸トϯω

ϧࣄ見ֶについてଧ合せ
■施工部会

月　日：9 月 17 日（Ր）
　所：ࢧ部ձٞࣨ
ग़੮者：Ҵଜ正߂部ձ΄͔ 9 名
ٞ　題：ᶃ平成 25 年度։࠵一ཡදにつ

いて　ᶄ平成 25 年度ಓ路আઇの手Ҿ
͖について　ᶅ平成 25 年度ύϫʔϙ
イϯトについて　ᶆそのଞ

■施工部会
月　日：9 月 18 日（ਫ）
　所：ઋอ݈福ࢱઐֶߍ
ग़੮者：Ҵଜ正߂部ձ΄͔ 3 名
ٞ　題：ᶃ平成 26 年度 建ઃػց施ٕ

ज़ݕఆֶՊݧࢼձ調査　ᶄ施ઃٴͼ
について　ᶅपลறंگঢ়ࣨݧࢼ֤
ঢ়گについて　ᶆそのଞ

■施工部会（除雪講習会開催）

月　日 　所  9 月 26 日
現在ਓ

 9 月 25 日（ਫ） લ߂ 120
 9 月 26 日（） ੨ 242
10 月 1 日（Ր） ळా（1） 225
10 月 2 日（ਫ） ळా（2） 211
10 月 3 日（） ԣ手 341
10 月 9 日（ਫ） ఱಐܗࢁ 238
10 月 10 日（） 新ঙ 174
10 月 16 日（ਫ） 岩手（1） 251
10 月 17 日（） 岩手（2） 216
10 月 23 日（ਫ） ձ 241
10 月 28 日（月） 宮ݹ 119
10 月 31 日（） Ԟभ（1） 173
11 月 1 日（ۚ） Ԟभ（2） 123
11 月 5 日（Ր） ઋ 196

डߨ者૯ܭ 2,870
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■ 北 陸 支 部

■建設機械施工技術検定試験実地試験
月　日：9 月 6 日（ۚ）～ 9 日（月）
　所：新潟県新潟ࢢ ίϕϧίڭश所

新潟ڭशηϯλʔ
डݕ者：1 Ԇ ڃ 75 名，2 Ԇ ڃ 249

名
■雪氷部会　運搬排雪作業とりまとめWG

月　日：9 月 24 日（Ր）
　所：北陸ࢧ部ࣄ務ہ
ग़੮者：੨మ࿕࠲΄͔ 6 名
ٞ　題：ᶃ中間とりまとΊ　ᶄࠓ後のま

とΊ方のݕ౼

■ 中 部 支 部

■建設機械施工技術検定実地試験
月　日：8 月 30 日（ۚ）～ 9 月 2 日（月）
　所：Ѫ県מ୩ࢢ「住༑建ൢػച᷂

Ѫڭशηϯλʔ」
डݧ者：1 者ݧ実ड ڃ 109 名，Ԇड

ݧ 者 194 名，2 実 ڃ ड ݧ 者 347 名，
Ԇडݧ者 376 名

■情報化施工講習会講師派遣
月　日：9 月 11 日（ਫ）
：࠵ηϛφʔ（ओशձ名：報Խ施ߨ

ίマπ名ݹ � レϯλϧ 21）
ࢣߨݣ：Ӭࣄߐ務ہ
■「建設 ICT施工ガイドブック（仮称）」
作成実行委員会
月　日：9 月 12 日（）
ग़੮者：੨ٕज़部ձ΄͔ 7 名
ٞ 題：第 1 正等ߍのߍ
■建設施工研修会（映画会）

月　日：9 月 26 日（）
　所：名ݹࢢ中খۀاৼڵձؗ
Ճ者：ࢀ 80 名

■ 関 西 支 部

■情報化施工普及推進会議
月　日：9 月 12 日 （）
　 所：近ـ地方උہ ձٞࣨ
ग़੮者：দ本ࠀӳࣄ務ہ以下 4 名

ٞ　題：ᶃݚ修・ηϛφʔの։࠵につい
て　ᶄҙ見ަ

■建設用電気設備特別専門委員会（第401回）
月　日：9 月 18 日 （ਫ）
　所：中ԝిؾ۞ָ部 ձٞࣨ
ٞ　題：ᶃલ回ٞࣄ֬ೝ　ᶄ +&M-

5R104 建ઃࣄ用डిઃඋݕอ
कのチΣッΫリスト৹ٞ　ᶅそのଞ

■水工技術講習会（平成 25年度第 2回）
月　日：9 月 24 日（Ր）
　所：手ֶӃ 大ࡕ城スΫΤア ձ

ٞࣨ
ज़ҕһձҕһ以ٕՃ者：֯ਫࢀ

下 69 名
内　༰：ᶃ「μムのׂとૢ࡞について」

μムٕज़ڀݚ所所 高ਢ修ೋࢯ　　
ᶄ「ਫཧ・ৼ動特性」大ؾిࡕ௨৴大
ֶ٬һڭत ഼רහळࢯ

■ 中 国 支 部

■第 3回施工技術部会
月　日：9 月 3 日（Ր）
　所：中国ࢧ部ࣄ務所
ग़੮者：ᜊ౻実部ձ΄͔ 7 名
ٞ　題：ᶃ報Խ施関ࣄߦのܭըに

ついて　ᶄߨशձ等の実施ܭը（Ҋ）
（ಓ路আઇߨशձ・建ઃٕज़ߨशձଞ）
について　ᶅそのଞݒҊ߲ࣄ

■第 6回企画部会
月　日：9 月 4 日（ਫ）
　所：中国ࢧ部ࣄ務所
ग़੮者：∁ಪت部ձ΄͔ 7 名
ٞ　題：ᶃ平成 25 年度中国地方උہ

とのҙ見ަձのاը調について　
ᶄそのଞݒҊ߲ࣄ

■第 3回広報部会
月　日：9 月 5 日（）
　所：中国ࢧ部ࣄ務所
ग़੮者：খੴ川ଇ部ձ΄͔ 4 名
ٞ　題：ᶃ報ࢽ $MOBWJ39 ըฤूا߸

について　ᶄࢧ部ϗʔムϖʔジの改ྑ
について　ᶅそのଞݒҊ߲ࣄ

■第 2回開発普及部会
月　日：9 月 10 日（Ր）
　所：中国ࢧ部ࣄ務所

ग़੮者：Ѩસ部ձ΄͔ 6 名
ٞ　題：ᶃ第 33 回新ٕज़・新法発ද

ձについて　ᶄ第 64 回新ٕٕज़活用
等現ݚ修ձについて　ᶅ中国地方建
ઃٕज़։発ަྲྀձٴͼ建ઃٕज़フΥʔ
ラムのঢ়گについて　ᶆػցઃඋ
ҡ࣋ཧڀݚձについて　ᶇそのଞݒ
Ҋ߲ࣄ

■第 3回部会長会議
月　日：9 月 11 日（ਫ）
　所：島 :M$" ձٞࣨ
ग़੮者：∁ಪت部ձ΄͔ 7 名
ٞ　題：ᶃ平成 25 年度ۀࣄ実施ܭըに

ついて　ᶄۀࣄผ（中国地方උہと
のҙ見ަձ・ࢧ部ϗʔムϖʔジの改
ྑ・中国地方建ઃٕज़։発ަྲྀձ・建
ઃٕज़フΥʔラム・新ٕज़新法発ද
ձ・報Խ施ٕज़ڀݚձ・報Խ施
शձ）にߨηϛφʔ・ಓ路আઇݧମ
ついての݁果ٴͼ予ఆ　ᶅそのଞݒҊ
等߲ࣄ

■ 四 国 支 部

■建設機械施工技術検定【実地】試験
月　日：9 月 4 日（ਫ）～ 5 日（）
　所：日立建ػ日本᷂四国ࢧళ構内（ળ

௨ࢢࣉ）
डݧ者：1 120：ڃ 名，2 284：ڃ 名（ڞ

にԆਓ）

■ 九 州 支 部

■建設機械施工技術検定試験
月　日：9 月 1 日（日）～ 10 日（Ր）
　所：ίマπڭश所᷂भηϯλ
डݧ者：1 325 ڃ 名，2 635 ڃ 名
■企画委員会

月　日：9 月 18 日（ਫ）
ग़੮者：ٱอా正य़اըҕһ΄͔ 5 名
ٞ　題：ᶃ建ઃػց施ٕज़ݕఆ実地ࢼ

ྉにࢿձࣄ果について　ᶄ本部ཧ݁ݧ
ついて　ᶅӡӦҕһձの։࠵について
ᶆ第 4 回・第 5 回報Խ施ߨशձに
ついて　ᶇそのଞ
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ฤू݉発ߦਓ　　௰　　　༃　三
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編集顧問
೭ॿݚՃೲ ྄࢘　岡ࠓ
ӻ 後౻　　༐　֞܂
࣏　正ಓ 新։　અࠤ
関　　ݾࠀ ∁ా　
ా中　߁೭ ௩ݪ　ॏඒ
中岡　ஐ৴ 中島　ӳี
和உ 本ా　ٓ史　ݩڮ
ᬑ　和

編集委員長
ా中　߁ॱ　ࣛ島ಓ路᷂

編集委員
٢ా　　ܿ　国ަ௨ল
ল࢈ণ　ྛਫ　ࢁ࣋
ҏ౻　݈一　（ಠ）మಓ・ӡ༌ػ構
　ࣛ島建ઃ᷂　　ݪࣰ
立ੴ　洋ೋ　大成建ઃ᷂
౻٢　　ਗ਼ਫ建ઃ᷂
Ҫ　྄太　᷂大ྛ組
務ళอ　ོಓ　᷂中ٱ
安川　ྑത　᷂۽୩組
川西　݈೭　᷂Ԟଜ組
᷂ۀ౻ࠤ　ܧ　免ژ
岡ా　ӳ明　ޒ洋建ઃ᷂
ᜊ౻　　ୖ　東ѥ建ઃ᷂ۀ
ਆ　ݩӳ　日本国։発᷂
૬ా　　ঘ　᷂ /*110
岡本　直थ　ࢁ建ઃ᷂
ίマπ　ໜ　　ݪ
本　ໜ太　キャλϐラʔジャύϯ᷂ࢁ
ધݪ三ࠤ　日立建᷂ػ
᷂ػίϕϧί建　　　ޱݪ
ੴ　ٱ　住༑建᷂ػ
和ా　一　᷂ ,$M
ց᷂ػ本　　平　ൣ多ߐ
౻島　　ਸ　施ٕज़૯合ڀݚ所

事務局
日本建ઃػց施ڠձ

日に日にפさが૿して͖ました
が，ಡ者のօ༷はい͔がおա͝しで
しΐう͔。ࠓࡢは，قઅ֎Εの大ܕ
෩による֤地でのਙ大な被害や，
աڈのৗࣝではߟえΒΕない݅ࣄ等
がසൟにおこるなど，Կ͔と҉い
題が多い͔とࢥいます。し͔しなが
Β，アϕϊϛΫスによるधཁの高ま
り，そしてԿとݴっても 2020 年の
東ژΦリϯϐッΫ・ύラリϯϐッΫ
টகがܾఆしたことは，ۀ界関者
としてもݸਓ的にもඇৗにخしいग़
དྷࣄです。「ࠓ，χッϙϯにはこの
ເのྗがඞཁͩ」このキャッチフ
レʔζが現実となることはܾఆしま
した。ࠓ後 2020 年に͚て༷ʑな
ことがえΒΕてい͖ますが，その
ϓロηスにお͚るզʑۀ界関者の
いࢥׂは，とても大͖いと・໋
ます。大͔࠰܌もΕませΜが，あ
るҙຯ࣌が変わるのではないで
しΐう͔。2020 年։࠵後がগしා
いですがʜ

さて，ࠓ月のテʔマは「建築」で
す。ࠓࡢの建築ࣄでは，ղମ・新
築・࠶生・อ存などの多༷なχʔζ
があり，そΕΒをࣾձやڥにྀ
しながΒ実施していくことがٻΊΒ

Εています。そΕΒを実現するҝに
は༷ʑなػցྗが大なཁૉであ
り，ػցྗແくして建物にるࣄ
はୡ成で͖ませΜ。そのようなࢥい
を๊͖ながΒ，֤ࣾの最新ٕज़や地
ಓな取り組みにフΥʔカスし，ࣾձ
本のΤイジϯάにରԠするロϘッࢿ
トٕज़のలについてのר಄ݴに࢝
まり，建ઃ現にお͚るলΤωϧ
ΪʔԽਪਐに関するߦの方性，
লਓԽにܨがるࣗ動ൖૹシステム，
༷ʑな特घղମ法，耐震・免震に
関する։発，ݫしい݅下での高
層Ϗϧ建ઃやそのٕૅجज़など෯
くࡌܝしました。ͣいそうでは，建
築とػցの༥合の大さをを࣋っ
て͡ײ，そのことにྗしたݧܦஊ
をհしています。また，ަྲྀのͻ
Ζでは，「ҟۀछۀڠでߟえるະ
དྷのඦ՟ళ」について，建築のະདྷ
をҧったࢹでଊえたڵຯਂい取り
組みをհしています。ੋඇ，օ༷
のࠓ後の取り組みのߟࢀとして͚
Εとࢥいます。

最後になりましたが，͝多中に
も関わΒͣ，ࣥ͝චいたօ༷にਂ
く御ྱਃし上͛ますとڞに，ࣥචґ
པにշして͖，ࣾ内調等ʑス
ϐʔσΟʔにରԠして͖ました֤
ࣾ関者のօ༷に，改Ίてਂくँײ
ਃし上͛ます。 （ٱอ・ޱݪ）

12 月号「基礎工・地盤改良特集」予告
・地のӷঢ়Խ被害可能性ఆにるٕज़ࢦ
・既ઃڮにۃ近した݅下での所ଧͪߌの施
・ϕトφムでॳΊての߯൘ૅج
　　ハϊイ ŋ χャッλϯڮ（日越༑ڮ）のओౝૅج
を用いた地൫ఆٕज़の։発ܗৼ動・
　　地下μム施およͼ一ൠߌૅجにお͚る地൫ఆのదԠ
%/&法　"8"R%-5R等ްࣜ࿈ଓน๐۷ؾ・
のద用法をར用したԾཹΊց፩ػಓ内にお͚るジΣット併用ي・
　　૬模ઢަࠩ部にお͚るਓಓ地下ಓ新ઃࣄにうメカジΣット法
・ॎܕ回సࠞ合፩中層改ྑ法の֓ཁ
　　πイϯ・ブレʔドϛキシϯά法による多層地൫改ྑ施
・੩的కݻΊ࠭ߌ法　S"7& ίϯϙʔβʔ
・ಙࢁ下দߓ改修ࣄにお͚るࣄલࠞ合ॲཧ法
　　耐震؛นの࠶生ٕज़と回సࣜ破ࠞࡅ合ػ方ࣜ
・構物近・直下のༀӷ入法による地൫改ྑ
　　բϲӜ用ਫ施ઃの効用回෮ࣄ　多入法
・খػܕցによる大ػܘޱց፩法　M*5S 法　$MS システム
・狭隘部にお͚る大ਂ度χϡʔマチッΫέʔιϯの施　
　　ઍా۠Ӭాொ一ஸ近࠶構立ઃ置ࣄ
・ιイϧηメϯトนおよͼਂ層地൫改ྑの൚用施ػց
　　$SM ցの։発・ల։・改ྑػ法の施
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建築　特集 
● 建設施工現場における省エネルギー化推進・低炭素型社会構築への取組み 
● 建設現場の資機材の運搬を省力化するフレキシブル水平搬送システムの開発 
● 140m超高層建物における閉鎖型解体工事 
● HSPC構真柱の開発 
● ジャッキダウン式環境配慮型ビル解体工法の100mを超える超高層ビルへの適用 
● 圧着接合による耐震補強技術 
● 既存天井の後付耐震改修構法の開発 
● 超高層建造物を実現する， 耐震安全性に優れた高張力円形鋼管の開発 
● 都心部狭小地における超高層・大深度ビル建設手法の紹介 
● 加速度センサーを用いたコンクリート打重ね時間管理システムの現場適用 
● 鉄筋を内蔵したコンクリート充填鋼管構造を採用した高層複合ビルの施工 
● ハイブリッド中間階免震改修の施工 
● SRC/RC構造物解体の環境負荷を大幅軽減する解体工法 
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11 都心部狭小地における超高層・大深度ビル建設工事 

建設機械施工 
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